










































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　間ま違ちがいの多い生き方をしてきた。

　わたしの大きな間ま違ちがいは、純じゆんに告白したこと。そして付き合ったこと。

　白しろ崎さき純じゆんはわたしの幼おさな馴な染じみだ。

　小学生の頃ころ、妹の那な織おりといつも遊んでいた家の横にある空き地に、家が建った。わたしたちの遊び場が無くなった代わりに、純じゆんの家が建った。

　初めて純じゆんに会った時、わたしは恋こいに落ちた。一ひと目め惚ぼれというヤツだ。緊きん張ちようのあまり、ぶっきらぼうによろしくと言ったけど、心の中ではガッツポーズをしていた。これなら遊び場が無くなっても全然許せると思った。

　純じゆんはカッコ良かった。もろにタイプだった。

　切れ長の目で、でも目付きが悪い感じじゃなくて、鼻筋も通っていて、ちょっと生意気そうな雰ふん囲い気きを持ったその少年に、わたしは夢中になった。

　性格も見た目通り落ち着いていて、何かあっても余よ裕ゆうたっぷりの声で、「どうしたんだ？」なんてさらっと言ってのける感じ。今にして思えば、ただ背せ伸のびをしていただけなんだろうけど、子どもの頃ころのわたしは「大人っぽくてカッコイイ」と思っていた。やることなすことカッコイイと思っていたんだから当然だ。少女の初はつ恋こいなんて、誰だれだってそうだと思う。ちょっと髪かみをかき上げる仕草にドキドキしたり、頰ほおを伝う汗あせや首筋の血管に見み蕩とれたり、先生に指された時、いとも簡単に正解を答えたり、屈かがんだ時に白い鎖さ骨こつが見えたり、頰ほお杖づえをついて窓の外を憂うれいのある顔で眺ながめている姿にキュンとするとか……その、色々あるよね。うん。

　わたしはどちらかと言えば活発なタイプだったから、余計に純じゆんみたいな男の子と関わったのはそれが初めてだった。

　子どもの頃ころを思い出すと、純じゆんの傍そばにはいつも本があった。純じゆんはともかく読書家だった。十分しかない休み時間でも、本を読んでいた気がする。もちろん六年間同じクラスだったわけじゃないから、常にそうだったのかはわからないけど、わたしの中ではそういうイメージ。ちなみに、この純じゆんの趣しゆ味みが後々わたしを苦しめることに繫つながるのだけど、今はちょっと置いておく。

　そんなわけで、純じゆんはとにかく物知りで、わたしたち姉し妹まいに色んなことを教えてくれた。空が青く見える理由だったり、飛行機が飛ぶ仕組みだったり、双ふた子ごが生まれる理由だったり──

　でもさぁ。

　やっぱり、小学生の女の子に対して、何の照れもなく卵らん子しとか精子とか平気で言うのはどうかと思う。今になって思い返せば、そういうことを平気で言えちゃうのが大人だ、とでも思ってたんだろうな。幼い頃ころのわたしは、ただ純じゆん粋すいに、純じゆんは何でも知っててすごいって目をきらきらさせていた。我ながらバカ。




「双ふた子ご」




　それは、わたしと那な織おり。

　わたしには那な織おりという妹がいる。子どもの頃ころは、一いち卵らん性せいと疑われるくらいよく似ていた。髪かみ型がたも一いつ緒しよだったし、服も色いろ違ちがいとかだったからよく間ま違ちがえられた。それが面おも白しろくて、わたしたちはわざと大人をからかって遊んだりもした。

　でも、両親と純じゆんは騙だませなかった。

　わたしたちは一いち卵らん性せいじゃないから、どこをとっても見た目が一いつ緒しよなんてことはない。もちろん顔は似ているけど、見分けがつかない程ほどじゃない。そこに気付いてくれるかどうか。高校生となった今じゃ、髪かみ型がたは違ちがうし体型も違ちがうから、もう入いれ替かわって遊ぶことはできない。

　入いれ替かわろうとも思わないけど。

　そんな外見と同様、わたしたちは性格も似ていなかった。子どもの頃ころから、そりゃもう明確に違ちがっていた。男子に交じって運動したり、イベントなんかを全力で楽しむわたしに対して、那な織おりはいつも面めん倒どうくさそうな顔をして、ぶつぶつ文句を言うタイプ。筋金入りの皮肉屋。

　そして……純じゆん以上の読書家だった。那な織おりは読書に限らず、映画やアニメやともかくそういうものすべてが大好きだった。この辺は間ま違ちがいなくお父さんの影えい響きよう。加えて、頭の回転まで良いいときた。言わんとすることは、もうわかってもらえると思う。

　純じゆんはわたしより那な織おりと話が合ったのだ。

　しかも、負まけず嫌ぎらいな純じゆんは、那な織おりに本や映画の知識はもちろんのこと、勉強でも負けじと努力した。勉強ができなかったわけじゃないけど──というか純じゆんはわたしより勉強できたけど、那な織おりにはあと一歩届かなかった。満面の笑えみで満点のテストを掲かかげる那な織おりの顔を、本当に悔くやしそうな表情で見つめていた。

　そしていつの頃ころからか、一いつ緒しよに遊ぶ回数が減った。理由を訊きいた時は誤ご魔ま化かしていたけど、その理由はすぐにわかった。次のテストで純じゆんは満点だったから。そう、純じゆんは勉強していた。

　そんな小学生時代を経て、今では間ま違ちがいなく純じゆんの方が上になった。何せ、中等部の頃ころからずっと学年一位をキープしてるくらいだ。それくらい負まけず嫌ぎらい……と言いたいところだけど、もうちょっと別の理由があることをわたしは知っている。たまらなく悔くやしい理由が。

　それはともかく、そんなわけで、那な織おりとわたしの性格や考え方は全く似ていない。

　だけど、好みは似ていた。と言うか、子どもの頃は幾いくつかの好みが被かぶった。

　好きなお菓か子しが同じだったから最後の一個は取り合いになったし、お気に入りの服も同じだったから、よくどっちが自分のかで言い合いになったりした。だから、同じものが二つずつ増えていった。多分、自分と違ちがうものを持っているのが気に入らなかったんだと思う。

　そんな感じで、小さい頃ころは好きな食べ物、好きな服、好きなおもちゃが同じだった。




　そして、好きな人も。




　那な織おりがいつから純じゆんのことをそういう目で見始めたのか、そのきっかけはわからない。

　けれど、わたしたちは双ふた子ごの姉し妹まいだ。那な織おりが純じゆんのことを好きだと気付くのにそんなに時間はかからなかった。少なくとも、中学生になる前には既すでにそうだったと思う。

　わたしはと言えば、中学生になって、思春期が始まって、純じゆんと喋しやべることに少しずつ照れや気き恥はずかしさみたいなものが芽生え始めたっていうのに、那な織おりときたら子供の頃ころと同じように純じゆんと仲良く談だん笑しようしていた。

　それが妬ねたましかった。悔くやしかった。

　わたしだって、純じゆんともっと喋しやべりたかった。

　わたしが部活にのめり込んでいる間、二人がどうしていたか知らない。純じゆんは弓きゆう道どう部ぶだったからそれなりに部活に行っていたけど、那な織おりはほとんど帰宅部みたいなもんだった。それなのに、部活終わりに二人で帰る姿を見み掛かけたことがある。一度や二度じゃない。仲良さげに歩く二人を見ていると、何となく声を掛かけづらくて、わたしは遠くからその後ろ姿を見ることしかできなかったし、なんなら見付からないようにわざと電車を一本ずらすなんてこともした。

　だから、わたしは──

　那な織おりの気持ちを知っていながら、気付かない振ふりをした。全部、見なかったことにした。

　二年生にあがって、純じゆんと同じクラスになった。一年生の時は別々のクラスだったから、学校で純じゆんを意識することはそんなに多くなかった。

　でも、同じクラスになって、教室でも話すようになって、やっぱり純じゆんから目が離はなせない自分を自覚した。他の女子と話す純じゆんの姿を嫌けん悪おする自分が居た。

　そして休み時間、純じゆんの元に現れる那な織おりを何度も見み掛かけた。

　ああ、那な織おりはこうして一年の時から純じゆんのところに来ていたんだ。全然知らなかった。

　那な織おりは純じゆんの友達とも仲良くなっていた。どんどん自分の居場所を作り上げていった。

　断られてもいい。ほんの少しでもわたしのことを意識して欲しい。

　いつしかそう考えるようになっていた。

　わたしは純じゆんに告白しようと決めた。どんな結末になるにせよ、自分の気持ちに、悩なやみに、区切りをつけたかった。もしかしたら楽になりたかっただけかもしれない。それでもよかった。

　三年生になる前の春休みの夜、純じゆんを呼び出した。シャワーを浴びて部活の汗あせを流して、髪かみを整えて、ほんのり色付くリップを塗ぬって、気合いを入れ過ぎないようにしながらそこそこカッコのつく服を着て、《コンビニに行くから一いつ緒しよに来て》とラインで誘さそった。

　照れや気き恥はずかしさを感じていたと言っても、そういう頼たのみ事ごとを簡単にできるくらいの関係ではあった。だって幼おさな馴な染じみだし、隣となりの家だし。

　メッセージを送る時は、やばいくらい緊きん張ちようした。送信マークの上で、どれほど指が止まっていたかわかんない。余りの怖こわさに、画面から目を逸そらしたまま送信したのは今でも覚えてる。

　なんてウブで可か愛わいかったんだろうな、あの頃ころのわたし。

　那な織おりがお風ふ呂ろに入っている隙すきを狙ねらって待ち合わせた。さすがに黙だまって出て行くのは気が引けたから、「コンビニ行くけどなんか要いる？」とお風ふ呂ろのドア越ごしに声を掛かけた。

　何も知らない那な織おりは「プリンよろしく！」と無む邪じや気きに返した。

　その無む垢くな声が、わたしの心の中にある黒々とした醜みにくい塊かたまりに刺ささった。

　家を出ると、めんどくさいなぁという顔を張り付けた純じゆんが、立っていた。

　そういう顔が似合うんだよね、また。困ったことに。

　コンビニまで何を話したか、どこを歩いたか思い出せないほど、わたしは緊きん張ちようしていた。いつ言おう。どうやって切り出そう。ああ、勢いで──なんて考えているうちにコンビニに着いてしまい、ひとまずプリン二つと飲み物を買った。

　帰り道、「久しぶりにあの公園寄ろうよ」と純じゆんを誘さそった。

　純じゆんに告白するタイミングを逃のがし続つづけたわたしは、今日こそ言うんだ──この公園で告白するんだと心に決めていた。子どもの頃ころいつも遊んでいた小さな公園。滑すべり台だいとブランコくらいしか遊具はないけど、子どもが走り回るには十分な広さと立派な東あずま屋やがあるいつもの公園。

　この思い出の公園こそが、告白の場に相応ふさわしいと思っていた。

　それなのに……覚かく悟ごを決めたのに、いざベンチに座るとどうしようもなく不安になって、なんて切り出せばいいかずっと悩なやんでいた。断られたらどうしよう。てか断られるに決まってる。

　わたしは那な織おりみたいに可か愛わいらしいわけじゃないし。

　というか、純じゆんは那な織おりのことが好きだし。

　そう、わたしが言い出せずにいた一番の理由──純じゆんは那な織おりのことが好きだったのだ。

　小学校の五年とかそれくらいの頃ころ、純じゆんはことあるごとに那な織おりのことを訊きいてくるようになった。しょっちゅう那な織おりと話す癖くせに、「那な織おりは家でどれくらい勉強してる？」とか「那な織おりは今どんな本を読んでる？」とか。口を開けば那な織おりのことばっか。あいつはそうやって那な織おりのことをライバル視しているうちに本気になった──そうして疑念はいつしか確信に変わっていった。

　誰だれが見たって、那な織おりのことが気になって気になって仕方がないって感じだった。

　それでも言うって決めたでしょ！

　何度自分を奮い立たせたかわからない。

　そう決めても、断られたらって考えるとどうしようもなく怖こわかった。以下ループ。

　ああ、わたしに告白してきた男の子たちは、こんな気持ちだったんだなんて場ば違ちがいなことを考えてしまう妙みように冷静な自分も居て、何が何だかわからなくなってしまった。そんなこと考えてる場合じゃないけど──みんな凄すごいよ。こんなに勇気が必要なことを乗のり越こえてきたんだ。

　ダメだ。弱気になるな。やれる。わたしはやれる。

　……ここで言わなきゃ後こう悔かいする。

　言える。うん、大だい丈じよう夫ぶ。何度目かのループのあと、わたしは覚かく悟ごを決めた。

　人生で一番緊きん張ちようした。

　なんてカッコつけても、臆おく病びようなわたしは真面目に言うのが恥はずかしくなって、「わたしと付き合ってみない？」って、ちょっと軽い感じで告白するのが精いっぱいだった。これでも相当勇気を出した。事前に用意してたセリフなんて、もうどっかに飛んで行ってしまった。死ぬかと思った。心臓がバクバクしすぎて、純じゆんに聞こえるんじゃないかってビクビクしてた。




　沈ちん黙もく。そして、静せい寂じやく。




「いきなりどうしたんだよ」

　純じゆんの口からようやくでた言葉がこれだった。その言い方には、そんなこと言われても困るみたいな含ふくみがあった。いきなりなんかじゃないって言いたかった。

　ずっと好きだったって言いたかった。

　わたしには言えなかった。

　マジになるのが怖こわかった。

「四月から三年生だしさ、高校に上がる前にそういうの経験してみたいじゃん。うちらは受験も無いし、ちょうどよくない？　周りでも彼かれ氏し持もちの子とかちらほら居るし、お試ためしみたいな感じでどう？」

　付き合おうと言った同じ口で、お試ためしなんて口走ってしまうのがわたしだ。いつだって本当の気持ちを打ち明けられない。あれだけ覚かく悟ごを決めたのに、すぐに逃にげてしまう。はぁ。

　沈ちん黙もくが怖こわくて、純じゆんが深く考え込まないように畳たたみ掛かけた。

「ほら、純じゆんだったら子どもの頃ころからの付き合いだし安心じゃん。お互たがいのことよく知ってるし。純じゆんだって、わたしなら丁度いいでしょ？　それともわたしとじゃ嫌いや？」

　焦あせるあまり、都合の良いい女まっしぐらなことを言ってしまった。

　ダメだ。わたしはもうダメだ。ちょー情けない。自分で言ってて悲しくなってくる。

　もちろんそう言ったからって、純じゆんは頷うなずくような人じゃない。そんなことわたしが一番よくわかっている。でも純じゆんは優やさしいから、わたしの言いたいことを察してくれた、と思う。

　ううん、思うじゃないね。純じゆんはちゃんと察してくれた。だって、じっとわたしの顔を見み詰つめて、「琉る実みは本当に僕と付き合いたいの？」と訊ききなおしてくれたから。

　純じゆんがそう言ってくれたから、わたしは、ようやく素す直なおに「うん」と言えた。

「わかった。いいよ」

　あれは人生で一番嬉うれしかった瞬しゆん間かん。純じゆんに「よろしく」と返す時、叫さけびたい気持ちをどれだけこらえたことか。一人だったら、絶対に大声で叫さけんでた。

　だって、だって──わたしの初はつ恋こいが成じよう就じゆしたんだもん！

　家に戻もどって、那な織おりにそのことを伝えたら、「これで彼かれ氏し持もちじゃん！　おめでとう。いやぁ、感かん慨がい深ぶかいねぇ。初はつ恋こい実ったねぇ」なんてお祝いしてくれた。けれども、見開かれた目の奥は、決して祝福していなかった。そんな那な織おりの顔を見たら、わたしはどんだけ残ざん酷こくなことをしてしまったんだろうと胸が痛くなった。

　罪悪感──そして、優ゆう越えつ感かんが繰くり返かえしやってきた。

　部屋に戻もどって、頭まで被かぶった布ふ団とんの中で純じゆんとのトーク履り歴れきをさかのぼったり、子供の頃ころの写真を見ながらあれこれ妄もう想そうしていると、いつしか罪悪感は消えていた。

　お似合いのカップルだと思った。自分で言うのもアレだけど、運動が好きで明るい女子と学年トップの秀しゆう才さいって、間ま違ちがいないじゃん。それに、純じゆんは気付いていないかも知れないけど、密ひそかに恋こい心ごころを抱いだく子がそれなりに居たりする。そういう話を聞く度たびに、嬉うれしいような悔くやしいような複雑な気持ちになった。わたしの方が先に見つけたんだって、言って回りたかった。

　でも、そんなことを言う必要なんて無くなった。

　だって、純じゆんはわたしの彼かれ氏しなんだから。

　彼かれ氏し──そして彼女。

　甘かん美びなその響ひびきは、わたしを有う頂ちよう天てんにさせた。

　那な織おりのことなんて忘れて、自分でも笑っちゃうくらい舞まい上あがっていた──最初のうちは。

　わたしだけの純じゆん。

　那な織おりに見せない恥はずかしそうな顔。

　優やさしく耳元で囁ささやく吐と息いき交まじりの声。

　キスをする時にわたしの頭を支える、細長い指。

　そういう時、純じゆんの中にはわたししか居なかった。那な織おりの影かげはなかった。

　だからわたしは、いつしか那な織おりの悲しそうな顔を忘れていた。いや、忘れようとしていた。

　最初は気をつかって那な織おりの前では純じゆんの話をしないように意識していたのに、そのうち二人で行ったデートの話なんかを一刻も早く誰だれかに言いたくなってきて、いつしか那な織おり相手に報告するようになった。今さら遠えん慮りよしたってしょうがないよね、なんて自分に言い訳して。

　あの子はいつもの調子で相手をしてくれていたけど、今考えるとわたしは最低だった。

　罪悪感を紛まぎらわせるために、はっきり言わない那な織おりが悪いんだよ、まごまごしているから取られちゃうんだよって、自分を──自分のしたことを正当化し始めた。マジで最低。

　わたしは悪い姉だ。嫌いやな姉だ。意地悪な姉だ。

　わたしは、姉失格だ。




　だから。

　こんな意い地じ汚きたない姉だから。

　わたしは耐たえられなくなって純じゆんと別れた。きっちり一年で別れた。

　そうして、純じゆんに那な織おりを無理矢理押し付けた。

　自分の醜みにくさを隠かくすために。罪を償つぐなうために。

　わたしの初はつ恋こいは、かすかに煌きらめいていたのに、今はどろどろで、ぐちゃぐちゃで、どれだけ磨みがいても、もう光らない。胸の奥にある淀よどんだ池の中で、今も転がっている。
















　僕はこれから、あまり世間に類例がないと思われる僕と双ふた子ごの関係について、出来るだけ正直に、ざっくばらんに、有りのままの事実を言おうと思う。

　隣となりに住む双ふた子ごの姉し妹まいと出会ったのは、小学一年生の時だ。

　親が家を買ったから引ひつ越こしをした。

　そうしたら、たまたま隣となりの家に同い年の双ふた子ごの姉し妹まいが住んでいた。

　言ってしまえば、ただそれだけのこと。確率論とか運命論とか、そういうものを持ち出して語ったとしても、そこに大して意味はない。観測された事実が横たわるのみだ。

　なんて格好つけて言ってみても、当時の僕は喜んだなんてもんじゃなかった。ちょっとクールぶって、悪くないなんて自分を誤ご魔ま化かしていた。

　可か愛わいい双ふた子ごの姉し妹まいが隣となりの家に住んでいるなんて、どれだけ恵めぐまれているんだって話。

　その双ふた子ご──琉る実みと那な織おりは、近所でも可か愛わいいと評判の姉し妹まいだった。幼い頃ころの二人は、とにかく可か愛わいかった。よく周りから「将来はアイドルか女優さんかな」なんて言われていた。

　そんな二人が僕に懐なついてくれる。こんなに嬉うれしいことは無かった。誇ほこらしさすらあった。

　女子と仲良くしていると、小学校低学年のうちはまだ良いいけれど、次し第だいに揶揄からかいの対象となってくる。だから、男子から女子に話はなし掛かけることに抵てい抗こうが芽生え始める。

　それでも二人がいつも話はなし掛かけてくれるから、僕は自然に会話することが出来た。

　今でこそ、琉る実みはショートカットですらっとしていて、那な織おりは髪かみを二つに結ゆって女性らしい体形……まぁ、深くは言わないけど、ともかく今の二人は、明らかに違ちがう見た目をしているけれど、当時は本当に瓜うり二ふたつだった。

　二人が明確に違ちがいを見せ始めたのは、小学校高学年くらいだったと思う。

　琉る実みがいきなりショートカットにしてきて、驚おどろいたのを覚えている。幼かった僕は「失しつ恋れんでもしたのか？」なんて的外れなことを考えていた。女の子が髪かみを切るのは失しつ恋れんしたからだ、なんて言葉を鵜う吞のみにするくらいには子供だった。どうして琉る実みが髪かみを切ったのか、深い理由を訊きいた覚えがない。

　何な故ぜなら、当時の僕は那織のことで頭が一いつ杯ぱいだった。

　恐おそらく、その頃ころから那織のことが好きだったんだと思う。

　神じん宮ぐう寺じ那な織おりは、僕が出会った女の子の中で、群を抜ぬいて頭の回転が速かった。昔から本が好きだった僕は、勉強もそこそこ出来たし、色んなことを知っているという自負があった。

　だが、那な織おりはそのすべてにおいて、僕を軽く上回っていた。

　それを思い知ったのは、出会ってから暫しばらく経たった頃ころだった。

　その日も僕は、本で得た知識を得意気に語っていた。進化とかそういう話だった。

　琉る実みと一いつ緒しよに「よく知ってるね」と言っていた那な織おりが、別わかれ際ぎわにそっと僕の耳元で──

「恐きよう竜りゆうは鳥に進化したから生き残れたという言い方は、ちょっと違ちがうと思うよ。恐きよう竜りゆうと呼ばれる生き物の中に、すでにのちの鳥類になる種類が居たんだよ。その種類が生き残って、枝分かれして、今は鳥類と呼ばれているだけなんだ。方ほう向こう性せい選せん択たくだよ。んーと、言いい換かえると、絶ぜつ滅めつしたのが恐きよう竜りゆうで、生き残ったのが鳥類って言えばいいかな？　だから、鳥類に進化したから生き残ったっていう言い方は、ちょっと違ちがうかなって思ったの。進化って言うのは、ある日突とつ然ぜん姿形が変わるんじゃなくて、世代を超こえて伝わる群体の変化のことだよ。同一個体の形が変わるのは変態って言うの。あと、ティラノサウルスには羽う毛もうが生えていて、実はふさふさしてたって言ったけど、それもどうかな。身体からだが大きな動物って、ふさふさしてなくない？　象とかサイはふさふさしてないよね。身体からだが大きくなると、体温を下げるの大変なんだよ。爬は虫ちゆう類るいは汗あせをかけないから、余計に大変だと思うんだよね」と矢や継つぎ早ばやに言い放ったのだ。

　こいつはいったいなんだ、と思った。琉る実みの前でそういうことを言わずに居てくれたことはありがたいと思ったけど、心の底からこの生意気な女にムカついた。

　那な織おりはテストの点数だって僕より上だった。取とり零こぼしなんてなかった。いつも満点だった。

　本の知識も、蘊うん蓄ちくも、勉強も、すべて那な織おりに負けていた。

　僕は那な織おりに負けてたまるかと思って、沢たく山さん本を読んだ。勉強も頑がん張ばった。那な織おりは僕のことを見下したりはしなかったけど、僕は勝手に対たい抗こう心しんを燃やしていた。

　あの恐きよう竜りゆうの話以来、僕の中で那な織おりは倒たおすべき存在になっていた。

　那な織おりに勝ちたかったのももちろんある。だけど、この時の僕は、那な織おりに自分のことを認めさせたかった。僕はこんなに凄すごいんだぞってアピールしたかった。

　那な織おりはそんなこと露つゆほども気にしていなかったと思うけど。あいつはそういうヤツだ。

　そんなある日、どういう人がタイプなのか那な織おりから聞いたことがある。いや、正確には僕が訊きいたわけじゃなくて、放課後の教室に何人かで集まっていた時に、そんな話になっただけ。

　曰いわく、「私より優ゆう秀しゆうな人」。

　それを聞いて、那な織おりを見返すにはそれだ、と思った。那な織おりを悔くやしがらせるには勝ち続ければいいんだ。そうすれば僕の存在を意識させられる。

　理想のタイプになるためと言うより、僕の中では嫌いやがらせに近い感覚だった。

　当時は勉強の甲か斐いあって、那な織おりといい勝負を繰くり広ひろげていた。だが、那な織おりの方が一枚上手だった。そういう意味では、僕がたまに勝つ、と言った方が正しい。

　もし自分のことを那な織おりに理想のタイプだと認にん識しきさせることが出来たら、どんなに気持ちいいだろう。当の僕にはその気がないんだ。こんなに痛快なことはあるだろうか。

　那な織おりを完全に倒たおせばいい。そういうことだ。よし、まだ可能性はある。

　今なら分かる。これは僕の初はつ恋こいだ。

　当時の僕は、それを素す直なおに認められるほど大人じゃなかった。

　僕は別に那な織おりのことが好きなわけじゃない。あいつに勝ちたいだけ。悔くやしがらせたいだけ。

　そうやって虚きよ勢せいを張れば張るほど、興味の無い振ふりをすればするほど、僕は那な織おりのことがどんどん気になっていった。那な織おりのクラスの前を通る時、さりげなく中を覗のぞいてしまう。学年集会で那な織おりのことをふと探してしまう。それなのに、何な故ぜだか神じん宮ぐう寺じ家けに上がりづらい。

　そんなある日、男友達から「白しろ崎さきは気になる女子っているのか？」と訊きかれた。

　気になる？　それはどういう意味だ？　気になるを字じ面づら通どおりに受け取るなら、那な織おりのことだよな。でも、この場合の気になるっていうのは、好意を示している。じゃあ違ちがうよな。

　その質問に僕は「いない」と答えた。

　本当か？　那な織おりのことはそういう意味じゃない……よな。そうだよな。

　ん？　だったら僕は、どういう意味で那な織おりのことが気になっているのか？

　もしかして、僕は那な織おりのことがそういう意味で気になっている……のか？

　小学六年生の夏のことである。

　かくして僕は、初はつ恋こいと呼ばれる現象をようやく観測した。

　しかし、観測された初はつ恋こいは、それを認められない僕の幼さと、物事を斜しやに構えて語る那な織おりの前では、存在感を誇こ示じすることが出来ずに、気付かないくらいゆっくりと、そして静かに輝かがやきを失っていくことしか出来なかった。

　ただ、那な織おりへの対たい抗こう意い識しきから身につけた学力は、私大付属の名の知れた中ちゆう高こう一いつ貫かん校こうの受験で如何いかんなく威い力りよくを発揮した。僕はトップで合格を果たし、高等部一年の今に至るまでずっと、学年一位の座をキープし続けている。

　これはただの意地だ。那な織おりより優すぐれていたいという意地でしかない。自分から告白することの出来なかった僕は、そうやって那な織おりに存在をアピールするしか術すべがなかった。我ながらなんと情けないと思うが、この成績のお陰かげで、学年では那な織おり以外の人間から高く評価されるようになった。友人と呼べる人間も増えた。

　当の那な織おりは僕を打ち負かすことなく、いつも五位以内を彷徨さまよっていた。一位を争ったことはなかった。最高で三位。彼女ほどの頭脳だったら、僕の成績を上回ることも不可能ではないだろう（それはそれで困るけど）と思って、中等部二年の最後の定期考査の前に、「那な織おりは学年一位を目指さないのか」と訊きいたことがある。

　この質問に対する那な織おりの回答こそが、彼女の性質を端たん的てきに表していると僕は思う。

「んー、目指してないことはないけど、今は自分にルールを課してるの。あのね、私は絶対に見直しをしないの。入試の時からずっとそう。それで、誰だれよりも早くペンを置いて、試験が終わるまで寝ねていたい。それで一位取れたら格好良くない？　それで最高三位なら、まぁ、良いいかって感じ。ちょっとは悔くやしいけどね。でも、テストを途と中ちゆうで諦あきらめちゃうような子よりも、私の方が終わるの早いんだよ？　凄すごくない？　早押しなら私がトップだよ」

　那な織おりは僕の質問に対し、事も無げにそう言った。これが僕の初はつ恋こいの相手、神じん宮ぐう寺じ那な織おりだ。

　──マジかよ。

　僕は思わずそう口にした。そんなこと、考えたことも無かった。誰だれよりも早く解くことにしか興味ない？　それであの点数？　あの順位？　僕にそんな芸当は出来ない。

「もうちょっと時間かけて……と言うか見直しすれば一位は取れると思ってる。あとは問題文をちゃんと読むとか、ね。でもさぁ、結果の分かり切った勝負はつまらないじゃん。別に宣戦布告するつもりはない──おっと布告すべき公衆がいないから、宣戦布告は適当な表現じゃないね──って言いたいのはそこじゃなくて、うん、つまるところ学年主席だとしても油断は禁物だよってこと。あ、もしかして私に勝ったと思ってた？」

　……なんだよそれ。僕はずっと手の平の上で踊おどらされてたってことなのか？

　そんなやり方で、学年五位以内をキープし続けることが出来るのは、間ま違ちがいなく那な織おりくらいだろう。那な織おりがタイムアタックをやめたら、容た易やすく簒さん位いされるのは、火を見るより明らかだ。

「ま、この学年には私より優ゆう秀しゆうな人間はいないってことかな。って、ちょっと傲ごう慢まんすぎ？」

　信じていたものが崩くずれ去さった。これは敗北だ。

　率そつ直ちよくに言って、その日、僕は自信を無くした。

　自分の方が上だと思っていたのに、ようやく那な織おりを感服させるだけの実力を手に入れられたと思っていたのに、あいつはひとりで勝手に別の戦いあそびを始めていた。

　それが意味するのは、僕は「私より優秀な人」にはなれなかったということ。

　告白なんて出来なかった。気持ちを伝えることなんて、とても出来なかった。

　負けを認めるのは、那な織おりに気持ちを伝える資格を失うことと同義だったから。

　こうして僕の初はつ恋こいは、小さな火種となって心しん底ていで燻くすぶる事しか出来なくなった。

　炎ほのおを見ることなんてない。煙けむりが立っているから、火があることに気付くだけ。




　それなのにこのゴールデンウィークから僕は、那な織おりと付き合っている。

　一ヶ月前までは琉る実みと付き合っていたにも拘かかわらず。




　この事実だけを述べると、僕はとんでもなく不誠実極きわまりない男だと思われるだろう。それはある意味正しいので、遺い憾かんながらも認めざるを得ないのだが、どうしてそうなったのか、という説明をする権利くらいは行使したい。

　中学三年に上がる前の春休み、琉る実みから「付き合ってみない？」と言われた。

　それは那な織おりにテストの話を聞いた少し後。那な織おりには勝てないと思い知った頃ころ。

　僕なりに敗北感を味わい、那な織おりに勝とうなんて考えが甘かったと痛感した時。

　つまり、初はつ恋こいを告げることなく、そこから目を背そむけようとしていた時だった。

　女子から告白されたのは初めてじゃなかった。手元を見み詰つめ、もじもじする姿に見覚えがあった。だから、いつもの公園のベンチで黙だまり込こんだ琉る実みを見て、もしかして、という考えはあった。ただ、中学生になってからなんとなく距きよ離りを感じていたし、まさかな、という想おもいもあった。迂う闊かつなことを言って、自うぬ惚ぼれてるとからかわれるのも癪しやくだったから、言葉を待った。

　琉る実みから「わたしと付き合ってみない？」と言われた時、やっぱりそういう話だったかという想おもいと、えっと、これって琉る実みから告白されたってことだよな……という驚おどろきが綯ない交まぜになってしばらく吞のみ込こめずにいた僕は、「いきなりどうしたんだよ」とまずは真意を探さぐることにした。それこそ真面目に答えて「何？　本気にしたの？」なんて言われたら目も当てられない。しばらくそのネタを引っ張られるだろう。正直なところ、そんな雰ふん囲い気きじゃなかったけど、様子を見てからじゃないと、取り返しのつかないことになる可能性だってある。

　そうしたら、琉る実みが「お試ためしみたいな感じでどう？」とか「純じゆんだってわたしなら丁度いいでしょ？」なんて言うもんだから、告白が本気なのか余計に分からなくなった。

　真意を探さぐろうとして覗のぞき込こんだ琉る実みの目は、とても真しん剣けんだった。部活の試合前と同じ目をしていた。ただ、試合前とちょっと違ちがったのは、どこか怯おびえた目をしていたことだ。

　琉る実みは本気なんだと、僕はようやく理解した。

「琉る実みは本当に僕と付き合いたいの？」

　念ねんの為ため、真意を尋たずねた。琉る実みが冗じよう談だんで言っていないことは察したが、明確な回答が欲ほしかった。臆おく病びようだとバカにされたとしても、そこはちゃんと確かく認にんしておきたかった。

　少し間をおいて、琉る実みが顔を赤らめながら「うん」と返した。

　僕らは、その日から恋こい人びとになった。

　琉る実みと付き合うにあたって、燻くすぶったままの初はつ恋こいは過去のこととして決別する。そう決めた。

　初はつ恋こいの相手は双ふた子ごの妹だったけど、琉あ実ねに那いも織うとを投とう影えいしようとしたわけじゃない。琉る実みだって子供の頃ころから一いつ緒しよに育った仲だったし、人として琉る実みのことが好きだったから、付き合うことに照れはあっても、抵てい抗こうはなかった。那な織おりのことを諦あきらめた僕にとって──どう頑がん張ばっても那な織おりに相応ふさわしい男には成れないこんな僕のことを、琉る実みが遠回しに好きだと言ってくれた。

　今にして思えば、敗北感に苛さいなまれていた僕にとって、それは一種の救いだったのかも知れない。今までの努力が報むくわれた気がして、なんだか気持ちが楽になった。

　なんてああだこうだ言っても、単純に彼女が出来たということが嬉うれしかった。心の中で雀じやく躍やくした──だけじゃ足りなくて、ベッドの上で転げ回って、気付けば緩ゆるみそうになる頰ほおと格かく闘とうした。自分でも痛いと思うが……中学生だったし、そんなもんってことにして欲しい。

　そんな訳で付き合い始めた僕らは、中ちゆう高こう一いつ貫かん校こうの恩おん恵けいを最大限に生かし、中学三年という普ふ通つうなら勉べん強きよう漬づけになる大切な期間を受験に追われることなく、二人だけの日々を重ねることに費ついやした。中学生らしい、ささやかな秘密と些さ細さいな冒ぼう険けんに酔よいしれた。

　そうやって季節が移ろう中で、僕は琉る実みのことが好きになっていた。

　物事を余計に考えすぎてしまう僕とは対照的に、琉る実みは子供の頃ころからいつも前向きで、行動あるのみといった風だった。例えば何かを相談──部活でのスランプだったり、人間関係だったり──した時も、「あれこれ考えても仕方ないんだから、まずは行動」とか「細かいことはイイから、自分がこれだと思ったようにやってみなよ」と背中を押してくれた。

　それに何度助けられた──救われたかわからない。

　琉る実みはいつも明るくて、ちょっと怒おこりっぽいところもあったけど、一いつ緒しよにいて素す直なおに楽しかった。幼おさな馴な染じみとしてじゃなく、自分の彼女として、琉る実みのことをとても大切に思っていた。

　だから僕なりに、琉る実みの望むようにしてやりたいと思った。

　琉る実みに「ギャップを楽しみたいから、普ふ段だんはコンタクトにしなよ」と言われて、外ではコンタクトレンズをするようになった。服装もそれなりに気を遣つかうようになった。

　そうやって少しずつ変わっていく僕に対して、「それ、お姉ちゃんの趣しゆ味み？　もしや言われるがままなの？　尻しりに敷しかれてると楽だから？」なんて那な織おりから茶化されたこともあるけど、周囲も含ふくめて色気づく年とし頃ごろ──つまり思春期ということもあって、他の人からあれこれ詮せん索さくされることは無かった。

　それもそのはず、僕と琉る実みのことは仲のいい友人には話していたけど、わざわざ喧けん伝でんするようなことはしなかった。付き合っている時は別のクラスだったこともあって、僕たちの関係が周りに知れることは無かった。

　そもそも、喧けん伝でんどころか母親にすら言わなかった。正直、感づかれていたような気もするけど、はっきり言ったことはない。これは単純に、言うのが恥はずかしかったから。

　琉る実みはどうしただろうかと思って訊きいてみると、「わたしも言ってない。てか、言う必要なくない？」と言われた。

　とは言え、そこは中学生。親は別として、彼女の存在を自じ慢まんしたいという気持ちもあった。

　黙だまっていることにむず痒がゆさを覚えていた僕は、学校では大っぴらにするのも良いいんじゃないかと提案したことがある。だが、「隠かくれてコソコソ付き合ってる方が楽しくない？」という琉る実みの言葉に、「それもそうだな」なんて満まん更ざらでもない風で返した。事実、皆みんなの目を盗ぬすんで重ねる逢おう瀬せは、推理小説やスパイ小説が好きな僕にとって、一種の興だった。

　何も考えずに、その言葉を額面通りに受け取るくらい、僕は浮うかれていた。

　どうして琉る実みが僕らの関係を皆みんなに言わなかったのかを理解したのは、高等部進学を控ひかえた春休みのこと。ちょうど付き合ってから一年を迎むかえようとする時だった。

　僕は唐とう突とつに琉る実みから別れを告げられた。

　告白された時と同じように、僕は春休みの夜、琉る実みに呼び出されたのだ。

　琉る実みは泣くことも、笑うこともせず、いつもの顔で「今日で終わりにしよう」と言った。

　もちろんそんなことを言われても納なつ得とくなんて出来なくて、何度も問とい質ただした。無様なほど琉る実みに縋すがった。喧けん嘩かや失敗もあった。思い返せば思い返すほど、原因になりそうなことがあれこれ思おもい浮うかんだ。僕はひたすらどこに原因があったのか琉る実みに尋たずねた。

　だけど琉る実みは、ただ静かに首を振ふって、「突とつ然ぜんこんなこと言われてもびっくりするよね。でも、わたしの中では突とつ然ぜんじゃないんだ。もう終わりにするって決めてた。だから何を言われても無理。けど安心して。純じゆんのことが嫌きらいになったとかじゃないから。どっちかって言うと、わたしの問題、かな。わがままでごめん。でも、純じゆんと付き合えてとても楽しかったよ。今までありがとう」と言って、ようやく寂さびしそうな顔をした。

　琉る実みの顔を見ながら、なんて言えば良いいのだろうと必死に考えた。

　別れるなんて考えられなかった。もう離はなせなくなっていた。

　だって、琉る実みは初めて出来た大切な彼女だったから。

　琉る実みのことが好きでたまらなかったから。

　黙だまっている僕に琉る実みが放った言葉は、今でも僕を縛しばり付つけている。




『最後にお願いがあるの。彼女としての、これが最後のお願い。

　那な織おりと付き合って。今すぐにでも那な織おりと付き合って。

　純じゆんにはわたしじゃダメなの。それは那な織おりも同じ。純じゆんじゃなきゃダメなんだ……』




　そして、琉る実みは深々と頭を下げ、似合わない言こと葉ば遣づかいで、お願いします、と言った。

　それは遺ゆい言ごんなんかじゃなくて、僕にかけられた呪のろいの言葉だった。

　僕はその呪のろいに抗あらがうことの出来ない哀あわれな男だ。

　こうして僕は、初はつ恋こいの女の子と付き合っている。
















　私は実にみにくい人間であります。

　それは美び醜しゆうとかではなくて、内面の話。何せ私は、お姉ちゃんと純じゆん君が別れたと聞いた時、口では「残念だったね」と言いながら、これでお姉ちゃんに気を遣つかうこと無く、私は私のやり方で駒こまを進めることが出来る、なんて考えていた。我が慢まんは身体からだによくない。

　ざまぁみろ、とまでは思っていない。そこまで性格歪ゆがんでない。

　二人が付き合いだした時、私は一晩中泣いた。文字通り、一晩中泣いた。隣となりの部屋で眠ねむるお姉ちゃんに嗚お咽えつを聞かれないように、枕まくらに顔を思い切り押し付けて私は泣いた。一いつ掬きくの涙なみだとはこのことなのか、なんて思ったけど、恐おそらくひと掬すくいじゃ足りなかった。人間はこんなに涙なみだが流せるものなんだとその時初めて知った。

　泣けばすっきりする。

　涙なみだを流せばすっきりする。

　そんなの噓うそだ。噓うそばっかりだ。

　エリ・エリ・レマ・サバクタニわが神、わが神、どうしてわたしをお見捨てになつたのですかだ。

　落ち着いたと思っても、また暫しばらくすれば私の眼がん瞼けんはだらしなく決けつ壊かいした。

　その晩はいつまでもそんな調子だった。明け方、こんなに泣なき腫はらした顔じゃお姉ちゃんや親に会えないと思って、私は音を立てないように部屋のドアを開け、お姉ちゃんの部屋の前をそっと歩いて、手すりに体重を掛かけながら一段ずつ足元を確かめるように階段を下りて、タオルを濡ぬらして部屋に戻もどった。上を向き、瞼まぶたの上に濡ぬらしたタオルを置いて、熱を冷ました。

　そうやって小さな部屋に一人で居ると、自分の姿が余りにも滑こつ稽けいで、乾かわいた笑いが漏もれた。

　これはまごまごしていた私への罰ばつだ。

　だからこうして恥ち辱じよくに耐たえなければならないのだ。

　お姉ちゃんが純じゆん君のことを好きだなんて、とうの昔から知っていた。それを知っていながら、私に対たい抗こう心しんを燃やして、勉学や読書に勤いそしむ純じゆん君の姿を見て悦えつに入っていた。ああ、彼の中には私が息い吹ぶいているのだ、と。ただ、仮にそうだとしても、純じゆん君が私のことを好いているという確証はない。

　だって、お姉ちゃんと言い合いしてる時の純じゆん君は生き生きしてたんだ。

　それを知っていた私に、気持ちを伝えるなんてことは出来なかった。

　でも言いたかった。伝えたかった。お姉ちゃんじゃなくて、私だけを見て欲しかった。

　けれども──そういうことを言ったら、こうして幼い頃ころから三人でつるんでいる、曖あい昧まいで居い心地ごこちのいい関係が崩くずれてしまう。何も選ばない──選せん択たくしないからこそ楽な関係。

　私たちは隣となりの家に住む幼おさな馴な染じみ。親同士の仲も良いい。気まずくなったからって、顔を合わせないで済む距きよ離りじゃないし、引ひつ越こしできるわけでもない。

　理性と感情の狭はざ間まで、私は判断を余よ所そに求めた。

　そうして私は、ある願がん掛かけをすることに決めた。

　ありがちなのはテストで一位を取ったら……みたいなヤツだけど、それじゃつまらない。

　だって、私が本気で脳のう漿しようを絞しぼれば一位は獲とれるもん。そんなんじゃ願がん掛かけになんない。

　そんなとき、テレビのクイズ番組を観みていて思いついた。願がん掛かけ要素を見付けた。

　願がん掛かけ要素──それは早押しだった。その手があった。これなら願がん掛かけになる。

　誰だれよりも早くテスト問題を解いて、トップを目指す。見直しなんかしない。

　これだ。運と実力のいいバランスだ。

　トップを獲とることが出来たなら、彼に思いを告げる。そうしよう。

　でも、そんな悠ゆう長ちようなことをしている暇ひまなどなかった。

　私は百ひやく年ねん河か清せいを俟まっていただけだった。

　もっと言えば、あれこれ理由をつけて問題を先延ばしにしただけだ。ただの言い訳だ。

　つまり、私はただ──臆おく病びようなだけだった。

　試験結果や趣しゆ味みの話で通じているなどというものは、幻げん想そうでしかなかった。私の思い上がりと勘かん違ちがいと細ささやかな恋こい心ごころは、純じゆん君がなんとか坂のメンバーみたいなショートヘアのお姉ちゃんを選んだという事実に吞どん却きやくされた。クジラみたいに大きな口で、まるっと吞のみ込こまれた。

　自スタ制ーバ心ツクの言う事なんか聞いていられるか！　白いクジラモビイ・デイツクに銛もりを打ち込まねば！

　私は、時機を待った。いつまでも落ち込んでなど居られない。

　待てば海路の日和ひよりあり。あれ、もともとは甘かん露ろだっけ？　ま、いいや。ともかく──、

　これが中学三年にあがる前、春休みに起きた最大の事件。

　そして、もう一つは高一のゴールデンウィークに起きた。

　それは私にとって正に驚きよう天てん動どう地ち、未み曽ぞ有うの出来事だった。

　そう来るか、と思った。何ということだ。向こうからやってきたではないか。

　なんとあの純じゆん君がこの私に告白をしたのだ。

　これぞＥＵＲＥＫＡエウレカだ！

　お風ふ呂ろ場ばで起きた事件だったら、私もお風ふ呂ろを飛び出してそう叫さけんだかもしれない。何かを発見した訳じゃないけど、でも、こういう事も起きるんだっていう意味では、私にとってエウレカだった。ギリシャ語の感かん嘆たん詞し。アルキメデスが叫さけんだとされる言葉。

　英語読みならユリーカ！　テストに出るので覚えておくように。出ないけどね。

　四年生……つまり高校一年のゴールデンウィークに、私は純じゆん君から告白された。

　私だって馬鹿じゃないから、どうしてそんなことになったのか、凡およその察しはつく。一通り舞まい上あがってから、憤ふん怒ぬに駆かられる程度には冷静さもあった。純じゆん君から告白されたことは嬉うれしいけれど、それは恐おそらくお姉ちゃんが仕向けたに決まってる。

　だって、そうじゃなきゃおかしいでしょ？

　お姉ちゃんと別れたばかりの純じゆん君が、私に告白なんてするわけない。

　純じゆん君はお姉ちゃんのこと好きだったもん。

　付き合ってる二人の間に入る隙すき間まなんて、これっぽちも無かったもん。

　抜ぬけ駆がけして罪悪感に苛さいなまれたお姉ちゃんに言わされたんだ。どうせ。

　ぴったり一年で別れる辺りがお姉ちゃんらしい。ほんとに。勿もつ体たいない。

　余計なお世話だけどね。それこそ、これ以上ないほどに余計なお世話。

　まったく、私たち姉し妹まいに振ふり回まわされる純じゆん君の事が可か哀わい想そうでならないよ。

　だけど、そんな事情は横に置いておいて、純じゆん粋すいに自分の気持ちを考えれば……うん、仕方ないからいっちょ付き合ってやるかってとこ。与あたえられた機会は、有意義に消費してやろう。

　順番が回ってきた。開き直ってそう考える。

　私はそんなお姉ちゃんの意図に気付かない幼いたい気けな妹で居よう。まずはこれでいい。

　God's in his heaven神が天におはしますれば、──All's right with the world.この世のすべてはあるべきところに




　ところで私は、どうやら純じゆん君をして、サブカル女子という括くくりになるらしい。いやいやメインカルチャーも好きですけど。何なに故ゆえにそうなった？　ともかく、私はそういう扱あつかいらしいようである。全く以もつて諾だく了りよう出来ぬ。

　斯かく言う純じゆん君も同類である。小説や映画、漫まん画が、アニメ等々が大好きで、私や時には友人を交えて議論したがる議論家……いや、語り屋だ。そうやってあれこれ議論することも大好きだけど、私は議論をしたくて物語を消費するのではない。ただ浸ひたっていたいのだ。

　私は幼い頃ころから数多あまたの本を読み、色んな映画を観み、様々な音楽とともに育ってきた。

　端たん的てきに言おう。私のお父さんがそういうタイプなのだ。絵本や映画が好きだった私を、お父さんは照準線レテイクルの真ん中に据すえた。そして、英才教育を施ほどこした……と本人は思っている。

　思い通りになんてなるか、このＳトＦレオツタキクーめ。

　私は騙だまされた振ふりをして、父親の蔵書やＤＶＤやＣＤを片かたっ端ぱしから消費してやった。

　娘むすめにとって父親を騙だますなんて造作もないことなのだっ。父よ、娘むすめを見くびるでない。

　私に振ふられたお父さんは、純じゆん君をターゲットにした。純じゆん君は薫くん陶とうとはほど遠いお父さんの話を真しん剣けんに聴きいた。来る日も来る日も耳を傾かたむけた。

　その結果、お父さんの趣しゆ味みを色いろ濃こく引ひき継ついだ弟子アプレンテイスが誕生した。

　純じゆん君はフォースの暗ダー黒クサ面イドに落ちたのだ。許すまじ、わが父。シスの暗黒卿ダース・ヴエイダーめ。

　だから言わせてもらおう。純じゆん君こそサブカル野や郎ろうなのだ。

　大体、お姉ちゃんと付き合っている時に宇宙航空研究開発機構ＪＡＸＡのシンポジウムをデートの行き先に挙げるような些いささかヤバい人なのに、宇宙の話になった時、宇宙は最後のフロンティアだからなぁと真面目な顔で言う人なのに、好きな音楽の話になった時、クラフトワークは外せないなんて平気で言うような人なのに、私をサブカル呼ばわりする権利がどこにあるのか教えて欲しい。純じゆん君の方がよっぽどサブカルの塊かたまりじゃん。

　それなのに、純じゆん君は周囲からサブカル呼ばわりされない。まことに、甚はなはだ遺い憾かんである。

　説得力の差？　純じゆん君はいつも学年トップだから？

　いえいえ不ふ肖しよう私も、学年順位が五位以内から滑すべり落おちたことはないのが自じ慢まんですから。

　改めて言わせてもらうなら、やっぱり純じゆん君は立派なサブカルクソ野や郎ろうだ。

　あ、私の初はつ恋こいの人の話ですよ、これ。

　まぁ、初はつ恋こいとかそういうのを抜ぬきにしても、私にとって純じゆん君は、仲間とか戦友とか趣しゆ味み友ともとかそういう類たぐいの人間って話。だから、私は純じゆん君といて退たい屈くつだと思ったことはない。

　そうであるが故ゆえに、思うのだ。

　お姉ちゃんは純じゆん君とどんな話をしていたんだろう、と。

　どんなコミュニケーションをとっていたんだろう、と。

　あの蘊うん蓄ちくが服を着て歩いているような男の子とどんな風にデートをして、どんな風にいちゃいちゃしていたんだろう。私にはわからない二人だけの時間。

　なんとなく想像は付くけれど、それは想像でしかない。

　いつだってお姉ちゃんは私より先を行く。

　友達を作るのも、服が小さくなって着られなくなるのも、ブラジャーを着けるのも。

　そして、恋こい人びとを作るのも。キスをするのも。

　全部、お姉ちゃんが先を行く。

　私はそこに出来上がった道を辿たどるだけ。妹の私はペンギン・ハイウェイを歩くだけ。

　でも、劣れつ等とう感かんなんて抱いだかない。私は私。

　私には私の勝ち方がある。

　テストの順位は私のが大分上だし、胸だって今や私の方が大きい。

　私には、私のやり方がある。細工は流りゆう流りゆう仕し上あげを御ご覧ろうじろってね。

　ペンギン？　いやいや。私は飛べなくなんかない。

　私は夜よ鷹たか。みにくいのは最初だけ。最後は星になるんだ。そうでしょ？

　私の輝かがやきに目を細めるが良いい。高いところからなら、何でも見通せるんだよ、お二人さん。

　隠かくれたって無む駄だだからね。
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（白しろ崎さき純じゆん）



　日差しが眩まぶしくて、目が覚めた。母さんがいつもの如ごとく勝手に部屋に入って、カーテンを開あけ払はらったに違ちがいない。休日くらい自分のタイミングで起きたい。寝ね覚ざめは最悪。

　寝ね覚ざめが悪いもう一つの理由。それは夢だ。

　琉る実みと付き合っていた頃ころの夢──夢は記き憶おくの整理なんて言うけれど、別れてから一ヶ月ちょっと経たつのに、どうやらまだあの頃ころの記き憶おくを引ひき摺ずっているらしい。ようやく慣れてきたと思っても、ふとした切きっ掛かけであの頃ころのことを思い出す。

　ったく、これで何度目だよ。

　顔を上げると、ベッドの縁ふちに人が座っていた。ぼやけた視界でも、誰だれだかすぐに分かった。

　夢の続き──ではない。目の前にいるのは、もう彼女ではない唯ただの幼おさな馴な染じみ。

「朝っぱらからなんだよ」

　眼鏡を掛かけながら、完全に覚かく醒せいしていない頭で琉る実みに言った。

「朝っぱら？　この部屋に時計は無いの？　もうお昼だけど」

「休みなんだからいつ起きようが僕の自由だろ。……で、何の用だ？　なんかあるんだろ？　制服着てるってことは、今から部活か？　それとも部活帰り？」

「部活はこれから。そして、さっき来たとこ。寝ね顔がおだけは子どもみたいだなって見てた」

「……悪あく趣しゆ味みだぞ」起き上がって、琉る実みを避よけつつ、よろめきながら力なく椅い子すに座る。

　二人でベッドに並んで座るのは違ちがうと思った。僕らはもうそういう関係じゃない。そこを曖あい昧まいにするべきじゃない。それより、振ふった男の部屋に一人で来るって、どういうつもりなんだ。

「どうも。そんなことより寝ね癖ぐせやばいよ。ピンポイントで竜たつ巻まきが起きたみたい」

「寝ね起おきなんだから仕方ないだろ……。で、用って何だよ。わざわざ振ふった男の家に一人で来るってことはそれなりの用があるんだろ？」

　僕は髪かみを手て櫛ぐしで直しながら、ちょっと突つき放はなした。

　未いまだにうまく消化できない僕と違ちがって、振ふった立場の琉る実みはいつも通りに接してくる。

　ただ、付き合う前よりほんの僅わずかだけ距きよ離りが遠い。うまく言葉にすることが出来ないけど、それは会話の端はし々ばしに表れる距きよ離りだったり、物理的な距きよ離りだったりした。もちろん避さけられているというほどではないけれど、見えない線を一本引いて、その線の後ろから僕に絡からんでいるような気がした。そういう立たち居い振ふる舞まいに安心している僕が居る一方で、やりきれない想おもいを感じている自分も居る。つまり、まだ心を完全に整理し切れていない。

「とりあえず、顔洗って来たら？　その頭を見ながら話するのはきつい」

　さっき触さわった感じ、確かに寝ね癖ぐせがひどいのは事実らしい……が、どうも琉る実みの思おも惑わく通どおりに事が進んでいるような気がして釈しやく然ぜんとしない。ま、寝ね癖ぐせ直すけど。そういうのも含ふくめて、寝ね起おきは見られたくないんだよ。付き合ってる時も散々言ったんだけどな。

　洗面所で顔を洗い、歯を磨みがいて、寝ね癖ぐせを整える。

　いやに静かだなと思ってリビングを覗のぞくと、誰だれも居なかった。

　あいつと二人きりか……いや、余計なことは考えるな。

　つーか、うちの親はどこ行ったんだ？　幾いくら幼おさな馴な染じみでも我が家の合あい鍵かぎを持っているわけじゃないし……隣となりの家、つまり琉る実みん家ちにでも居るのか？

　部屋に戻もどると、琉る実みはベッドの縁ふちに腰こし掛かけたまま、脚あしを組んでスマホを見ていた。制服のスカートから、締しまったふくらはぎが覗のぞいている。横目で琉る実みの顔色を窺うかがいつつ、椅い子すに座って向き直る。背もたれに寄より掛かかると、ギィィという擦こすれるような音がした。

「琉る実みが来た時、うちの親はもう居なかったのか？」

「居たよ。わたしが来たら、おばさんが『琉る実みちゃん、いいところに来てくれたわね、私たち今から出で掛かけようと思ってたとこなの。あの寝ねぼすけはまだ寝ねてるから、ついでに起こしてくれるかしら？』って言っておじさんと出で掛かけてった」

「その口くち振ぶり、絶ぜつ妙みように似てるからやめてくれ。……はぁ、僕らだってもういい歳としなんだから、そういうのを気軽に頼たのむんじゃないよ、全く」

「うちらの親にはそんな考え無いでしょ。何、ちょっとは意識しちゃう？」
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「ねーよ。一いつ般ぱん論ろんとして、だよ。で、用件は何なんだよ？」

「何そのつまんない反応。ま、いいや」琉る実みが手にしていたスマホを、ベッドの上に置いた。

「えっと、本題なんだけど──純じゆんはいつ那な織おりと付き合うつもりなの？　まさか忘れた……なんてことはないよね。記き憶おく力りよくには自信あるもんね」

「忘れるわけないだろ……。そんな突とつ拍ぴよう子しもないお願いを別わかれ際ぎわにされて、忘れるわけなんてない。だとしても……そもそも、それはどこまで本気で言ってるんだ？」

　付き合った日からちょうど一年後、琉る実みは僕に別れを告げるや否いなや、妹の那な織おりと付き合えと言ってきた。振ふった理由も告げずにそうお願いして来た。

　はいそうですか、わかりました。なんて言える訳ない。

　常識的に考えて、そんなお願いを素す直なおに聞き入れられる訳がない。いや、考えるまでもない。

　それなのに、僕の初めての彼女だった女の子は、僕の初はつ恋こいの女の子と付き合えと言っている。

「どこまで……？　全部本気だよ。冗じよう談だんでこんなこと言う訳ないじゃん。バカなの？」

「朝っぱらから人のことバカ呼ばわりすんじゃねぇよ。ったく、冗じよう談だんに聞こえるようなお願いをしてるという自覚はないのか？」

「そんなことわかってるよっ。いきなりそんなこと言われても困るってのはわかってる。でも、純じゆんだから……純じゆんにしか頼たのめないから、こーやってお願いしてんじゃん」

　琉る実みはそう言ったあと、そうじゃなきゃ別れた意味がないの、と消え入りそうな声で呟つぶやいた。

　琉る実みの言葉に耳を傾かたむけていなかったら、なんて洩もらしたか聞き取ることなんて出来なかっただろう。そして伏ふし目めがちに、やっぱり弱々しい声で「那な織おりは、ずっと純じゆんのことが好きだったんだよ」と続けた。

　琉る実みから「那な織おりにも純じゆんが居なきゃダメなんだ」と言われた時、その意味を考えないわけじゃなかった。でも考えないようにしていた。そうじゃなきゃ、僕と琉る実みのことを否定するような気がして、気が付かない振ふり──別の意味を当てはめようとしていた。

　那な織おりのことを諦あきらめて、琉る実みと付き合った。それは事実だ。だが僕は、琉る実みのことをどんどん好きになっていった。那な織おりのことを全く思い出さなかったと言えば噓うそになるけど、那な織おりよりも、琉る実みの占しめる場所の方が大きかった。ずっとずっと大きかった。

　今さら、那な織おりと両思いだったから何だって言うんだ。過ぎたことじゃないか。

「だからって……そんなこと言われても……」

「純じゆんだって那な織おりのこと──いや、それはいい。これはわたしからのお願い。わたしを那な織おりのお姉ちゃんに戻もどして欲ほしい。それは純じゆんにしかできない。こういう方法しか思いつかないの」

　紡ぼう錘すい状じようの、くりっとした目が見開かれ、僕をまっすぐに射い貫ぬいたかと思うと、ふっと視線が落ちた。琉る実みが誤ご魔ま化かすように前まえ髪がみを搔かき上あげる。さらさらの髪かみが指を滑すべっていく。

　そうか。そうだったのか。琉る実みはずっと前から僕の初はつ恋こいに気付いていたんだ。僕の気持ちを知っていたんだ。言おうとして吞のみ込こんだ言葉の先に続くのは、恐おそらくそのことだ。

　鈍にぶい僕でも分かる。「純じゆんにはわたしじゃダメなの」ってそういう意味で言ったのか。

　本当にバカだな。

　そんなのとっくに気持ちに整理はつけてたよ。

　それにしたって、お姉ちゃんに戻もどしてって言うのは……わたしの問題ってそういうことか。

　──だから君は僕に別れを告げたのか？　その為ために？

　もしそうだとしたら、君は本当に馬鹿だ。とんでもない馬鹿だ。

　それが那な織おりに対して、どれだけ不誠実で失礼で、小馬鹿にしたことか分かっているのか？

「……そんなにすぐ気持ちを切きり替かえられない。それにこんな気持ちで那な織おりと付き合うのって失礼すぎる」

「那な織おりのこと、嫌きらいじゃないでしょ？」

「もちろん」

「だったらいいじゃん」

「よくねぇよっ。おまえなぁ、そーやって簡単に言うけど、そんなに単純な話じゃないことくらい分かるだろ？　大体……僕はまだ琉る実みのことを……」

「──やめて！　それ以上言わないで！　何を言われたってヨリは戻もどさないから！」

　縋すがるような、絞しぼりだしたような声で、琉る実みはそう叫さけんだ。

　琉る実みの声が、僕の鼓こ膜まくを貫つらぬいた。

　琉る実みとの会話の中に潜ひそむ寂さびしそうな声こわ色いろ。ふとした仕草に込こめられた意図。時折見せる翳かげりのある笑え顔がお。そういうものを見つける度たび、僕は可能性を探さぐった。

　もう一度やり直すためには何が必要なのか考えていた。

　女め々めしくて、浅ましくて、立ち直ることの出来ない僕に向けられた、それは琉る実みからの明確な拒きよ絶ぜつの言葉だった。どうあがいても、那な織おりと付き合わないと君は納なつ得とくしないのか。

　本当にそれでいいんだな？

「それで本当に後こう悔かいしないのか？　僕が那な織おりと付き合えばそれで満足なのか？」

「……うん」琉る実みがゆっくりと頷うなずく。

　なぁ、琉る実み。君は、本当にバカだ。とんでもなくバカだよ。

　那な織おりの恋こいの為ために。

　僕の初はつ恋こいの為ために。

　自分は身を引いた。そういうことだろ？　姉の矜きよう持じを守る為ために。

　今までのは邯かん鄲たんの夢だった……ということでいいんだな？

　本当にバカだ。こんなことバカげてる。

「僕と別れた理由ってつまり……いや、いい」そこまで言いかけてやめた。

　一番バカなのは、間ま違ちがいなく僕だ。だって、琉る実みの最後の願いを聞こうとしているんだから。

「でも、そういうことなんだろ？」




　※　※　※


（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



　蕤すい賓ひんのはじまり。かくも素晴らしき愛すべき日々ゴールデンウイーク。

　深夜まで小説を読よみ耽ふけっても、明け方まで映画を観みても許される愛いとおしい休日。

　消費せよ！　物語を消費せよ！　独り身上等。与あたえられた時間を目め一いつ杯ぱい使うのだ。

　私は心の声に従って、初日から不規則極きわまりない生活を送る。厳密には前日の夜から。

　ゴールデンウィーク前日の夕食のテーブルで、連休は混むから出で掛かけたくないなぁと零こぼしたお父さんは、久ひさし振ぶりに恰かつ好こう良かった。父親の威い厳げんを少し感じました。

　家が大好きなお父さんと私。外出が大好きなお母さんとお姉ちゃん。

　これが我が家に横たわる根深い対立構造。資マー本シヤ主ルプ義ランと共産主義モロトフプラン。秘密警察シユタージに気をつけろ！

　ん？　どっちが資本主義陣じん営えいかって？

　うるさいっ！　私は家に居たいんだ！　人混みになんて行きたくない！　壁マウアーを守るんだっ！

　以下、私抜ぬきの会話。

　お母さんが「そうは言っても折角の休みだもの、どこか行きたいわ」と言い、お姉ちゃんが「学校のみんなは海外やら温泉やら騒さわいでたなぁ」なんてここぞとばかりに煽あおる。

「そうは言うけど、ゴールデンウィークなんてどこも混んでるぞ。遠出した帰りに、渋じゆう滞たいに巻き込まれるのは御ご免めんだ。運転するのは僕なんだから」

「私も運転するから。代わり番こに運転すれば良いいでしょ？」

「そういえば、この前テレビでさくらんぼ狩がりの特集やってた！」

「あら、いいじゃない。でもさくらんぼの時期ってもうちょっと後じゃない？」

「ハウス栽さい培ばいなんじゃないか？」

　父よ！　知識をひけらかしたいという欲求を抑おさえたまえ！　そこは否定でしょっ！

「それにしましょうよ」

「でも、混んでるんじゃないか？」

　そうだそうだ！　もっと言ってやれっ！

「そりゃ少しは混んでるでしょうけど、そこまで遠くないしいいじゃない」

「まぁ、それくらいならいっかぁ」

　威い厳げん、無し。恰かつ好こう良くない。安易な点てん頭とうは娘むすめの信しん頼らい失うからね。覚えとけ。

　我が家はいつもこうだ。雌めん鶏どり勧すすめて雄おん鶏どり時を作る。そのトサカ切ってやる。

「那な織おりはどう？　さくらんぼ狩がり。楽しそうじゃない？」

　お姉ちゃんはいつだって、こうして私にちゃんと訊きいてくれる……けど。

　もう行く流れじゃん。絶対行くじゃん。拒きよ否ひ権けんなんてないじゃん。そうやって物事が決まってから、ちゃんと確かく認にんしてますみたいなポーズはずるいよ！　ちらっと画面に映っただけの通行人が犯人だったみたいなずるさだよ！

　とりあえず私のターンだけど……同意するしかないじゃん。この流れ。

「うん。いいと思うよ」

　わかったよ。一日くらいくれてやろう。これも家族の平へい穏おんを保つためだ。私はちゃんと空気を読むことが出来るのだ。なめたらいかんぜよ。行きたくないけどね！

　そして父よ。威い厳げんの消しよう滅めつを自覚し、自省したまえ。許さないからね。

「じゃあ決まりだね」

　お姉ちゃんの嬉うれしそうな顔を見られたからいい。よしとする。

「そう言えば、白しろ崎さきさんのとこのお父さん帰って来てるんでしょ？」

「おお、そうだな。たまには庭でバーベキューでもするか？」

　いいこと言うじゃないか、父よ。娘むすめの信しん頼らい回かい復ふくに努めておくれ。

「いいね。お肉食べたい。とりあえず訊きいてみてよ」これには私も積極的に意見を述べる。

　純じゆん君の家とバーベキューするの久ひさし振ぶりだし。庭でバーベキューなら外出のうちに入んないし。人混み関係ないし。問題なっしんぐですよ。何の異論もありゃしませんぜ。

　そして、なによりお肉。爆はぜる脂あぶら。立ち込める煙けむり。タレにつけた瞬しゆん間かんのジュッという音。

「あとで訊きいてみるわ」

　母よ、頼たのんだ。私はお肉が食べたい。たらふくお肉が食べたい。

　ふとお姉ちゃんの顔を見やると、ちょっと難しい顔をしていた。

　確かに。複雑だよね。お父さんは知らないとは言え、別れたばかりの元カレだもんね。

　でもここは少しばかり我が慢まんして貰もらおう。なんてったって、さくらんぼ狩がりを私も吞のんだんだから。次は私のターン。お肉ちゃん、待っててね。すぐ迎むかえに行ってあげるから。

　これでフェアだ。撃うっていいのは撃うたれる覚かく悟ごのある奴やつだけだよ、お姉ちゃん。

　ルルーシュ？　それもだけど、元ネタはマーロウの台詞せりふだからね。

　そこ勘かん違ちがいしない様に！　レイモンド・チャンドラーを読むべし。




　ゴールデンウィーク二日目は、お昼過ぎに目覚めた。

　私は初日の夜をとことん消費してやった。完全勝利と言って良いいだろう。

　周りが明るくなってから寝ねたもんね。ヴァンパイアなら死んでるよ？

　頭を搔かきながらリビングに入ると、お父さんが一人で映画を観みていた。お父さん以外には誰だれも居ない。資本主義の犬どもは、買い物にでも出で掛かけたのかな？　消費は美徳ってこと？

　いや、お姉ちゃんは部活か。純じゆん君と別れてからは、前にも増して部活バスケにお熱だもんね。

　何を観みているんだろうとテレビに目をやった瞬しゆん間かん、私は完全に覚かく醒せいした。

　眠ねむ気けが吹ふっ飛とんだ。

　またスタートレックを観みてやがる！　このトレッキーめ！　部屋で大人しく本格推理小説パズラーでも読んでればいいんだ！　どうして寝ね起おきからスタートレックを観みなきゃならんのだっ。

　純じゆん君をトレッキーにした張本人め！　許すまじ。

「それ観みるの何回目？」

「わからん。だが、カークとピカードが共演するシーンは何度観みても良いい。ちなみにこのシーンの馬は、ウィリアム・シャトナーの自前だ」

　語られても興味ないから。迷めい惑わくだからやめて。聞きたくない。

　宇宙モノだったらスター・ウォーズの方が面おも白しろいんだ！　売り上げを見たまえ！

　私は、全く感かん興きようが湧わきませんという想おもいを込こめに込こめて、気け怠だるくふーんと撃うち放はなって、冷蔵庫からお茶を取り出し、グラスに注ついでテーブルについた。

　キッチンペーパーがお皿の上に被かぶせてある。私のお昼かなと思ってキッチンペーパーをめくると、ホットケーキが一切れだけ残っていた。一切れだけ残っていた。

　何度でも言う。一切れだけ残っていた。

　一切れ!?　私のお昼がたった一切れのホットケーキだと？　なんたるちあっ！

　Who done itフーダニツト? なんて言うまでもない。疑ぎ義ぎの眼まな差ざしを携たずさえて振ふり返かえり、お父さんを見やる。

　絶対にそうだ。だってここにはお父さんしか居ない。

　って、そこっ！　親指と人差し指を無意識にすりすりするんじゃない。

　食べたな？　口くち寂さびしくて、食べたな！　ダチュラだ！　あと、ティーサーバー使ったら仕し舞まうことっ！　テーブルの上に置きっぱなしっ！　シャーロッキアンなら珈コー琲ヒーを飲めっ！

　これだからトレッキーかつシャーロッキアンの男は嫌いやなんだ！

　神じん宮ぐう寺じ家けにおける災さい厄やくの中心たる我が父は、ＳＦドラマ『スタートレック』のファンだ。そして『シャーロック・ホームズ』のファンだ。スタートレックの熱心なファンのことをトレッキーと呼び、シャーロック・ホームズの熱心なファンのことをシャーロッキアンと呼ぶ。

　ＳＦオタクとミステリオタクのハイブリッドなんて、誰だれがどう考えてもこの世で一番厄やつ介かいな人種だ。量子力学でも使って後期クイーン問題に挑いどんで欲ほしい。静かになりそう。

　まったく、スター・ウォーズをバカにしやがって。あの恨うらみは忘れないからね。ダチュラだ。

　ちなみにお姉ちゃんは昔、ハリー・ポッターオタクポツタリアンになりかけました。

　いったいこの家は何なんだ。

　そうそう、トレッキーとシャーロッキアンには迂う闊かつに近付いてはいけない。心しておくように。どんな作品なの？　なんて軽い気持ちで訊きこうものなら、延々と、そりゃもう延々と語られる。間ま違ちがいない。どんなに嫌いやそうな顔をしても彼らには通じない。

　理り屈くつをこねくり回すのと、言葉遊びが大好きな連中には近付くな！　ワイシャツの袖そでにいたずら書きされるぞ！　さもなくば純じゆん君みたいに取り込まれてしまうからねっ。

　だから私は、今日も父の言葉を無視するのです。これぞ我が家流の処世訓。

　さて、そんな話はどうでもいいとして目の前の問題である。これこそが事件だ。

　私のお昼がホットケーキ一切れって、どういうこと？　なんという狼ろう藉ぜき。あの父親を全力で責め立てたいところだけど、寝ね起おきから絡からみたくない。シンプルにめんどくさい。

　補給路を確保せねば。このままでは空腹の余り餓が鬼き道どうに堕おちてしまう。

　はぁ、バカ言ってないで、なんかこさえますか。これでも元家庭科部でありんす。

　キッチンの戸と棚だなを開け、私は解決の糸口を探さぐる。棚たながあったら開けよ。これ基本。

　私は戸と棚だなから目当ての物を探し出し、苛いら立だちを滲にじませながら大きめの音を立てて扉とびらを閉め、包装を乱暴に破って電気ポットからお湯を注ぐ。くそっ。なんで私がこんなことを──。

　カップラーメンが出来上がるまでの間、手て持もち無ぶ沙さ汰ただった私は、部屋にスマホを取りに戻もどった。この三分も有意義に消費しなければ。負けてたまるか。消費せよ！

　ん？　料理？　出来る訳なかろう。勝手なミスリードはやめたまえ。

　電子レンジやカップラーメンがあれば生きていけるのだ。

　料理なんて時間の無む駄だだ。作れる人に作って貰もらうに限る。世の中は分業で回っている。元家庭科部の食べ専と呼ばれた私をなめてもらっちゃ困る。それにカップラーメンをバカにしちゃいけない。あさま山さん荘そう事じ件けんの時、どれほどカップラーメンが──

　スマホを手にして戻もどった瞬しゆん間かん、まさに刹せつ那な、鳴動。振しん動どうと電子音。純じゆん君からのメッセージ。

《もし暇ひまならどこか行かないか？》

　おお。珍めずらしい。あの出で不ぶ精しようからこんなメッセージが来るとは。今日は雪どころか、サメでも降ってくるのか？　サメが降ってきたら傘かさじゃどうにもならん。シャークネードだよ。

　お姉ちゃんと別れてから、目に見えて弱ってたからなぁ。なんで別れたか訊きいても教えてくれないけれど、あの不器用な二人のことだ、どうせしょうもない理由だろう。

　ま、いいや。仕方ない、私が相手してくれよう。独り者同士仲良くやろうじゃないか。お互たがい遠えん慮りよすることなど、最も早はやないのだ。と言うか、私は遠えん慮りよしないからね。ずっと独ひとり占じめされてたし、それくらいよかろう。中々長いターン待ちだったよ。ほんとうに。

　そんなことを考えてたら、若じやつ干かんイラみが増してきた。なんだか悔くやしいから、既き読どくを付けて放置してやる。私の尊い返事を待ちわびたまえ。

　さて、そうは言ってもなんて返そうかと悩なやんでいると、そう言えばもう三分経たったのではないかと思い至り、慌あわてて蓋ふたをめくると案の定麵めんが伸のびていた。

　おいおい、麗うるわしき金色のスープは何処いずこにあるのだ？

「お、カップ麵めん食ってるのか？　僕も食おうかな。どこにあった？」

　遠くからトレッキーの声が聞こえるが、ここは宇宙。遠い遠い遥はるか彼方かなたの銀河系。

　真空状態だと音は聞こえないのだ。父よ、よく覚えておくがよい。

　ん？　今、スター・ウォーズでは音がするじゃないかって誰だれか言った？

　あれはルーカスの脳内宇宙だから良いいんだ。細かいこと言う人、私は嫌きらいだな。





（白しろ崎さき純じゆん）



　玄げん関かんのチャイムが鳴った。

　ドアを開けると、ボートネックの白い薄うす手でのニットに、淡あわいピンクのミニのプリーツスカートを穿はいた那な織おりが立っていた。そして黒のオーバーニーソックス。見る人が見ればあざといと言われそうな格好だが、那な織おりには似合う。と言うか、那な織おりは何を着ても似合う。

　悔くやしいくらいに可か愛わいい。

「僕から誘さそったのに、来てもらって悪いな」

「うち、今、お父さんしか居ないから。上がり込んだが最後だよ。ちなみに、さっきスタートレック観みてた」後ろで手を組んだ那な織おりが、上うわ目め遣づかいで言う。唇くちびるがほんのり色付いている。

「あー、良いいなぁ。何観みてた？」

「カークとピカードが会うヤツ」

「『ジェネレーションズ』か……スポックが出ないんだよなぁ。カークありきと言うか……」

「スタートレックの話はやめてっ。で、どこ行くの？」

「映画でも行こうかなって思ってたんだけど、どう？」

「人ひと混ごみ嫌ぎらいの純じゆん君がゴールデンウィークに映画？　正気？　笑しよう気きガスでも吸った？」

「おいっ、それだと完全に意識が朦もう朧ろうとしてるぞっ。で、那な織おりは観みたい映画あるか？」

「今は特にないなー。と言うかですね、誘さそった当人はどうなんですかね？」

　那な織おりが僕の肩かたを軽く指で小こ突づいてくる。

「無くはない」

「じゃあ、映画にしよう。ただ、今日はお互たがい都内には行かない方が身の為ためだよね。植民地いけぶくろすらも、愚おろかな民たみ草くさで溢あふれているに違ちがいない」

「本屋目当てでもない限り、池いけ袋ぶくろなんて行かない癖くせによく言うよ」

「それはお互たがい様さまでしょ」

　僕らはそんな話をしながら最も寄より駅えきに向かい、東京とは逆方向の電車に乗った。郊こう外がいのららぽーとに併へい設せつされている映画館を目的地に据すえる。

　ホームに入ってきた電車は、都心方面に比べれば乗客は少ないが、それでも流石さすがゴールデンウィーク。ぎゅうぎゅうとまではいかないにしても、普ふ段だんより人が多い。いつもなら比ひ較かく的てき座れるのだが、今日はそうもいかない。

　ただでさえ気が重いのに、那な織おりに告白するという爆ばく弾だんを抱かかえた僕は、より一層精神と体力が削けずられていくのを感じながら、電車に揺ゆられていた。こんな思いをしていざ着いてみたら席が無い……なんてことになったら洒しや落れにならないので、映画館の座ざ席せき状じよう況きようをスマホでチェックする。まだ慌あわてるほど埋うまってはいない。これなら先に買っておかなくても大だい丈じよう夫ぶそうだ。

　となると、問題はやはり……告白。

　大体、告白ってどうすりゃいいんだ。言い出す切きっ掛かけは？　その話の前後というか、持っていき方は？　そりゃもちろん、どう言おうかとか、琉る実みがどんな感じだったかとか色々考えたけど、そもそも僕は那な織おりに告白できなかった男だぞ。あー、やり遂とげる自信が無い。

　ここはひとまず先送りにしよう。映画のあとで悩なやもう。考えてもわからん。

　映画を楽しむことに集中しよう。さっき無くはないなんて言ったけど、僕はある映画を結構楽しみにしていた。ＳＦマニアの間でのみ評判のタイムトラベル物である。やっぱり、幾いくつになってもタイムトラベル物は外せない。その監かん督とくの映画は以前からよく観みていたので、ＳＦマニア以外の評価が高くない理由はなんとなく察しがつく。設定やガジェットのリアルさは素す晴ばらしいが、物語が陳ちん腐ぷなのだろう。

　だが、ＳＦは設定こそが命だ。それを楽しめれば僕は満足だ。

「で、何観みるの？」

　僕が映画のタイトルを告げると、那な織おりはふふんと鼻を鳴らした。

「やっぱりねー。好きだよね、そういうの。でも、タイムトラベル物って、結局『バック・トゥ・ザ・フューチャー』が最高でしょ？　私、あれを超こえる映画を知らない」

「それに関しては同感だ。映画好きが、一周回って挙げる好きな映画の代名詞だからな」

「まさにそれ。下手にマイナー映画の名前を挙げるより、ポイント高い」

「那な織おりみたいなサブカル好きにも受け良いいもんな」

「純じゆん君のがよっぽどサブカルクソ野や郎ろうだと思ってるけどね、私は」

「おいっ、口が悪いにもほどがあるだろっ。大体、金魚すくいで取った金魚にガリバーと名付けるアネモネ気取りに言われたくない」

「は？　『コインロッカー・ベイビーズ』はマジで正典だから。あれを最さい高こう傑けつ作さくと言わずして何を褒ほめろと？」眉み間けんに皺しわを寄せて、腕うで組ぐみした那な織おりが口の端はしを歪ゆがませる。

「本は責めてねぇ。僕も好きだ。ただ、僕はアネモネ気取りの那な織おりを──」

「ダチュラ！」

「おいっ、そういうとこだぞ」

　念ねんの為ため説明しておこう。ダチュラとは小説『コインロッカー・ベイビーズ』に登場する毒であり、兵器であり、破は壊かいを象しよう徴ちようするモチーフのことである。那な織おりは時たまそれを口にする。

「うるさいトレッキー。スター・デストロイヤーぶつけんぞ。さきっちょのとんがった部分が頭に刺ささってしまえ」

　耳の下で二つに結んだ那な織おりの髪かみが、日本ツインテール協会の分類によればカントリー・スタイルと呼ばれるツインテールの、ふんわりと広がった毛先が、胸の辺りで躍おどった。

　髪かみを切る前の琉る実みは、縛しばる時はポニーテールが多かったが、那な織おりは昔から髪かみを二つに縛しばるのが好きだった。どこか子供っぽくて、可か愛わいくて、那な織おりに似合っていて、僕は好きだ。

　そして、こうやって那な織おりと下らない話をするのが僕は昔から大好きだ。

　お互たがいに似たような小説や映画やアニメに触ふれるのに、中々同じものを好きにならない。僕らは昔からそうだったし、今でもそれは変わらない。

　だが、そのお陰かげでこうやって下らない言い合いが出来る。

　さっき那な織おりが言ったスター・デストロイヤーとは、スター・ウォーズに登場する敵の大おお型がた戦せん艦かんの名前だ。切り分けたピザみたいな形をしている。那な織おりはスター・ウォーズのファンなのだ。

　だから、僕は応おう酬しゆうする。原作者ルーカスには原作者ロツデンベリーを。僕らの不毛な口喧嘩フアンボーイズ。

「そんなものエンタープライズ号の光こう子し魚ぎよ雷らいの前では怖こわくないね。転送装置だってあるんだ」

「はぁ。これだからトレッキーは。何でもかんでも光こう子し魚ぎよ雷らいと転送装置を持ち出しよってからに……重力波だかなんだか知らないけど、ぼくがかんがえたさいきょうのえすえふじゃん。どうしてそういうとこ、うちのお父さんに似ちゃったんだろう……実の子供でもないのに」

　こんなことを言うと那な織おりに怒おこられるので口にはしないが、僕からすれば那な織おりとおじさんはそっくりだし、どう見ても親子だ。心持ち趣しゆ向こうが違ちがうだけで、傾けい向こうは殆ほとんど一いつ緒しよだ。

　それに僕がスタートレックに興味をもったきっかけはおじさんじゃなくて、那な織おりなんだけど、本人は気付いていないらしい。あんな昔のこと覚えているわけないか。

「おじさんには本当に感謝してる。素す晴ばらしい物を沢たく山さん教えて貰もらったよ。……そして最後はフォースに頼たよる那な織おりにだけは言われたくない」

　おじさんとおばさんは、僕のことを実の息子むすこのように可か愛わいがってくれる。

　僕の親も、琉る実みと那な織おりのことを実の娘むすめのように可か愛わいがっている。

　同年代の子供を持つ親同士の交流は、今も絶えない。

　僕の父親が単たん身しん赴ふ任にんしてから、もう二年目になる。週末は帰って来るけど、平日は基本居ない。僕の母親は大学病院で看護師をしている。当然、夜勤もある。料理のりの字もない僕は、自然と神じん宮ぐう寺じ家けの夕食に呼ばれることが多くなった。子供の頃ころのように琉る実みや那な織おりの家に気軽に行きにくくなったこの年ねん齢れいになっても、そういう理由で神じん宮ぐう寺じ家けに上がることに抵てい抗こうはない。

　そして、それを一番喜んだのは、もしかするとおじさんかも知れない。おじさんにとって僕は、恰かつ好こうの話し相手なのだ。僕にとっても、新しい刺し激げきをくれる大切な時間である。

　そうこうしている内に電車が駅に着き、僕らはバスに乗のり換かえた。

　ここからならバスで十分も掛かからない距きよ離りだ。

　ゴールデンウィークのららぽーとは、当然のことながらとても混んでいた。映画を観みたらさっさと帰ろうと本気で思った。恐おそらく那な織おりも──そう思って隣となりを見み遣やると、うげぇとでも言いたげなしかめた顔をしていた。

　映画館のロビーでチケットを発券し、ベンチを探してなんとか腰こしを落ち着ける。映画の時間まではもうちょっと時間がある。だが、安心するのは早計だ。時間があるからと言って、雑貨屋とか本屋にでも入ろうものなら、上映開始には間に合わなくなるだろう。

「今日、お姉ちゃんから連れん絡らくあったりした？」

　どきっとした。ベンチに座ってすぐ、那な織おりが突とつ然ぜんそんなことを言いだした。

「なんで？」

「起きたら家に居なかったんだよね。お父さんも知らないって言ってたし」

「どーせ、部活だろ」

「だよね。そうだと思った」爪つま先さきを見ながら、那な織おりが抑よく揚ようなく言葉を放る。

　なぜ、急にそんなことを訊きいてきたのか、僕には把は捉そくできなかった。

　それから僕らは、何となく無言でそのまま座っていた。僕がスマホをいじりだすと、那な織おりは鞄かばんから小説を取り出して読み始めた。何を読んでいるのか気になって覗のぞき込こむと、著者名に福ふく永なが武たけ彦ひことあった。タイトルは『廃はい市し・飛ぶ男』。福ふく永なが武たけ彦ひこ、か。確か池いけ澤ざわ夏なつ樹きの父親だったな。モスラにも携たずさわっていたっけか。著者について、それくらいの知識しかない。

　──読んだこと無いな。

　那な織おりは特定のジャンルに縛しばられることがない。小説でも映画でもアニメでも。気になったものに片かたっ端ぱしから触ふれる。色んな事を貪どん欲よくに取り込もうとする。

　かつての僕は、推理小説ばかり読んでいた。那な織おりと色んな話をするようになってから、様々なジャンルに手を出すようになった。那な織おりに追い付きたくておじさんにも沢たく山さん本を借りた。那な織おりを追おい越こしたくて市の図書館にも通った。それでも那な織おりは、まだまだ僕の知らない小説をこんな風に読んでいる。僕はいつまで経たっても那な織おりには追い付けない。

　そういう劣れつ等とう感かんも、勉強と同様に僕の初はつ恋こいに封ふうをした。

　勝手にライバル視して、勝手に負けて、勝手に諦あきらめた。

　恐おそらく那な織おりは、僕のことをライバルだなんて思っていない。仲間としてしか考えていない。

　だから意識して欲しくて、僕はずっと勝負をしていた。独ひとり相撲ずもうだったけど。

　琉る実みの言うように、那な織おりが僕に好意を抱いだいているのなら、今までの行動は無む駄だではなかったのかも知れない。意識してくれていたのかも知れない。

　だったら十分じゃないか。何を迷うことがあるんだ？

　おまえは那な織おりの事が好きで、意識して欲しくて、今があるんだろ？

　頭の中でそんな声がする。決着をつけたはずなのに、何を今さら。それはそれ、だ。




　その日観みた映画は、確かにありがちなストーリー展開だった。それなのに、僕はスクリーンから一秒たりとも目が離はなせなかった。まるで椅い子すと身体からだが一体になったかのように、身み動じろぎすら出来なかった。設定やガジェットは凝こっていた。だが、僕が熱中したのは、ありがちでチープな物語の方だった。タイムマシンを開発した男が、過去で一人の女性に恋こいをする。未来で待つ妻と、その女性との間で苛さいなまれるという筋書きである。

　気付けば僕は、二人の女性に琉る実みと那な織おりを重ねていた。

　どっちに誰だれを重ねたのか。主人公はどちらを選んだのか。僕は語らない。

　物語を反はん芻すうしながら劇場を後にする。モール内は相も変わらず喧けん騒そうに包まれていた。寧むしろ人が増えた感すらある。丁度夕方だ。無理もない。これは早々に退散した方がよさそうだ。

「いやはや、設せつ定てい厨ちゆうが好きそうな映画でございましたね。けど、黒板に数式を書きなぐればそれっぽく見えるなんて演出、『インターステラー』以降はハードル高いの分かってやっているのかな、この監かん督とくは」吹ふき抜ぬけの手て摺すりに寄より掛かかりながら、那な織おりが感想を語り始めた。

　それに倣ならって、僕も手て摺すりに背中を預ける。

「確かに。四次元と五次元の重力について物理学者に本当に計算させるクリストファー・ノーランはマジで分かってる。そういうのが観みたい勢に対するこれ以上の提示は無いからな。何が書いてあるのかなんて分かんないけど、ちゃんとやってるという姿勢が見えればそれだけで説得力が増す。黒板と言えば『太陽を盗ぬすんだ男』もそうだったよな」

「原げん爆ばくの数式のシーンだね。黒板じゃないけど、邦ほう画がなら『シン・ゴジラ』もリアルだった」

「あれは怪かい獣じゆう映えい画が好ずきがよく語る、実際に怪かい獣じゆうが来たらどうするという脳内シミュレーションを、自衛隊の意見を交えて徹てつ底てい的てきにリアルに描びよう写しやした映画だったからな。それがいいし、それが観みたい。つまり、控ひかえめに言って最高」

「最後はリアルさをかなぐり捨てて怪かい獣じゆう映えい画がを貫つらぬく潔いさぎよさが良かったよね！　特とく撮さつオタクども、在ざい来らい線せん爆ばく弾だんをくらえっ！　したり顔で講こう釈しやく垂れてても、最後はこういうのが好きだろっていうあの演出！　そういう意味では、今回の映画は熱量不足だったなぁ」

「それは同意する。丁てい寧ねいではあったけど、もっと熱い展開が欲ほしかった」

「でしょ？　どうせならカタルシスをめいっぱい味わわせて欲しかったよ。まぁ、それはそれとして、そろそろ河か岸しを変えない？　もう限界。人が多すぎて酔よいそう。人にん間げん臭くさい」

「それに関しちゃ何の異論もないな。全面的に同意するよ。正直、人混みってだけで疲つかれる。静かなとこで体力を回復させないと。ちなみに、人にん間げん臭くさいってスマトミリツスクスだっけ？」

「その通りだ、アンダーソン君。全く、お姉ちゃんの体力をいくらか分けて貰もらえばいいのに」

「那な織おりこそ、だろ。那な織おりよりはマシだ。一いつ緒しよにすんな」

　──と思う。体力測定でもそこまで酷ひどくなかったし。とは言え、走り込みをしないという誘さそい文もん句くで弓きゆう道どう部ぶに入った身としては、体力に自信がないことはもちろん自覚している。

「私は女の子だし。筋力欲ほつしてないもん。ペットボトルの蓋ふたさえ開けられればいい。純じゆん君こそホームズに憧あこがれるなら、身体からだを鍛きたえることから始めようか？　バリツを習得し給たまえ」

　那な織おりは脇わきを締しめて拳こぶしを繰くり出だす仕草をする。

「それはバーティツじゃなくて、ボクシングだ。誰だれがどう見てもボクシングだ」

「雷かみなりを食いちぎれ！　稲いな妻ずまを握にぎり潰つぶせ！　恐おそろしい男になるのだ白しろ崎さき純じゆん！」

　那な織おりが口にしたのは、ロッキーの台詞せりふ。全く、よく咄とつ嗟さに口から出てくるよ。感心する。

　恐おそろしい男、か。僕からはほど遠い評価だな。

「あと、言っておくがホームズに憧あこがれてはないからな。憧あこがれてたのは子どもの頃ころだろ？」

「とかなんとか言っちゃって。強がんなくていいから。今だって名めい探たん偵ていという響ひびきに、並々ならぬ憧しよう憬けいを抱いだいている癖くせに。知ってるんだよ。最近はそれにスパイも加わってるんだっけ？」

「やめろっ！　そういうことを軽々しく口にするんじゃないっ！」

「そう言えば中等部の頃ころに、あと一つだけいい？　ってよく付け加えてたけど、あれコロンボでしょ？　もし気付いた人が居たとして、恐おそらく杉すぎ下した右う京きようだと勘かん違ちがいされてただろうけど。今日び中学生にコロンボは無理あるって。あ、もしかしてコロンボだったら気付かれないって思ったの？　そーかそーか、そういうことかぁ。にゃるほど。お察しします。ま、元ネタよりオマージュの方が有名になるのはどうしようもないよね」

　やめてくれ……。これ以上、そういうことを深ふか掘ぼりしないでくれ……。

　中学生時代の浅はかなメンタリティをこれ以上攻こう撃げきしないでくれ……。

「……那な織おり、もうその辺にしといてくれないか？」

「あらあら、思い出して居たたまれなくなってきちゃった？　しかし、純じゆん君って案外影えい響きようされやすいよねぇ。ほら、ツイッターのＢプＩロＯフに絵文字付きで『live long and prosper長寿と繁栄を』なんてスタートレックネタ書いちゃうし、ＬＩＮＥのアイコンはスペクターのエンブレムだよね」

　那な織おりがにやにやしながらこっちを見み詰つめてくる。

「べっ別に好きなんだから良いいだろっ。なんか文句あんのかよ」

「文句なんか無いですよー。あ、スペクターと言えば、自じ己こ紹しよう介かいの時にジェームズ・ボンドよろしく、『純じゆん、白しろ崎さき純じゆんです』みたいに言ってないよね？　言われなくても分かってるだろうけど、ボンドは苗字フアミリーネームだよ？　あれ……もしかしてその顔、思い当たる節があるのかな？」

　そろそろ死にそうなんだけど。いっそ一思いに葬ほうむってくれ……。

「ちょっと大だい丈じよう夫ぶ？　顔赤いよ？　どうしちゃったのかな？　具合でも──」

「分かった。僕が悪かった。頼たのむからこれ以上──」

「わかればよろしい。さて、純じゆん君の精神をがっつり削けずった所で、テムズ川をもう少しばかり下りますかにゃ。ＭＩ６の本部は見えるかな？」

「……荒あら川かわのことをテムズ川って言うヤツ、初めてだよ」こう言うのが精いっぱい。

　男はいつまで経たっても初はつ恋こいの相手には敵かなわないって、こういうことじゃないよな？




　最も寄より駅えきから家に帰る道すがら、僕らが贔ひい屓きにしている喫きつ茶さ店てんがある。行くあてが無い時、僕らはいつもそこで時間を潰つぶしていた。しかし、もう夕方の六時である。父さんも帰って来ていることだし、夕飯を家で食べることを考えたら、ここでお腹なかを満たすのは得策じゃない。

　出来ることならもっと那な織おりと下らない話をして、緊きん張ちようを和やわらげたい。

　仕方なく僕は、いつもの公園に足を向ける。それは始まりの場所であり、終わりの場所。

　琉る実みのアドバイスに従うのも癪しやくだが、新しく始めるのならここしかないと思った。

　公園に着く頃ころにはもう辺りは薄うす暗ぐらく、周囲の境界がぼんやりとし始め、街灯に照らされた部分だけがくっきりとした輪りん郭かくを保っていた。空気が硬かたくて、やや肌はだ寒ざむい。

　三人で幾いく度どとなく遊んだ、今は小さく感じる公園のベンチに座る。隣となりに座った那な織おりは、足を投げ出してスニーカーの爪つま先さきを閉じたり開いたりしている。その度たびにたしったしっと音が響ひびき、そんな訳ないのに何だか急せかされているような気がした。

「寒くないか？」

「やけに優やさしいじゃん。何々？　なんか頼たのみ事ごとでもあるの？　お金は貸せないよ？」

　那な織おりが身体からだを屈かがめる。

「いや、ほら、脚あし寒くないかなって」

　隣となりに座って視線が低くなると、スカートから覗のぞく脚あしに目が引き寄せられてしまう。ニーソックスとスカートの間に横たわる、視し線せん誘ゆう導どう目的としか思えない肌はだの色。

　那な織おり風ふうに言うならば、女子の生足は男子高校生にとってダチュラだ。

「笑しよう止し！　冬でも限界ギリギリまで生足晒さらす女子高生を甘く見ないでよね。タイツを穿はき始はじめるタイミングの見み極きわめすら命がけなんだから──あれは一種の駆かけ引ひきなんだよ」

「確かに。言われてみればそうだ。ってか、マジで女子のその根こん性じようは称しよう賛さんに値あたいする。なんでみんなあんなに脚あしを出していられるのか不思議だよ。普ふ通つうに寒いよな？」

「君は教室で膝ひざ掛かけを使う女の子と云いう存在を見たことがないのかい？　観察眼がないにもほどがあると思うがそこのところはどうなのかね、探たん偵てい君？」

「その呼び方はやめてくれ……。けど、言われてみれば確かにひざ掛け使ってるわ」

「でしょ？　冬場の膝ひざ掛かけは神だから。無かったら生きていけない」

「普通に冬だけスカートを長くすれば──」

「分かってないなぁ。そういう問題じゃないんだってば。アニメキャラだって一年中同じスカートの長さでしょ？　季節によって長さ変えてないでしょ？　つまり、そういうことなの。可か愛わいさは全てに於おいて優先されるの。スカートと言えば、最近のキャラは脚がむちむちしていて素晴らしいよね。安心感すら覚えるよ。私のターンだと言っても過言じゃないよね」

「そんなことを考えていたのか……アニメ観みてそんなこと思ったことないわ……」

「骨が折れちゃいそうなくらい華きや奢しやな足首とか見せられると、現実とのギャップに打ちひしがれるんだよっ。けどさぁ、純じゆん君だって、この私のニーソのゴムに押し出された太ふと腿もものココの部分は、魅み力りよく的てきだと思うでしょ？」

　ほれ、と言いながら少しだけスカートの裾すそを捲まくって、那な織おりが太ももを見せつけてくる。

「フェチズムとはこういうことでしょ？　よく見み給たまえ。これが現実なのだよ。虚きよ構こうとは違ちがう、血の通った肉とはこうなるのだ！　これがもてはやされる時代なのだっ。崇あがめ奉たてまつるがよいっ」

　やめてくれ。それはマジで破は壊かい力りよくがヤバい。わざわざ盗ぬすみ見みていた部分を、おおっぴらに見せつけて来るんじゃない……。だけど、正直、眼がん福ぷくです。はい。

「わかったっ。わかったからスカートを戻もどせっ。完敗だよ。那な織おりがアイリーンだ」

「このたわけっ。私をホームズの登場人物になぞらえるなっ！」

「僕としては最高の賛辞を贈おくったつもりなんだが」

「皮肉屋め……私とは程ほど遠とおい人物を挙げてくる辺りが……ゆるさぬぞ」

　那な織おりが頰ほおを膨ふくらませて、鼻の頭に皺しわを寄せる。まったく、子供みたいなヤツだ。

「……なぁ」

「ん？」

「……付き合わないか？」

　どうしてそんなタイミングで言ったのか、自分でもよく分からない。そのことばかり考えていた所せ為いなのか、気付いたらそう口走っていた。

「え？　それって、男女の仲的な意味の話で言ってる？」

「……ああ」

　那な織おりは、文字をつけるなら、えへへというだらしない顔をして、あろうことか「ごめん聞こえなかった。今、なんて言ったの？」と言いやがった。

「おいっ、今の絶対聞こえてただろ！　今まさに会話してたじゃん！　聞き直しが許されるのはハーレム物だけって相場が決まってるんだぞっ！」

「ごめんね。私、生まれつき聴ちよう力りよくが弱いの。ほら、今、ちょうどそこの道をデコトラが走って行ったし。バババババって凄すごい音だったよねぇ」

「走ってねぇよっ。デコトラなんて現実で見たことねぇ！」

「『トラック野や郎ろう』の撮さつ影えいかな？　リメイク？」

「デコトラ引っ張んなっ。リメイクの話なんて聞いたことないわっ！」

「……もう一回だけ。ね。お願い」

　この通りと言いながら、手を合わせる那な織おり。

　ほんとに調子が狂くるうな。

「えっと……僕と付き合ってくれ」




「……ごめんなさい」那な織おりはそう言って頭を下げた。




「え？」

　このパターンは全く想定してなかった。

　あれ？　琉る実みさん、話が違ちがいませんか？　僕が聞いていた話と違ちがうんですけど。

　那な織おりの気持ちがとかそういう話ありませんでした？

　僕の初はつ恋こい供く養ようだけでしたっけ？

「ごめんね純じゆん君。私、お母さんからトレッキーやシャーロッキアンとは関わるなって小さい頃ころから云いい付つけられていたの。アカシックレコードにもそう書いてあるの。だからダメなの。気持ちは嬉うれしいけれど、応えられない。ごめんなさい」

「は？」

　僕が呆あつ気けに取られていると、那な織おりが僕の肩かたをバシバシと叩たたいてきた。

「いやぁ、その顔良かった。実に良かった。黒くろ澤さわ明あきらでも一発でＯＫが出ると思う。自信もっていいよ。いやぁ、もし純じゆん君に告白されることがあったら、絶対にこう言おうって何年も温めて来たんだよ。まさか現実になるとは思わなかったよ。私の夢を叶かなえてくれてありがとう！」

「えっと……それって……」

「冗じよう談だんだよ。そんな理由で断るわけ無いでしょ、察しの悪い探たん偵てい気き取どりさん」

　そう言って緩かん頰きようした那な織おりは、今まで見た中で、恐おそらく、一番可か愛わいかった。

「おまえなぁ……マジで焦あせったぞ……。はぁ、心臓に悪い」

「心臓に良いい告白ってあるの？　懺ざん悔げ室しつ？　吐はき出だして楽になってみる？」

「……それは告白違ちがいだ。ま、そういうわけで、改めてこれからよろしく」

　服で手て汗あせを拭ぬぐってから、すこし形式的かも知れないけれど、手を差し出した。

「引き続きお相手を頼たのむよ」

　那な織おりはそう言って僕の手を握にぎり返かえし、「手て汗あせ拭ぬぐった割には湿しめってる」と笑った。

「うるせぇ。そういうことは気付いてても口にするなよ。てか、那な織おりの手、冷たいな」

「じゃあ、温めて」ひんやりとして細い指が、僕の指の間に滑すべり込こんでくる。

「ねぇねぇ、ついでに冷えた太ふと腿ももを温めてくれてもいいんだよ？」
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「バカ言うな。いくら付き合ってるって言っても、日が暮れた公園で女子の太ももを撫なでてたら、さすがにヤバいだろ。近所の人にでも見られたらどうすんだよ」

「何がどうヤバいの？　日が暮れた公園がヤバいの？　女子の太ふと腿ももがヤバいの？　日中の公園だったらいいの？　ねぇー、何がヤバいの？」

　那な織おりが僕にもたれかかってくる。

「どうあがいても、いかがわしいことする寸前にしか見えないだろ」

「いかがわしいことって何？　ねぇ、何？　わかんないから教えてよ。脚あしが寒くて死んじゃいそう……はぁ。可か哀わい相そうな私。純じゆん君が超ちよう冷つめたい。マイナス四五九・六七[image: Ｆ]くらい冷たい」

「どんだけ冷たいんだよっ。それ、絶ぜつ対たい零れい度どだろ。つーか、華氏フアーレンハイトで言うな。一いつ瞬しゆん、何のことか分かんなかったぞ。普ふ通つうに摂氏セルシウスで言え。あと、脚あしが冷たくても死なん」

　僕は那な織おりを押し返し、繫つないだ手をほどいて立ち上がる。

「ほら、立って。帰ろう」

「ん。これはいかがわしくないでしょ？」那な織おりが両手を広げて、すがるような目をする。

　まったく──僕は彼女を抱だきかかえるようにして立ち上がらせた。




　※　※　※


（神じん宮ぐう寺じ琉る実み）



　明日でゴールデンウィークも終わり。今日は我が家の庭でバーベキューだ。

　みんなでお肉や野菜を焼いて、休みの間の土産みやげ話ばなしやわたしたちが子どもの頃ころの話で盛り上がった。お父さんやお母さんたちが楽しそうなのはいいんだけど、どうして毎回わたしたちの昔話をするんだろう。ちょっと恥はずかしい。でも、小さい頃ころ、池に落ちた純じゆんがしばらくお風ふ呂ろを怖こわがっていた話や那な織おりのお尻しりがゴミ箱にハマって抜ぬけなくなった話は、何度聞いても楽しい。

　そう言えば、子どもの時に那な織おりと二人で青いワンピースを着て撮とった写真がリビングにあるんだけど、あれはホラー映画のコスプレだったと十年越ごしくらいに明かされた。お気に入りの写真だったのに、ちょっとショック。思わずお父さんに「言わないで欲しかった」と言ったら、純じゆんと那な織おりが口を揃そろえて「あの写真を見れば、誰だれだってコスプレだとわかる」と言っていた。

　いや、ふつーわかんないって。

　そんな感じで盛り上がってお腹なかがいっぱいになってくると、お酒の入った大人たちは、次し第だいに子どもそっちのけで語り合い始める。これもいつも通り。

　この年になってまで、相手して欲しいとは思わないからいいけどね。

　すっかり出来上がったお父さんとおじさんは、飛行機の話をし始めた。めっさーしゅみっととすぴっとふぁいあ？　よくわかんないけど、そのどちらが強いとかそんな話をしている。男は何歳になっても結局子どもなんだと、この二人を見ているとよくわかる。

　お母さんとおばさんは、個室の病びよう棟とうに入院すると幾いくらだとか、どこそこの温泉は○○水系でペーハー（[image: ぺーはー]のことだよね？）が幾いくつだから肌はだに良いいとか、定期の金利がどうとかそんな話で盛り上がっている。男の人たちと比べると、なんだか大人の話って感じ。

　この四人は今まで他人だった。それなのに、家が隣となりというだけでここまで仲良くなれるもんなんだ、としみじみ思う。大人ですら友達になれるんだから、わたしたちみたいな同い年の子どもが仲良くなるのも無理は無い。この人たちを見るたびにそう感じる。

　純じゆんはどうしてるかと思って見てみると、真しん剣けんな顔で燃える炭を見続けていた。休日仕様の純じゆんのメガネに、ゆらめく火が映り込んでいる。そのままなら何かのＣＭみたいで凄すごく絵になるのに、炭が爆はぜるたびにのけぞる姿がちょっとバカっぽい。

　そういう隙すきがあるとこ、かわいくて嫌きらいじゃないけど。

　賢かしこそうに振ふる舞まって──というかクールぶってる癖くせに、案外抜ぬけてるとこあるんだよね。

　デートの時、飲み物を家から持って来たって言って出したのが、お醬しよう油ゆのペットボトル。鮮せん度どを保つ的なパッケージのヤツ。あん時の純じゆんの顔ったら、今思い出してもツボ。もちろん途と中ちゆうで捨てるわけにも行かず、あの日はずっとカバンの中にお醬しよう油ゆが入ってた。

「純じゆん君はどう思うんだ？　メッサーか？　スピットファイアか？」

　うちのお父さんが純じゆんに声を掛かける。お父さんは映画とか小説も好きだけど、戦車や飛行機も大好きで、書しよ斎さいにはプラモデルなんかが幾いくつも飾かざってある。那な織おりもそこは守しゆ備び範はん囲い外がいらしく（最近はお父さんの相手をしないから余計に）、そういう話のできる純じゆんのことを昔から可か愛わいがっている……と言うか、色んな知識を仕し込こんでいる。お父さんは純じゆんのことが大好きなのだ。

　つまり、純じゆんがああなってしまったのは、間ま違ちがいなくうちのお父さんのせい。

　……でも、大本の切きっ掛かけは、那な織おり。

「僕はＰ−51マスタングを推おしたいとこですね。やっぱりアメリカは工業国としてのレベルが違ちがうというか、大量生産や操縦性の平準化を考えた合理的な──」

「おい、純じゆん。親子の縁えん切るぞ。そんなことは分かってんだ！　だがな、ムスタングに美学はないんだ。美学を失った機械に魂たましいなんぞ宿らねぇ！　メッサーシュミットのボディラインをつぶさに観察したことないだろ？　あれは女の身体からだと同じだぞ。これだから頭でっかちはダメなんだ。そんなんだから彼女が出来ないんだぞ。分かってるのか？」

　おじさんに火が付いた。おじさんは酔ようと饒じよう舌ぜつになる。これもいつもの光景だ。

　おじさん、純じゆんは彼女居ますよ、とはとても言えない。

　あと……頭でっかちには超ちよう同どう意いする。もっと言ってやって下さいっ！

「メッサーが女によ体たいとかいう白しろ崎さきさんの意見には賛同しかねるが、美学を失った機械に魂たましいは宿らないというのは大いに同意する。ムスタングにはそれがない。大体、ムスタングの能力が向上したのはマーリンを積んでからだろ。マーリンはイローギルスリ・ロスイスのエンジンじゃないか。自国のエンジンじゃ満足のいく性能を出せなかった機体を推おすのはどうなんだ？　そこはせめて零ぜろ戦せんとでも言うべきだ。訳知り顔でムスタングなんて言うのは許さないぞ！」

「いやいや。言わせてもらいますけど、戦せん闘とう機きが兵器である以上、求められるのは特化した性能ではなく、高水準でバランスの取れた性能こそが──」

　ああ、完全に巻き込まれたな。と言うか、巻き込まれに行ったな。

　わたしには見える。

　これから数時間にわたって、男たちの水みず掛かけ論ろんが繰くり広ひろげられる惨さん状じようが見える。お母さんやおばさんにいい加減にしなさい、何時だと思っているのと𠮟しかられる未来が見える。

　やっぱり、子どもだ。バーベキューとかキャンプをやるといつもこう。何度見たことか。

　男はいつだって女に怒おこられないとやめられない生き物なんだ。

「始まったね」

　那な織おりがわたしに耳打ちする。

「あれは酔よいつぶれるまで止まらないよね」

「ひとしきり満足したら、今度は戦せん艦かんになって、その次は戦車になるんだよ」

「あー、なるね。間ま違ちがいなくなる。ホント子ども。よくあそこまで熱くなれるわ。感心する」

「純じゆん君も大変だ。今日も長い夜になりそう」

「ま、あいつはああいうのも楽しむタイプだからいいんじゃない？」

「お姉ちゃんってさ」

「ん？」

「悔くやしいくらいお母さん似だよね」

　ゆらゆら揺ゆれる熱気で淡あわく照らされた那な織おりの顔は、ざっくりした顔つきはわたしと余り変わらないのに、ちょっと大人びて見えた。

　那な織おりがどういう意図でそんなことを言ったのか、わたしにはよくわからなかった。

　数日前、那な織おりは純じゆんと付き合い始めた。ゴールデンウィーク二日目。

　家族で出かけたことと今日のバーベキュー以外、毎年のことながら部活バスケばっかりだったわたしは、この連休中二人がどう過ごしていたのか知らない。

　知らないけれど、うまくやっているならそれでいいし、無理に知りたいとも思わない。

　純じゆんと那な織おりが付き合い始めた日の夜、那な織おりは夕飯が終わると、テレビを観みていたわたしの肩かたを叩たたいて「寝ねる前、ちょっと部屋に来て」と言い、リビングを出て行った。

　ああ、純じゆんと付き合えたんだなと思った。わざわざ純じゆんの部屋まで行った甲か斐いがあった。

　純じゆんの部屋になんて行きたくなかった。純じゆんの部屋に入れば、間ま違ちがいなく付き合ってた頃ころのことを思い出して苦しくなるに決まっているから。そして、那な織おりの報告も聞きたくなかった。

　ううん、それは違ちがう。聞きたいんだけど、聞きたくない気持ちもあったって感じ。

　なんて言うか、安心したのは確かだけどちょっと辛つらい、みたいな。

　あー、何だかもうよくわかんないけど、とにかくこれでいいんだ。

　あの日、わたしはちゃんと那な織おりに「おめでとう」って言えたんだ。




　ゴールデンウィーク二日目のこと。

　純じゆんがいつまで経たっても那な織おりに告白しないので、痺しびれを切らしたわたしは、部活の午後練に行く前、お尻しりを叩たたいてやろうと思って純じゆんの部屋に寄った。もちろん部屋に入ることに抵てい抗こうはあったけど、純じゆんと那な織おりが付き合わないのは、納なつ得とくができなかった。

　なんだけど、部屋に入ってまだ寝ねている純じゆんを見たら、やっぱり声を掛かけることができなくて、しばらく子どもみたいな寝ね顔がおを眺ながめることしかできなかった。第一、わたしは純じゆんの顔が好きなんだ。いつまでも見ていられる。だから、時折機き嫌げんが悪そうな顔になってもぞもぞ動いて、しばらくすると安心しきった顔で眠ねむる純じゆんを見ていたら、起こすなんてとてもできなかった。この寝ね顔がおを壊こわすなんてわたしにはできなかった。

　わたしは純じゆんのことが嫌きらいになって別れたわけじゃない。

　今だって純じゆんのことが好きだ。

　かすかに開いた口から寝ね息いきが聞こえる。胸が上下する。寝ね汗あせで額に張り付いた前まえ髪がみ。

　もう無理っ。どんな拷ごう問もんなの？

　好きな人が目の前で寝ねている。無防備な寝ね顔がおをわたしに向けている。

　この間まで、手を伸のばせば簡単に触ふれられたのに、今はとても遠い。

　あ────、もうっ。

　恋れん愛あい映えい画がみたいにキスで起こしたい……なんて考えちゃダメだ。落ち着け。

　そう言い聞かせるのに、夢想が止まらない。息苦しくなって起きた時、わたしの顔が目の前にあったら純じゆんはどんな反応するのかな？　あんな振ふり方かたしちゃったけど、まだわたしのこと意識してくれるかな……なんて、バカみたい。

　そんなこと──もしそう思ってくれるならめっちゃ嬉うれしいけど、揺ゆらいじゃう。

　決心が、揺ゆらぐ。揺ゆらぐって言うか、無かったことにしちゃうよね。絶対に我が慢まんできない。

　まだまだやりたいこといっぱいあったもん。

　ほら、早く起きろ。キスしちゃうぞ。わたしだって我が慢まんしてるんだぞ。

　って、さすがにキスは無理。できない。できるわけない。したいけど。

　だったらせめて──純じゆんの首元に鼻をうずめたい欲求に駆かられたわたしは、それくらいなら許されるだろうと純じゆんの肩かたあたりにそっと手をついた。徐じよ々じよに体重をかけていく。布ふ団とんがゆっくりと沈しずんでいく。首元に顔を近付けると、懐なつかしい匂においが鼻び腔こうに広がっていく。

　ああ、この匂においだ。純じゆんとの思い出が鮮せん明めいな記き憶おくとして蘇よみがえる。

　純じゆんに抱だき着ついた時、わたしはいつも首筋に頰ほおを寄せてこの匂においを吸い込んでいたんだ。

　いつまでもこうしていたい。

　純じゆんがううんと唸うなる。やばい。離はなれないと。こんな姿を見られたら引かれる。

　神じん宮ぐう寺じ家けの長女としての尊厳に関わるし、なにより那な織おりに顔向けできない。

　しっかし、マジで起きないな。

　わたしは悔くやしくなって、レースのカーテンも開けた。こうすれば起きるでしょ。

　ベッドの脇わきに座り直し、目元に光が差し込む純じゆんを見下ろす。触ふれたい欲求を抑おさえながら。

　純じゆんは太陽から逃にげるように丸くなって唸うなったあと、目を覚ました。

　ひとつだけ、白状する。

　純じゆんに寝ね癖ぐせを直すように促うながし、純じゆんが部屋を出たあと、わたしは純じゆんのベッドに飛び込んだ。

　寝ね癖ぐせがどうのなんて詭き弁べんだ。我ながら自然な誘ゆう導どうだと思った。

　主あるじが不在の部屋で、わたしは枕まくらに顔を擦こすり付つけて、思い切り深呼吸した。タオルケットを丸めて、思い切り匂においを吸い込んだ。純じゆん、これぐらい許して。本当ならパジャマ代わりにしているＴシャツが欲ほしいくらいなんだ。こんなことなら、別わかれ際ぎわに貰もらえばよかった。

　一応言っておくが、わたしは変態じゃない。

　これくらいは変態じゃない……よね？　彼かれ氏しの脱ぬいだ服の匂においが好きって普ふ通つうだよね？　女子は同意してくれるよね？　わたしだけじゃないよね？　ってか、元カレか。元カレって言った瞬しゆん間かんにストーカー感がヤバい。ヤバいけど、わたしはストーカーじゃない。だから大だい丈じよう夫ぶ。

　はぁ。やっぱり、別れたくなかったな。でもああするしかなかったし、そうでもしなきゃ那な織おりは──そこまで考えて、思考を止めた。今はそんなこと考えたくない。こうやって純じゆんのベッドで純じゆんの匂においに包まれていると、付き合っていた時のことが蘇よみがえって来る。

　少しくらい浸ひたってもいいよね。わたしだって我が慢まんしてたんだ。

　──んっ……って、バカバカ。わたしったら、何してんのっ。

　いや、してない。うん、まだしてないから。違ちがう違ちがう。それはさすがに……慌あわてて我に返ると、階段を上のぼる音が耳に届く。やばっ。ああもうっ。

　わたしは慌あわてて身体からだを起こし、丸めたタオルケットを雑に広げてなんとか取とり繕つくろう。スマホを取り出して──というところでドアが開いた。スマホはロック画面のまま。

　あっぶない。あんなとこ見られたら家出するしかなくなるっ！

　純じゆんはのん気に「琉る実みが来た時、うちの親はもう居なかったのか？」なんて言って、つまんなそうな顔をしながらわたしの正面に座った。

　ちょっ、正面はやだ。目見れない。てか、こっち見んな。

　気付いてない。気付いてないよね？　セーフ？　てか、セーフも何も、別にしてないし。

「居たよ。わたしが来たら、おばさんが『琉る実みちゃん、いいところに来てくれたわね、私たち今から出で掛かけようと思ってたとこなの。あの寝ねぼすけはまだ寝ねてるから、ついでに起こしてくれるかしら？』って言っておじさんと出で掛かけてった」

　おばさんの声こわ色いろを真ま似ねて、純じゆんの気を逸そらす作戦。

「その口くち振ぶり、絶ぜつ妙みように似てるからやめてくれ。……はぁ、僕らだってもういい歳としなんだから、そういうのを気軽に頼たのむんじゃないよ、全く」

「うちらの親にはそんな考え無いでしょ。何、ちょっとは意識しちゃう？」

　わたしは強がって純じゆんにそう言った。純じゆんが平然としているのが悔くやしい。なんか、わたしばっかり我が慢まんして振ふり回まわされてる気がする。ひとりでドタバタしてバカみたいっ。このっ。

　とか言いながら、そもそも振ふったのはわたしなんだけどさぁ。

　てか、純じゆんはわたしに付き合ってくれてたんだからしょうがないか。

　それでも、付き合ってる時、純じゆんと気持ちが通じたと思った瞬しゆん間かんは何度もあった。あの時の純じゆんは、わたしのことを見てくれていた。けど、最初からわかってた。

　純じゆんは優やさしいから、合わせてくれているんだって。だって純じゆんは那な織おりのことが好きだから。

　そう思い始めたら、どんどん純じゆんに申し訳なくなった。

　那な織おりに内ない緒しよで抜ぬけ駆がけして、純じゆんに付き合って貰もらって、わたしだけが楽しんだ。

　だから、わたしは決めた。

　純じゆんと付き合うのはきっちり一年間だけにするって。そうしないと、純じゆんの優やさしさに甘えてずるずるとそのまま行ってしまいそうだった。だからわたしは期限を設けた。

　そんなことが那な織おりに対する罪つみ滅ほろぼしになるなんて思わないけど、付き合わせている純じゆんに対する誠実さだとは思わないけど、そうせずには居られなかった。

「ねーよ。一いつ般ぱん論ろんとして、だよ。で、用件は何なんだよ？」

「何そのつまんない反応。ま、いいや。えっと、本題なんだけど──純じゆんはいつ那な織おりと付き合うつもりなの？　まさか忘れた……なんてことはないよね。記き憶おく力りよくには自信あるもんね」

「忘れるわけないだろ……。そんな突とつ拍ぴよう子しもないお願いを別わかれ際ぎわにされて、忘れるわけなんてない。だとしても……そもそも、それはどこまで本気で言ってるんだ？」

「どこまで……？　全部本気だよ。冗じよう談だんでこんなこと言う訳ないじゃん。バカなの？」

「朝っぱらから人のことバカ呼ばわりすんじゃねぇよ。ったく、冗じよう談だんに聞こえるようなお願いをしてるという自覚はないのか？」

「そんなことわかってるよっ。いきなりそんなこと言われても困るってのはわかってる。でも、純じゆんだから……純じゆんにしか頼たのめないから、こーやってお願いしてんじゃん」

　そうじゃなきゃ意味がないの。わかってよバカ。言いたくないけど、純じゆんは鈍にぶいから、わたしははっきり言ってやった。「那な織おりは、ずっと純じゆんのことが好きだったんだよ」

　その言葉を聞いて、純じゆんは難しい顔をしたまま黙だまってしまった。

　純じゆんと那な織おりが両りよう想おもいだったことを伝えてしまった。つまり、わたしの役目は終わってしまった。

「だからって……そんなこと言われても……」

「純じゆんだって那な織おりのこと──いや、それはいい。これはわたしからのお願い。わたしを那な織おりのお姉ちゃんに戻もどして欲ほしい。それは純じゆんにしかできない。こういう方法しか思いつかないの」

　純じゆんだって那な織おりのこと好きでしょと言いい掛かけて、慌あわてて口を噤つぐんだ。

　そこまで言う必要はない。それはわたしが関知することじゃない。

「……そんなにすぐ気持ちを切きり替かえられない。それにこんな気持ちで那な織おりと付き合うのって失礼すぎる」

「那な織おりのこと、嫌きらいじゃないでしょ？」

「もちろん」

　力強く言われて、わかっていても、ちょっとだけ複雑な気分になる。

「だったらいいじゃん」

「よくねぇよっ。おまえなぁ、そーやって簡単に言うけど、そんなに単純な話じゃないことくらい分かるだろ？　大体……僕はまだ琉る実みのことを……」

「──やめて！　それ以上言わないで！　何を言われたってヨリは戻もどさないから！」

　わたしは思わず叫さけんだ。その言葉は聞いちゃいけないと思った。

　でも……待って……わたしのこと何？　その続きは？　好き？　好きでいいの？

　ホントに未練感じてくれてるの？

　それって、純じゆんも好きでいてくれたってことでいいの？

　ああ、つい勢いで遮さえぎっちゃったじゃん。今さら訊きき返かえせないじゃん。

　って、そんなことあるわけないよね。うん、そうだよね？　それはさすがに、ね。

　もし未練を感じてくれていたとしても、突とつ然ぜん居なくなったからそう感じるだけだよ。

　純じゆんは那な織おりと付き合った方が幸せになれる。那な織おりも喜ぶ。それですべてが丸く収まる。

「それで本当に後こう悔かいしないのか？　僕が那な織おりと付き合えばそれで満足なのか？」

「……うん」

「僕と別れた理由ってつまり……いや、いい」

　純じゆんが一呼吸おいて「でも、そういうことなんだろ？」と続けた。

　多分、純じゆんが思っている通りだよ。わたしは不器用で、ずるい姉なんだ。

　那な織おりの気持ちを知っていながらズルをした。純じゆんの気持ちを知っていながらズルをした。

　そんなズルをした自分が許せない。だから別れたの。これは自分の為ため。

　そして、那な織おりの為ため。純じゆんの為ため。二人の為ためにも別れるしかなかった。だからこれでいいんだ。

　私は純じゆんの言葉を無視した。「何でもいいから那な織おりと付き合って」

「考えとく」

「それじゃダメ」

「……おまえなぁ、どんだけ自分勝手──」

　もうっ、これじゃ埒らちが明かないっ。かくなる上はっ──

「って……おいっ、何して……っ」

　わたしはベッドから立ち上がり、純じゆんの膝ひざの上に向かい合わせに座って、頭を抱だきかかえて口を塞ふさいでやる。少しくらいサービスしてあげる。ぶっちゃけ、わたしがしたいのもあるけど。

　付き合っていた時、よくこうやって抱だき合あった。そして、キスをした。

　もちろん、今はしない。

「お願い。多分、こんなお願いするのは最後だから……ね」
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　久しぶりに純じゆんの頭を指でなでながら、わたしは優やさしく言った。

「わかったから、まずは離はなれろ」

　純じゆんが腕うでの中でもぞもぞと抵てい抗こうする。嫌いやがってるけど、なんとなく本気じゃない……そんな感じがして、ちょっと嬉うれしいような、名残なごり惜おしいような気分になる。頭に鼻を近づけて、純じゆんの匂においを吸い込んでから、腕うでに力を込こめて「本当に？」と念押しの確かく認にんをする。

「ああ。僕の負けだ。だから離はなしてくれ」

　わたしは離はなれた。しょーがないから、これくらいで我が慢まんしてあげる。

　スカートの裾すそを軽く直して、わたしは再びベッドに腰こし掛かけた。

「ただ、琉る実みはそうやって簡単に言うけど、実際問題どうすりゃいいんだよ」

　ほんのり純じゆんの頰ほおが上気している。満足。

「純じゆんの頭は物事を考えるようにできていないわけ？」

「僕より成績悪い癖くせによくそういうことが言えるな」

「テストの点数で頭の良さがすべて決まるなんて幻げん想そうだね。お勉強ができることと賢かしこさは必ずしも同じじゃない。世界には学校に行けない子どもだっているけど、そういう子は賢かしこくないの？　違ちがうでしょ？　そういう子が勉強して政治家になる例だってあるじゃん」

「そんなの詭き弁べんだ。今、自分で勉強というプロセスを口にしただろ？　テストはその勉強という行こう為いを経たその人が、どの程度アウトプット出来るかを確かく認にんするのに最適だ。どんなに地頭がよかろうが、それを客観的に証明することが出来なければ意味がない。能力を評価するのに万ばん全ぜんとは言わないが、指標のひとつとして、その優位性は揺ゆるがないよ」

「べらべらうるさいっ。大体それを言い出したら、わたしだって純じゆんと同じ特進クラスなんだからそこそこ勉強できるってことだし、うちの学校の中じゃ十分成績イイ方でしょっ」

「だったら、一いつ緒しよに考えるくらいのことしてくれよ。僕だって寝ね起おきで頭が働いてないんだ」

「はぁ。そんなの一いつ緒しよに映画でも行ってデートして、帰りに公園かなんかで告ればいいでしょ。簡単じゃん。こういうのは定番で良いいんだよ」

「公園でって、まんま琉る実みじゃん、それ」

「わたしの時はコンビニの帰りだったけど、別に悪くなかったでしょ？」

　ちょっと大人ぶってアドバイスしたけど……ガッチガチでしたっ！

　事前に用意した言葉もどこかに行っちゃって、めっちゃ適当な告白しましたっ！

　二度と告白なんてしたくない。思い出すだけでも逃にげ出だしたくなる。

「……まぁ」

　だーかーらー、微び妙みような顔でまぁとか言うなっ！　そこは素す直なおに同意しろっ！

　そういうとこは付き合ってる時から嫌きらいだったぞ。

「ベタでいいんだよ。男はすぐサプライズとか意外性とか求めたがるけど、奇きをてらってもしょうがないんだって。下手こくと傷が増えるだけだかんなっ！」

「分かりましたよ……あっ、もしかして今のは橋はし本もと環かん奈なって返すべきだった？」

「うるさいっ！　わかったらとっととライン送れっ！」

　これでいいんだ。わたしは間ま違ちがってない。そう自分に言い聞かせる。

　抜ぬけ駆がけしたのはわたし。那な織おりに相談せずに突つっ走ぱしったのもわたし。

　ねぇ、純じゆん。声に出して言う事はできないけれど、一年間ありがとう。

　とても楽しくて、しょっちゅう失敗したけど、わたしにとっては夢のような日々だった。

　なのに、苦しかったんだ。ううん、段々と苦しくなってきた。

　デートから戻もどって、別れたあと。家のドアに手を掛かけた時。

　わたしの中に居たのは純じゆんじゃなくて、那な織おりだったんだ。

　決まって、那な織おりの悲しそうな顔が思おもい浮うかぶんだ。

　わたし、もう一度、那な織おりのお姉ちゃんに戻もどる。

　やっぱり那な織おりも大事なんだ。家族だから。




　※　※　※


（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



　純じゆん君から告白されたことを伝えた時のお姉ちゃんの顔は、しばらく忘れられないだろう。

　ゴールデンウィーク二日目の夜、私は夕飯のあとお姉ちゃんを部屋に呼んだ。

　ノックのあと、ドアが遠えん慮りよがちにゆっくりと開いた。私はベッドに寝ね転ころんだまま、小説を読んでいる。お姉ちゃんの気配を背中で感じながら、私は顔を上げない。

「どーした？」

　お姉ちゃんがそう言って、ぼふんという感じでベッドに腰こしを下ろす。

　私の足がちょっとだけ跳はねた。

「今日ね、純じゆん君に付き合ってって言われた」

　私は本から顔を上げずにそう告げた。

「マジで？　おめでとう！　良かったじゃん」

　どんな顔でそう言ったのだ？　と思って身体からだを起こし、お姉ちゃんの目を見る。

　目が弱々しいよ、お姉ちゃん。アニメだったら目のハイライトが揺ゆれているよ。

「それでいいの？」

　知らない振ふりをしようかと思ったけど、そんな目をされたら、視界をちらっと横切る程度には尻尾しつぽを出してあげたくなっちゃうじゃん。私は優やさしいから、ヒントを出す時はちゃんと段階的に出してあげるタイプ。あとで、あの時こう言ったじゃん、この時もこう言ったじゃんって言いたいタイプ。ほら、誰だれにも分からない伏ふく線せんを解決編に使うのは三流でしょ？

　だったら、種まきはきちんとしておきたい。

　ええ、存じております。面めん倒どうな女の自覚はありますよ。ご安心を。

「ん？」

　そう。そういうことね。分かった。あとで後こう悔かいしても知らないよ？

「うーん、いいや」

「何よ。言いい掛かけたなら最後まで──」

「強しいて言うなら、私だったら今のテイクは使わない」

　純じゆん君にしても、お姉ちゃんにしても、役者の才能が無いんだよね。

　映画好きシネフイルをなめちゃだめだよ。素しろ人うとの大根くらいすぐ分かるんだ。

「何それ」

「しかし、そう来るかという意外性はあったよ。だから、振ふってやった」

「え？　……どういうこと？」

　狐きつねにつままれた顔って、こういうことを言うんだろうな。

「冗じよう談だんだよ。しかし……今のはいい表情だったね。そういう顔が意識して作れるようになったら、女優を目指しなよ。顔は悪くないんだし」

　二人して全く同じ表情をするんだよねぇ。全く良いいコンビだよ。妬やけるね。ほんと妬やける。

　ま、いいけどね。折角だし、全力で道どう化けを楽しませてもらうよ。

「あんた、騙だましたわねっ……って、それ、遠回しに自分のこと褒ほめてない？」

「私の場合は、胸のサイズで更さらに有利かな？」

「は？　何それ。ガチでムカつくんだけど。ま、那な織おりの場合、胸以外にも脂し肪ぼうがついてる気がするけど、そこんとこはどうなの？　わたしの方がスレンダーだと思うけど？」

　そう言ってお姉ちゃんが私の太ふと腿ももを触さわる。やめろ。熟成肉に安易に触ふれるでない。

「……ってか、リアルになんかむちってない？　もっと外出したら？　一いつ緒しよにジョギングでもする？　付き合うよ？　それか、普ふ段だんわたしがやってるストレッチメニュー一いつ緒しよにやる？」

「嫌いやだ。絶対に嫌いや。全力で拒きよ否ひする。ちなみに、近年では私みたいにちょっとむちってるくらいの方が好きという殿との方がたも多いのだ。我が姉よ、美とは女性の数だけあるのだ。多様性。なんとも素す晴ばらしい言葉じゃないか。生物多様性条約だよ。オーバーニーの口ゴムが食い込む太ふと腿ももや、パンツのゴムが食い込むこの腰こしこそが、フェティシズムなのだ。嗚あ呼あ、私に市民権をありがとう。これこそ人間と市民の権利宣言。ラ・マルセイエーズだね」

「何がラ・マルセイエーズよ。ねぇ、那な織おり。そういうのなんて言うか知ってる？」

「何？」

「開き直り」

「まさか直りと那な織おりを掛かけたわけではあるまいな？　低てい俗ぞくな洒しや落れは侮ぶ蔑べつの対象だよ。それに私は開き直ってなどいない。ありのままを受け入れて欲しいだけなんだ。子供の頃ころ、お姉ちゃんだってありのままがどうとかってしょっちゅう歌ってたでしょ？」

「那な織おりはありのまますぎるのよ。軽く運動した方がぜったい健康に良いいって」

　ありのままじゃないとこも沢たく山さんあるけどね。私は私なりに妹をやってるんですよ。

　ん？　体型の話？　体型は知らん。それはありのままを愛せ。顔の可か愛わいさは努力してやる。

「お姉ちゃんは何でそんなに運動させたがるの？　汗あせかくの嫌いやじゃない？」

「そう？　わたしは運動好きだから気にならないなぁ。思いっ切り汗あせかくと気持ちいいし」

　そう言えばそうだった。お姉ちゃんは運動もだけど、サウナが大好きなタイプだった。汗あせかきたい病だった。失念していた。私からすれば、サウナなんて拷ごう問もん。整いたくない。

「もし汗あせかくのが嫌いやなら、夜にウォーキングするってのはどう？　……そうだっ！」

　お姉ちゃんの思い付きはいつだってロクでもない。

「ボディガード役に純じゆんを誘さそうってのはどう？」

　ほらみたことか。そんなことだろうと思ったよ。それ、墓ぼ穴けつだよ。自分で掘ったグレイブ・デイガーでしょ。

「ボディガード？　それは無い。よく考えてごらん？　暴漢に襲おそわれたら、純じゆん君はすぐ死にそうだよ？　弓でも持たせる？　弓を持たせたところで、レゴラスにはなれないと思うけど」

　ボディガードならケビン・コスナーってパターンもあったけど、お姉ちゃん分からなそう。

「あー、ごめん、ノリで言った。浅はかだったよ。うん、あいつにボディガードは間ま違ちがってた。どう逆立ちしても、オーランド・ブルームにはなれない」

　子どもの頃ころは、よくお姉ちゃんと一いつ緒しよに映画を観みてた。特に『指輪物語ロード・オブ・ザ・リング』や『ハリー・ポッター』シリーズは、お姉ちゃんが好きで何度も一いつ緒しよに観みた。映画を一いつ緒しよに観みなくなったのはいつからだろう。覚えてないや。

　ちなみにお姉ちゃんは、『指輪物語』の原作は読んでいない。トールキンにgalu幸あれ。

　なんて言ってみても、悲しいかなお姉ちゃんには通じない。こっちはわざわざエルフ語シンダリンを覚えたんだよ。それなのになんで読まないの？　ポッターの呪じゆ文もんは覚えようとしてた癖くせに。

「でしょ？　ウォーキング・デッドなら一話目で死んでる。……私だったらどこまで生き残れるかなぁ。うーん、正直、見た目優ゆう先せん枠わくだろうし、かわい子ぶって──いやまぁ実際カワイイんだけど──童どう貞ていを誘ゆう惑わくして、出だし抜ぬこうとして失敗する役どころになっちゃうかも……下手すると、胸の谷間を強調する衣い装しようを着させられるお色気要員にされるかも。そして最後は助けを請こいながら食われるタイプ。自分で言ってて思ったけど、マジで私可か哀わい想そう」

「どんだけ自分のキャラ設定歪ゆがんでるの？　それに童どう貞ていを誘ゆう惑わくしてとか言うのはどうなの？　あと、絶ぜつ妙みように自じ慢まんが入ってるのがいちいち気に障さわる」

「ここには私たちしかいないんだし、何を今さら遠えん慮りよすることがあるの？」

　姉よ、カマトトぶったところで、私は色々知っているんだからな。

「そりゃそうだけど……ちなみにわたしの役どころは？」お姉ちゃんが身を乗り出してくる。

　口ではあれこれ言いながら、こういう話好きだよね。

「白いタンクトップで、バットを振ふり回まわして、ゾンビを倒たおすタイプ。物語中ちゆう盤ばんまで生き残って、主要キャラと恋こい仲なかになるけど、ラブシーンのあとは食われる。上う手まく生き残った場合は、彼かれ氏しが食われる。その場合は、失意の中で復ふく讐しゆうの鬼おにになるパターン」

　お姉ちゃんは、もろにマギーだよね。

「……なんかちょっとわかるかも」

「でしょ？　ってか、私の役どころは何っ！　これからホラーとかゾンビ物を観みる度たび、バカ女に感情移入しそうっ！　やだ。死にたくない。ちょっとでいいから生き残りたい」

「一話で死ぬ純じゆんよりマシじゃない？」

「たしかし。ちなみに純じゆん君が物語に絡からむパターンを想定すると……知識だけで、講こう釈しやくばかり垂れて、ひ弱な癖くせに何な故ぜか生き残って、いざって時にうにゃうにゃゴネて主人公グループの足を引っ張るタイプだね。観みてて一番イライラする奴やつ。正直、早く死ねって思う」

「ねぇ、曲がりなりにも今日から彼かれ氏しなんでしょ？　辛しん辣らつ過ぎない？」

「生き残ってる時点で優やさしいじゃん。ホラーとかゾンビ物は陰ナキーャドに優やさしいんだよ。ほら、スクールカーストのトップ勢なんて秒殺でしょ？　アメフト部とかチア。映った瞬しゆん間かん、あ、こいつ死ぬなって思うもん」

「確かに。すぐ死ぬ」

「ああいう映画作るヤツなんてみんな根暗なんだよ。卒業パーティープロムナードでいい思いが出来なかったヤツらがアメフト野郎ジヨツクやチア女クイーン・ビーを殺す為ための映画なんだ。それでいてチアリーダーが生き残ると、ナードとくっつくっていう。最後はそれかよ！　みたいな寒さがあるよね。腹立たしいことに、いつまで経たっても女はトロフィーなんだよ。ナードがマッチョを出だし抜ぬく映画なのに、結局は男性優位主義マチスモに帰結するあたりが、コンプレックス丸出しって感じで嫌いやになるよね。そういう意味で言うと、構造としてはハリウッドのラブコメだね」

「物もの凄すごく敵を作りそうな発言なんだけどそれ……」

「そういうお約束を破るというのもまた定番だけどね。それはハリウッドに限らず、創作の世界では常に起こることだけど。ミステリーなんて特にそうじゃない？　でも、約束を破るなら、本筋は王道。これこそが大切。テンプレを破るだけが創作じゃない。神は細部に宿るのではなく、細部に宿らせるのだっ」

「そのパターンなら、那な織おりも生き残れるんじゃない？」

「私は女子から嫌きらわれる女の自覚があるから、甘んじて受け入れる。同性に嫌きらわれようとも、ナードをたぶらかして生存チャンスが上がるなら、それに賭かけたいという想おもいは変わらない。その結果、物語展開の為ために死ぬのなら仕方ない。お約束通り殺してくれたまえ。ただ、じわじわ痛いのは嫌いや。あと、顔は綺き麗れいなままじゃなきゃ許さない」

「妹じゃなくて、ただのクラスメイトだったら、わたし那な織おりと友達になれる自信ないわ。てか、自分を女子に嫌きらわれるお色気要員とか言えるその根こん性じようこそが、嫌きらわれる要因だと思うけど？」

「言ってくれるじゃないか、双ふた子ごの姉よ」

　妹の為ために彼かれ氏しと別れる癖くせに。よく言うよ。

　嗚呼ああ、可か哀わい想そうな純じゆん君。こんなにめんどくさい姉し妹まいと幼おさな馴な染じみになってしまって。

　なんて言っても、そこそこ可か愛わいい双ふた子ごの姉し妹まいだし、いいよね。それで許して。

　それにしても、彼かれ氏しねぇ。ふーん。彼かれ氏しかぁ。恋こい人びと。パートナー。相方。

　うーん、相方とかパートナーって言うヤツは胡う散さん臭くさいな。かぶれてる感がぷんぷんする。

　彼かれ氏しねぇ。そっかぁ。

　へっ、へへへ。はぁ。もうしょーがないなぁ。

　さーて、神じん宮ぐう寺じ琉る実みのことなんて忘れさせてやんよ。首を洗って待っとけ。重いって言わせてやる。何年も飼い殺して肥大化した、歪ゆがんだ私の愛を受け止めよ。

　あ？　重いって物理的な意味じゃないからねっ。口には注意したまえ。我が家からしばらく行けば自衛隊の駐ちゆう屯とん地ちがあるんだからね。戦車呼ぶよ？　てか、コブラぶつけるよ？

　って、朝あさ霞かにコブラは居ないっけ？　対戦車ヘリは千ち葉ば？　んー、どっちでもいいや。




　※　※　※


（白しろ崎さき純じゆん）



　今日はゴールデンウィーク最終日。バーベキュー翌日のことである。

　昨日は喋しやべった。久ひさし振ぶりに男だけで熱い議論を重ねた。片付けを終えた後は、神じん宮ぐう寺じ家けのリビングに移った。大人二人は改めて酒を飲のみ据すえ、僕はバーベキューで余った二リットルのペットボトルを端はしから片付ける役に徹てつした。全く、バーベキューで飲み物が余らなくなる計算式を作れば、フィールズ賞が貰もらえるんじゃないだろうか。

　最初は戦せん闘とう機きの話をしていた。そこから水上機の話になって、気付けば艦かん艇ていの話になった。

　しかし、次し第だいに酔よいが回った大人たちは、困った事に……非常に困った事に、僕に向かって「純じゆんは琉る実みや那な織おりと付き合う気は無いのか？」などと訊きいてきたのだ。這ほう這ほうの体ていで酔よっぱらいの詰きつ問もんを躱かわし、あれこれと話題を変え、何だかんだでお開きになったのは深夜一時だった。それから酔よった父さんを家に連れて帰り、僕はシャワーを浴びて床とこについた。映画や小説に触ふれる元気なんて微み塵じんもなかった。それでもいつもに比べれば、十分に早い就しゆう寝しん時じ刻こくだ。

　お陰かげで、那な織おりが訪ねて来る頃ころには、目が覚めていた。

「純じゆん君は何なに故ゆえに椅い子すに座っているのかね？」

　ベッドの上で本を読む那な織おりが、活字から目を離はなさずに言った。

　那な織おりが寝ね転ころんでいるのは、僕のベッドだ。つまるところ、ここは僕の部屋である。

　ちょうど胸の辺りに枕まくらを入れ、俯うつぶせになって本を読んでいる。若じやつ干かんはだけたＴシャツの裾すそからはお腹なかが覗のぞき、ショートパンツというかホットパンツから伸のびるもっちりとした肉にく惑わく的てきな脚あしは、アンクルソックスのみ。

　……ちょっと性的すぎないか？

　その胸の下に押し込んだ枕まくらで今日も寝ねるんだぞ。高さ調節に使いやがって。しかも、パンツがデニムじゃなくてチノクロスだから、その……裾すそがちょっとゆったりしていて、下着が見えそう──いや、やめよう。考えるな。別に那な織おりはそういうつもりであんな恰かつ好こうをしている訳じゃないんだ。あいつの部屋着なんてあんなもんだ。今に始まったことじゃない。そこに意図なんてない。しつこく頭に浮うかんでくる未必の故意という言葉を、屈くつ強きような意志で追おい払はらう。

　ひとまず、那な織おりが読んでいる本に意識を向けよう。

　タイトルはさっき寝ね返がえりを打った際にちらっと見えた。古ふる川かわ日ひ出で男おの『ベルカ、吠ほえないのか』だ。作家の名前は知っているが、読んだことは無い。

　以前、那な織おりにどういう基準で本を選ぶのか聞いたことがある。

　那な織おりは「その日の気分に合がつ致ちした語感」と答えた。

　僕は何となくつながりを求めるタイプだ。だから、その時期によって傾けい向こうがある。特定の作家を追いかけるとか、文学賞繫つながりとか、レーベルとか、映画原作とかそういう類たぐいだ。関連性を広げていきたいタイプと言えば良いいだろうか。

　恐おそらく、多くの人は僕と同じタイプだろう。何かしらの切きっ掛かけがあると思う。だが、那な織おりにはどうやらそれが無いらしい。好きな作品の傾けい向こうはあるが、本にしろ、映画にしろ、選定基準が僕にはいまいち分からない。だから僕は、いつまで経たっても追い付けない。

　その日の気分とやらは、那な織おりにしか分からないから当然か。

　だから、図書館や本屋で那な織おりと同じ本を手に取ろうとして──なんてことは一度だってないし、『耳をすませば』みたいなこともない。もっとも、借りた人の名前が書いてあるブックカードなんて、話の中でしか見たことないけど。

「僕のベッドを那な織おりが占せん領りようしているからだろ？」

「純じゆん君は面おも白しろいことを言うね。遠えん慮りよせずこっちに来ればいいのだよ」

　那な織おりが壁かべの方に寄って、スペースをあけ、手でぽんぽんと布ふ団とんを叩たたいた。

　それってつまり、横に寝ねろってこと？

　確かに那な織おりはそういうことを気にせず、平気で出来るタイプだけど、それはためらうぞ。

　那な織おりは初はつ恋こいの相手で、今は僕の彼女で──

　この状態ですらめちゃめちゃ意識しているっていうのに、いきなりそれは無理がある。

　どうしたものかと困こん惑わくしていると、那な織おりが「はよせい」と強めに言うので、言われるがままベッドに腰こしを下ろして、仰あお向むけになった。狭せまいベッドに二人で寝ね転ころぶ。左ひだり肘ひじが那な織おりのお腹なかに触ふれる。じんわりと熱が伝わって来て、僕は否いやが応おうでも、隣となりの女の子のことを意識してしまう。

　もちろん、那な織おりの方を向くなんて芸当は出来ない。そんな余よ裕ゆうはない。

　そういうことをナチュラルに出来る人は、どんな精神構造をしているのか教えて欲しい。

　隣となりで寝ね転ころぶ女の子のことから意識を逸そらす為ため、左手を引き寄せて、那な織おりに触さわらないようにスマホを掲かかげ、『ベルカ、吠ほえないのか』と入力して、あらすじや評判を調べる。

　もちろん、那な織おりに見られないように。

　そうやってスマホを眺ながめることで気は紛まぎれたが、早くもこの作戦は失敗だと気付いた。

　手が疲つかれる。スマホを顔面に落としそうだ。体勢を変えたい。横向きになりたい。

　那な織おりに背を向けて横になれば──そんなことを考えていると、那な織おりが、んしょんしょという感じで脇わきの間に頭を入れてきた。シャンプーなのか、甘い香りがふわっと漂ただよった。

　琉る実みと同じ匂においがした。

「ナチュラルに腕うで枕まくらさせるんじゃねぇ」声に冷たさを潜ひそませる。

　マジでやめてくれ。今、全力で考えないようにしているんだ。

　あと、そこに居られると、動どう悸きを悟さとられそうで嫌いやなんだけど。

「この店はそういうサービス無いの？　オプション？」

「店じゃねーよっ。なんだよ、オプションって。それ、絶対にいかがわしい店じゃねぇか。女子高生がそういうこと言うな」

「へへ。いいじゃん、これくらい」
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　こっちを見上げた那な織おりの目が細くなる。くるんとカールしたまつ毛が、瞬まばたきで揺ゆれる。

　可か愛わいいと思った。

　違ちがうな。

　僕が初めて恋こいをした女の子は、今でも変わらず魅み力りよく的てきだった。

　慌あわててスマホに意識を向ける。あのまま那な織おりのことを見み詰つめていたら、後あと戻もどり出来なくなりそうだった。心の奥底で燻くすぶっていた火種がどうなったのか、僕はまだ観測していない。

　観測しなければ、それは事実ではない。

　──そもそも、後あと戻もどりする必要はあるのか？





（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



　右耳を純じゆん君の身体からだにぴったりくっつけると、心音が微かすかに聞こえる。

　これは生せいの音だ。生きている。血が体を巡めぐっている。

　平常時で一分間に約七十回。筋肉が収縮を繰くり返かえす。

　およそ八十ccの血液が、その臓器から送り出される。

　響ひびく鼓こ動どうは、七十回どころじゃない。それが嬉うれしい。

　私はアネモネになりたいけれど、私たち姉し妹まいはハシとキクだ。いつだってこの生せいの音を聞きたかった。この音を聞いて、胎たい内ないに回帰する。いろんな考えがカタチを失って、どろどろに溶とけていく。身体からだのあちらこちらが役割を失って、未み分ぶん化か細さい胞ぼうとなり、胚はいに戻もどっていく。

　生命のスープの中で、私の意識だけが漂ただよっている。

　ずっとお姉ちゃんに独ひとり占じめされてきたけど、これからは私がこの生せいの音を聞くのだ。

　私は頭の悪い二人に勝手に類るい推すいされ、判断され、今に至る。

　初めて純じゆん君に会ったとき、お姉ちゃんは恋こいに落ちた。

　理知的な少年にお姉ちゃんは惹ひかれた。自分の周りに居ないタイプの少年に関心を持った。

　私に言わせてもらえば、それは自分の父親に似たタイプを見付けたから、気になっただけでしかない。所しよ詮せん、少女の恋こいなんて大たい抵ていそんなものだ。自分だけの父親を見付けたかっただけなんだ。父親に対する独占欲エレクトラコンプレツクスだ。お父さんが私にばかり構うから、お姉ちゃんは父親に似た男の子を好きになったんだ。

　そんなお姉ちゃんと違ちがって、私は昔から慎しん重ちようだった。理性的だった。

　この男の子は、お姉ちゃんが惚ほれるに値あたいする男の子なのか調べなければ。そう思った。

　気持ちで突つっ走ぱしるお姉ちゃんを諫いさめるのは私の役目だ。

　その使命を果たす為ため、私は隣となりに住む男の子を観察した。本を読む姿を見れば、どんな本を読んでいるのか尋たずねた。映画を観みたと聞けば、どんな映画を観みたのか尋たずねた。まずは彼の嗜し好こうと思考を探さぐった。

　そうやって蓄ちく積せきされた情報は、純じゆん君は悪い奴やつじゃないと私に告げた。親同士も仲が良いい。勉強も出来るようだし、進学や就職でそれほど苦労することは無いだろう。条件は悪くない。

　唾つばをつけておくには悪くない物件。それが幼き日の私の結論だった。

　しばらく純じゆん君を観察して得られた物はもうひとつあった。

　切きっ掛かけなんて分からない。

　一いつ緒しよに観みた映画の好きな場と面こが同じとか、こっちが言おうとしていることをいちいち説明しなくても酌くんでくれるとことか、別れるのが惜おしくて玄げん関かん前まえで話し込んじゃうとか、そういうありがちなことの積み重ねだった。たまに純じゆん君のことを見直す出来事があったりもしたけど、それはそれ。いつも一いつ緒しよに居て、趣しゆ味みの話をして、ふと実感しただけ。

　──なるほど。こういうことか、と。

　姿かたちはそこそこ似ていた私たちだけど、性格は似ていなかった。初潮を迎むかえる頃ころには、体型にも差異が生じ始めた。それでも、お姉ちゃんはもっと明確な差異を求めて髪かみを切った。

　でも、私は知っている。そんなことしなくても、小さな頃ころから知っている。

　私たちは別の人間だ。差異を探すなんて自じ己こ認にん識しきが甘いだけだ。そう思っていた。

　それなのに、同じような環かん境きようで同じ男の子を見て育つと、こんなややこしいことになってしまうのか、と些いささかがっかりした。

　あとから気付いた私に、お姉ちゃんを出だし抜ぬく図ずう々ずうしさは無かった。関係を壊こわす勇気も無かった。冷静な判断こそが私の美徳だと思っていた。だから願がん掛かけなんかに逃にげてしまった。

　本を置き、私は胎たい児じのように丸くなる。生せいの音を聞いた私は、すべてをリセットする。

　環かん境きようと時間と経験と知識が人を作るのだ。塩基配列なんてほっておけ。ミトコンドリアゲノムも知らん。すっこんでろ。私は私のやりたいようにやってやる──、

　不意に私の頭に手が置かれた。

　これはどういうことだ？　いつからそんな芸当が出来るようになったのだ？

　このっ。犬の頭を撫なでるみたいなことしやがって。




　──くそぅ。にやけそうになるでしょ。てか、にやける。ズルいよ。




「それは追加料金取られない？　サービスの内という認にん識しきで良いい？」

「ああ、ごめん。なんか気付いたら撫なでてた」

　純じゆん君が手を引っ込める。途と中ちゆうでやめるのはずるい。ルール違い反はんだ。

「それ、お姉ちゃんと勘かん違ちがいしてやったなら一生呪のろう。焚ふん書しよしてやる」

　顔を埋うずめたまま、私は毒づいた。何だよ。結局、私も素す直なおじゃないじゃん。

　純じゆん君が息を吞のんだ。

　私は今、君の横おう隔かく膜まくの隣となりでうずくまっているのだぞ？　身体的反応は筒つつ抜ぬけだよ。

「でも、そうじゃないなら、そのまま続けて」

　これで手を戻もどさない男が居たら、そいつはクズだ。関係を断たつべし。

「さっき読んでた本って面おも白しろい？」私の頭を撫なでながら純じゆん君が尋たずねる。

　こういうのって、なんだかカップルみたいだ。やだ。照れる。けど、悪くない。

「めちゃくちゃ面おも白しろい。買って良かった。今度貸してあげようか？　ちなみにわんこの話ね」

「そんなに言うなら読んでみたい。しかし、よくジャンルが偏かたよらないよな。僕はどうしても傾けい向こうが出ちゃうから、中々ジャンルが広がらないんだよ。この前までル・カレを読んでたから、ちょっと遡さかのぼってフォーサイスに手を出す、みたいな感じばっかりだ」

「それでいいんじゃない？　純じゆん君は、物語を咀そ嚼しやくして、反はん芻すうして、それから綺き麗れいに形を整えて抽ひき斗だしの中に並べて仕し舞まっておきたいタイプなんだよ。だから特定の作家を追いかけたり、テーマを決めて選んだりするんだよ。でも、それはそれでとても大切なことだと思う」

「あーそう言われると、そうかも知れん」

「私は違ちがうの。整理する気なんてないの。大きな湖に、読んだもの、観みたもの、聴きいたものをどんどん投げ込んで、私はその湖の上でぷかぷか浮ういていたい。自由で居たい」

「密度が濃こすぎて、頭から落ちたら犬いぬ神がみ家けになりそうだな」

「それって、一九七六年の角かど川かわ映えい画がから始まったイメージだからね。そこは押さえておかないとダメだよ。それより前の一九五四年東とう映えい版ばん『犬いぬ神がみ家けの謎なぞ　悪あく魔まは踊おどる』では、あの足のビジュアル出て来ないから」

「そうなの？　知らんかった」

「そもそも原作だと、足だけじゃなくて、臍へそから上が凍こおった水面に埋うまってる、だよね」

「そう言えばそうだったな。で、東とう映えい版ばんは面おも白しろかったのか？」

「……ごめん、実は観みてない。完全に耳じ学がく。観みなきゃとは思ってるんだけど」

「なんだよそれ。……ただでさえ那な織おりを追いかけるのは大変なのに、ブラフは卑ひ怯きようだぞ」

　え？　追おい掛かける？

　それって──私は思わず身体からだを起こして純じゆん君の顔を見る。

「追おい掛かけてたの？　私の読んでる本とかを？」

　ぷいっと顔を背そむけて、純じゆん君が私の目から逃にげた。

　読んだ数だけだと思ってた。私の読んだ本を、あとからこっそり読んでいたんだ。私に対してそんなに興味を持ってくれていたんだ。そんなの全然気付かなかった。

　私は脈動を感じる。血ち汐しおを感じる。私は、私の生せいを感じた。

「……まぁ」

　何だよ何だよ。可か愛わいいとこあるじゃん。このっ。

「何その曖あい昧まいな返事。気に入らない」

「……ああそうだよ。僕は那な織おりが読んでる本は大体読むようにしてたんだ。さっきの本だって那な織おりが貸してくれるって言わなきゃ、自分で探して読むつもりだった……」

「貸してって言えばいいのに」

「……だってそれはなんか負けた気がして」

　こっちを向いてよ。その顔を見せて。

　弱々しくて隙すきだらけで、本音を披ひ瀝れきした儚はかない顔を見せて。

　こんな時、純じゆん君がどんな表情をするのか、私は知りたい。

　こっちを向かせようと顎あごに手を添そえると、振ふり払はらわれた。

　けちっ。

　でもいい。

　私はちゃんと意識されていたんだ。私たちの会話はまだ続いていたんだ。

「ねぇ、キスしよっか」

「は？」

　うるさい。選せん択たく肢しなど与あたえてたまるか。私の初めてを慈いつくしめ。

　生せいの音を聞いて、私はリセットされたのだ。







[image: 第二章　わたしは、なんて嫌な女なんだ。]


（神じん宮ぐう寺じ琉る実み）



「琉る実みは本当にバカだよね。とんでもないバカ。ありえない」

　ゴールデンウィーク明けの月曜日。屋上に続く階段の途と中ちゆうで、わたしは浅あさ野の麗れい良らとお弁当をつついていた。麗れい良らに相談をする時は、いつもここが指定席。屋上は普ふ段だん施せ錠じようされているので、この階段を上のぼってくる生徒はいない。ここに来るのは、わたしたちのような静かな所で話をしたい生徒か──逢あい引びきか。そのどちらかだ。

　……ええそうですとも。

　使いましたよ。利用させてもらいましたよ！

　中等部の校舎も同じような造りで・し・た！

　純じゆんとよく待ち合わせに使いましたとも。いいでしょそれくらい。文句ある？

「そこまで言う？」

「白しろ崎さきのこと好きなのに別れたって聞いた時は、マジでどうかしてると思ったけど、今回の件に関してはそれ以上だよ」

「そんなこと言わないで。こんなこと話せるの、麗れい良らだけなんだから」

　麗れい良らは一番の親友で、中等部の頃ころからずっと一いつ緒しよにバスケをしてきた仲。そして、何でも話せる大切な相談相手。背が高くて、恋れん愛あい的てきにも経験豊富で、大人びている。

「妹にもチャンスをって言って別れたのは、一万歩譲ゆずって良いいとしても、それをわざわざくっ付けるお膳ぜん立だてまでするって本当に意味がわからない。シスコンにも限度があるって」

「でもさぁ、那な織おりの気持ちを知ってて抜ぬけ駆がけしたのはわたしだし、ずっと引ひっ掛かかってたんだよ。だから、あのままってわけには行かなかった。自分が許せなくて」

「双ふた子ごだからって、そこまで考えるのは絶対おかしい。なんて言うか、軽くキモい」

　女子高生うちらが普ふ段だん言うキモいは軽いけど、麗れい良らのキモいは重い。

「そこまで言うか……って言いたいとこだけど、少しはわたしも自覚してる」

「それで白しろ崎さきが、完全にあの妹のことを好きになったらどうすんの？」

「って言うか、純じゆんの初はつ恋こいの相手は……那な織おり。だから余計にその方が良いいかなって」

「もう、なんで琉る実みは……。マジでバカじゃないの？　どうして自分で自分の首を絞しめることばっかするの？　その結果、琉る実みは何を得るの？」

「姉として、友人として、胸を張れる……かな」

「無いわ。マジで無い。琉る実みがそこまでバカだとは思わなかった。考え方があまりにも違ちがいすぎて、付いていけない。私だったら絶対にそんなことしない。先に付き合ったもんの勝ち。それで終わり。他には何も無いし、興味も無い」

　麗れい良らが残りのサンドイッチを口に放り込んで、ジュースで流し込む。

　わたしは、その力強い言葉と、男っぽい仕草に思わず見み惚ほれてしまった。口の端はしを手ての甲こうでぬぐうのも含ふくめて完かん璧ぺき。いつ見てもカッコイイ。目鼻立ちがくっきりしていて、唇くちびるがぽってりしていて、大人っぽい顔をした麗れい良らは、こういうことをした時とても絵になる。

　わたしは童顔だから、麗れい良らみたいなタイプに憧あこがれる。ちょっとはカッコよくなれるかなと思って切った髪かみも、横に並ぶと子どもっぽく感じてしまう。那な織おりみたいに可か愛わいいキャラじゃないし、今さら伸のばすのもなぁ、と思ってずっとこのままだ。

「何じろじろ人のこと見てんの？　私、なんか変なこと言った？」

「ああっ、ごめん。麗れい良らはカッコイイなぁって思って」

「……バカ。急に何だよ……」

「ほら、麗れい良らってわたしと違ちがってしっかりしてるし、大人っぽいし、羨うらやましいなって」

「さっきまでうにゃうにゃ言ってたと思ったら……まったく」

「もうよくわかんないから、麗れい良らで現げん実じつ逃とう避ひ」

「私なんて別に大人っぽくないし、カッコよくなんてない」

「またまたご謙けん遜そんを。中等部の頃ころ、後こう輩はいにモテモテだったじゃん」

　麗れい良らはとにかくモテた。いつも後こう輩はいから「浅あさ野の先せん輩ぱい、一いつ緒しよにお昼どうですか？」「汗あせ拭ふくのにこのタオル使って下さい」「さっき冷たいスポドリ買ってきたのでどうぞ！」なんて言われていた。部活の時だって、麗れい良らがシュートを決める度たび、体育館に黄色い声が響ひびいたくらい。

　麗れい良らって、女子なのに片手でワンハンドシュートを打つんだよね。それがもうカッコよくて、わたしだって憧あこがれる。そう言えば、昔、バスケ部のみんなでワンハンド練習したなぁ。

「後こう輩はいにモテモテって……それ、女子ばっかじゃん」

「あの時のモテっぷりは嫉しつ妬とを覚えるレベルだった」

「琉る実みだって後こう輩はいから慕したわれてたじゃん」

「わたしは部長だったから、立場的なトコあるじゃん。普ふ通つうの先せん輩ぱい後こう輩はいの範はん疇ちゆうだよ。麗れい良らの場合はそういう次元じゃなかった。女子校かと錯さつ覚かくするくらいだったよ。純じゆんが関東大会の応おう援えんに来た時、後こう輩はいにモテモテの麗れい良らを見て、『琉る実みより浅あさ野のの方が部長に適任だったんじゃないか？』なんて言ってたもん」

　蹴け飛とばしてやったけど、ちょっと同意しちゃうとこもあったりして複雑。

「すぐ白しろ崎さきの話出てくるよね、琉る実みは」

「──っ。そ、そんなことないっ」

「白しろ崎さきのこと超ちよう好すきじゃん。大好きじゃん。そうなんでしょ？」

　麗れい良らが真面目な顔をして、詰つめ寄よってくる。大きくてぱっちりとした目が、わたしを捉とらえる。

　わたしは思わず身じろいで、ちょっと逃にげ気ぎ味みになったけど、麗れい良らの目力に負けて、下を向きながら、弱々しく、うんと答えた。麗れい良らの目を見つめ返すのは、恥はずかしかった。

　こういう時の麗れい良らの目はちょっと怖こわい。なんでも見み抜ぬかれそうで。

「だからバカなんだよ、琉る実みは。救いようのないバカ」

「バカバカ言うなっ……傷付く」

　わたしだってそんなことわかってるよ！

　こうしなきゃ居られなかったんだから、仕方ないでしょ！

「ごめん。はぁ、じゃあさ、ちょっと考え方変えよう。とりあえず、琉る実みは妹に対して、これで自分の罪を償つぐなったわけでしょ？　少なくとも琉る実みの中では」

「うん。そういうことになる……かな」

「じゃあ、そのあと白しろ崎さきがどうしようが勝手だよね。だったら、白しろ崎さきが妹を振ふって、琉る実みに告白してくれば完全勝利で後あと腐くされ無しってことでしょ？」

　考えもしなかった。そんなシナリオ全く頭になかった。

　だって純じゆんは那な織おりのことが好きだし、そんな可能性があるなんて思いもしなかった。




　──そんなこと、ある……の？




　いやいや、それはさすがにないって。ないない。ありえない。

「……それはさすがに無いよ。だって純じゆんは那な織おりと居た方が話も合うし……元々那な織おりのことが好きだったわけだし」

「負まけ癖ぐせがすごいよ。どれだけ妹に劣れつ等とう感かんを抱いだいているんだ、このお姉ちゃんは。だとしても、一年間付き合ってたアドバンテージはあるっしょ。白しろ崎さきの初はつ恋こいだかなんだか知らないけど、直近の記き憶おくの方がインパクトあるって」

「でも、那な織おりのアドバンテージがわたし以上だったら、ハナから勝負にならなくない？　那な織おりはわたしから見ても可か愛わいらしいと思うもん」

「誤差だよ。意識の差」

「うーん、そうは言っても、わたしはカワイイ系のキャラじゃないし。あんなに可か愛わいさを前面に押し出して生きてはいけない」

「琉る実みって、バスケの時はポジティブの塊かたまりみたいな熱血系なのに、こういうことになるとすぐうじうじするんだから。そのマイナス思考、直した方がいいよ。しっかりしなよ、我らがポイントガード。県大会での勢いは何ど処こ行ったの？」

「そうだけど……それとこれとは……。それに那な織おりは純じゆんと趣しゆ味みが同じってのも大きい。初はつ恋こいとかそういうのを抜ぬきにしても、わたしじゃ無理だもん」

「琉る実みは付き合ってた時、話しなかったの？」

「……うーん、普ふ通つうにしてた」

「なら、オタクじゃなきゃ話が出来ない訳じゃないじゃん」

「そう言っちゃえばそうだけどさぁー。そういうもんでもないでしょ」

「私は妹より琉る実みの方が可か愛わいいと思うけどなー。人の妹摑つかまえてこんなこと言いたくないけど、なんていうか、あざとい感じがするんだよね。狙ねらってるというかさ」

　麗れい良らは昔から那な織おりのことが苦手だ。那な織おりのことを、名前で呼ぶのを見たことがない。

　きっかけは、恐おそらく麗れい良らを那な織おりに紹しよう介かいした時のやりとり。浅あさ野の麗れい良らという名前を聞いて、「あだなを付けるならいにおだね。でもそれだと男っぽすぎるからプンプンあたりが妥だ当とうかな？　ああプンプンも男だった。この際それは無視して……いや待てよ。麗れい良らって名前からして強くない？　デレク＆ザ・ドミノスだよね？　レイラ……いとしのレイラ……勝てぬ。本名に勝てぬ」と那な織おりが一人でぶつぶつ言っている姿を見て、麗れい良らは傍はたから見てもわかるくらいドン引きした顔をしていた。麗れい良らのあんな顔はあとにも先にも、その時しか見たことがない。眉み間けんの皺しわがとんでもなく深かったもん。その一件以来、麗れい良らは那な織おりに近付かなくなった。

　しかし、運命とは簡単に期待を裏切ってくれるみたいで（わたしなんて裏切られてばかりかも）、麗れい良らは那な織おりと同じクラスになった。

　こう見えてっていうのも失礼だけど、麗れい良らの成績はかなり良いい。那な織おりと同じ特進クラスだから当然なんだけどね。わたしと同じクラスになれたら良かったのに。

　え？　わたし？　わたしだって純じゆんと同じクラスだし、もちろん特進ですけど。いやぁ、うちの高等部には特進が二クラスあるんだよねー。正直、特進の中だと下の方だけど。

　べ、別に純じゆんが高等部の特進クラスを目指してるって聞いて、中等部の頃ころ必死に勉強したとかそういうわけじゃないから。ほら、純じゆんも那な織おりも特進なのに、わたしだけ普ふ通つうのクラスだとカッコつかないじゃん。そういう理由だから……はい、噓うそつきました。二人と一いつ緒しよが良かったから必死に勉強しました。当時はまだ純じゆんと付き合ってたから、めっちゃ教えて貰もらいました。

「もしかして、あの子、クラスで迷めい惑わくかけてる？」

「そんなことはない……けど、色んな意味で目立ってはいる、かな。浮ういてるとかではないんだけど……。でも、それなりに友達もいるみたいだし、心配しなくて大だい丈じよう夫ぶ。独特なポジションで上う手まくやってると思う。ただ、それはそれとして、私的に、なんとなく仕草とか発言みたいなのがわざとらしいと言うか、計算でやってるような感じがするって言うか……ごめん。別にそんなつもりじゃなくて……」申し訳なさそうに麗れい良らが言う。

　ナードをたぶらかす、同性に嫌きらわれやすい女。

　わかるよ麗れい良ら。姉のわたしでもそれはわかる。

「ううん。大だい丈じよう夫ぶ。それ、本人も自覚してるみたいだし」

「それ全然大だい丈じよう夫ぶじゃないから。自覚してるならなおさらタチが悪いよ」

「あの子は、完全に開き直ってふんぞり返ってる」

　麗れい良らが、視線を上にあげて、あ、といきなり声を上げた。

　何か居たのかと思って、麗れい良らの視線を追おうとした時──

「琉る実みが妹に勝てないとこあったわ」

「何？」

「胸」流し目で麗れい良らが言った。

「……なめてんの？」

「ふんぞり返るで思い出した」

「思い出さなくていい！　ってか麗れい良らだって──」

「私は琉る実みの妹と張り合ってないから」麗れい良らが顔の横で手をひらひらさせる。

「……くっ」

　那な織おりのブラのサイズを聞いた時、久ひさし振ぶりに怒いかりが込み上げてきたのを思い出した。未いまだに納なつ得とくが行かない。姉し妹まいでこの差は何なのだと、本気で神を呪のろった。わたしの前に現れたら、顔面にボールを全力でぶつけてやりたい。

　……すみません。噓うそです。色々とお願いがあるんで、今のは撤てつ回かいします！




　去年の秋の話だ。わたしは久ひさし振ぶりに那な織おりと買い物に出で掛かけていた。隙すきを見せるとすぐ本屋とか雑貨屋に行きたがる那な織おりを連れて服を見たり、アクセを見たりして、モール内をぶらぶらしていた。そしてカップ付きキャミソールが欲ほしいなと思って、ふと下着屋に寄った。その楽さを一度味わってしまったわたしは、何着か揃そろえておきたくなったのだ。

　わたしが見み繕つくろってる間、那な織おりはつまんなそうな顔をしていた。

「そんなのメインは部屋着でしょ？　どれでもいいじゃん。見せるわけじゃないんだし」

「そういう問題じゃないの。普ふ通つうに下着として使えるし、そこそこするんだし、どうせ買うなら気に入ったヤツがいいじゃん。大体、那な織おりは部屋着がヤバすぎるんだって。あの穴の開いたヨレヨレのＴシャツは年とし頃ごろの女子としてどうなの？」

「レギュラー落ちした可か哀わい想そうな衣類を有効活用して何が悪いの？　エコだよ？」

「それは良いいけど、限度があるでしょ。穴開いてるし、あちこちほつれてるし、襟えり元もとなんてダボダボじゃん」

　この妹はとにかく家ではズボラなのだ。部屋は汚きたないし、脱ぬいだ服はそのままだし、部屋着にしてるＴシャツの大半は、さっき言った通りの有り様。酷ひどい物になると、クルーネックなのにデコルテ全開になるくらい伸のび切きっている。原因はわかっている。体育座りをして、たまに肌はだ寒ざむいとか言いながら膝ひざごとＴシャツで覆おおう癖くせの所せ為いだ。そのくせ我が妹は、長いパンツを穿はこうとしないで、家では生足を晒さらしたまま。そして、いとも簡単に風か邪ぜをひく。成績はいいけど、それが実生活には全く生かされていない。頭がいいんだか悪いんだかわかんない。

「それより早く選んだら？　キャミ買うのに余りにも悩なやんでるから、純じゆん君に見せる為ためなのかと勘かん繰ぐってしまったよ」

「まだ付き合って半年しか経たってないのに、どうしてノーブラ前提のキャミ姿を見せなきゃいけないのよ。同どう棲せいしてるカップルじゃないんだから。ってか、那な織おりも買ったら？　楽だよ？」

　そんなズボラな妹でも、ブラだけは絶対に着けている。寝ねる時も。

　楽を知った私は……いや、多くは語るまい。

「脂し肪ぼうが流れ出すからいい。ってか、多分、足りない。それならスポブラで充じゆう分ぶん。欲を言えばナイトブラが欲ほしいとこだけど、結構するんだよねぇ」

　流れ出す？　何ど処こに？　流れ出すって何？　流れないけど。留とどまってるけど。意味不明。

「……大きい人は大変なんだねぇ。どうせわたしには関係ない話ですよ。てか、実際、那な織おりってブラのサイズ幾いくつなの？」

「Ｅの七〇。ブランドによってはＦの七〇の方がしっくりくる時もある。Ｆでアンダーさげるとしっくりこないから、私のおっぱいは微び妙みようなサイズなんだろうね。やわやわなのかな」

　ちょっと姿勢を正して、那な織おりが胸の下を手で支えながら得意気な顔をする。

「え？　Ｆ？　そんなあんの？」

「あるんですよ。けど、安心して。微び妙みようなサイズだという認にん識しきは持ってるよ。下手すると太って見えるだけか、詐さ欺ぎって言われる。脳内でイメージするＥとかＦを再現するには、寄せ集めて詰つめ込こまないとダメなんだよ。家じゃそんなことしないけど。学校でもしないけどね」

「流れるってそういうことなのか……それに言われてみれば、旅行なんかに行った時、いつもより谷間あるなって思ったことあるわ」

　てか何、ブラ使い分けてるなんて初めて知ったんだけど。なんとなく干してある下着見て、バリエーション多いなとは思ってたけどさ。わたしなんて、最近はずっとカルバン・クラインとかの地味なスポブラばっかだし、ちょっと買い足したいなとも思いつつ、こうしてカップキャミでいいやとか考えちゃってるのに、この美意識の差は何？

　美意識？　食べて寝ねてを繰くり返かえしているのに、美意識？　なんか違ちがう気がする。

　てか、どこからそんなお金が出てるの？　那な織おりだけ多く貰もらってるとか──ああ、そう言えば小さい頃ころからお小こ遣づかいが足りないとか言って、追加で貰もらってた。そうだった。

　お母さんに「使いすぎ」って断られると、決まってわたしの所に来たよなぁ。

「うむ。気付いてくれて何よりだよ。努力の甲か斐いがあるってもんだよ。油断すると乳が脇わきに逃にげるんだよ。いわゆる巨きよ乳にゆう感かんを出して谷間を作る為ためには、サイドががっちりしてるブラじゃないとダメなの。流出防止的なヤツ。もはやダム。ただ、そういうブラって高いんだよ。だからその辺は、服に合わせてって感じかな。傷むとイヤだから普ふ段だんはしない。そうやって使い分けてるから、アニメで巨きよ乳にゆうキャラを見ると、あのボリューム感を維い持じするには裏でどれだけの苦労が……と感情移入してしまうよ。よほど強きよう靭じんなクーパー靭じん帯たいを持ってると見える。そうでなければ、めっちゃ硬かたい。目指せアルデンテ」

「生々しい悩なやみをありがとう……。にしても、不公平じゃない？　わたしたち双ふた子ごだよね？」

「二に卵らん性せいだし、タイミングが重なっただけで、私たちは普ふ通つうの姉し妹まいだよ」

「だとしてもっ！　納なつ得とくがいかない！　許せない。本当に許せない」

　どうせわたしはハリネズミだよ！　ハリネズミ二匹ひきだよ！

　そして思い出す。自分の母親を。あれ？　我が家でわたしが一番小さくない？

　えっと、神様はいらっしゃいますか？　あと、ボールを用意してもらえると助かります。

「お姉ちゃん、バスケに胸は邪じや魔まだよ。慣性モーメントがぶれるよ。お姉ちゃんもバスケなんてやめて、私と一いつ緒しよに家でごろごろして体たい脂し肪ぼう率りつ上げてみる？　一いつ緒しよに鶏とり肉にく食べよ？」

「うるさい！　その勝かち誇ほこった顔やめろ！　ニワトリめ！」

「ニワトリ？」

「──そういうＣＭがあったの！　Ｅってことはニワトリ二羽わなの。はぁ、マジむかつく」

「ニワトリは大おお袈げ裟さな気がするけど……道理で邪じや魔まなわけだ。非常時にフライドチキンになってくれるなら、喜んで受け入れるのに。で、お姉ちゃんは？　そこには何が居るの？　ウサギちゃん？」

　それはＤカップだ。バカにしてんのか？　「……妹よ、荒あら川かわに沈しずめるぞ」

「えらく浅い川をチョイスしたね。ニワトリさんがぷかぷか浮ういたらごめんね」

　那な織おりがわたしの肩かたに腕うでを回して、にやつきながら顔をじろじろと見てきた。

「あ────────もう───────帰るっ!!」

　あの時の那な織おりの顔は今思い出しても腹が立つ。あの勝かち誇ほこった顔。わたしが勝ってるのは身長だけ。と言っても、一センチ。待って。ニワトリがいるってことは、わたしのが身長高いけど、那な織おりの方が重いはずだ。最近、むちむちしてきたから間ま違ちがいない。

　……嬉うれしくない。全っ然、嬉うれしくないっ。




「ねぇ、琉る実み。聞いてる？」

　麗れい良らがわたしの肩かたを揺ゆする。聞いてなかった。全く耳に入って来なかった。

　寧むしろ、何か話してた？

「ごめん。ちょっと昔のこと思い出してた。………あームカつく」

「ん？　思い出し怒いかり？」

「思い出し怒いかり」

「訊きかない方がいい系？」

「訊きかない方がいい系。那な織おりのことがもっと苦手になる。間ま違ちがいない」

「じゃあ、やめとくわ」

「ねぇ麗れい良ら」

「何？」

「那な織おりが女に嫌きらわれるのも仕方ないわ」







　※　※　※


（白しろ崎さき純じゆん）



　ある昼休み、食事を終え、僕が教授こと森もり脇わき豊とよ茂しげと平成ガメラシリーズについて熱く語っていると、那な織おりがやって来た。机の上で腕うでを組み、そこに顎あごを載のせてしゃがむ。まるで夕飯を横取りしようと狙ねらう猫ねこみたいな格好だ。

　いちいち行動が可か愛わいいな。

　三日前のことが頭をよぎる。僕は、那な織おりとキスをした。というか、された。

　気付くといつも那な織おりのペースに吞のまれている。

　那な織おりと僕は違ちがうクラスだ。ただ、非常にややこしいことに、琉る実みと僕は同じクラスだ。琉る実みとは中等部の頃ころ、一度だけ同じクラスになったことがある。だが、那な織おりと同じクラスになったことは一度もない。こうやってしょっちゅう顔を出すから、あまり気にしたことはないけど。

　そして僕と教授は、中学二年のクラスを除いて、ずっと同じクラスである。ある意味、あの双ふた子ごより、この軽けい薄はくな男の方が僕にとってよほど運命的であるらしい。

「何の話してたの？」

「イリスはエロスという話だ、神じん宮ぐう寺じ」

　那な織おりが頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべ、満足気な顔を張り付けた教授と僕を見比べる。

「ガメラの話だよ。教授は、イリスは女によ体たいの象しよう徴ちようだと言い張ってる」

「純じゆん君の意見は？」

「うーん、ガメラ３って、平成ガメラシリーズで初めて一いつ般ぱんの集客も意識した映画だし、金かね子こ監かん督とくもガメラ３は恋れん愛あい映えい画がだと言っていたし、基本的にイリスはイケメンの男キャラだと思ってる。ヒロインの綾あや奈なとの絡からみなんて、もろに性的な演出をしていたじゃん」

「…イリス、熱いよ……はヤバい。あのシーンは何度観みてもたまらない。シャツのボタン外す演出は神かみってる。女の私でもドキッとする」

「神じん宮ぐう寺じ、よくわかってるじゃないか。あのシーンこそ最大の見せ場と言っていい」

「比ひ較かく的てき序じよ盤ばんだけどな。でも、那な織おりの言うことも分かる。あと、外せないのは飛行シーンだよな。イリスの飛行シーンは、日に本ほん怪かい獣じゆう映えい画が史しに残る素す晴ばらしさだ。あのシーンだけで、イリスの只ただ者ものじゃない感が伝わってくる」

「うんうん。あのシーンはマジで神がかってた。満月をバックに現れるイリス、綺き麗れいだったなぁ……あ、だから教授はイリスを女だと思ったの？」

　うっとりとした顔で語ったかと思うと、目を丸々とさせる。黒目がちな瞳ひとみがくるくるとよく動く。子どもっぽいんだか大人びているんだか──いや、同居してるんだな。

「ああ。つまり、あれは百ゆ合り映えい画がだ。イリスがクトゥルフをモチーフに男フア根ルス的な要素を取り入れてデザインされたって聞いたことあるけど、それにしたって女っぽい。あれは女だ」

「ふむ。でも、イリスってちょっと少女マンガの王子様っぽいよ。俺様系の」

「確かに……強ごう引いんだしな」僕は思わず同意した。言われてみれば俺様系だ。

「ね。超ちよう強ごう引いんだよ。綾あや奈なを取り込んじゃうし。あんなのレイプだよ。まー、何だかんだ言っても、あの映画のラストは、ガメラが全てを持ってくよね。あれは泣ける。ラストでようやく気付いたよ。この映画はハードボイルド映画なんだと。背中……というか甲こう羅らで語る完全なハードボイルド映画」

　僕や教授は麻ま痺ひしているから、那な織おりの口からレイプという言葉が出ようが、いちいち反応しない。教授の下ネタを平気な顔で打ち返す女だ。学校の外じゃこんなもんじゃないしな。

「そして流れる『もういちど教えてほしい』！」

「やめて教授！　観みたくなっちゃう！　ああ、またガメラの背中を見たい！」

「神じん宮ぐう寺じよ、久々に三人で上映会やるか？」

　言うまでもなく、教授は同族だ。語り屋である。

　この学校で、趣しゆ味みがここまで合うのは教授くらいだ。親友と称しようするのが適当か分からないが、ともかく僕にとっては大切な友人なのだ。

　僕と教授と那な織おりは、中等部の頃ころからずっとこんな感じでやってきた。教授の家が学校から比ひ較かく的てき近い事もあって、学校帰りに教授の家でアニメや映画を観みるなんてことも度たび々たびあった。さらに言うと、教授の部屋にはスクリーンがある。

　僕と那な織おりがそれを見過ごす理由がどこにある？　上映会というのは、そういう意味だ。

「いっちゃう？　ガメラいっちゃう？　三部作いっちゃう？　ああっドキがムネムネする！」

「お？　マラソンするか？　ギャオスからいきますか？」

「ダメ、イっちゃう。そんなこと言われたらもう我が慢まんできないっ！」

　那な織おりが立ち上がって、自分の身体からだを抱だき締しめながら、艶なまめかしい声でそんなことを口にするもんだから、何事だ？　という男子の興きよう味み津しん々しんな視線が集まる。

　こいつ、分かっててわざと言ってるな……。

　僕は目が合った数人の男子に、気にすんなという顔をして頷うなずいた。いつものことだ。

「盛り上がってるとこ悪いが、平日に三部作マラソンはやばい。あと那な織おり、少し黙だまれ」

「この、クソマジメ！」

　教授が吐はき捨すてるように言った。

「そうだそうだ。黙だまれクソマジメ！」那な織おりが同調する。

「おまえらいい加減にしろっ！　つーか、今日は予定があるんだよ」

「じゃあこの昂たかぶった私の感情はどうすればいいの？　お預けなの？　焦じらしっくパーク？」

　潤うるんだ目の那な織おりが、身を乗り出して顔を近付けてくる。

　いや、近いって。距きよ離り感かん考えてくれ。

「そうだぞ白しろ崎さき。責任取れ。俺だってこのままじゃ、午後の授業をどんな気持ちで受けたらいいかわかんねぇっ！　この滾たぎる熱い想おもいをドコにぶつければいいんだっ！」

「おまえら……揃そろいも揃そろってそういうわざとらしい言い方すんなっ！　大体、教授は家に帰れば観みられるだろうが！」

「は？　それは無いっしょ。おまえらと観みるから楽しいんだろ？」教授が真顔になる。

「さっすが教授。わかってるね。私、教授が一人で勝手に満足したら、末代まで呪のろうところだったよ。ヴードゥーの呪じゆ術じゆつについて学ばなきゃいけないとこだったよ」

「分かった。分かったから。今度みんなでガメラ祭りをしよう」

「だよな。そうだよな。それでこそ、だ。ちなみに、今週末なら空いてるぞ」

「じゃあ、土日のどっちかに怪かい獣じゆう映えい画が祭まつりしよっ。これで安あん寧ねいな日々が過ごせるよっ！」

「それで決まりだな」

　話がまとまったところで顔を上げて視界を広げると、琉る実みが教室に入って来るのが見えた。昼休みになると同時に教室を出て行ったので、バスケ部の仲間か別のクラスのヤツとご飯を食べていたのだろう。琉る実みは交友関係広いからな。

　琉る実みと視線がぶつかる。琉る実みは那な織おりを見付けると、真まっ直すぐこちらに寄ってきた。

「ちょっと那な織おり、もう昼休み終わるよ？」

「でたなエセ前まえ田だ愛あい。寄せるならもう少し髪かみを切れ」

「は？」琉る実みが怪け訝げんな顔をする。

　暫しばし考えて、ああ、ショートカットだからか、と遅おくれて僕は気付いた。

「わけわかんないこと言ってないで、クラスに戻もどりなよ」

「はいはい。分かりましたよ。私は芝しば公こう園えんに落とされますよ」

　僕と教授にしか分からないであろう捨すて台詞ぜりふを残して、那な織おりが教室から出て行った。

　琉る実みが僕の隣となりの席に座る。手ぶらってことは、今日は学食か。

「あの子、ずっと居たの？」机に肘ひじをついて前のめりになった琉る実みが、呆あきれた風に言う。

「いや、さっきふらっとやって来た」

「で、またしょーもないオタク話してたの？」

「神じん宮ぐう寺じ姉あねよ、しょーもないオタク話とは聞き捨てならんぞ。特とく撮さつ映えい画がの話だ」

「どっちも一いつ緒しよでしょ。まったくいつまでも子どもなんだから」

「おい白しろ崎さき、神じん宮ぐう寺じ姉あねが俺たちのことを子こ供ども扱あつかいしてくるぞ。おまえも何とか言ってやれ」

「僕と那な織おりでも沼ぬまに沈しずめられなかったんだ。何を言っても無む駄だだよ」

「と言うか、どうしてそこまでハマれるのかわかんない。何をそんなに話すことがあるの？」

「そりゃ、あそこの演出がとかカメラワークが、とか……なぁ？」

　教授が僕に助けを求める視線を向けて来る。

　そういうことを語っても琉る実みは納なつ得とくしないって。僕が一番よく分かってる。

「まぁ、何でもいいけど、森もり脇わきも早く自分の席に戻もどりなよ。迷めい惑わくだよ」

「そうだぞ、教授」

　へーいと気の抜ぬけた返事をして、教授は自分の席に戻もどって行った。

「大体、その教授っていうあだ名がもうアレ。ホームズだっけ？」

「森もり脇わきでモリアーティ。でも、言い出したのは僕じゃなくて那な織おりだから」

　那な織おりはおじさんのシャーロック・ホームズ好き──僕も好きだけど──を揶や揄ゆして色々言う癖くせに、僕が教授を紹しよう介かいした時、開口一番「モリアーティみたいな苗みよう字じだね」と言った。それ以降、モリアーティ教授に肖あやかって、森もり脇わきは教授と呼ばれている。

「あの子って、ほんとにお父さんそっくり。暇ひまさえあれば、本や漫まん画がを読んでるか、映画観みてるか、アニメ観みてるかのどれかだもん。休日の過ごし方が、お父さんと大差ない」

「那な織おりはお父さんっ子だったからなぁ。エリート教育の賜たま物ものだな」

　かくいう僕もおじさんの教育を受けた身。同じ穴の貉むじな。僕はおじさんの趣しゆ向こうにどっぷりハマったという点で、那な織おりとは違ちがう。ただ、那な織おりはおじさんの趣しゆ向こうを揶や揄ゆするものの、おじさんの趣しゆ味みから全くと言っていい程ほど逃のがれられていない。僕から言わせてもらえば、那な織おりは同じジャンルの別作品を推おしてるだけだ。

「小さい頃ころは、いっつもお父さんにべったりだったねぇ」

　頰ほお杖づえをついて、琉る実みが昔を懐なつかしむような遠い目をする。

　琉る実みはおばさんに似ている。あの妹の世話を焼いていれば、自然と母親っぽくなるのも仕方がない。そこまではいい。ただ、琉る実みはどんどん自分に役割を課してしまう。自分で背負いこんでしまう。そして、責任感に押おし潰つぶされそうになるのだ。

　──もう少し早くそれに気付けてやれたら。

　僕は琉る実みのことを理解した気になっていただけだった。本当は、全然分かっていなかった。

　わかるわけねぇよ。言ってくれなきゃわかんねぇよ。

　琉る実みは頑がん固こだから、僕がどんなに食い下がっても絶対に譲ゆずらない。

　だから僕は従った。ひとまず琉実に従った。これが琉る実みの望むことなんだ。

　ただ、中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちのまま那な織おりと付き合うことに対して、忸じく怩じたる思いはある。幾いくら初はつ恋こいの相手だと言っても、僕はまだ琉る実みのことを引ひき摺ずっているし、諦あきらめたはずの初はつ恋こいを今さらという気持ちもある。どうやって気持ちを整理したら良いいのか──わかるわけねぇよ。

　こんなこと、一体、誰だれに相談出来るのだろう。誰だれに打ち明けられるのだろう。

　那な織おりだったら、「I thought what I'd do was, 僕は耳と口を塞いだ者たちのI'd pretend I was 一人としてone of those deaf─mutes.振る舞おうと考えた」なんてサリンジャーを引用するんだろうか。いや、しないな。これは完全に僕の趣しゆ味みだ。

　ゴーストは囁ささやかないし、早く電脳化したい。デジタルに考えたい──けれども。

　やっぱり教授に相談するしかないよなぁ。





（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



　我が教室は、ゴールデンウィーク前に行われた基き礎そテストの結果に一いつ喜き一いち憂ゆうする生徒で溢あふれかえっている。授業の終わり間ま際ぎわに返へん却きやくされたその紙は、生徒たちの休み時間を様々な色に染めていく。若わこ人うどたちよ、特進クラスに入れたからと云いって安心するでない。ここは通過点だ。

　一いつ般ぱんクラスなら今回のテスト結果を受けて、幾いくつかの授業が成績毎ごとのグループに分けられるところだが、特進クラスはその限りでない。だから今回のテストを軽かろんじている生徒が居るのも、理解出来なくはない。本番は定期考査だ、と。だが、大学受験はとっくに始まっている。

　皆みなの者、心して掛かかれよ。私は良いいの。お勉強は得意だから。

「先生は何点だった？」

　私に話はなし掛かけて来たロリ声の小こ柄がらな眼鏡女子は、名を亀かめ嵩だけ璃り々り須すと言う。なかなか蠱こ惑わく的てきで瀟しよう洒しやな名前だと思うのだが、本人は下の名前で呼ばれることを快く思っていないらしい。可か愛わいい響ひびきだと思うのだが、リリン的にはどうだろうか？　私なんて同音なら名折りだよ？

　それはそれとして、私にかかれば彼女に新たな愛あい称しようを授さずけることなど容た易やすい物である。

　亀かめ嵩だけという苗みよう字じを聞けば誰だれだって思うだろう。あ、『砂すなの器うつわ』だな、と。だから私は言ったのだ。清せい張ちようはどうか、と。それを──これ以上ないあだ名だと思ったのに──彼女は嫌いやだと申したのだった。一体全体、彼女はどんな教育を受けて来たのだ！　渋しぶ々しぶ私は、主人公の階級に肖あやかって彼女を部長と呼ぶ事にした。学校内では違い和わ感かんを微み塵じんも抱いだかせない呼こ称しよう。天才かよ。

　余談ながら、中等部の頃ころから美術部一筋の部長は、三年生の時分、名実ともに部長と相成った次し第だいでありんす。私の先見の明よ。天才だね。なのに定着しないのは、納なつ得とくいかない。

　そして部長は、私のことを先生と呼ぶ。皮肉がこもっているとしても、先生と呼びたい気持ちは分かる。大いに分かるが、是ぜ非ひとも教師の居る前で、その呼び名はやめて欲しい。

「九十六」

　返ってきたばかりの英語のテストの点てん数すう欄らんを、私は読み上げた。

　ま、こんなもんだろう。この程度はa piece of cakeあさめしまえってヤツですよ。

「さすが先生」言葉とは裏腹に、部長がつまらなそうな声を出す。

「教員が居る前で先生と呼ぶでない。部長はどうだった？」

「九十三。また先生に負けちゃった。自信あったのになぁ～」

　部長は人の話を聞かないところがある。と言うか、平気で無視する。しかも、ロリ声で毒を吐はく。気弱そうな優等生然とした見た目に反して、これで案外図太い女なのだ。しかも気の置けない相手に対しては快かい哉さいなくらい毒づく。気の置けない相手……だと括くくりが大きいな。この場合、私に対してだけ、が正しい。そうでなきゃ私と友達を続けられない？　そんな失礼なことを言うヤツは誰だれだ？　ギャオスに食われてしまえ。

「高々三点差じゃん。まだまだ挽ばん回かい出来る点数だよ。ちなみに今回一番自信があるのは？」

　部長が額に拳こぶしを当てて、わざとらしく考えるポーズをする。「うーん、数学」

「じゃあ、数学で勝負と決め込もうじゃないか」

「よし。そうこなくっちゃ。明日の数学の授業が待ち遠しい！　採点に時間がかかったなんて言いい掠かすんだら許さない。で、今回は何賭かける？　高等部になってから初めての勝負だよ？　景気よく行かないと！」

　やっぱり。あの胡う散さん臭くさい芝しば居い。大方そんなとこだと思ったよ。

「……余よ程ほど自信があるようだね」

「そりゃ先生に挑いどむくらいだからね。リベンジかかってるし。……スイパラ八十分おごり？」

「やめろ……み、魅み力りよく的てきだが……これ以上私にカロリーを与あたえないでくれっ」

「バカロリー先生がそういうの気にするの珍めずらしいじゃん。ありのままの私を認めてくれとか夢の国みたいなこと言ってたくせに」

「……このゴールデンウィークで三キロも増えたんだよぉぉぉぉ。ああ、何な故ぜ？　どうしてあの時、私は体重計に乗ってしまったのだ……とんだ愚ぐ行こうだ……常じよう軌きを逸いつした愚ぐ行こうだ……認にん識しきしなければ、それは事実にはならなかったのに……あと、バカロリー先生言うなっ。それは完全に悪口だからねっ」なんて窘たしなめたところで、部長には効かない。よく知ってる。

　ひたすらごろごろして、怠たい惰だな生活をして、バーベキューがとどめを刺さしたのだ。

　肉め。くそ忌いま々いましい肉め。土日で私の脂し肪ぼうに転生しやがって。許さん。

　でも、牛タンだけは裏切れない。愛してる。夫にするなら牛タンみたいな人がいい。

「何にも気にせずお腹なか一いつ杯ぱいまで食べる先生の食生活が愚ぐ行こうなんだよ。あと運動しないこと」

「忌いま々いましい正論党め。紅茶にして飲んでくれる」

「琉る実みちゃんみたいにとは言わないけど、もう少し運動すればいいのにー」

「みんなして運動運動うるさいっ！　ちゃんとネットで瘦やせる音楽聴きいてるよっ」

「それ、確実に意味ないから。無む駄だな抵てい抗こうにもなってないよ。ヨガとかストレッチなら気軽に始められるし、最初はそういうのでもいいんじゃない？」

「水みず揚あげされたマナティーになる自信がある」

「そう言えば、先生って身体からだ硬かたいもんねー。体力テストの時、余りの硬かたさにびっくりしちゃった。前はそこまでじゃなかったのに。かなり悪化してるよ？　どうせ、家でずっとごろごろしてるんでしょ？　筋肉ほぐさなきゃ──」

「アザラシになるなんて、そんな酷ひどいこと言うなよー。そこまで皮ひ下か脂し肪ぼうないよー」

「言ってないから。ってか、さっき自分でマナティーって言ってたじゃん。まったく、絶ぜつ妙みように可か愛わいい海かい獣じゆうをチョイスする辺りが憎にくたらしいのよ。よし、カラオケフリータイムおごりでどう？　多少はカロリー消費できるでしょ。ねっ、バカロリ先生っ♡」

「……それなら頑がん張ばれる。あと、可か愛わいく言ってもバカロリ先生は絶対に許さない」

　カラオケに行く社交性くらい私にもあるのだ。家が大好きだからと言って、勘かん違ちがいしてもらっては困る。私にだって若者文化を享きよう受じゆする資格がある。なんてったって、女子高生なのだ。

　ＪＫなのだ。

　ちなみに、インターネット老人クラブの我が父曰いわく、ＪＫというのは常識的に考えての略らしい。は？　常じよう考こうって何？　後ご鳥と羽ばかよ。知らん。インターネット老人クラブは大人しくしてろ。そんなに語源が大切なら古語で話せ。古語って言っても、どの時代か難しいけど。

　はてさて。

　次の授業が始まったわけであるが、私は忘れていたのだ。

　今日は純じゆん君が家に来る日なのだ。我が家で夕飯を食べる日なのだ。おばさんが夜勤の日は、こういうアニメみたいなイベントが発生するのだ。男子高校生にも……というかあの自活能力皆かい無むな純じゆん君にも、お湯を注ぐことや電子レンジのスイッチを押すことくらい出来そうなものだが、おじさんが単たん身しん赴ふ任にんになってからと云いう物、お母さんの世話焼きが発動したのである。その結果、おじさんは帰ってくる度たび、いつも世話になっているからと大量のお土産みやげをくれる。そして、おじさんは宮みや城ぎ県けんに居る。こうして点と点が繫つながるのであります。ジョブズ風に言えば、Connecting the dotsってわけです。

　つまり、純じゆん君が我が家で夕飯を御ご馳ち走そうになる限り、我が家には牛タンが供給されるシステムが確立したわけである。ああ、愛いとしの牛タン！　愛いとしのと言えば、レイラはテストどうだったんだろう？　ま、いいか。レイラはお姉ちゃんの友達であって、私のではない。

　さて、純じゆん君が我が家に来るから……なんてのはこの際おまけにすぎない。我が家には、まだバーベキューで焼ききれなかった牛タンが冷れい凍とう庫こにあるのだ！　客をもてなす日に牛タンが食しよく卓たくに並ばない訳がない。若い客には肉を。猫ねこには鰹かつお節ぶしだ。

　ん？　マタタビ？　あれは食べもんじゃないでしょ？　猫ねこまんま食わせとけ。

　おじさん、申し訳ないけどしばらく宮みや城ぎに居て欲しい。家族に会えなくて寂さびしいかも知れないけれど、牛タンの日々がなくなってしまうこともまた、同じくらい寂さびしいの。

　部長には言わなかったけど、そういう訳で私はまだまだカロリーを摂せつ取しゆする。

　これで週末にケーキバイキングに行ったら本当にマナティーになってしまう。

　今、太るとかバカロリ先生って言ったヤツ、廊ろう下かに立ってなさい。

　そうそう、マナティーとジュゴンの違ちがいは知っているかね？　尾おビレを見るのだ！





（白しろ崎さき純じゆん）



　ホームルームが終わり、帰かえり支じ度たくをしていると、教授が僕の所に来て、「ちょっとうちに寄る時間はあるか？」と訊きいてきた。琉る実みが、わかってるよねと言いたげな目で釘くぎを刺さしながら席を立って、教室をあとにする。わかってるよ。

「ちょっとくらいなら大だい丈じよう夫ぶだ。なんかあるのか？」

「白しろ崎さきが観みたがってたヤツ貸そうかなと思ってさ」

「お、全部観み終おわったのか。面おも白しろかったか？」

「それはあとのお楽しみだ。時間あるなら早く行こうぜ」

　教授の家は学校から徒歩で二十分ほどの距きよ離りにある。この一帯が住宅地として整備される前からあった家をリフォームしたと聞いたことがある。かつて大々的に農家を営んでいた森もり脇わき家けは、とにかく家の敷しき地ち面めん積せきが広い。同じ敷しき地ち内ないに祖父母の家と教授の住む家が二棟むね並び、かつて農機具なんかを仕し舞まっていたであろう、納な屋やを改築した大きな倉庫もある。その倉庫は、中にあるものを全て外に出せば、車が十台くらいは収まるんじゃないかというくらい広い。中等部の頃ころ、倉庫の中でプラモデルの塗と装そうをしたりして遊んだ覚えがある。

　教授の部屋もまた広く、恐おそらく十五畳じよう以上はある。だが、そのスペースのほとんどは本やＤＶＤ、フィギュア、プラモデルを始めとしたさまざまなモノで溢あふれかえっており、実際の居住スペースは四畳じよう半はんくらいなんじゃないかと思う……と言うか、久々に来たらパワーアップしていた。これ、四畳じよう半はんもないんじゃないか？

「また一段と狭せまくなったな。いい加減整理して倉庫にでも納めたらどうだ？」

「そんな暇ひまはねぇよ。仮に、暇ひまがあってもやる気が足りねぇ。とうの昔に売り切れだ」

「間ま違ちがいなく、入にゆう荷か未み定ていだな」

「生産してねぇだろうな。とりあえず飲み物でも持ってくるわ」

「おう」

　部屋をぐるりと見み渡わたす。いつ来ても凄すごい量の本やＤＶＤだ。羨うらやましい限り。更さらに言えば、ここにあるコレクションはほんの一部であり、件くだんの納な屋やにはすでに幾いくつもの段ボールが積んである。そして、教授が倉庫と称しようして使っている空き部屋もある。つまり、地主の息子むすこの財力は半はん端ぱない。弟の部屋まで侵しん食しよくしているという疑ぎ惑わくもある。

　教授の部屋で幾いくつか気になるタイトルを見付けたものの、あちこちに聳そびえ立たつ暗黒の塔ダーク・タワーを避よけてまで発はつ掘くつする勇気は無かった。下手に触さわって崩くずしたら、部屋ごと崩ほう壊かいしそうだ。

　さて、これは一体どこに座るべきなんだ？　としばし逡しゆん巡じゆんしたのち、僕はベッドの端はしに座ることにした。それくらいしか座る所が無かった。ベッド脇わきのローテーブルの上に、ケースに入れられていない裸はだかのＤＶＤがひっくり返しで置かれていた。何のＤＶＤだろうとそれを手に取ってみる。特に何も考えていなかった。置いてあったから、手に取ってみただけだ。

『何度イっても幼おさな馴な染じみのロリ巨きよ乳にゆうが俺を許してくれない　地じ獄ごくの責め苦　～悦えつ楽らく編へん～』

　なんだこれ、ただのＡＶじゃねぇかっ。せめて友人を家に呼ぶなら隠かくせよ。しかも、盤ばん面めんに埃ほこりが被かぶってないぞ。明らかについ最近観みただろ。

　制服姿で笑う女優のラベルを眺ながめていて、ふと思う。

　那な織おりに似ている。顔がというわけではないが、雰ふん囲い気きが似ている。ツインテだし。

　もう一枚ＤＶＤがある。同じようにひっくり返されたＤＶＤが。

　まさかな……と思いながらも、僕は悪い予感に襲おそわれた。

『今夜のシコシコホームパーティをロリ巨きよ乳にゆうがお手伝いします！　秘密のらくチンレシピ』

　同じ女優っ！

　そして、どんなホームパーティだよ。そのパーティの参加者、全員アホだろ。何がらくチンレシピだ。やかましいわ。タイトルの所せ為いでちょっと気になるだろ。

「見たな？」

　声の方を向くと、五百ミリペットボトルのジュースを二本手にした教授がドア口からこっちを見ていた。が、焦あせっている感じでは、もちろんない。この程度で教授は焦あせらない。

「よくこの状態で上映会しようなんて言えたな」
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　足でドアを閉め、教授が僕の隣となりに座る。そうだよな。座るにはここしかないよな。椅い子すの上すら漫まん画がで埋うめ尽つくされているもんな。野や郎ろう二人でベッドに腰こし掛かけるのもいつものこと。

「さすがに神じん宮ぐう寺じが来るならもう少し整理するさ」

「少しでどうこうなる物量じゃねぇよ。あと、まさかとは思うが、一応、念ねんの為ため、訊きいておきたいことがあるんだ。……これって那な織おりに似てるから選んだのか？」

「おまえがそう言うってことはだぞ、幼おさな馴な染じみの目から見てもその女優は神じん宮ぐう寺じに似てるってことだよな。やっぱり俺の目に狂くるいは無かった。お墨すみ付つきってわけだ」教授が誇ほこらしげに言う。

「顔はそこまで似てないが、雰ふん囲い気きは確かに……って、僕が訊ききたいのはそこじゃねぇよ。おまえ、最低だな。普ふ通つう、友達に似てるからって──」

　そこまで言って、あることに思い至った。まさか、な。だが、もしそうだとしたら……。

「もしかして……その……教授って那な織おりのこと──」

　好きなのか？　とは言えなかった。

「それに関しては、何と言ったら良いいか──」教授はうーむと唸うなったまま、暫しばし考え込んだ。

　この反応、マジか。マジでそうなのか。もしそうだとしたら、ちょっと相談し難にくいぞ。唯ゆい一いつ相談出来そうな相手だったのに。ただ、なんだろう、分からなくはない。そんな気がする。

「えっと、好きか嫌きらいかで言えば好きだ。中等部ん時、告白したこともあるしな」

「は？　告白したのかっ？　マジで？　初めて聞いたんだけど」

「そっか、神じん宮ぐう寺じは黙だまっててくれたのか。何だかんだ言っても、あいつは優やさしいなぁ。俺が神じん宮ぐう寺じに告白したのは、白しろ崎さきから紹しよう介かいされてすぐくらいだな。肝かん胆たん相あい照てらす仲になる前って言えばちったぁ文学的か？」

　最近の話じゃないんだな。それなら、まぁ、相談してもいいか。

「ちったぁ文学的かもな。……それにしても那な織おりと教授の間にそんな話があったなんて思いもしなかった」那な織おりがそんな素そ振ぶりを見せたことはなかった。

「教授は那な織おりのどこが良かったんだ？」

「顔と胸」これ以上ないくらい清すが々すがしいドヤ顔で教授が言い切った。

「……お、おう」

　そんなことだろうとは思ったけど、マジでブレねぇな。

「俺の周りにあの手のロリ巨きよ乳にゆうは居なかったからな。神じん宮ぐう寺じって学校じゃそんなでもないけど、プライベートで遊ぶ時の谷間ヤバいよな。隠かくれ巨きよ乳にゆうってこのことを言うんだって思った。あれは卑ひ怯きようだわ。しかも趣しゆ味みの話も出来るとくれば、付き合うには文句なしだろ。彼かれ氏しになれば、合法的にあの胸を揉もめるしな。盛っているのか本当に巨きよ乳にゆうなのか見み極きわめたいじゃんか」

　教授は黙だまっていればイケメンで通用する風ふう貌ぼうをしている。スクリーン映ばえする俳優顔とでも言えばいいのか、彫ほりが深くて目力がある。おまけに成績だって悪くないし、ノリもいい。

　だが、ともかく女子受けが悪い。

　理由を端たん的てきに述べれば、軽けい薄はくだからである。ノリが軽すぎるのだ。

　教授は気になった女子にいとも簡単に告白する。ためらいなど無い。僕の知る限り、その相手は二十人じゃとてもきかない。付き合った女子も少なからず居た。

　だが、これまた僕の知る限り、その関係は長くて一ヶ月、平均すれば恐おそらく一週間くらいで破局を迎むかえている。振ふられ率りつは今のところ一〇〇パーセントである。

　これまた理由は軽すぎるところにある、とも言える。というか、教授は躊ちゆう躇ちよしない。己おのれの欲望を微み塵じんも隠かくそうとしないのだ。それも、初日から。

　結果、教授は女子から「身体からだ目め当あてのクズ野や郎ろう」という称しよう号ごうを得た。教授の弁によれば、「俺は身体からだ目め当あてなんじゃなくて、身体も目当て」とのことらしいが、それこそ詭き弁べんってもんだろう。羨うらやましいくらい欲望に忠実な男だ。

　ただ、男子は下ネタで盛り上がれれば仲良くなれる。

　その点においては、欲望に忠実というのはマイナスにはなり得ない。教授というあだ名が男子の間にも瞬またたく間まに浸しん透とうした背景には、そういう理由もある。一部の男子からはリハーサルのプロ呼ばわりされていることも付け加えておく。

　ちなみに、教授が話はなし掛かけて来た時の第一声は「トップ入学果たすヤツって、やっぱ数字にも興奮するのか？　オカズは医学書か？」である。流石さすがにこいつ大だい丈じよう夫ぶか、と思った。

　それがここまで深い付き合いになるとは。世の中分からないものである。

　親友と断言しなかった理由、そして僕が教授のことを軽けい薄はくと形容した理由は、こういうところをひっくるめてである。僕にとって教授は、悪友と言った方がニュアンスとして近い。

「それはそうだけど……那な織おりってロリ属性か？　同学年だし、身長だって確か一六〇は超こえてるんじゃないか？　小こ柄がらという形容はそぐわない。強しいて言えば髪かみ型がたくらい──」

「白しろ崎さきは本当にバカだな。ロリってのは概がい念ねんなんだよ。定義じゃねぇんだ。形けい而じ上じよう学がくで扱あつかうべき存在なんだよ」

「何が形けい而じ上じよう学がくだよ。アリストテレスに呪のろわれろ。……で、中等部の時に告白した相手に似た女優を見付けたから勢い余って買ったのか？　那な織おりが聞いたらブチギレるぞ」

　言ってから思った。那な織おりはブチギレない。仔し細さいに亘わたって感想を訊きき出だすに違ちがいない。「ねぇねぇ、どのシーンが一番興奮した？」なんて言い出すに決まっている。ヤツはそういう女だ。

「そのＤＶＤは告白する前に見つけた思い出の品だよ。仕し舞まい忘わすれただけだ。久ひさし振ぶりに引っ張り出して来たのは、ゴールデンウィークの最中に、ふと神じん宮ぐう寺じの顔を見たいなって思ったからだよ。だからエロ切きっ掛かけじゃない。俺なりの純じゆん粋すいな友情だ」

「友情を語る相手をＡＶで代用すんな。発想がイカれすぎてて感心するわ」

「ばーか。白しろ崎さきと遊んでたりしたら悪いかなって思って、気を遣つかってやったんじゃないか。ほら、神じん宮ぐう寺じって白しろ崎さきのこと好きだし、その辺は俺も弁わきまえてるわけよ。あいつ、学校外じゃ白しろ崎さきが居ない限り呼んでも出てこないしな。しっかしわかんねぇよなぁ。俺だったら、間ま違ちがいなく姉より妹を選ぶんだけどなー。確かに、神じん宮ぐう寺じ姉あねも悪くないよ。悪くない。同じクラスになってモテる理由がよくわかった。気さくで絡からみやすいし、ノリもいい。そして、可か愛わいい。そりゃモテるのは当然だ。けど、どっちを選ぶかって言われたら、妹だろ。あんな子なかなか居ないと思うんだがな。頭良いいし、下ネタにも寛かん容ようだし、オタ話もできる」

　今、なんて言った？

「ちょっと待ってくれ。……教授も気付いてたのか？　那な織おりが……その……僕のことを──」

「おう。普ふ通つう気付くだろ。俺の場合は、断られた時にそう言われたってのもあるけど、普ふ段だんから神じん宮ぐう寺じのこと見てればそう思うって。まさか、おまえ……気付かなかったのか？」

「……つい最近知った」

　僕はゴールデンウィークに起きたことを教授に話した。初はつ恋こいのことも。教授は真しん剣けんな顔で僕の話をひとしきり聞いたあと、「姉し妹まい丼どんじゃん。すげぇな。しかも双ふた子ご。羨うらやましすぎて死んで欲しい。是ぜ非ひとも悲しみの向こうに辿たどり着ついてくれ。つーか、死ねっ」と目を剝むいて叫さけんだ。

　全く、いちいち芝しば居いがかった男だな。本当に俳優でも目指したらどうだ？　あと、下の名前が誠まことじゃなくて良かった。ネットで流れてくるから、僕でもそれくらいのネタは分かる。

「てめぇ……こっちは真しん剣けんに悩なやんでるんだぞ。よくそういうこと言えるな」

「わかんねぇっ！　悩なやみどころがわかんねぇっ！　そんな理想のシチュ手に入れといて、何を悩なやむことがあるんだ？　しかも、白しろ崎さきは元々神じん宮ぐう寺じのことが好きだったんだろ？　じゃあ良いいじゃん。何の問題もない」

「……そうだけどさぁ、そこまで割り切れないって言うか」

「姉のことが気になるのか。ま、思春期こじらせすぎて、もはや病的だけど……言いようによっちゃ健けな気げだよな。ショートカットだし」

「今の話にショートカットはまったく関係ないだろ」

「俺、実はショートカット萌もえなんだ」

「うるせぇよ。さっきツインテがどーのって言ってただろっ」

　教授に仕方なく突つっ込こみを入れ、コーラで喉のどを湿しめらせてから正直に告げた。

「はぁ。とにかく話戻もどすけど、結局のところ、僕はまだ琉る実みに未練があるんだよ。確かに那な織おりは初はつ恋こいの相手だ。だけど……琉る実みと丸一年付き合って、忘れなかったと言えば噓うそになるけど、初はつ恋こいのことなんて殆ほとんど考えなかった。それに琉る実みと付き合いだした時は、那な織おりのことは諦あきらめようとしてた時期だったし、那な織おりとは趣しゆ味みの仲間として付き合っていければいいと思ってた。現に、最近までそう認にん識しきしていたし、疑問も抱いだかなかった。それなのに今さら初はつ恋こいの相手だからって言われても……という気持ちもあるんだ。こんな気持ちで付き合うのは那な織おりに申し訳ないって言うか……」

「そればっかりは白しろ崎さきが向き合うしかないな。前の彼女とか彼かれ氏しのことを忘れられないなんて悩なやみは、この世のカップルの大半が抱いだいているんだよ。折り合いつけるしかねぇんだ。それに、姉の方に未練があるって言っても、神じん宮ぐう寺じは初はつ恋こいの相手なんだろ。だったら、ぶっちゃけ嬉うれしいって気持ちも当然あるよな？」

「ああ」

「だよな。ってことは、あとは覚かく悟ごしかねぇよ。覚かく悟ご決めろ。そんなの、人にアドバイスを求める話じゃねぇ。助言で決まるのは、覚かく悟ごじゃねぇ。言い訳だよ」

「……ぐうの音も出ねぇ」

　全く、一人で益えき者しや三さん友ゆう、損そん者しや三さん友ゆうみたいな男だな。

「どうしても姉のことが忘れられないってんなら、土下座でもしてすがれ。先っちょくらいならどうにかなるかも知れんぞ。先っちょだけで我が慢まんできるかは別として」

「それは遠えん慮りよしとくわ。土下座したところを狙ねらって、かかと落としされる」

　教授は「ああ、しそうだわ」と同意してから、「俺も誰だれかさんみたいに、そういう悩なやみを抱かかえたいもんだ」とペットボトルの蓋ふたを開けながら毒づいて、コーラを呷あおった。

「辺り構わずに片かたっ端ぱしから告白するのやめればいいんだよ。そういうことばかりしてるから、女子の当たりがキツくなるんだ。あとは我が慢まんって言葉を覚えるべきだな。先っちょだけとか言ってるからそういうことになるんだよ」

「片かたっ端ぱしからっていうのは心外だぞ。俺なりの基準がちゃんとある。それに俺はありのままを受け入れて欲しいんだ。我が慢まんなんてしたくない。数打ちゃいつかありのままを受け入れてくれる子に出会えると信じてる」

　ここにもありのまま教の信者が居たよっ！　那な織おりもよくありのままがどうとか言うし、子供の頃ころは琉る実みもよく言ってた……というか歌っていた。どうやら、僕の周りではありのまま教が流は行やっているらしい。それって最も早はや、努力を放ほう棄きした個性の履はき違ちがえじゃないのか？

「穿はき蒸むらした黒タイツで顔面を踏ふんでもらえたら是ぜ非ひとも報告してくれ。教授が理想の痴ち女じよに巡めぐり合あえる日を楽しみにしてるよ」

「おう、楽しみに待っててくれ。早く三日以上穿はいてくれる子に巡めぐり合あいたいもんだ。最悪、下着でもいいんだがなぁ。期待にこか……胸を膨ふくらませるのもそろそろ飽あきてきたぜ」

「おい臭においフェチ、今、股こ間かんって言おうとしただろ」

「ちょっと口が滑すべった。……そうだ肝かん心じんなことを忘れてた。バカ話してる場合じゃねぇ」

　バカ話の自覚があって何よりだ。

　ちなみに教授は匂においフェチではなく、臭においフェチ──どうでもいいな、こんな話。

　教授が机の上に積まれた本の脇わきをごそごそと漁あさり、崩くずれそうになる塔とうを押さえること数回、ＤＶＤのパッケージ三つと文庫本三冊をなんとか手にし、僕に渡わたす。

「ほら、これ。原作もついでに貸すよ。もしかしてもう読んでたか？」

　教授が僕に手て渡わたしたのは、伊い藤とう計けい劃かくの小説三冊とそのアニメ映画のＤＶＤだ。

　これこそ今日の本当の目的である。

「まだだったからマジでありがたい。ちなみに、どれがオススメ？」

「それを言ったらつまんないだろ。観み終おわってからお互たがいに感想を言い合うべきだ」

「その方が盛り上がるな」

「ああ。ただ、まずは原作を読むことを勧すすめるよ」

「分かった。サンキューな。今度、僕も何か持ってくる」

　僕と教授は、趣しゆ味みが合う。そっち方面以外は。ちなみに、那な織おりとは話が合う、といった感じ。

　この微び妙みような差、分かる人には分かってもらえるはず。

「そん時は頼たのむ。さ、このあと予定あるんだろ？」

「ああ。今日のところは退散するよ」

　僕は教授の家から帰る道中、電車の中で早さつ速そく『ハーモニー』を取り出して、読み始めた。

　三十四歳という若さで急きゆう逝せいした作家の物語に没ぼつ入にゆうする。それは、病びよう床しようで執しつ筆ぴつされた物語。

　作者が不在となっても、物語は決して死なない。だから僕は物語が好きなんだ。




　夕飯の時間になり、神じん宮ぐう寺じ家けに顔を出す。

　テーブルの上には、既すでに幾いくつかの料理が並んでいた。

　だが、いつもなら甲か斐い甲が斐いしくおばさんの手伝いをしている琉る実みの姿が無かった。

　那な織おりはむくれた顔で頰ほお杖づえをつき、空くう疎そな影かげを料理に落としている。

「いらっしゃい」

　おばさんが僕を認めて台所から声を掛かける。ソファに座ってテレビを観みていたおじさんが、「待ってたぞ」と背せ中なか越ごしに言った。テレビの中では芸能人がイタリアの海岸を紹しよう介かいしていた。

「琉る実みは？」

　那な織おりに声を掛かけたつもりだったが、おばさんが応える。

「それが今日、部活で怪け我がしちゃったらしいのよ。左手首をねん挫ざ。それで凄すごく落ち込んじゃってて……あの子、今度の大会でレギュラー目指すって張り切ってたの。そして今日、レギュラーに決まったのに怪け我がしちゃったみたいで。何度か声掛かけたけど、部屋から出て来ないの」

「私が行っても出てきてくれないんだよー。こうなったらドアの前で踊おどるしかないかも」

　那な織おりが明後日あさつての方を向いたまま、不満げに零こぼした。

　確かに琉る実みはこの家の天照あまてらすかも知れないけど、どう考えても逆効果だろ。さすがに不ふ謹きん慎しんすぎるぞ、と言いい掛かけたところで、「バカ言ってんじゃないわよ。可か哀わい想そうなくらい落ち込んでるんだから、そういうこと言わないの」とおばさんが那な織おりを諫いさめた。

「そうだぞ、那な織おり。琉る実みの気持ちも考えてやれよ。──ちょっと様子見てきます」

　琉る実みは中等部の頃ころからずっとバスケばかりしていた。僕と付き合っている時だって、デートより部活を優先した。僕よりバスケを優先するのか、なんて子こ供ども染じみたことを考えたこともあったけど、それを口に出すことなんて出来なかった。それくらい琉る実みは真しん剣けんだった。幾いくら僕だって、そんなつまらないことで水を差すのは違ちがうと思った。

　そっか、まだ一年なのにレギュラーか。すげぇな。さすが元部長。

　琉る実みの部屋の前で、なんて声を掛かけるべきか考える。大だい丈じよう夫ぶか、は違ちがうよな。大だい丈じよう夫ぶじゃないんだから。どうした、というのも変だ。どうしたも何もない。

　うーん、と暫しばらく悩なやんで、僕は、「なぁ、入っても良いいか？」と言った。








（神じん宮ぐう寺じ琉る実み）




　ドアの前に誰だれか来た気配があった。

　純じゆんの声だ。今日は純じゆんの来る日だった。そんなことすっかり忘れていた。

　どうしよう。今、純じゆんに会ったら絶対に甘えちゃう。はぁ。でも無視できない。

　わたしは立ち上がって、ドアを開けた。

　部屋の電気を点つけていなかったせいで、純じゆんの表情はよく見えない。でも、声こわ色いろで何となくわかる。




──────────




（白しろ崎さき純じゆん）




　部屋に投げかけた声が、しばし漂ただよった。

　なんとなく人の気配は感じるものの、物音が一いつ切さいしない。声を殺して泣いているのだろうか。とにかく、僕は待った。




　ガチャっと云いう音が響ひびいて、ドアが開いた。

　さっきまで泣いていたのだろう。廊ろう下かの明かりに照らされた琉る実みの目元は、やや腫はれていた。












「手、痛むか？」

「今は湿しつ布ぷ貼はってるから……でもズキズキする。……うん、痛い」





　わたしはベッドの縁ふちを背もたれにして、床ゆかに座った。純じゆんが隣となりに座れるスペースを考えてしまう自分のずるさが嫌いやだ。

　わたしは結局、純じゆんに甘えようとしている。

　泣き言を聞いて貰もらおうとしている。




──────────




　琉る実みが無言でベッドの脇わきに腰こしを下ろしたので、その隣となりに座る。

　こうして体温を感じられるくらい近くに並んで座るなんていつ以来だろうと、僕は場ば違ちがいなことを考えたが、それを追おい払はらった。












「なんか、わたしって何やってもダメだね……失敗ばかり。今日ね、わたしが一年で唯ゆい一いつ、大会でレギュラー入りだって言われたの」

「うん」

「それなのに練習している時、バランス崩くずして、手首やっちゃった……これでレギュラーは絶望的。よくてベンチってとこだけど、それもわかんない。もう、自分で自分のことが本当にイヤになる。なんでわたしっていっつもこうなんだろう……」





　言いながら、声がかすれてくのがわかる。

　泣くなって言い聞かせれば言い聞かせるほど、どんどん辛つらくなる。

　純じゆんがわたしの肩かたを抱だいた。




　わかってる。わたしは純じゆんに甘えたかった。

　ずっとこうしてほしかった。

　那な織おりの為ために別れたのに、ずるいわたしは結局、純じゆんに頼たよってしまう。




──────────




　琉る実みはいつも気を張っていて、こうやって自分の弱さを見せることは稀まれだった。涙なみだを堪こらえているのは明白だった。

　僕は琉る実みの肩かたを抱だき寄よせた。そうすることが自然だと思った。琉る実みの肩かたは僕が知っているよりずっと細くて、弱々しかった。

　那な織おりやおばさんじゃなくて、僕を部屋に入れてくれたことが、嬉うれしかった。

　いや、そんなこと考えちゃダメだ。












「琉る実みはいつだって頑がん張ばってたし、真しん剣けんだったよな。バスケの為ためにデート断られたことだって何度もあった。バカな話だけど、バスケに嫉しつ妬としたこともあるんだよ。でも……だからこそ、これだけは言える。知った顔で、部活もしていない僕が琉る実みを慰なぐさめることなんて出来ない。だからさ──思い切り泣けよ。悔くやしいよな。腹立つよな。泣きたいよな。だから、すっきりするまで泣いていい」

[image: ]





　わたしは、泣いた。

　初めて純じゆんの胸で泣きじゃくった。

　純じゆんがわたしの背中を、頭を撫なでる。

　ダメだ。ダメだ。ダメだ。でも──

　やっぱり、わたしは純じゆんのことが好き。

　気持ちに整理なんてとてもつけられない。

　那な織おり、ごめん。

　こんなお姉ちゃんでごめん。

　自分勝手で最低でごめん。

　わたしはお姉ちゃん失格だね。

　こんなことなら、純じゆんと付き合わなきゃ良かったよ。わたしがちゃんと我が慢まんすれば良かった。やっぱりわたしは失敗ばかりだ。

　わたしはどうすれば良かったの？

　純じゆんの手がわたしの頰ほおに触ふれる。

　やめて。

　そんな優やさしい目で見られたら、抗あらがえない。

　わたしは純じゆんを拒こばめない。だから、お願い。

　……でも。

　わたしは…。

　ねぇ、どうしたらいい？




──────────




　琉る実みが僕の胸に顔を押し付けて、声を上げて泣いた。僕は琉る実みを抱だき締しめて、背中をさすり、空いた右手で子供をあやすように頭を撫なでた。

　付き合っている時だけじゃない。僕は琉る実みがこうして泣く姿を、子供の時以来、見ていない。そうか、琉る実みはその頃ころから我が慢まんしてたんだ。良き姉で居るために、妹の規き範はんになるように、泣くことすら、弱音を吐はくことすら我が慢まんしてたんだ。

　そう思ったら、僕は琉る実みのことが愛いとおしくて、どうしようもなく可か愛わいらしくて、ずっと頑がん張ばってきたこの女の子のことを褒ほめてあげたかった。無理しやがって…。

　琉る実みの頰ほおに手を添そえると、真っ赤になった目で僕のことを見み詰つめて来る。

　僕は、琉る実みの頰ほおを両手で挟はさむ。

　琉る実みの潤うるんだ目が揺ゆれる。琉る実みのくりくりとした大きな目に吸い込まれそうになる。

　琉る実みの瞼まぶたがそっと閉じる。

　目め尻じりから涙なみだが溢あふれ、漏もれて頰ほおを伝う。












「どう？　落ち着いた？」





　那な織おりの声がした。

　わたしは何をしようとした？

　流れに任せて、何をしようとした？

　わたしは思わず純じゆんを押しのけた。

　わたしは、なんて嫌いやな女なんだ。




──────────




　那な織おりだ。

　僕は何をするつもりだった？

　那な織おりが居ながら、僕は──

　琉る実みが僕を突つき放はなす。

　僕は、最低だ。













（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



「ごめん、今行く」

　お姉ちゃんの声がした。中の惨さん状じようなんて、ドアを開けずとも容易に想像がつく。

　だって、お姉ちゃんの声が、あまりにも取り繕った声だったから。それは泣いて嗄かれた声を誤ご魔ま化かすとか、そういう類たぐいの響ひびきじゃなかった。私たちはお母さんのお腹なかの中にいる時から一いつ緒しよだったんだ。一いつ緒しよに泣いて育ったんだ。そんなことくらい分かる。

　胸がむかむかする。

　落ち着け、那な織おり。こんなことくらい想定内でしょ？　承知の上でしょ？　あの二人が綺き麗れいに別れていないことくらい十分すぎるほど知っているでしょ？

　うん。知ってる。よく知ってる。だから、私は私のやり方でやるしかない。

　私は、何にも気付いていない、いたいけな妹。

　与あたえられた役を全うしなければ。でも、ちょっとくらいは尻尾しつぽを出してあげよう。

　そうだよ。それこそが私のやり方だったじゃないか。私らしいやり方じゃないか。

　いつまで我が慢まんできるかなぁ。この調子だと長くは持たないかもなぁ。

　ドアが開く。

　目を真っ赤にしたお姉ちゃんが、申し訳なさそうな顔をして現れた。

「心配かけてごめん」

「お父さんとお母さん、待ってるよ」

　胡う乱ろんさを微み塵じんも滲にじませずに私は言った。完かん璧ぺきな立たち居い振ふる舞まい。私の方がよっぽど役者だ。

「うん。先下りるね」

　そう言い残して階段に向かうお姉ちゃんを横目で見送り、ドアの前に立つ純じゆん君を見み据すえる。

「すまん、待たせた」

「しょうがないよ。それより元気を取とり戻もどしたようで良かった。あのままじゃ、部屋の前で宴うたげを開かなきゃいけなくなるところだった」

「まだそんなこと言ってるのか」

「冗じよう談だんだよ。純じゆん君はどんな手を使ったの？　踊おどったわけじゃないでしょ？」

「普ふ通つうに慰なぐさめただけだよ。さ、僕たちも行こう」




　──下手くそ。




　こんなに味気ない牛タンを食べたのは、生まれて初めてだよ。

　夕食の席で、お姉ちゃんと純じゆん君は一度も目を合わせなかった。

　何それ。

　何かありましたって白状してるようなもんだよ？　お姉ちゃんは私の為ために純じゆん君と別れたんでしょ？　だったら、もっとうまくやったらどうなの？　全然ダメだよ。そんなの全然ダメ。

　箸はしが食器に当たる音、咀そ嚼しやく音おん、コップがテーブルに置かれる音……色んな音が頭の中に響ひびく。人の声だけが、頭から零こぼれていく。意味のある音として認にん識しきできない。

　ねぇ、私の頑がん張ばりは足りてないの？　そんなにお姉ちゃんより魅み力りよくないかな？

　だって、この空気感ってそういうことでしょ？　何かそういうことがあったんでしょ？

　なんだよ、なんだよ。また私のことは置いてけぼりなの？　また蚊か帳やの外なの？　お姉ちゃんはそういうことに罪悪感を覚えたんじゃないの？　それは私の勘かん違ちがい？　おかしくない？

　わかんない。ぜっんぜんわかんない。ああっ、もうっ。二人してなんなんだよっ。

　しっかりしろ。神じん宮ぐう寺じ那な織おり。





　しっかりしていなかったら、生きていられない。

　やさしくなれなかったら、生きている資格がない。






　だよね？　それでいいんだよね、マーロウ。







[image: 第三章　ほんと振って良かった！]


（白しろ崎さき純じゆん）



　改札を抜ぬけて、学校まで歩く。

　琉る実みは朝練があるので、僕らより早く家を出る。テスト前などの朝練禁止週間なんかじゃない限り、僕は那な織おりと二人で登校する。中等部から続く日常。女子と二人で登校するなんてと思うかも知れないが、家が隣となりで、使う路線が同じなんだから、どうしたって似たようなタイムスケジュールになる。今日だっていつも通りだ。

　ただ、那な織おりが無む邪じや気きに話はなし掛かけてくればくるほど、笑え顔がおを向けてくればくるほど、昨日の軽けい率そつな行動を思い出してしまい、その度たび、罪悪感に襲おそわれる。

「なんか今日は元気ないね。どうしたの？」

「そうか？　別にそんなことないよ」

　那な織おりに気付かれぬよう、僕は取とり繕つくろった声を出す。

「ふーん。そう言えば、昨日のご飯のあと、お父さんと話し込んでたけど、何話してたの？」

「基本的には大衆文学の歴史について語ってたんだけど、その中で面おも白しろかったのは、探たん偵てい小しよう説せつと推理小説の境界は何ど処こからかとか、黒くろ岩いわ涙るい香こうの翻ほん案あん小しよう説せつと翻ほん訳やく小しよう説せつがどうのとか、ホームズの翻ほん案あんは水みず田た南なん陽ようでとかそういう話だ。僕は殆ほとんど聞いてるだけだったよ」

「純じゆん君は本当に付き合いが良いいね。私だったらすぐ逃にげ出だしそう」

「なかなか好こう奇き心しんをくすぐられる話だったから、楽しめたよ。大正時代に日本で探たん偵てい小しよう説せつを切り開いたのは佐さ藤とう春はる夫お以外に、芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけや谷たに崎ざき潤じゆん一いち郎ろうだったなんて話を聞いたら、また読よみ漁あさらなきゃって思うだろ？」

「相手は酔よっぱらいなんだから、話半分にしときなよ。でも、純じゆん君はそういう話好きそうだよね。『戦せん闘とう美び少しよう女じよの精せい神しん分ぶん析せき』を読んで、ラカンを読よみ漁あさるタイプ」

「そういう本があるのか？」

「斎さい藤とう環たまきって云いう人の本だよ。けっこう前のやつ。お父さんに言えば貸してくれるでしょ。いつだか勝手に借りて読んだ。同じ著者の『キャラクター精せい神しん分ぶん析せき』って本もあったよ」

「今度、是ぜ非ひ借りてみよう」

「純じゆん君は分ぶん析せきするの好きだよね。そうやって自分の心も分ぶん析せきしてるの？」

「分ぶん析せき出来たらどんなに楽なことか……」

「そっか。大変だね」

「ああ。全くだよ。これからどうしたらいいのか、見当もつかない。どうするのが一番──」

　……もしかして今のは完全に失言だったんじゃないか？

　なんかそんな気がするぞ。やべぇ。絶対、余計なこと言った。こんな言い方したら、「僕は悩なやんでます！」って宣言してるようなものだ。那な織おりは鋭するどいから、僕が琉る実みのことを引ひき摺ずってることや、那な織おりと付き合う切きっ掛かけの話とか……そこまでは考えすぎか？

　いくら那な織おりでもそこまでは気付いてないよな。さすがにそれは考えすぎだよな。

　だったら、もっと別の悩なやみだと取ってくれたかも知れない。そうだと信じたい。

　そう思って隣となりを歩く那な織おりを見ると、口をむすっとへの字に結んでむくれていた。

　──怒おこった時の琉る実みとそっくりだ。

　もしかして、何かしらバレてる？　例えば昨日のこととか？　いや、昨日のことはバレてないはずだ。仮にそうだとしても……くそっ、思い当たる節が多すぎて、那な織おりがどこに気付いたのか分からない。そもそも、何かに気付いたのか？　気にし過ぎじゃないか？

　こういう時、琉る実みだったら……待て待て。落ち着け。それは琉る実みの話だ。

　幾いくら姉し妹まいだからって、双ふた子ごだからってそこを一いつ緒しよにするのは流石さすがに……って言っても、他にサンプルが無いんだよなぁ。下手に言葉で誤ご魔ま化かすのは悪あく手しゆ……だと思う。多分。経験的に。

　ここは那な織おりのことじゃないんだよ風を装よそおうしかない。

　って、それは何？　僕は何で悩なやんでる設定にすればいいんだ？

　今にして思えば、最低な方法だった。勘かん違ちがいしていた。

　僕は、那な織おりの手を、そっと取った。つまり、握にぎった。琉る実みと付き合ってる時だって、登校中に手を握にぎったことなんて無かった。だからこそ、僕はそれで良いいと思ってしまった。

「お姉ちゃんはそれで誤ご魔ま化かされてくれたの？」

　乾かわいた声が刺ささる。

　振ふり解ほどかれる手。

「さっきのって、私のこと？　お姉ちゃんのこと？　それとも全部？　何に悩なやんでるの？」

　終わった。確実に那な織おりは何か感じ取っている。逃にげ場ばのない質チエ問ツク。

　僕は知っている。こういう訊きき方かたをされた時、止めどない詰きつ問もんと謗そしりの末、最後には言わなくてもいいことまで言ってしまう例のパターンだ。

　（Ａ）　私のこと　　：　それって何？　私の何に対して悩なやんでいるの？

　（Ｂ）　琉る実みのこと　：　お姉ちゃんがどうしたの？　何か悩なやむようなことがあったの？

　（Ｃ）　全部　　　　：　全部って何？　説明して。抽ちゆう象しよう的てきで分かんない。

　詰つんだ。完全に詰つんだ。正チ解エがツなクいメ設イ問トだ。

　しかも、こういうのって間かん髪はつ入れずにフォロー出来ない瞬しゆん間かん、終わりである。こうやって黙だまって考えている時間が長ければ長いほど不利になる。

　最終的に「なんで黙だまってるの？　何か言ってくれなきゃ分かんない」って言われるヤツ。

　なんでそんなこと分かるかって？

　このパターンで、琉る実みとしょっちゅう喧けん嘩かしたからだよっ！

「ま、いいや。ごめん。気にしないで。私もちょっと意地悪した」

　え？　ここで引いてくれるのか？　マジかっ。このパターンは初めてだ。

「僕の方こそ、変なこと言ってごめん」

　那な織おりがそう言ってくれたから、僕は素す直なおに謝った。失言に対して。

　それから僕らは無言だった。廊ろう下かで別れるまで無言だった。

　那な織おりが折れてくれたのは助かったけど、あれは微み塵じんも承服してない折れ方だった。仕方なく助たすけ舟ぶねを出してくれたに過ぎない。多分、那な織おりなりに何か思うところがあるってことだ。

　なんだか、色々と黙だまってるの辛つらくなってきた。

　全部正直に、洗あらい浚ざらい吐はき出だしたいくらいだ。





（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



　放課後、私は純じゆん君の所に顔を出してあげようと思った。

　今朝はちょっと私らしくなかった。お昼休みもなんだかもやもやしたままで、純じゆん君のクラスには近付かなかった。察しがよくて、理解があって、あの二人に甘々なのが私の良いい所だと思ってるけど、昨日の今日だから、どうしても皮肉っぽくなってしまう。こういう感情を飼いならすのは得意だったんだけどなぁ。どっかのおバカなお姉様のお陰かげで。

　お姉ちゃんが手放したっていう認にん識しきが良くないんだよね。

　甘えを生むんだよね。隙すきを生むんだよね。

　二人はお子ちゃまなんだから、私が大人になってあげねば。負けてたまるか。

　ふぅ。ひと呼吸。っよし。行くか。

　廊ろう下かから純じゆん君のクラスを覗のぞく。中に入る。見回す。空っぽだ。

　……居ないのかいっ！　私のこの健けな気げな行動を返せっ！

　鞄かばんはまだあるな。ってことは校内には居るのか。はぁ。肩かた透すかしもいい所だよ。それにしたって誰だれも居ないってことはないでしょ？　教室に残って駄だ弁べんに花を咲さかせる生徒くらい──

「白しろ崎さきなら居ねぇぞ」

　──ひぇっ。

　背後から話はなし掛かけるな、ばか者め。

　びくっとしちゃっただろ。恥はずかしい。

「……お、脅おどかすんじゃないっ！　森もり脇わき家けに燃料気化サーモバリツク爆ばく弾だん落とすぞっ！」

　私は教授の顔を睨ねめ掛かく。飄ひよう々ひようとしやがってからに。

「今のビクっとした神じん宮ぐう寺じ、猫ねこみたいで可か愛わいかったぞ。あと、言ってなかったけど、うちには地下室があるんだ。残念だったな」

「何が子こ猫ねこみたいで愛らしくて顔がにやけてたまらないだっ！　私が可か愛わいいのは分かるけど、幾いくら褒ほめそやしてもダメだからねっ。地中貫通爆弾バンカー・バスターで地下室ごと粉ふん砕さいしてやるからっ！」

「えっと……全く以もつてそこまで言ってないんだが」

「あれ？　そうだった？　どうやら、私の聴ちよう覚かくにはノイズが混じるみたいだね。地磁気の乱れ？　レイライン？　フェライトコアを使ってノイズ対策しないと──」

　──痛っ。

「何だよ何だよ。頭を叩たたくことないだろっ。訴うつたえるぞ。女子の頭を叩たたくなんて極ごく悪あく非ひ道どうにもほどがあるよっ。あること無いこと言いふらしてやるからねっ！　女子トイレに入る姿を見み掛かけたって言いふらしてやる」

「そんな強く叩たたいてないだろ。あと、それはさすがの俺でも受けるダメージが計り知れないからやめてくれ。ま、とりあえず、座ろうぜ。ほら、そこ座れよ。俺の席じゃないけど」

　教授がそう言って自分の席に座る。

　ふん。仕方ないから従ってやるよ。この暴力男ヴイシヤスめ。

　教授に促うながされるまま、その前の席に、背もたれを抱かかえるようにして座った。

「最近は戦争モノにハマってるのか？」

「いんや。トム・クランシー読んでたのは春休みだね。最近は、もっぱら目についた現代小説を漁あさってるよ。で、純じゆん君はどこ行ったの？　神かみ隠かくし？　八や幡わたの藪やぶ知しらず？」

「なんか気付いたら居なかったんだよな。でも鞄かばんあるし、戻もどってくるだろと思って、俺は飲み物を買いに行ってた」

「ふーん。そっか。……私の分は？」

「ねぇよ。神じん宮ぐう寺じが来るとは思ってなかったし」

「気が利きかねぇ野や郎ろうだぜ」

　ハードボイルド風にキメて、ブレザーのポケットに入れていた、部長から渡わたされたトクホのお茶にストローを挿さし、喉のどを伝わせる。冷たくて甘いものが飲みたい気分だったのに。

「何だよ、あるじゃん」

「常温で喉のど越ごしが悪いお茶ならね」

「相変わらず一言多いんだよ。可か愛わいくないヤツだな、本当に」

　思ってない癖くせに。

「そう言えば……」

　教授が声のトーンを落としてそう言い、もどかしそうに口を閉じて目を伏ふせた。

　仕方なく「何？」と間合いをとってあげる。この心こころ遣づかい。私はなんてお優やさしいのかしら。

「昨日、白しろ崎さきから聞いた。……その、二人のこと。良かったな」

　そんなことだと思ったよ。

「……うん。でもさ、それって、報告じゃなくて相談だったでしょ」

　さっきまで弱々しかった教授の目が、瞳どう孔こうが、変化する。その須しゆ臾ゆを私は見み逃のがさない。

　二人よりはポーカー・フェイスが上手だが、私の観察眼を舐なめて貰もらっては困る。

「普ふ通つうに報告だったぞ」

「別にいいよ。想像ついてるから。話の内容は粗あら方かたお姉ちゃんがどうのってとこでしょ？」

「……神じん宮ぐう寺じ、おまえ……」

「そんな目で見ないで。やめて。あの大根どもの考えそうなことは大体分かってる。最初から分かってる。私は、あの二人と子供の頃ころから一いつ緒しよだったんだ」

　だから教授。そんな目で見ないで。私は大だい丈じよう夫ぶだから。最初から分かってるから。

　同情されるのだけは、絶対に嫌いや。まっぴらごめんだ。

「神じん宮ぐう寺じは本当に優やさしいな。やっぱ、すげぇよ。マジで良いい女だわ」

「ごめんね、靡なびかなくて」

「もっと真しん剣けんに告白するべきだったよなー。あれは人生で最大の失敗だ。逃にがした魚はとんでもなく大きかったってつくづく思う」

「捕つかまえておける器うつわもない癖くせによく言うよ。それに──あの時、超ちよう真しん剣けんだったじゃん」

　深く付き合うようになってからだって、あんなに真しん剣けんな教授の顔、一度も見たことない。あれは間ま違ちがいなく本気の告白だった。だから、私も真しん剣けんに断ったんだ。

「バレてた？」

「バレてないとでも？　それに教授が手て当あたり次し第だい告白するようになったのって、あのあとからじゃん。これは私の自うぬ惚ぼれ？　ちょっと自じ意い識しき過か剰じようだったかな？」

　教授は頭をわしわしと搔かきながら、はぁぁぁぁぁ────っと大きく溜ため息いきを吐ついた。

「……完敗だよ。神じん宮ぐう寺じの言う通りだ。全く何でもかんでもお見通しなんだな」

「私も女子だからね。噂うわさくらいは耳に入って来るわけよ。そんで、どれ教授が告白した相手の御ご尊そん顔がんを拝んでやろうと思って見に行くとさ、必ずと言っていいほど、私とはかけ離はなれた女の子ばっかだったんだよね。運動部とかギャルっぽい子とか。なんか、意図的に避さけてるのかなって思ったんだ」

「同系統の女子だったら、絶対に比ひ較かくしちゃうだろ。それは相手の子に失礼だ。俺だってそれくらいの倫りん理り観かんは持ってるんだよ」

「私より可か愛わいくて、頭の良いい子はこの学年には居ないからね」

「……ったく。何も言い返せないのが心の底から悔くやしい」

　教授はクソっと言いながら、汗あせをたっぷり搔かいたジュースのプルトップをようやく開け、天てん井じようを仰あおぎ見みながらぐびぐびと飲んだ。ビールを飲むおじさんみたいだな。

「ぷっはぁ……。俺もまだまだだな。こんな簡単に見み透すかされてるようじゃダメだ。もっとゲスく生きなきゃダメだっ！　神じん宮ぐう寺じがドン引きするくらいゲスくなってやる」

　おーい。努力の方向がおかしいぞー。脳のう味み噌そ入ってるかー？

　でも、そんなこと出来ないよ。無理だね。相手の子に失礼とか言ってるうちは。

「なれないよ。教授には無理」

「いいや、なれるね。出で会あい頭がしらに胸揉もむくらい豪ごう快かいな男になってやる」

「はい、退学！」

「……乳ち首くび当あてゲームは？」

「耳の下に視線を移すんじゃない。見当をつけるな」

「髪かみくらいなら……どう？」

「女子の髪かみを軽く考えすぎ。よって死し刑けいを求きゆう刑けいします」

「くそっ！　俺はどうしたらゲスくなれるんだ！　挨あい拶さつの代わりに下着の色を訊きいてまわればいいのか？」

「教授はセクハラという言葉を知らないの？　このご時世によくもまぁ、いけしゃあしゃあと。どうせこのノリなら訊きけるとか思ってるんでしょ？　そういう魂こん胆たんが見え見えなんだよねぇ」

「神じん宮ぐう寺じが怖こわいっ！　怖こわすぎるっ！　何この先回り能力っ！」

「教授の思考パターンが単調なんだよ。ちなみに今日は縞しま柄がら」

　噓うそだけど。縞しまパンなんて持ってないし。

「さらっと言うなっ！　ありがたみが感じられねぇっ！　てか、縞しまパンなの？　マジで？」

「やっぱ、男子は縞しまパン好きなんだねぇ。ふーん」

「あのー、申し上げにくいんですが……ちょっとだけ見せて頂いてもよろしいでしょうか？」

「ばかっ。見せるわけないでしょ。おかしいんじゃないの？　あ、ごめん。既すでにおかしいんだったね。めんごめんご。大体ねぇ、私相手にマウントを取ろうと云いうのが愚おろかなんだよ」

「この悪あく魔まめっ」

「は？　悪あく魔まって何？　天使の間ま違ちがいでしょ？　ほら、今すぐ訂てい正せいしてっ」

「うるせぇ、この堕だ天てん使しがっ」教授が再びジュースを呷あおる。今度は滞たい空くう時じ間かんが長い。

　机の上に乱暴に置かれた缶かんは、その音からして空だ。飲み切ったのか。男の子だねぇ。

「なぁ、神じん宮ぐう寺じ」

　教授の目に光が宿っている。まさか、缶かんの中身はエリクサーだったの？　全回復？

「……何？　ちょっと目が怖こわいよ。なんか、据すわってる」

「もしかしてと思って、言うんだけど」

「……うん。何？　改まってどうしたの？」

「ちっさい頃ころって、白しろ崎さきとどんな感じだったの？」

「ん？　どんな感じって？」

「ほら、仲良かったとか──そういうのあるじゃん」

　何その頭の悪い抽ちゆう象しよう的てきな質問。意図が不明。んまぁ、強しいて言えば──、

「別に普ふ通つうだよ。本の話したり、映画の話したり。けど、どっちかって言えば、純じゆん君はお姉ちゃんとの方が仲良かったかな。よく一いつ緒しよに居たし」

　それが気に入らなかったから、中学に上がってからはもっと絡からむようにしたんだよね。今にして思えば、ちょっとウザがられてたかも知れない……うーん、それは考えすぎ？　てか、そうじゃなきゃ嫌いや。耐たえらんない。でも、結局お姉ちゃんに取られたから何とも言えない。

「そっか。そういうことか。ようやく理解したわ」

　教授が背もたれに身体からだを預けて、大きく伸のびをした。満足そうな顔がむかつく。

「何が？　なんの話？　そーやって一人で勝手に納なつ得とくされるの、すっごく嫌いやなんだけど」

「なぁ、神じん宮ぐう寺じ……白しろ崎さきの初はつ恋こいの相手って知ってるか？」

「へ？　お姉ちゃんじゃないの？」

「バーカ。おまえだよ」




　──そんなバカな。




　ありえない。そんなのありえない。うそだよ。ぜったいうそだよ。

　教授が私に勝ちたくて、言ったんだよ。

　だってそうじゃなきゃ、ひどすぎるよ。

「幾いくら私でも、そういうタチの悪い冗じよう談だんは嫌きらい」

「冗じよう談だんでこんなこと言うかよ。白しろ崎さきが照れながらそう言ったんだ」

「……ほんとに？　ほんとに純じゆん君が言ったの？」

「ああ。噓うそなんか言わねぇって」

　風が止やみ、木々は葉を揺ゆらさなくなり、水が腐くさり、大気が淀よどみ、雲が空を覆おおい、地球が回転を止める。自転を終え、次し第だいに公転もしなくなる。ゆっくりと速度を落としていく。まだ慣性が働いてるけど、もうじき止まる。ケプラーは用済みになり、ニュートンが嘱しよく目もくしても林りん檎ごは落ちない。スイングバイで加速なんて出来やしない。私は宙に放り出される。無重力。

　私の世界が止まった。全機能が停止した。

　……これがダチュラ。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

「……無理。もう無理」

「顔真っ赤だぞ」

「うるさい。見るな。あっちいけ」

「神じん宮ぐう寺じもそういう顔するんだな。可か愛わいくていいと思うぞ」

「死ね。もうやだ。見ないで。どっかいって」

　私は机に伏ふせた。顔が熱いのは自分でも分かる。嬉うれしくなんてない。違ちがう。悔くやしいの。嬉うれしくなんてない。今までのは何だったんだって悔くやしいんだから。違ちがうって。ああもう。違ちがうって言ってるでしょ。嬉うれしくなんてない。喜んでなんてない。勘かん違ちがいするな。これは悲劇なんだ。それなのになんでおまえは。やだやだやだやだ。こんなの私じゃない。違ちがう違ちがう違ちがう。

　喜んでなんかないっ！　過去を嘆なげいているんだっ！　悔くいているんだっ！

　よろこんで……なんか……ない……。うれし……く……なんて……ないっ。

　くやしいんだっ。

「ちょっと神じん宮ぐう寺じ、おまっ、泣いてるのかっ？」

「……泣いてなんか……ないっ！　見み損そこなう……なっ！　あっち……いけ……」

　教授が私の肩かたを揺ゆする。触さわるな。私に触ふれるな。

　ちょっと感情回路エモーシヨン・チツプにバグが見つかっただけだ。ショートしただけだ。

「ほら、顔上げて涙なみだ拭ふけよ。俺が泣かしたみたいに言われるだろ」

「言われろ。悪評にまみれろ。……でも、ありがとう」

　顔を伏ふせたまま、教授からポケットティッシュを受け取り、私は涙なみだを拭ふいた。けど、伏ふせたままじゃやっぱり拭ふき辛づらくて、教授に顔を見られないように顔を背そむけながら、涙なみだを拭ふいた。

　ウォータープルーフのマスカラで良かった。

　絶対にゆるさない。根に持つからね。私は執しゆう念ねん深ぶかいんだ。

「どうだ？　落ち着いたか？」

「取り乱したのが前提みたいな言い方しないで」

「目真っ赤だぞ」

「めぐみんだってラムだってかぐや様だって赤いでしょっ！　みんな充じゆう血けつしてるのっ！　だから私だって充じゆう血けつくらいするのっ！　このバカっ！　ほんと振ふって良かった！」

「……おまえっ！　俺があげたティッシュ返せ！」

「さては私の涙なみだをちゅーちゅー吸うつもりだな！　この変態っ！　体液フェチっ！」

「クソッ……その発想は無かった……悔くやしい。思い付かなかった自分が憎にくい」

「三さん下した風ふ情ぜいが。一人で池の水でも飲み干すがいい。氷ひ川かわ神じん社じやに行っておいで。一人で飲み切ったらこのティッシュあげるよ。その頃ころにはカラカラになってるだろうけど」

「元気になった途と端たんにこれか……可か愛わいくねぇな。さすがホルモン事件の首しゆ謀ぼう者しや。一筋縄じゃいかねぇよな。調理室でホルモン焼いて呼び出された女はやっぱ違ちがうわ」

「へへー。さっき可か愛わいいとか言ってたじゃん。説得力皆かい無むだねー。あと、ホルモンは昔のことでしょ。思い出させないでよ。もう、教授なんてホルモンを吞のみ込こむタイミングで一生悩なやめばいいんだっ。永遠に咀そ嚼しやくしてればいいんだっ！　口に入れたガムが全部ホルモン味になる呪のろいをかけてやる。喰くらえ、マキシマム ザ ホルモンっ！」

「おい、その呪のろいは嫌いやすぎるぞ！　つーか、それはバンド名だろっ！　勝手に技わざにすんなっ。そして、反応に困るからメロイックサインをこっちに向けるなっ」

「よくメロイックサインなんて言葉が出てきたじゃん。褒ほめてつかわそう。ちなみに、イタ語でコルナつのとも言うんだよ。ね、知ってた？」

　人差し指と小指を立てた自分の手を見ながら、これは角つのって言うか、手て遊すさびの狐きつねみたいだなと思った。そう考えたら、ちょっとカワイイ。

「知るか。ホント、おまえって自由だよな」

「何それ。けなしてんの？　そういうのクレームはちゃんと事務所通してくれないと困るよ」

「何が事務所だよ。つーか、マジで見た目からは想像できないくらい気の強ぇ女だよな」

「私ら姉し妹まいの性格で、唯ゆい一いつ共通するとこだね、それ。……そうそう、教授」

「何だよー」

「私の嫌きらいなエンディングって知ってる？」

「いきなりだな。……わからん」

「デウス・エクス・マキナ」

「神が降臨してすべて円満ってヤツか。ご都合感はあるよな、確かに」

「あんなの許さない。私は私の手で解決しなきゃ気が済まない。だから、私の手でダチュラを撒まくんだ。神や絶対の存在なんて許さない。私がダチュラで世界を破は壊かいするんだ」

　教授、ありがとう。決心がついたよ。

　これで私は前に進める。自信を持って進むことが出来る。本当はちょっと怖こわかったんだ。余りにも居い心地ごこちが良かったから。でも、良かった。これで大だい丈じよう夫ぶ。うまくやれる。

　神が天におはしますれば、この世のすべてはあるべきところに。

　介かい入にゆうなんて許さない。降臨や顕けん現げんなんて以もつての外ほか。おまえはそこから出て来るな。

「神じん宮ぐう寺じ、おまえ、一体何を考えているんだ？」

「私に命令できるのは、私しかいないってこと」





（神じん宮ぐう寺じ琉る実み）



　放課後、純じゆんとわたしは階段の最上部に居た。使わなくなった机が幾いくつか踊おどり場ばの隅すみに置かれている。薄うつすら埃ほこりを被かぶっているが、その一部に埃ほこりは無い。誰だれかがここに座ったんだろうか。

「急に呼び出してごめん」

「僕も話したいと思ってたし、ちょうど良かった。しかし、高等部もここら辺の造りは一いつ緒しよなんだな。ま、階段の造りなんてそんなに変わらないか」

　屋上に繫つながる誰だれも来ない二人だけの場所。去年と建物は違ちがうけれど、とても懐なつかしくて切ない場所……正直に言うと、中等部の時、キスをしたこともある。もちろん軽くね。軽く。学校で隠かくれてっていうのは、ほら、ドキドキするじゃん。うん、そういう軽い感じだから。

　もちろん、こういうとこであんなことやそんなことをする人が居るって噂うわさは聞いたことがある。あるけど、わたしは別にそこまではしてないし……し、したいとか思ったことなんて、そりゃもう微み塵じんもないですけど、多少は想像も……断じてしてないですけど、キスくらいならセーフでしょ？　ピュアでしょ？　ほら、誰だれかに見せつけたわけじゃないし。

　それはいいとして、とにかくあの頃ころは毎日がキラキラしていて楽しかった。授業中に隠かくれてスマホでやりとりするメッセージだって、付き合ってるってだけでわくわくした。

　不意に目が合う瞬しゆん間かんとか、机の下で絡からめる指とか、すれ違ちがいざまにちょっと触ふれてみるとか、スマホじゃなくてわざわざ机にメモを忍しのばせるとか、偶ぐう然ぜんを装よそおって同じ係になったりとか、それこそ隠かくれて校内でキスするとか──そういうささいなことが幸せだった。

　みんなに隠かくれて付き合っていたのは、もちろん別れた時にいろいろと面めん倒どうだからという理由だったけど、我ながら悪くなかった。退たい屈くつな日常に潜ひそむスリルが、より一層わたしたちを熱中させた。熱に浮うかされたわたしたちは、人目を盗ぬすんでは濃のう密みつな時間を重ねた。

　高等部に上がったばかりの頃ころ、ふと気になって、わたしは階段を一番上まで上のぼった。と言っても、一年生は最上階だったから、一階分あがるだけ。高等部も同じ造りなんだ、そう思ったら懐なつかしくて、未練がましいなと思いながらも、わたしは麗れい良らに相談する名目でここに来る理由を作っていた。

　そっか、純じゆんは来なかったんだ。懐なつかしんでいたのはわたしだけなんだ。それはそっか。

　純じゆんと別れる時、また片かた想おもいになるだけだ、と思った。元に戻もどるだけだから大だい丈じよう夫ぶ、と言い聞かせた。だけど、いざ別れてみたら、そんなことは無かった。一度知ってしまった感情や欲望は、行き場を失って、わたしを苦しめた。ただただ苦しいだけだった。

　純じゆんにもう触ふれることができない。たったそれだけなのに。

　たったそれだけのことができないだけで、こんなにも辛つらいとは知らなかった。

　何の因果か、また同じクラスになれたけど、視線が絡からみ合あうことは殆ほとんどなくなった。たまに目が合っても、もちろんそこに以前みたいな熱は無くて、ふいっと逸そらされてしまうだけ。

　那な織おりと──純じゆんの為ために身を引くって決めたのに、だからこれでいいのに、一度知ってしまったあの日々が愛いとおしくて、思い出の中でどんどん美化されて煌きらめいていて、それが寂さびしくて、どうしようもなく悲しい。決して、楽しいことばかりじゃなかった。

　それなのに、楽しかった思い出だけが網あみ目めから抜ぬけ落おちずに引ひっ掛かかっている。

「昨日のこと？」

「……そんなとこ」

　バツが悪そうな顔で、目は合わせずに純じゆんが言う。手て摺すりに腕うでを載のせようとして、埃ほこりっぽいことに気付いたのか手を引っこめる。そういうのを気にするようになったんだ。前だったら、袖そでに付いた埃ほこりを払はらうのはわたしの役目だった。立ち止まっているのはわたしだけ、か。

「わたしも……多分、同じ話。座ろっか」

　そう言って踏ふみ板いたに腰こしを下ろす。がっつり座ると汚よごれそうなので、先せん端たん部分寄り。もし誰だれかが上のぼってきたらスカートの中を見られそうだなと思って、裾すそを股またに挟はさむ。黒パンは穿はいてるけれど、こればかりはそういう問題じゃない。

「昨日は……その、すまん。軽けい率そつだった」隣となりに座った純じゆんが先に謝った。

「うん。わたしもちょっと雰ふん囲い気きに流されそうだったし……あんま人のこと言えない。もう、二人っきりになるのはやめよう。絶対、よくない。那な織おりにも悪いし」

「そのことなんだけどさ」

　踊おどり場ばにある窓を眺ながめながら、何度か小さく息を吐ついてから「やっぱり僕は、琉る実みのことを忘れられない」と──純じゆんが口にした。

　やめてよ。そんなの絶対違ちがうって。そんなわけないって。

「バっ……バカじゃないのっ？　何言ってんの？　初めてできた彼女だから、ちょっと気が迷ってるだけだって。大体さ、純じゆんはずっと那な織おりのこと好きだったじゃん。それこそ小学生の頃ころから。それに那な織おりだってそうだったし、ようやくお互たがいが望む関係になれたってのに、何を血迷ったこと言ってるの？」

「……やっぱりな。それが別れた理由だろ？　どうせ、最初から一年で別れる心積もりだったんだろ。流石さすがに鈍どん感かんな僕でも、それくらい気付くよ」

「……あの時、はっきり言わなくてごめん」

　最初は一年でってつもりじゃなかったけど、わたしは訂てい正せいしなかった。結果は同じだから。

「全くだよ。別れた直後は混乱してたから僕も分からなかったけど、考える時間は十分にあったからな。そして、この前のゴールデンウィークの時に確信した。それにしたって、姉の役目を全うするにも限度ってもんがあるだろ。こんなやり方で那な織おりは本当に喜ぶのか？」

「わかってる！　わかってるけど、他に方法が思い付かなかったんだもん。それに那な織おりだけじゃない。純じゆんだってようやく初はつ恋こいが叶かなったんだから──」




「そうじゃないんだよっ！」




　それは、初めて聞いた声だった。いつもの余よ韻いんが染しみ込こんで来るような、優やさしい響ひびきはどこにも無かった。喧けん嘩かした時だって、そりゃちょっとは強こわ張ばった口調になったけど、こんなに刺とげ々とげしくて、冷たくて、怖こわい声は出さなかった。

「そりゃ確かに僕は那な織おりのことが好きだった。いつから好きになったのかも定さだかじゃないけど、あれは初はつ恋こいと呼ぶべきものだった。でも、初はつ恋こいは初はつ恋こいなんだよ。僕は──琉る実みと付き合ってからは、ずっと琉る実みのことが好きだったんだ」

　……何それ。意味わかんない。

　付き合ってる時、そんなこと言ってくれなかったじゃん。

　一度だって言ってくれなかった。

　可か愛わいいとか綺き麗れいとか言って欲しかったのに、純じゆんは言ってくれなかった。好きって言って貰もらいたくて、もっとわたしのことに気付いて欲しくて、わたしのことを見て欲しくて、一いつ生しよう懸けん命めいお洒しや落れしたのに、褒ほめてくれなかった。

　いっぱい頑がん張ばったのに、何も言ってくれなかったじゃん。

　それなのに──なんで？　なんで今になってそういうこと言うの？

　純じゆんがそういうこと言ってくれなかったから、やっぱりわたしじゃダメなんだって──

　わたしが相手じゃ純じゆんの初はつ恋こいを上書きできなくて、那な織おりじゃなきゃダメなんだって──




　那な織おりを出だし抜ぬいて──たった一人の妹が足あし踏ぶみしているうちに横取りして、あんな想おもいをして、それでも頑がん張ばれば振ふり向むいてくれると思って、それなのに純じゆんはわたしのこと見てくれなくて、わたしの罪悪感をかき消してくれなくて、だから……だから、別れたんじゃないっ！




「それならさぁ、どうして好きって言ってくれなかったのっ？　わたし、一度も純じゆんから好きって言われてないっ！　言われたことないっ！　わたしが好きって言っても、うんって頷うなずくだけで、好きって言い返してくれなかったじゃんっ！」

　殆ほとんど叫さけんでいた。言わずにはいられなかった。

　階段にいる生徒は気付いたかもしれない。でも、そんなこと考えられなかった。

　視界が次し第だいにぼやけていく。泣こうなんて思ってない。泣きたいなんて思ってない。ここで泣いたら負けだ。そう思うのに──純じゆんの顔が歪ゆがむ。わたしは咄とつ嗟さに下を向いた。瞬まばたきをして歪ゆがみを追おい払はらう。涙なみだがスカートに落ちる。小さな黒い染しみが、広がっていく。

　だけど、クリアになった視界は、鼻の奥の方でマグマみたいに煮にえたぎる熱さの所せ為いで再びぼやけていく。唇くちびるを嚙かみしめても、喉のどが狭せまくなって、止めどなく涙なみだと嗚お咽えつが溢あふれ出でて来る。

「……だから……だから……わたしは……もう、やめてよ……今ごろなんなの……」

　こんなのって無いよ。ひどい。ひどいよ。

　純じゆんが肩かたを抱だき寄よせる。

　やめてっ！　離はなしてっ！　そう言いたいのに、うまく言葉が出なくて、子どもが駄だ々だをこねるように肩かたを揺ゆすることしかできない。痛めた左手首がずきんとした。

「ごめん。本当にごめん。琉る実みがそんな風に思ってたなんて考えもしなかった。言葉にしなくたって、ちゃんと伝わってると勘かん違ちがいしてた」

　耳元で純じゆんの声がする。さっきと違ちがって、柔やわらかい、奥の方に甘さのある声。

　これは、付き合っていた時に聞いた声だ。わたしが望むような愛の言葉は囁ささやいてはくれなかったけど、「琉る実みが僕の彼女で良かった」と言ってくれた声だ。

　嬉うれしくて、その時だけは不安が消し飛んだけど──わたしの不安をすべて取とり払はらってくれたわけじゃなかった。でも、わたしはその言葉を支えにしていたんだ。

　だから、そんな声出さないで。あの頃ころに引ひき戻もどさないで。もう戻もどれないのに。

「んんっ……ぞんなの……づだわるわけないっ……じゃん……バカ。どんだけ…っ…バカなの？　ちゃんと言ってよ……一人であれこれ……悩なやんで……バカみたい……」

　殆ほとんど声にならなかった。

　最悪。ホント最悪。

　純じゆんのバカ。アホ。ふざけんな。絶対許さない。一生許さない。一生忘れてやらない。

「……好きって言うのが……その、恥はずかしかったんだ……」

　どんな顔でそう言ったんだと思って、わたしは涙なみだでぐちゃぐちゃになった顔を上げた。

　しゅんとした犬みたいな顔で、昨日とは全然違ちがう揺ゆれた目をしていた。

　こんなヤツの為ために……こんなヤツの為ために……わたしはっ──どれだけっ！

　ふつふつと怒いかりがこみあげてくる。

　恥はずかしかった？　はぁ？

「何それ……バッ…カじゃないの？　どんだけ子どもなの……」

「本当にごめん。でも、僕だって色々考えてたんだよ」

「純じゆんは考えてただけでしょ！　手をつなぐのだって……キスだって……全部わたしからだったじゃんっ」




　純じゆんと初めて手をつないだのは、定番の池いけ袋ぶくろへデートに行った帰りだった。いつまでも手を握にぎってくれないのがもどかしくて、今日こそはと思って、その日は気合いを入れてお洒しや落れした。

　いつものデートだって服やアクセに気を遣つかわなかったわけじゃない。どの辺が？　なんて那な織おりに言われそうだけど、当時のわたしなりに気を遣つかったつもりだった。

　中学生のお洒しや落れだからそりゃ限度はあるけど、家を出る前だって洗面所で何度も前まえ髪がみの流し方を調整して、色付きのリップを塗ぬって、服に強すぎない程度に香りをつけて、玄げん関かんの姿見の前で今日のわたしはイケてるって何度も自分に言い聞かせて。だけど、あんまり気合いを入れすぎて引かれたらどうしようとか、必死って思われたらどうしようなんて心配しすぎたりして。

　もうちょっと薄うすい色のネイルの方が良かったかな、なんて悩なやんだりもして。

　いつもそんな感じだった。

　普ふ段だんからバリバリ運動部のノリで生きてきたから、わたしにはどうしても女の子らしい恰かつ好こうをするのに照れとか恥はずかしさみたいなものがあった。だからそれじゃダメだって思って、あの日は全力でカワイイ恰かつ好こうをしようと思った。純じゆんにちゃんと女の子だって認めて欲しかったから。気付いて欲しかったから。そうすれば手くらいつないでくれるかも知れないからって。

　スニーカーしか持ってなかったからパンプスも買った。そして思い切ってミニスカートを穿はこうと思った。わたしはパンツがメインだったし、スカートはロングや膝ひざ丈たけばかり。

　いつの頃ころからか、膝ひざ上うえのスカートには何となく抵てい抗こうがあった。キャラじゃないって言うか、なんか恥はずかしいような、可か愛わい子ぶってる的な、うまく言えないけどそんな感じ。

　だから、笑われるかもしれないけど、ミニを穿はくっていうのは自分としては勇気の要いることだった。そうやって遠えん慮りよ……と言うか、キャラじゃないからっていうのをやめようとした。勇気を出そうと思った。わたしなりに変わろうと思った。

　そう決めてお店に行ったけど、カワイイのはみんな高くて、手持ちじゃ足りなくて、しょぼくれて帰ってきたことは今でも覚えてる。

　結局、わたしは那な織おりに借りた。

　那な織おりが可か愛わいいミニスカを持っているのはもちろん知っていた。どうせなら、それより可か愛わいいヤツを買おうと思ったんだけど、買えないなら仕方ない。

　だから、買えなかった物は潔いさぎよく諦あきらめて、いっそ那な織おりに借りようと思い至ったものの、純じゆんと出で掛かけるために借りるのはどうしても言い出しづらくて、何度か部屋の前を行き来して、一いつ旦たん自室に戻もどって──なんてことを繰くり返かえして、ようやく意を決してスカートを貸して欲しい旨むねを那な織おりに伝えると、「良いいよー。ただ、いつもと違ちがって簡単に見えるからね。あ、それとも見せたい感じ？　見せたいからってあんまり大人びたヤツは逆に引かれる……ってそんなの持ってないか」なんていつもの調子で言われて、拍ひよう子し抜ぬけした。

　こんなことなら、最初から那な織おりに借りれば良かったって思ってしまった。

　それなのに、こんな思いをしてミニを穿はいたのに、純じゆんときたら何も言ってくれなかった。ヘアピンだって誕生日に那な織おりから貰もらったカワイイヤツにしたのに、何も言ってくれなかった。

　そんな調子だったから、池いけ袋ぶくろに着いても、水族館に入っても、手を繫つないでくれなかった。そんな素そ振ぶりすら見せてくれなかった。手を握にぎって欲ほしくて、袖そでを摑つかんだり、ぴったりと寄より添そうように歩いたのに、純じゆんはことごとくスルーした。

　挙句の果てには、サンシャインは巣す鴨がもプリズンの跡あと地ちに──なんて言い出す始末。

　結局、帰かえり際ぎわの最も寄より駅えきまで、何も無かった。悲しいくらい何も無かった。

　那な織おりが見えるなんて言うから、万が一見られたらって思って、恥はずかしくないように下着だって新調したけど、それ以前に、純じゆんはわたしのスカートの丈たけを意識していたのかすら怪あやしい。

　耐たえられなくなって、自分から純じゆんの手を取った。

　こんなに色々頑がん張ばったのに、何も無しで帰るのはイヤだった。

　負けたみたいで。頑がん張ばりを否定されたみたいで──。




「ん？　手を繫つなごうって言ったのは僕からだろ？」

「はぁ？　きっかけはわたしが純じゆんの手を取ったことでしょ？　純じゆんは照れながら、手繫つなぐかって言っただけじゃん」

「でも言ったのは僕だろ？」

「わたしが手を取らなかったら何もしなかった癖くせに。キスだって、わたしがきっかけを作らなきゃ絶対しなかったじゃん」

「……だってもし嫌いやだったらって思うと……怖こわかったんだよ。なんか必死だって思われたくなくて……僕だって、僕なりに色々悩なやんでたんだよ」

　ああ、もうっ！　なんなのよっ！　なんでそんなことで悩なやむのよっ！

　悲しいのと虚むなしいのと悔くやしいのと嬉うれしいのと頭にくるのとでどうにかなりそう！

　わたしは必死になって欲しかったんだよ。どうしてそんなこともわかんないの？

　そういう姿を見せてくれないから、わたしはいつも心配だったんだよ。

　純じゆんのバカ。鈍どん感かん男おとこ。優ゆう柔じゆう不ふ断だん野や郎ろう。

「だったら訊きけばいいじゃん」

「キスしていいかって？」

「うん」

「それってちょっと気取りすぎじゃない？　って言うか、あの時は、キスって突とつ然ぜんされる方が嬉うれしいって思ってたから……タイミング待ちみたいな」

　どうしようもないっ！　どうしようもなさすぎるっ！　何その痛い勘かん違ちがい！

　マジでむかつく。

「呆あきれて言葉も出ない。何だか悲しくなってきた。こんな鈍どん感かんお花畑の言動に一いつ喜き一いち憂ゆうしてたかと思うと、過去のわたしが不ふ憫びんでならない。超ちよう可か哀わい想そう。って言うか、今だって超ちよう可か哀わい想そう」

「だったら僕も言わせてもらうけどな──」

「何よっ」

「横よこ浜はまに行った時、公園で歩いてたカップルがさり気なくキスするのを見て、ああいうの憧あこがれるなぁって呟つぶやいただろ。だから僕はそういうのが理想なのかと思ってたんだよ」

「よっ……よく覚えてたわね、そんなこと。でもあれは、ある程度、付き合ってるカップルだから許されることでしょ？　あの時、キスはまだだったじゃん」

「だから、初めてはああいう感じが良いいのかなって思って、ずっとタイミングを見計らってたんだろっ！」

「初めては普ふ通つうで良いいに決まってるでしょ」

「知らねぇよ。だったら、そう言えば良かっただろ。わたしはこういう時間帯にこういうシチュエーションでキスしたいですって。そういうのこそメモに書いて渡わたせよ」

「は？　あんたどんだけマニュアル人間なの？　何でもかんでもマニュアルが無いと動けないロボットみたいな無能ってことでいいのね。マジで幻げん滅めつだわ。ほんっとありえない」

「琉る実みだって──」

「何よ」

「いつも無計画に突つっ走ぱしって、デートの時だって下調べもせずに、こっちに行けば大だい丈じよう夫ぶとか言って、しょっちゅう迷子になってただろ。挙句、自分じゃ調べようともしないで、スマホで地図見たり、店の情報を検けん索さくするのはいつも僕。どこそこの店に行きたいとか言うのは構わないけど、営業時間や詳しよう細さいな場所くらい調べるのが普ふ通つうだろ。店まで行って開いてなかったこと何回あったよ？」

「そ、それは……ほら、そういうのも含ふくめて思い出のうちって言うか……」

　あれ？　わたしの中では軽い協力プレイくらいな感覚だったんだけど。ふつーにちょっと苦労した系の懐なつかしい思い出のつもりだったんだけど。そこ？　そこなの？

「よく言うよ。なんでやってないの？　とか言って不ふ機き嫌げんになって空気悪くしてただろ」

「ちがっ……だって、せっかく行ったのに開いてなかったから……」

　空気悪くしたのはごめんだけど──ってか、そんな空気悪くしたっけ。え？　ぜんぜん覚えてない。確かにちょっと怒おこったりした気はするけど、本気じゃなかったし。

　そもそもわたしは、せっかくだから普ふ段だん行けないようなカワイイとことかオシャレなとこに二人で行きたいって思ってて、途と中ちゆうで思い出したから行ってみたいなって。誰だれに見せるでもないけど、写真撮とったりとかして、そういうのを楽しみたくて、それなのにやってなくて、だからあれは店にって言うか、思い付きで動いた自分に対して怒おこってた部分が大きくて……も、もちろん、わたし的にはその場では引ひき摺ずらないようにしたし、家に帰ってから反省もした。

　ああ、今日は失敗しちゃったなぁ。でも楽しかったなぁ、みたいに。

「だから、事前に調べとけって言ってるんだよ。人のことマニュアル人間とか言うのは結構だけど、行き当たりばったりばかりじゃなくて、少しは準備することを覚えた方がいい」

　はぁ、もういい。マジでめんどくさい。ぜんぜんわかってくれないじゃん。

「はいはい、そうですね。準備しなかったわたしが悪いです」

「そうやってすぐ逃にげようとする」

「は？　逃にげるって何？　別に逃にげてないじゃん。わたしが悪かったって認めてるでしょ？」

「違ちがう、その言い方だよ。全然悪いと思ってないだろ」

「てかさぁ、そこまで言うんだったら、純じゆんが最初から調べてくれればいいじゃん。どこ行きたいって訊きいても、何食べたいって訊きいても、どこでもいいとか何でもいいとか、そういうテキトーな返事してさぁ。まれに行きたいとこがあったかと思えば、ナサだかなんだかの講演会でしょ。社会科見学じゃあるまいし、どうしてデートで講演会に行かなきゃなんないのよ」

「ＮＡＳＡじゃなくて、ＪＡＸＡな」

「そんなのどっちでもいいわよ。わたしが言いたいのは、純じゆんがそんなんだから、結局いつもわたしに任せっきりだったじゃんってこと。それなのによくそういうこと言えるよね。純じゆんはいっつも受け身なんだよ。いや、受け身って言うか、わたしが居ないと何にもできないじゃん。小学生の時だってそうだよ。那な織おりのテストの点とか、那な織おりが何を読んでるのかとか、いっつもわたしに訊きいてきてさ。わたしの気も知らないで。自分で訊きけっつーの」

「……っ。そ…それはっ！」

「それは何よ」

「直接、訊きくのは悔くやしかったんだよ。……あの頃ころは対たい抗こう心しんバリバリだったし」

「対たい抗こう心しん？　わたしから見れば、ただ那な織おりへの興味が尽つきなくてたまらないって風に見えてたけどね。マジであの頃ころは那な織おりのことが憎にくかったんだから」

「那な織おりか……」純じゆんがふと寂さびしそうな顔をした。

　そんな急にマジメなトーンで喋しやべらないでよ。調子狂くるうじゃん。

「何よ」

「はぁ。僕はこれから那な織おりとどう向き合えば良いいのか分かんない。こんな気持ちのまま今の関係を続けるのは、やっぱり失礼だと思うんだ」

　もう、そんな話するテンションじゃないって……。

　はぁ、もうしょうがないなぁ。いーよ。わかった。

「……ねぇ、純じゆんはいつ那な織おりのこと吹ふっ切きれたの？」

「吹ふっ切きれたって言うかさ、僕はずっと那な織おりに認められたくて、勉強を頑がん張ばって、本も沢たく山さん読んで、追い付こうとしてたんだ。でも、那な織おりはそんなこと気にも留めてなくて、自じ由ゆう闊かつ達たつっていうか、僕が勝手にライバル視して一人で盛り上がってたんだなって思ったら、もう諦あきらめた方が良いいのかなって思ったんだ。琉る実みから付き合わないかって言われたのは、そんな時だった。だから、丁度諦あきらめようとしてた頃ころだよ。琉る実みと付き合い始めたら、那な織おりのことをそういう目で見ることはどんどん減っていった。趣しゆ味みの仲間として上う手まくやっていけるなって思った」

　悔くやしいくらい似たもの同士なんだね。那な織おりも同じようなこと言ってたよ。

　でも、それは言ってあげない。絶対にわたしから言ってなんてあげない。

　それくらい自分で気付けっ！

「だったら、今だって一いつ緒しよじゃない？　付き合ってくうちにわたしのことは忘れるって」

　寂さびしいけど。めちゃくちゃ悔くやしくて、悲しいけど。

　多分、これでいいんだ。純じゆんの気持ちを知れただけで満足だ。

　わたしは那な織おりに勝ったんだ。那な織おりのことを忘れさせることが出来たんだ。

　無む駄だじゃなかったんだ。頑がん張ばってよかった。

　やるじゃん、わたし。




　ねぇ、純じゆん。

　好きだよ。

　初めて会った時からずっと純じゆんのことが好きだったんだよ。

　今でも好き。大好き。

　でも、もう終わり。




　ありがとう。今度こそ、決心がついた。那な織おりをよろしくね。

　──さよなら、わたしの初はつ恋こい。

　何だかんだで、楽しかったよ。

　わたしは、込み上げてくる感情に蓋ふたをした。今度こそ、泣いたら負けだ。

「だってそれじゃ幾いくら何でも……」

「いいの。これでいいの。那な織おりのこと頼たのむね。純じゆんならやれるよ。ちゃんと思ってることは口にするんだよ。これが本当に最後の、元カノからのお願い」

　もう元もとカノ面づらなんてしないから安心して。

　これでもう大だい丈じよう夫ぶ。わたしはやれる。いつもの神じん宮ぐう寺じ琉る実みに戻もどる。

　窓の外を見ると、雲間から日が差していた。光の筋。天エン使ジエのルス梯・ラ子ダー。

「ねぇ、天使の梯はし子ご」

「よく知ってるな」

「純じゆんが教えてくれたんじゃん。あれは天使の梯はし子ごだって」

「そうだっけ」

「バカ。だから純じゆんはダメなんだよ」

「もっと早く、お互たがいにこうやって本音で話していれば、また違ちがったのか？」

「かもね。でも、もう遅おそいよ。純じゆんは那な織おりの彼かれ氏しなんだから」

「そうだな……。すべてがわかったようなつもりでいても、双そう方ほうの思おもい違ちがいは間々あることで、大形にいうならば、人の世の大半は、人びとの［勘かんちがい］によって成り立っている」

「何それ」

「池いけ波なみ正しよう太た郎ろう」

「誰だれ？　歴史上の偉い人じん？」

「そう言えば、そうだけど……時代小説家だよ。『鬼おに平へい犯はん科か帳ちよう』とか『剣けん客かく商しよう売ばい』って知らない？　名前くらい聞いたことあるだろ？　それを書いた人だよ」

「聞いたことあるけど……家に帰る頃ころには忘れてそう。さて、わたしは部活に顔出してくる」

「もう行くのか？」

　名残なごり惜おしいって顔に出てるぞ、バーカ。そんな顔したって無む駄だだからね。

「行くよ。練習には顔出す。ほら、骨をやったわけじゃないし、レギュラーじゃないからってサボってらんないっしょ。それに、もしかしたら試合までに完治するかも知れないじゃん。希望はゼロじゃないでしょ。だから、わたしもできるだけのことはしておきたいなって」

「琉る実みは強いな」

　純じゆんが先に立ち上がり、手を差し出した。

　ふん、やればできるじゃん。

　わたしは、純じゆんの手を握にぎった。

「わたしは二人のお姉ちゃんだからね」

　そして、思い切り引っ張ってやった。純じゆんが姿勢を崩くずして、よろける。

「バカ、危ないだろ！」

「そんな体幹でよく弓きゆう道どうなんてやってたわね。ちょっとは体幹鍛きたえなさいよ」

「今や帰宅部の僕には、体幹なんて不要なんだ。それに、急に引っ張られたら誰だれだってバランス崩くずすだろ。それでも転ばなかったってことは、僕にも人並みのバランス感覚があるってことだ。あと、琉る実みの弟になった覚えなんて無いからな」

「一ヶ月は年下でしょ？」

　わたしには、手のかかる妹と弟が居る。

「たった一ヶ月だろ？」

「一ヶ月あれば世界は変わるんだよ」

　わたしと純じゆんが別れてからおよそ一ヶ月半。世界は完全に変わったんだ。

「そうやって世界──環かん境きようが変わるからこそ、生物は身体からだの恒こう常じよう性せいを保とうとする。生命活動を維い持じするために、外的要因がもたらす身体からだへの影えい響きようを最小限にしようとする。つまり身体からだは変化を望まないんだ。変化を望むのは、常に意識──心や気持ちと言ってもいい。何かに飽あきたり、新しいことを始めようとするのは、いつだって心が原因だ。だからこそ人間は、気持ちが変わらないことを尊く感じるんだろうな」

「何が言いたいの？」

「こんなこと今さら言うべきことじゃないだろうけど──楽しかった。琉る実みと付き合ってる時は、自分でも驚おどろくくらい楽しかった。それは今でも変わらない。ありがとな」

　──バカ。

「カッコつけんな」軽く胸むな元もとにパンチをする。

「だな」

「わたしこそ、ありがと」

「おう。部活頑がん張ばるのはいいけど、無理すんなよ」

「うん。じゃ、行くね」

　お礼を言いたいのはわたしの方なのに、先に言われちゃった。





（白しろ崎さき純じゆん）



　部活に向かった琉る実みを見送って教室に戻もどると、教授と那な織おりが何やら話し込んでいた。

「こんな誰だれもいない教室で話してると、噂うわさになるぞー」と言いながら二人に近付くと、教授が腕うでを大きく伸のばし、大おお仰ぎようそうに背もたれに寄より掛かかりながら、「神じん宮ぐう寺じと噂うわさになるなら俺はウェルカムだぞ」と言い切った。

「教授との艶えん名めいは汚お点てんになるから嫌いや」

　意地悪っぽくそう言った那な織おりを見て、ふと異変に気付く。

「なんか、目が赤くない？」

　那な織おりが隙すきを突つかれた顔をしたのも瞬しゆん刻こく、むくれた顔で「さっき教授に泣かされた。やっぱ、まだ赤い？」と尋たずねてくる。

「ちょっと充じゆう血けつしてる。ってか、泣かされたって……どうしたんだ？」

　教授がそういうことするタイプじゃないのは分かってるけど、泣いたというのは本当かも知れない。だとしたら、どうして那な織おりは──

「お、俺は別に泣かしてなんて──」

　那な織おりが教授を遮さえぎる。「さっきね、教授にひどいセクハラを受けたのっ！　すれ違ちがいざまに胸を揉もんでやるだとか、乳ち首くびの位置がどうのとか、感度がどうのとか、下着の色は何だとか、それに、私の……私の体液をちゅーちゅーしたい、那な織おり汁じるを飲ませろなんて言ってきたんだよ。ひどくない？　あまりにもショックで私、泣いちゃった……」そして、両手で顔を覆おおった。

「……僕が入って来た時、仲良さげに喋しやべってたのは錯さつ覚かくか？」

「錯さつ覚かくだよ。何で信じてくれないの？　私、余りにも怖こわくて、すぐ通報出来るようにスマホの準備もしてたんだよ」

　いくらなんでもそれは……可か哀わい想そうに……。

「大変だったな、教授」

　僕は無言で項うな垂だれる教授に優やさしく声を掛かけてやった。

「……わかってくれるのは白しろ崎さきだけだ」涙なみだ目めの教授が弱々しく言う。

「でも、幾いくつかは本当に言ったんだろ？」

「……言ったかも」

「ちょっと！　なんで男二人で完結してるのっ？　私は辱はずかしめを受けたんだよ？　被ひ害がい者しやだよ？　私の発言が尊そん重ちようされないのはおかしいよっ！」

「那な織おりはその三さん文もん芝しば居いをやめろ。……で、どうしたんだ？　本当に泣いてたのか？」

「はっ。まさか。まつげが目に入って、それでだよ」

「なんだよ。驚おどろかせるなって」

　本当は違ちがうことくらい分かっている。ただ、本人が言いたくないのに、あれこれ詮せん索さくするのは好きじゃない。だから、この場では一いつ旦たん収めておく。あとでそれとなく教授に訊きけばいい。

「白しろ崎さきはどこ行ってたんだ？　待ってたんだぞ？」

「ちょっと他のクラスに行ってたんだ。待たせたなら悪かった」

「私も待ってた！」そう言って、那な織おりが頰ほおを膨ふくらませる。

　とりあえず機き嫌げんが直ったみたいで良かった。朝があんなだったから。

「ごめんごめん」

「揃そろったところでようやくなんだけど、すまんっ！　この通りっ」

　教授が手を合わせて頭を下げる。「今週末、親しん戚せきが来るみたいなんだよ」

「ガメラおあずけなの？　亀かめさんに会えないの？」

「神じん宮ぐう寺じっマジですまん！　次こそは必ず！」

　那な織おりが余りにも悲しそうな、それこそ泣きそうな顔で教授を見み咎とがめるものだから、「それなら仕方ないよな。ほら、那な織おりもそんな目で教授のこと見るんじゃない」と助け船を出してやる。

「若かりし頃ころの大おお泉いずみ洋ようとか仲なか間ま由ゆ紀き恵えが観みたかったのにー」

「え？　大おお泉いずみ洋ようなんて出てたっけ？　教授は知ってた？」

「知らんかった」教授が首を振ふる。

「えー！　二人とも知らなかったの？　ガメラ２にちらっと映るんだよ！　大きい画面で確かく認にんしないと……あ、でも、今週末は中止だったね。残念」

「卑ひ怯きようだぞ、那な織おり」

　観みたい！　そんなこと言われたら確かく認にんしたいじゃんか！

「……じゃ、じゃあ、今度、平成ゴジラシリーズも観みような！」教授が那な織おりを宥なだめる。

「それなら許す！　リトルに会いたいっ！　私、鞄かばん取ってくるね。あと、教授、これあげる」

　そう言って那な織おりは教授に何かを握にぎらせて立ち上がると、歩きながらゴミ箱に紙パックみたいな物を投げ入れ、得意げな顔でこっちを振ふり向むいてピースをしながら、「よし、３ポイント」と言って教室を出て行った。

「あの距きよ離りで３ポイントってどんだけコート小さいんだよ。なぁ？」

　教授に向き直ると、手元を見み詰つめてぼんやりとしていた。

　そう言えばさっき那な織おりから何か受け取っていたな、と思い「何貰もらったんだ？」と尋たずねた。

　教授が丸まったティッシュを無言で僕に見せてくる。

「鼻かんだヤツ？　汚きたねぇ」

「なぁ、白しろ崎さき」

「ん？」

「あいつはとんでもない女だわ」

　教授がどんなつもりでそう言ったのか僕には分からなかった。気になって質ただしてみても、教授は誤ご魔ま化かすだけで答えてくれなかった。

　帰り道、途と中ちゆうで教授と別れてから、僕はこれからどうするべきかずっと考えていた。

　琉る実みの気持ちを知ってしまった以上、自分の未練を吐と露ろしてしまった以上、やっぱりこのままじゃよくないという思いが、鎌かま首くびをもたげて襲おそい掛かかろうとしていた。でも、隣となりで笑う那な織おりを見ていると、心がぐらぐらと揺ゆれ動うごく。僕がそんなことを告げたら、那な織おりはどんな顔をするんだろうか。もうこんな笑え顔がおを見せてくれなくなるかもしれない。

　上うわの空そらで那な織おりと会話をしていると、電車はもう最も寄より駅えきに着いていた。駅から家までは基本徒歩だ。バスを使ってもいいのだが、歩けない距きよ離りじゃないことに加え、バス停が家から離はなれているので、お得感が薄うすい。

「ねぇ」

　駅前の店が立ち並ぶ一帯を抜ぬけ、住宅街に差さし掛かかった時、那な織おりが立ち止まった。

「どうした？」

「今度の休み、デートしない？」

　僕は瞬しゆん息そく返答に詰つまる。「お、おう。もちろんいいよ」

「よかった。断られたらどうしようかと思った」

「……僕が断るわけないだろ」

「へへ。ねぇ、朝のやり直ししよ」

　差し出された手を、僕は握にぎった。

　離はなそうと決意した手を、温かなその手を、僕は握にぎった。
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（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



「はぁ、疲つかれた」

　私はマイクをテーブルの上に置いた。マイクがごろんと一回転して止まる。

「いやぁ、ノンストップで歌ったねぇ」

　私は部長とカラオケに来ていた。テストの賭かけの件だ。今日は私の奢おごりだ。

　つまり、そういうこと。いいっていいって。数学くらいくれてやりますよ。トータルじゃ私の勝ちだし。学年四位ですから。これだけ取れれば十分でしょ。悔くやしくなんかないって。

「先生がケアレスミスしてくれたお陰かげで今日は満足だわ～。これからも見直し怠おこたってね」

「うるさいなぁ。もういいでしょ、その話はー」

　だから、悔くやしくないから。全然悔くやしくないから。何とも思ってないから。

　勘かん違ちがいしないでよね。

「ごめんごめん学年四位様。はぁ、ちょっと休きゆう憩けいしよ」

「ああああ、その言い方！　勝ってるのに。完全勝利なのに！　言われなくても休きゆう憩けいする！」

　この女、うざし。いとうざし。妾わらはは甚いたくはらだちてゐたり。

　私はコップに残ったジュースを飲み干した。ヤケ酒じゃ。私はテーブルを一いち瞥べつし、部長のコップにまだジュースが残っているのを見留め、ちょっと注ついでくると言い残して部屋を出た。

　許さぬ。放課後の貴重な時間を差し出しているのに、その上金銭まで巻き上げるとは。

　次こそは総合点で勝負だ。選せん択たく科か目もくが増えれば、ほっといても勝負は科か目もく毎ごとになるのだ。総合点で競きそえる今のうちに完かん封ぷうせねば。ジュースをなみなみまで注ついで、こぼさぬ様ゆっくりと部屋に戻もどる道中、私は今月末に始まる定期考査について考えを巡めぐらせる。

　そして、部屋に入るなり宣言してやった。

「定期考査は総合で勝負ね。科目ごとは無し」

「それだと、私の勝ち目ないじゃん」

「うるさい！　悔くやしかったら勝ってみよ！」

　結局、テーブルの上に置くとき、私はジュースを少しだけこぼしてしまった。

　不ふ吉きつだ。願がん掛かけしていたのに。ま、いっか。この程度で私の勝利は揺ゆらがぬ。

　幼い頃ころから、私はこうやって小さなことに願がん掛かけをするのが好きだった。この石ころを家まで蹴けり続つづけられたらとか、白線の上をずっと辿たどって帰れたらみたいな、子どもがよくやるあれ。

　ふと、思い出す。こんな風に軽い気持ちで始めた願がん掛かけを。虚むなしいだけだった願がん掛かけを。

「仕方ないなぁ。でももう月末まで幾いくばくもないよ。五月も折り返しだよ」

「うん。ないね」

「はぁ。仕方ないなぁ。いっちょ本気出してあげるよ。封ふう印いんを解き放ってやる」

「お？　期待してまっせ」

　部長が封ふう印いんを解いたところで、この私に勝てるかな。この台詞せりふ、何度か聞いてるんだよね。

「そう言えば話変わるけど、白しろ崎さき君とはどう？　順調？」

　部長は興きよう味み津しん々しんという風ではなくて、感情のこもっていない声で言った。

「うーん、微び妙みようなとこだけど、想定通りっちゃ想定通りかな」

「先生は可か愛わいいから、言い寄られたらすぐコロっといっちゃいそうだけどね」

「今度は褒ほめ褒ほめ作戦？」

「そんなことないよー。本当に思ってるよー」

　これ、絶対に思ってない。断言できる。

「気持ちいいくらいの棒読みだっ！　でも、もしかしたら想定よりは良いい方向に行くかも」

「円えん環かんの理ことわりだね」

「それはちょっと違ちがくない？」

「違ちがうか。それにしても、先生は強いよね。どうすればそんな図太くなれるの？　尊敬する」

「悪口が少々混ざってる気もするが、尊敬してくれてありがとう。人々の羨せん望ぼうは私の活力だ」

「先生はさ、迷いが無いって言うか、自分に自信があるからそうやって前向きで居られるのかもね。あ、ごめん。前向きじゃなくて、図太いの間ま違ちがいだった」

　部長がわざとらしく自分の額を軽く叩たたく。それ、もうちょっと可か愛わいい台詞せりふでやって欲しい。

「言い直すな」

「でもでも、先生は勉強出来て、可か愛わいくて、物知りで、ほんとにずるい。ステータス異常」

「勉強出来て物知りな女なんて疎うとまれるだけだよ」

「可か愛わいいは否定しないんだー。世辞とか韜とう晦かいって言葉はご存じかな？」

「だって、可か愛わいいでしょ？　私の可か愛わいさは包つつみ隠かくせないよ？　スカーフでも巻こうか？」

「そうさらっと言われると、同意したくないよ！　今すぐ先生がバカになって、口くち癖ぐせが、あれれ？　おかしいぞぉ？　になる呪のろいを掛かけたいっ！　青酸カリをペロってして欲しい！」

「おい、心の声が漏もれてるぞ。あと、部長だって十分可か愛わいい。自信持ちなよ」

「それ、褒ほめ褒ほめ作戦ってヤツ？」部長がじとっとした疑いの眼まな差ざしを浴びせてくる。

「違ちがう違ちがう。部長には部長の可か愛わいさがあって、私には私の可か愛わいさがあるの。そこは同じ物差しで測るとこじゃないんだよ」

「いやぁ、先生は言うことが深いなぁ。でも、私もちょっとはお勉強出来るから、やっぱり疎うとまれちゃうかなぁ？　やだなぁ。地味に生きたいなぁ」

「疎うとまれるね。超ちよう疎うとまれる。学年十一位さん。可か愛わいげが無くて残念」

「可か愛わいげ失ったかぁ～。唯ゆい一いつの武器だと思ったのにー」

「でも」
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「でも？」

「私たちの成績を疎うとむような男は願い下げ！」

「そうだそうだ！　願い下げだ！　自分の可か愛わいさを鼻にかける女は願い下げだっ！」

　面めん倒どうなのでスルー。

　部長が男女の話を強ごう引いんに切り出す時は、大体理由がある。

　明らかに私のことに興味持ってなかったもんね。自分の話をしたいだけだ。

「で、気になる人でも出来たの？」

「えっと……とどのつまりそういうことでして」

　部長が前まえ髪がみをくるくると指に絡からませる。

　そういう仕草、大好きだよ。可か愛わいげあるよ。

「そうだと思った。で、どんな人なの？」

「美術部の二年の先せん輩ぱいなんだけど……まだ部活入ったばかりだし、あんまり会話出来てないんだよね。連れん絡らく先さきもまだ訊きけてない」

「カッコイイ？」

「カッコイイ。そして優やさしい。絵も上う手まい。オタトークも出来る。つまり完かん璧ぺき」

「優良物件の香りがしますな。ただ、優良物件だからと言って、瑕か疵しには気を付けるのだぞ。男女間で瑕か疵し担たん保ぽ責せき任にんは無いからね」

「何それ？」

「ん？　瑕か疵し担たん保ぽ責せき任にん？　家やマンションを買う時は重要だから知っといた方が良いいよ。簡単に言うと、買おうとしている物件に欠けつ陥かんや不具合があったとするじゃん。それらが瑕か疵し──つまりキズとか欠けつ陥かんなわけだけど、売主はきちんと買い手に対して瑕か疵しを告知する義務があるんだよ。で、売る時には気付かなかった瑕か疵し──雨あま漏もりとか白アリ被ひ害がいについても、売主が責任を負うことを定めているのが瑕か疵し担たん保ぽ責せき任にん。今は契けい約やく不ふ適てき合ごう責せき任にんって言って……ま、詳くわしくは自分で調べて。私も詳くわしいわけじゃないから」

「家やマンションと一いつ緒しよにしないでよ。全く、どっからそういう知識を拾ってくるのよ」

「テレビでやってた。ってか、前にそれで幻げん滅めつしてたじゃん」

「瑕か疵し？　どゆこと？」

「大人っぽくて恰かつ好こういいって騒さわいでた人と──ほら、勇気を出していざデートしてみたら余りにも子供っぽくて冷めてそれっきりってあったじゃん。ある意味、瑕か疵しじゃない？」

「ああ。うん。そうだね。ちょー子どもっぽくてあれは冷めたなぁ」部長が遠い目をする。

「男なんて子供っぽいとこがあった方が可か愛わいくて、私は好きだけどなぁ」

「白しろ崎さき君も子どもっぽいの？」

「あれは超ちよう子こ供ども。今でこそあんな感じだけど、子供の頃ころなんて弱虫で、いつもお姉ちゃんに慰なぐさめて貰もらってたくらいだからね」

「そうなんだ。意外！」

「小学生の時、テストで私に負けて、泣かないまでもめそめそしてたこともあったなぁ」

　ごめん。バラしちゃった。二人だけのガールズトークだし、許してくれ。

「学年首席の知られざる過去だねぇ。白しろ崎さき君も子どもっぽいとこあったんだねぇ。今はどんな感じでおこちゃまなの？」

「まず、心の機き微びが分からん。女心なんてもっての外」

「そっかぁ。白しろ崎さき君って気を遣つかえる感じだと思ってたけど、女心となると話は別かぁ。分かるのは作者の気持ちだけかー」

「作者の気持ちだけだね。あと、心のどこかでまだ探たん偵ていに憧あこがれてる」

「何それ。ちょっとキュンと来た。かわいい。でも、鈍どん感かんさんなのに探たん偵ていかぁ」

　キュンと来るな。うっとりした顔するな。センサーぶっ壊こわれてるよ。

「探たん偵ていは、大体そういうことに疎うといんだ。聡さといのはスパイ」

「なるほど。そういうもんかも知れませんなぁ」

「あれでいて、本当にお子ちゃまなんだよ。だからこそ私は、目の奥が男になった瞬しゆん間かんを見てみたいんだよね」

「あ、それ、なんかいやらしい響ひびき。いやん」

「官能小説感あった？」

「あった！」

　飛とび跳はねそうな勢いで、部長がオーバーに身体からだを揺ゆらす。仕草は可か愛わいいんだよね。仕草は。

「さては愛読者か？」

「コテコテの官能小説は読んだこと無いなぁ。ネット小説でちょっとくらいは……」

「あれは高度な文学だよ。もはや比ひ喩ゆ合がつ戦せんの様よう相そうを呈ていしてる。完全にどれだけ婉えん曲きよく出来るかを競きそってる。ちなみに、この前読んだ翻ほん訳やくモノだと、ファックがゲシュタルト崩ほう壊かいした。洋モノはファックをどこまで拡大出来るかの挑ちよう戦せんだね」

「別の意味でちょっと面おも白しろそう。相手を罵ば倒とうしたり、そういう表現に使われたり、強調の意味で間に挟はさまれたり、ファックは働き者だね」

「その働き者っていう言い方、悪くない。口もお尻しりもみんなファックの一言で済ますからね。ああ、なんて便利な言葉！　Ｆワード！　そうだ、今度『官能小説の用語表現辞典』を貸してあげる。部長も日本語表現の自由さに触ふれた方が良いいよ」

「そんな本があるんだ！　比ひ喩ゆとか載のってるの？」

「そうそう。黒くろ蜥蜴とかげとか寒ブリとかもう色々。個人的に一番だったのは形けい状じよう記き憶おく合ごう金きん」

「全部意味不明だよ！　そして合金？　形けい状じよう記き憶おく合ごう金きんって何！　ああ、でも想像力が……必死にカバーしようとしている。どっちなんだろう。合金の響ひびきからして男の人の方……？」

「残念。女の方でしたー」

「形けい状じよう記き憶おく合ごう金きん！　インパクトが凄すごいよ！　ふとした時に思い出しそう！　だからと言って、もし日常で使っても、みんな分かってくれないだろうなぁ」

　おい、部長さんよ。日常で使う気だったんかい。いや、全然いいけどね。

「私たちだけだろうね。間ま違ちがいない」

「……私たちもいずれそういうことするんだよね。もうしてる子いるもんねぇ」

「そうだねぇ。種の保存こそが生物の生存目的だからね。恋れん愛あいだって所しよ詮せんは性欲だよ」

「身も蓋ふたもない言い方だ！　中二病がよく言うヤツだっ！　あ、先生は万年中ちゆう二に病びよう患かん者じやさんだったかな？　もしそうだとしたら、私はなんて酷ひどいことを言ってしまったんだろう。ごめん」

「ちょっとっ！　それはさすがに聞き捨てならないよっ。人を病びよう人にん扱あつかいしないでくれる？　てか、どう考えても生物の目的は種の保存でしょ？　それが事実であり現実でしょっ。とは言っても、ヒトの場合はもうちょっと複雑だよね。性欲って言うと肉体的な側面にばかりフォーカスしがちだけど、人間の場合は精神的な性欲だってあると思うんだよね。そうじゃなきゃ、初潮が来る前に誰だれかのことを好きになるのはおかしいじゃん。種しゆを残せないからって、幼き日の恋を無かったことにするのは違うよね」

「せ……先生はそんなこと考えて生きているのか……ただ、子どもの頃ころに誰だれかを好きになるのは、恋れん愛あいの予行演習かも知れないよ？　おままごとも子育ての予行演習だなんて言うじゃん。人は女に生まれるのではない、女になるのだってボーヴォワールも言ってたよ」

「にゃるほど。それもあるかも知れないな」

　部長よ、ボーヴォワールとはなかなかやるじゃないか。

「でも、精神的な性欲っていう考え方、悪くないね。やっぱり先生だ」

「……大学に進学し、一人暮らしを始めた亀かめ嵩だけ璃り々り須すは、いつしか寂さびしさを紛まぎらわそうと男を連れ込むようになった。期待と不安に満ちていた小さなアパートの部屋は、性の悦よろこびに溺おぼれる男女の姿を世界から隠かくすことしか出来なくなっていた──」

「変な語り入れるな！　そして肉欲に溺おぼれてる！　私、完全に堕おちてるよ！　そんな将来は夢見てないからね。そういうただれた大学生活に憧あこがれてないから」

「部長がミュージシャンに憧あこがれるバンドマンや役者志望のフリーターと付き合っても、私は友達のままだからね。ただ、お金は貸せないよ。それだけはごめんね。あと、ライブのチケットは一枚しか要いらないからね。何十枚も捌さばけないもん」

「話を膨ふくらますんじゃない！　私は美術部の先せん輩ぱいの話をしてたんだよ！　……もうっ」

「私たちの会話はいつも逸それちゃうよね」

「おい。お主じゃ。お主のせいじゃ」部長が私の肩かたを叩たたく。

　それ、ロリババアみたいで可か愛わいい。某ぼう芸げい人にんがちらつくけど。

「……まずはその先せん輩ぱいと連れん絡らく先さき交こう換かんするところから始めてみようよ」

「先生、持って行き方が雑ですぞ。おまけに、これ以上ないくらい凡ぼん庸ようなアドバイスをありがとう。何の参考にもならない。この役立たずっ！」

「うるさいっ。人の助けが無いと何も出来ないような腑ふ抜ぬけどもに用はないのだっ！　悔くやしかったら、悲しみの愛を見せてみろっ」

　それから私たちは、部屋の電話が鳴るまでずっと話し続けた。学校のことや将来のこと。男の子の話だってした。芸能人の結けつ婚こんの話題が出れば、結けつ婚こん式しきの話になる。お互たがいの私服の話になれば、どこのショップの服がお買い得かという話になる。私がリップを塗ぬり直なおせば、今度は化コ粧ス品メの話になる。そして、将来の話もした。女子高生の私たちはいくら話したって話題は尽つきない。女子高生の話題をエネルギーとして取り出すことが出来たら、世界のエネルギー問題は簡単に解決すると思う。結構、本気。チープで、安易で、私は嫌きらいじゃない。

　ニッチな話ばかりしてるわけじゃないからね！　心しておくように。

　私だって、同時代性を見失わないバランス感覚はきちんと備わっているのだよ。

「いやぁ、話したねぇ。たっぷり話した。やっぱり先生と話してると楽しい。歌ったの最初だけって言う」

「ほんとそれ。いやぁ、やっぱり部長の突つっ込こみが心地ここちいいんだよねー」

「びしびしいきますよー。さてさて、夕飯はどうする？　もちろん食べてくよね？」

「もちのろん」

「だよねん。私も親に夕飯要いらないって言っちゃったし。さて、何食べよっか。どうせなら、普段食べないもの……そだ、久々にぬらぬらのリップ塗らない？　先生の大好きなヤツ」

　濃のう厚こうな白いスープ。麵めんに絡からまるアレですね。賛成です。大賛成です。

「豚とん骨こついっちゃいますか。よし、乾いた唇くちびるに油を塗ぬったくろう！　保湿は大切だもんね」

　ん？　カロリー？　知るかっ。私はラーメンの気分なのだっ！

「だよねだよね！　ニンニクいっぱい入れてやるっ」拳こぶしを振ふり上あげて部長が叫さけぶ。

「それ重要……と言いたいところだけど、何を隠かくそう、明日はおデートなのだよ」

「決戦？　第三新東京市？」

「うん。ヤシマ作戦」

「碇いかり君、あなたは死なないわ」部長が神しん妙みような表情を作り、澄すました声で真ま似ねをする。

「「私が守るもの」」

　気持ち良いいくらいぴったり重なって、顔を見合わせて笑った。通行人なんか背景だ！

「明日、何着て行こうかなぁ」

「お嬢じよう様さま風ふうでいいんじゃない？　そういうの得意じゃん。ワンピースとか着て清せい楚そ振ぶれば？」

　とか言いながら、部長こそワンピース派だ。休日はかなりの確率でキャミワンピを着てる。部長は小こ柄がらだし、そういう格好が似合うからいいけど──。

「ワンピースねぇ。腰こしが絞しぼってあるヤツじゃないと寸ずん胴どうになっちゃうんだよね……かと言って、腰こしが絞しぼってあるデザインだと、動き回るにはちょっと息苦しいし。あと、清せい楚そ振ぶれは余計」

　何着か持っているけれど……は？　太ったわけじゃないからねっ！　そういうこと言う人は、ダチュ……ごめんなさい。買った時より太りました。でも、買ったのは中等部の頃ころだし、成長的な話もないわけじゃないから、うん、しょうがないよね。成長期テイーンだもん。

「隙すきあらばだね。本当に。もうっ、好きなの着ていきなよ。男は服なんて大して見てないよ。重要なのはエッチな下着だよ。淫いん乱らん先生ならそういうの持ってるでしょ？」

「そろそろ私は悲しいぞっ！　そして、そんな下着持ってないっ！」

「Ｔバックとか持ってそうだったのにー」

「それは……ある」勢いでネット注文したヤツが。もちコンビニ受け取り。

「やっぱ持ってるじゃんっ！　って、先生、一体どんなの想像したの？」

「……えっと……クロッチに穴が開いてるヤツ」

「出たっ！　淫いん乱らんビッチ先生だっ！　発想がエロ漫まん画がだっ！　エロマンガ先生だっ！」

　さっと一歩下がって、部長が私を指差してくる。

「ちがっ……部長が変なこと言うからっ」

「さては、そのＴバックもそういう邪よこしまな考えで──どうなのっ？」

「それは……パンツの時にラインが出たらやだなって思って……」

　尤もつともな理由であろう。文句などないだろう。

「それっぽい言い訳をありがとう！　スカートばかりの癖くせにありがとうっ！」

　こまっしゃくれた小こ娘むすめめっ。山犬に食われてしまえ。

「ぴっちりしたスカートだって同じだよっ！　ライン出るよっ！　それに、まだ一度も穿はいてないからっ！　勢いで買ったものの、洗せん濯たくに出す勇気が無くて穿はいてないからっ！」

　お母さんのことだ。にやにやしながらお姉ちゃんに言うに決まってる。

「よし、夕飯は私が奢おごるから、明日はそれを穿はこう！」

「……ねぇ、今の話聞いてた？」

「聞いてたよ。どうせ、かわい子ぶって言ってみただけでしょ？　私には通用しないからね。何でもいいから明日はそれを穿はくこと！　これは命令だからね。証しよう拠こ写しや真しんも送ること！」

「エロ自じ撮どりだよ！　裏うら垢あか案件だよ！」

「そうと決まれば、今日はもりもり食べて明日に備えよ！　電力を蓄たくわえるのだっ！」

「無視すんなっ！」

「明日は先生の肉にく布ぶ団とん攻こう撃げきじゃっ！」

「ばかたれ」

「おっと口が滑すべってしまいました。すみませぬ。口に出すつもりはなかったのですが勢い余って……ところで肉にく布ぶ団とん先生、諦あきらめるのはまだ早いですぞ。ニンニクの臭においを消すには、リンゴジュースや乳製品が効果的ですぞ。つまり、リンゴヨーグルトなら最強であります！　ロンギヌスであります！　少量ならこれでいけますっ！」

「本日イチためになる情報をありがとう！　ラーメン食べたらコンビニじゃ！」

「コンビニじゃ！」

「あと、肉にく布ぶ団とん先生は断じて許さないからねっ！」

　さすがにニンニクは食べないけど、食後のリンゴヨーグルトは魅み力りよくっ！

　うん、今日は食べないよ？

　そして、穿はかないよ？




　※　※　※


（白しろ崎さき純じゆん）



《明日は葛か西さいの水族館に行くから早く寝ねるように！》

　昨夜、那な織おりからラインでメッセージが送られてきた。集合時間は九時半らしい。

　平日に比べれば遅おそいし、多少の夜よ更ふかしは問題なかろうなんて考えていたら、

《寝ね坊ぼうしたら帰りは歩きだからね。財さい布ふもＩＣカードも全部没ぼつ収しゆうしてやる》と追つい撃げきされた。

　鬼おにだな。那な織おりだとやり兼かねないのが怖こわい。〈りょーかい〉と返信。通信以上。

　それより、葛か西さいというワードが引ひっ掛かかる。よりにもよってそこを選んでくるとは──

　それは三人で遠出した（遠出というほどじゃないけど）最後の場所。

　そして、僕と琉る実みが初めて唇くちびるを重ねた場所。

　ベタなデートに憧あこがれる琉る実みは、横よこ浜はまとかお台だい場ばとかいわゆるそういう所に行きたがった。人混みを嫌きらう僕の手を引いて歩き回った。そうやってついて回るうちに、色んな発見があったのも事実だった。その場に飛び込んでしまえば、それなりに楽しかった。

　その頃ころの僕たちは、手を繫つなぐとかハグをするとかその程度の関係だった。それっぽい場所に誘さそうことで、琉る実みなりに進展を望んでいたんだな、と今なら分かる。

　それなのに初めてキスをしたのが葛か西さいだったというのが、なんとも僕たちらしい。

　玄げん関かんを出ると、既すでに那な織おりが立っていた。

　薄うすい青のブラウスに黒いフレアのミニスカート。丸くて白い襟えりの下には小さなリボンが結んであり、蝶ちようの羽をあしらったイヤリングが耳元で揺ゆれていた。それに今日は髪かみを結ゆっていない。胸むな元もとでゆるく巻かれた髪かみ先さきが躍おどっている。いつもより、ちょっとだけ色っぽく見えた。

　どうしてこう──はぁ、悔くやしいくらいかわいい。卑ひ怯きようなくらい似合っている。

「どう？」那な織おりが微ほほ笑えみながら尋たずねる。

「すごくかわいい、と思う」

　こう言うしかないだろ。

「へへっ。ね、もっかい言って。あと、思うは余計」

「えーと……すごくかわいいよ」

　くっそ照れる。なんだこれ。ああっくそっ。

「ふふっ。ありがと。うし、満足。じゃ、行こっか」

　いたずらっぽく言って、那な織おりが満足そうに笑った。

　臨海公園に着くまで、那な織おりは終始上じよう機き嫌げんだった。にこにこして、鼻にかかった声で話はなし掛かけてくる。もし、琉る実みと付き合わなければ、もっと純じゆん粋すいに──そう思おもい掛かけてやめた。

　それは考えちゃいけない。琉る実みと付き合って、今の僕が居るんだ。

　駅ですれ違ちがう男たちが、那な織おりのことを打ち見ていく。電車で同じ車両になった男たちがちらと那な織おりを見やる。やっぱり僕以外の目から見ても、那な織おりは魅み力りよく的てきらしい。琉る実みがあざとかわいいと評するのも分かる。

　ゴールデンウィーク中にも那な織おりと出で掛かけたことはあった。市立図書館に行ったり、喫きつ茶さ店てんに寄ったり、インドア派の二人らしいこぢんまりとした範はん囲いで、デート染じみたことはした。

　もちろんその時の那な織おりも可か愛わいかったけれど、あれは家で語り合うのに飽あきたから出で掛かけたに過ぎなくて、ここまでしっかり洒しや落れ込こんでいたわけじゃなかった。

　半はん袖そでのＴシャツにチノパン、七しち分ぶ袖そでのＹシャツを羽織っただけの僕は軽く気き後おくれする。個人的に外さない安全な服装だとは思うけど、このかわいいを凝ぎよう縮しゆくしたような那な織おりの横を歩くには、気合いが足りないような気がする。……そんな気がするのは確かだが、気合いの入れ方なんてよくわからない。琉る実みとデートしていた時もこんな服だったし、気にしても仕方がない。

　そう言えば琉る実みとデートしていた時に──




　おまえは那織とデートをしているんだろ？

　今日は二人でデートする最後の日かも知れないんだろ？




　そうだ。今日は琉る実みのことを考えるな。那な織おりとのデートに集中しろ。

　駅から水族館に向かう道すがら、右手に観覧車が見える。建設当時世界一位を目指して造られたのに、竣しゆん工こう前まえに抜ぬかれてしまった観覧車。乗るなら夕方か──そう思っていると、「夕方になったらあれに乗ろうね」と那な織おりに先回りされた。

「昔、三人で乗ったよね。純じゆん君なんて『うぁ、高たけぇ！　ここでボルトが破断したらどうなるんだ？　ちゃんと日常点検してるよな？』とか言ってお姉ちゃんに本気で説教されてたっけ」

「……よく覚えてるな」

　思い出させるな。もうそんなこと言わねぇよ。

「バカとなんとやらは高いとこへ上るって言うのにね」

「おいっ、ぼかすのはバカの方だろ」

「ごめんごめん。煙けむりとバカを混同してしまったよ。こりゃ失敬」

「それ、ぜんぜん悪いと思ってないだろ」

「もう、細かいことはいいじゃないか。細かい男は嫌きらわれるよ」

「うっせぇ」

　入場ゲートをくぐり、建物に向かいながら歩いていくと、目の前に海が広がる。

　いつ来てもここは気持ちがいい。ドーム状の入り口をくぐり、エスカレーターで館内へ下りてゆく。中は家族連れで賑にぎわっていた。水すい槽そうを覗のぞき込こんでいると、小さい子供が那な織おりと僕の間に入ってきたりした。那な織おりはそれでも水すい槽そうに食らいつくように──それこそ子供みたいに目をきらきらさせながらアクリル製の水すい槽そうに見入っていた。那な織おりの眼前で魚が翻ひるがえり、鱗うろこが光を滑すべらせていく。そして、那な織おりがそれを必死に目で追う。多分、周りなんて見えちゃいない。

　那な織おりがそんな調子だったから、気になる水すい槽そう以外は、何となく遠巻きに見ることにした。

　食い入るように水すい槽そうを覗のぞく那な織おりを、後ろから見ているだけで十分楽しかった。

　通路を歩きながら、那な織おりが「ここには海かい獣じゆうがいないのが惜おしいんだよね」とぽつり言う。

「海かい獣じゆう？　アシカとか？」

「そうそう。個人的には、おマナティーに会いたい」

「お……あ、マナティーね。ジュゴンみたいなヤツか。……なんで？」

「私の中で今ブームが来てるの」

　何な故ぜマナティー？　なんかの作品に出て来るのか？　那な織おりの考えることはよく分からん。

「どうでもいいけど、マナティーにおをつけるなよ。一いつ瞬しゆん、何のことか分かんなかったぞ」

「そう言えば、おマン……タも居ないよね」

「だから、おを付けるなっ。そして、タの前にタメを作るんじゃねぇっ」

「なんで？　ねぇ、なんでおを付けたらダメなの？」

「いーから黙だまってろっ！」

「ねぇ、何でよー。何でおマンタはダメなの？　ねぇ、ねぇ。なんで？」

　にやにやしながら詰つめ寄よるな。鬱うつ陶とうしい。わざとやってる癖くせに。

「んーと、おマンボウ？　おマングース？　おマンドリル？　おマントヒヒ？　おマンモス？　英語なら、おマンティスなんてのもありだね。どれならいいかな？」

　僕の袖そでを引っ張りながら、那な織おりがおマン攻ぜめをしてくる。こいつは周りの目が気にならないのか？　と言うか、おマン攻ぜめって言葉がもうアレ。発想が教授と同レベル。

「ねぇ、なんで何も言ってくれないのー？」

「ああもう、うるさ──」

「あ、何か特別展やってるよ」

　この野や郎ろう……自由すぎるだろ。

　那な織おりの指す先には、深海の生物に触さわれる展示があった。さすがに生きたヤツではなさそうだ。

　那な織おりのあとについていくと、氷と一いつ緒しよにグソクムシやら見たことない変な形の生き物がプラケースに入っていた。どうやら案内員に声を掛かければ触さわれるらしい……が、触さわりたくはない。

　那な織おりの方に目を向けると、早さつ速そく案内員に話はなし掛かけていた。そうだよな。那な織おりは触さわるよな。

「純じゆん君、ラブカだよ！　ゴジラの幼体だよ！」

　ラブカに触さわれるのかっ！　ちょっと触さわりたい……。決心が蕩とう揺ようする。だが、安易な好こう奇き心しんは後こう悔かいを生む。猫ねこを殺す。理由は簡単。サメやエイみたいな軟なん骨こつ魚ぎよは臭くさいからである。死後アンモニア臭しゆうを発する。それなのに那な織おりは、髪かみを片側にまとめながらしゃがみ込んで、「おおっこれぞサメ肌はだっ！　大根磨すれるかな？」とか言いながらラブカに触さわっていた。

「純じゆん君も触さわろうよー」とはしゃぐ那な織おりの耳元で、「あんまり触さわると臭においがとれなくなるぞ」と忠告して、他の変な生き物の姿を冷やかして回る。

　すると、顔をくしゃっとしかめた那な織おりが「指が超ちよう臭くさい！」と言いながら寄ってきた。

「だから言っただろ。サメとかエイは臭くさいんだよ」

「知ってるけどさー、ラブカに触さわれる機会なんてないじゃん！　ね、ちょっと嗅かいでみてよ」

　僕は丁てい重ちようにお断りした。

　だが、何度拒きよ否ひしてもしつこく迫せまってくるので、仕方なく那な織おりの指に鼻を近付け──

　……ぴとっ。

「だっぁぁぁぁぁぁっ、おまえっ！　何やってんだよっ。バッカ！　マジで臭くさいっ！」

「澄すましやがって。このっ。いろいろと反省しやがれ！」

　マジで臭くさい。ヤバイ。生なま臭ぐささを凝ぎよう縮しゆくしたみたい。一度経験した方がいいわ。じゃなきゃこの苦しみはわからん。とりあえず、これだけは言わせてくれ。ラブカ、マジで超ちよう臭くせぇ。

　駆かけこんだトイレで何度も鼻を洗い、多少はマシになったものの、微かすかに香るラブカ。

　トイレを出ると那な織おりがバカ笑いしながら、「臭においとれた？　どう？　まだ臭くさい？　ラブカってる？　海辺のラブカ？」などと揶揄からかってきた。

　ムカついたので、那な織おりの鼻をつまんでやる。

「おっ……おとえのはなをふまむほははんたるろうじぇき！　てんひゅうひゃ！」

「那な織おりが臭くさい指をくっ付けるからだろっ！」

　解放された鼻をこすりながら、「もう、ユーモアの欠落したつまらん男だなぁ。カワイイ女の子の可か愛わいいいたずらじゃないかー」と那な織おりが口を尖とがらせる。

「ふざけ方が悪質なんだよっ！　おまえこそ反省しろっ」

　そんなやり取りをひとしきりして、マグロが回遊する水すい槽そうを見て、那な織おりは懲こりもせずタッチプールでヒトデやらに触さわって、ペンギンの写真を撮とって、展示を一通り楽しんだ。

　昼食は館内のカフェレストランでマグロのカツカレーを食べた。

「マグロの展示を見たあとに食べるマグロのカツ……ああっなんという背徳感。これぞ食しよく物もつ連れん鎖さの頂点が故ゆえの味覚ですなぁ」なんて言って那な織おりは喜んでいた……というかはしゃいでいた。

　その後は淡たん水すい生せい物ぶつ館かんに寄ったり、土産みやげ物ものコーナーでうんうん唸うなる那な織おりに付き合って（仕方なくラブカのぬいぐるみを買ってあげた）、鳥類園でサギやらシギやらウをなんとなく眺ながめたりして、端はしから公園を散策した。一通り施し設せつを回った後は、海を見るのに最適な、ガラス張りの展望レストハウスを目指した。

　海のすぐ傍そばということもあり、外を歩いていると、時折強い風が吹ふく。つまりは、その、那な織おりのスカートが結構な確率で捲めくれそうになるのだった。その辺は那な織おりも分かっているようで、後ろ手に鞄かばんを持って、さり気なくスカートを押さえていた。

「お、見えて来たよっ！」

　先を歩く那な織おりがレストハウスを指差す。

　その時だった。

　──きゃっ。
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　僕の目に、生なま肌はだの曲面が飛び込んで来た。

　なだらかな放物線が織りなす二つの曲面サーフエス。臀でん部ぶ──つまるところ、那な織おりのお尻しりが見えた。

　思考が止まる。遅おくれて湧わき立たつ疑問。

　──穿はいてる……よな？

　幾いくら那な織おりでも穿はいてないなんてことは無いはずだ。穿はいてないとしたら、ただの痴ち女じよだ。那な織おりはちょっとアレなとこがあるけど、さすがに露出狂ノーパンではない……と思う。うん、ちょっとは水色の布が見えたような気もする……が、あれはほぼお尻しりだった。

「見た？　ねぇ、見た？」

　顔を真っ赤にして、涙なみだ目めの那な織おりが詰つめ寄よってくる。

「……生なま肌はだの圧あつ倒とう的てきな暴力を受けた。まさかとは思うけど──」

　僕の疑問に那な織おりが先回りして「穿はいてるからっ！　ちゃんと穿はいてるからっ！　ああっもう最悪！　部長の所せ為いだ。あいつ絶対許さないっ！」と声を上げ、その場にしゃがみ込んだ。

　穿はいてるってことは、つまりＴバックってこと？　マジかよ。初めて生で見た。

　ほぼお尻しりとしか認にん識しきしてないけど。

　すげぇよ。あんなの丸出しじゃん。完全に目に焼き付いた。しかも、あとからじわじわくる。

　那な織おり、今日のことは一生忘れない。

「感想はっ！」蹲そん踞きよした那な織おりが、僕を下からきっと睨にらみ付つける。目を合わせ辛づらい。

「え？」

「私の下着を見た感想はっ！　無た料だで見られると思わないでっ！　せめて感想くらい──」

「すまん。僕には那な織おりのお尻しりを見たという記き憶おくしかない。……ただ、今日のことは一生忘れない自信がある」

「──こ……これは部長から穿はけって言われたのっ！　か……勘かん違ちがいしないでよねっ！」

　えっと……何をどう勘かん違ちがいすればいいんだ？

　ともかく僕は学んだ。Ｔバックは最高だ。うん、悪くない。





（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



　だからミニでＴバックはヤバいって。大人しくキュロットにすべきだった。

　家を出る前にそう思ったのに、ちょっと浮うかれすぎてた。前後不覚。確かにちょっとは思ったよ？　その……色いろ仕じ掛かけ的てきな。悩のう殺さつ的てきな。ちょっとね。ちょっとだけね。

　でもでも、自分の意図しないシチュエーションでそうなるのは……流石さすがに焦あせる。

　部長。絶対に呪のろい殺ころす。あいつマジで許さない。朝、ノリノリで自じ撮どりした自分も呪のろい殺ころしたいっ！　何が「ヤバっ。これはセクシー度ダダ上がりだわ。しかも、力が漲みなぎってくる！　今の私は最強だっ！」だよっ！　私のバカっ！

　落ち着け。たかがお尻しりをちょっと見られただけだ。しかも、下着はちゃんとつけてる。裸はだかを見られたわけじゃない。いやもうこうなったら裸はだかを見せてもいいんだけど、それにしたってあれは覚かく悟ごと準備が足りてなかった。見せるのと見られるのは違ちがうのっ！

　落ち着け那な織おり。こんなことで躓つまずいてたらダメだ。シャロン・ストーンを見習え。あっちなんてノーパンで脚あし組くみ替かえ──いや、それは無理。見習えない。

　頭を切きり替かえよう。見られたもんはしょうがない。一生忘れないって言ってたし、爪つめ痕あとを残せたんだと解かい釈しやくしよう。これはある意味予定通りなんだ。そうだ、これは計画通りだ。

　可か愛わいい女子高生の生なま尻じりを見て喜ばない男子なんて居るわけない。そうだよ。居るわけない。

「ほら、立てよ」純じゆん君が手を伸のばしてくる。

　手を取りながら純じゆん君を盗ぬすみ見みると、視線がぶつかった瞬しゆん間かんにぷいと横を向いた。

　──勝った！　これは勝ったでいいよね？　私のターンでいいよね？

　やっぱり私のお尻しりを見て興奮したんだっ。もうっ。嬉うれしいなら、そうはっきり言ってよね。

「ねぇねぇ」

　純じゆん君が鷹おう揚ようにこっちを向く。

「興奮した？　ムラムラした？　今夜思い出しちゃう感じ？」

　大だい丈じよう夫ぶ。私は勝った。このムッツリ唐とう変へん木ぼくは私に負けたのだっ！

「バっ……バカっ。何言ってんだよ！」

「私のお尻しりを思い出して、不ふ埒らちな行こう為いを──やだもう。言わせないでよっ。エッチ！」

「……そ、そっちが勝手に──」

「見たんだから文句言う権利なし！　で、どうだった？　ほれほれ言うてみい」

「……かなりグッときた」

　純じゆん君が真っ赤になって俯うつむいた。

　満足！　完全勝利だ！　やってやった！　部長、呪のろうだけにしてあげるっ！　私は優やさしいな。

　だから私は、純じゆん君の腕うでを思い切り抱だき締しめて、ちょこっとサービス増しで歩き出す。

「ちょ、ちょっとくっつきすぎだってっ」

「嬉うれしいなら嬉うれしいって言えばいいのに。もう照れちゃってかわいいなぁ」

　それから私たちは、たっぷりと展望台で海を眺ながめながら喋しやべった。喋しやべってる内容なんて、普ふ段だんと変わらなくて、映画とか漫まん画がとか小説とかそんなことしか話してないけど、それでもいつもよりわくわくした。たまにはこういうお出で掛かけも悪くない。たまには。

　三人で来たことも確かにあるけど、私はここがお姉ちゃんとのデートで訪おとずれた場所だと知っている。チケットの半券を律りち義ぎに取っておくんだよね、お姉ちゃんは。典型的なモノに託たくすタイプ。私は昔からそういうことに無む頓とん着ちやくだった。思い出せないような記き憶おくは、本質的に要いらない記き憶おくなのだ。脳のキャッシュをクリアせよ。すぐに思い出せるよう、大切な記き憶おくは脳内で反復して、長ちよう期き記き憶おくとして定着させればいいのだ。暗記物と一いつ緒しよ。さらに言えば、記き憶おくは嗅きゆう覚かくと結びつきやすい。モノより匂においの方が強いんだ。ラブカ君、強きよう烈れつな臭においをありがとう。

　それに──狙ねらったわけじゃないけど、視覚的なインパクトもあった。ほんとに狙ねらってないから。勘かん違ちがいしないように。だからこそ、ラブカに負けたら許さない。臭においに負けるな。

　徐じよ々じよに日が傾かたむいてくる。太陽から放たれた光線が宇宙を通り、大気を通り、それは遮しや断だんされ、吸収され、散乱し、減光された可視光線が降り注ぐ。短い波長が散乱し、空を青くする。だが、次し第だいに太陽光の到とう達たつ距きよ離りが長くなると、短い波長は徐じよ々じよに届かなくなってくる。届くのは長い波長だ。波長の一部が空気中の塵ちりなどにぶつかって散乱し、空を切り取って紅あかく染める。

　私の恋こいは長い波長だ。ゆったりとした波長で到とう達たつするんだ。蒼そう穹きゆうが宵よいに変わる前に、鮮あざやかな朱あかに染め上げるんだ。日西に垂れ、景けい樹じゆ端たんに在り、之これを桑そう楡ゆと謂いう。

　辞書で見つけた夕日を表す言葉たち。雀すずめ色いろ時どき。暮くれ合あい。火ひ点ともし頃ごろ。いい言葉だ。

　私はいつだって紅あかく染まりたい。

　そして染めたい。染め上げたい。

「そろそろ観覧車に乗るか？」純じゆん君が海を眺ながめ入いったまま言う。

「うん」

「あと……今さらだけど、その爪つめ、いい色だな」

　ほんとだよ。ほんとに今さらだよ。でも、そういうとこ、好き。言ってくれないよりずっといい。ただ、爪つめって。その言い方っ。ネイルって言ってよね。

　そして私、こういう不意打ちに弱いんだなぁ。よく分かったよ。色々と。

　色の名前はアフタヌーン。よくやったアディクション。褒ほめてつかわす。

「うん。ありがと」

　染まれ。紅あかく染まれ、私の空よ。




　※　※　※





（神じん宮ぐう寺じ琉る実み）



　部活の練習終わり、麗れい良らに誘さそわれたわたしは公園に居た。

　ケガしなきゃ出られたかも知れない県大会は、二回戦負けだった。悔くやしがる先せん輩ぱいたちを見ながら、もちろんわたしが出たからってどうにかなったとは思わないけど、少なくとも迷めい惑わくはかけたことだし、なんだかやるせない気持ちでいっぱいだった。

　けど、定期考査が終われば総体がある。まだ終わりじゃない。士気は下がってない。

　ただ、やっぱりみんなちょっと追い込み過ぎていて、余よ裕ゆうがない感じだった。ちょっとクールダウンが必要ってことで、今日は早めに切り上げることになった。だから、太陽はそこまで沈しずんでいない。若い家族連れや小さな子供たちが遊んでいる。

　純じゆんと那な織おりはまだデートをしていることだろう。何ど処こに行ったのかは知らない。

　今朝、お母さんがわたしにお弁当を手て渡わたしながら、「那な織おりは今日も夕飯要いらないんだって。二日続けて夕飯を家で食べないなんて、ねぇ」と非難めいた口調で同意を求めて来た。

　お母さんの口くち振ぶりからすると、那な織おりは今日がデートだということを告げていないらしい。だから、那な織おりは純じゆんとデートしているとは言いい難にくくて、「まぁ、あの引きこもりが誰だれかと外で夕飯を食べるっていうのは良いいことなんじゃない？」とぼやかしてそれっぽく返した。

　どうして那な織おりは素す直なおに言わなかったんだろう。昨夜、濡ぬれた頭にバスタオルをのせた那な織おりが部屋に来て、「お風ふ呂ろ出たから次入りなよ。あと、明日、純じゆん君とデートしてくる。一応、耳に入れとく」とだけ言って、わたしの言葉を待たずに出て行った。わざわざそんな報告しなくていいのに、と隣となりの部屋から聞こえてくるドライヤーの音を聞きながら思った。

　うまくやれてるかな？　あいつは女心なんてちっともわかってくれないけど、頑がん張ばれ。

　なんて、あの二人なら心配いらないよね。

　普ふ通つうに遊んで、普ふ通つうに夕飯を食べて、けろっとした顔で帰ってくるに決まってる。

　スマホで時間を見ながらそんなことを考えていると、トイレから戻もどってくる麗れい良らが見えた。

　さっきまで一つに縛しばっていた髪かみが解ほどかれている。運動した後に髪かみを解ほどくとバサバサになって大変なんだけど、麗れい良らの場合はちょっとくらい毛先が乱れていても様になってしまう。長身かつモデル顔のなせる業わざ。

　部室で髪かみ型がたを必死に整える部員を見ていると、ショートにして良かったとしみじみ思う。手て櫛ぐしで整えて、汗あせで張り付いた前まえ髪がみをどうにかすれば、ひとまずカッコは付く。

「どっちがいい？」麗れい良らがスポーツドリンクを二本、わたしに向けて掲かかげる。

「どっちも同じじゃない。って言うか、お金払はらうよ」

「気にしないで。今日は私の奢おごり」

「ありがと」スポドリを受け取る。冷えた容器が気持ちいい。「今日はどうしたの？」

　隣となりに座り、スポドリを一口飲んだ麗れい良らが「琉る実みの顔がさっぱりしてるから、なんか心境の変化でもあったのかなって思ってさ」と言って、「あ、蓋ふた開けようか？」と気き遣づかってくれた。

「それくらい大だい丈じよう夫ぶだよ。でも、ありがと」

　左手首を動かさないように、ペットボトルをお腹なかに押し付けて、蓋ふたを開けてみせる。

　麗れい良らはちょっと近寄りがたい雰ふん囲い気きがあるせいか、表立って男子に騒さわがれるってことはないけど、わたしから言わせれば見る目がないだけだ。こんなに優やさしくて、頼たよりになる女子はそうそう居ない。こういうさり気ない気き遣づかいをさらっとやってのける麗れい良らに、入れあげる後こう輩はいの気持ちもよくわかる。わたしだってちょっとドキっとすることがあるくらい。麗れい良らが男子だったら、惚ほれてる自信がある。と言うか、大半の女子がそう言うんだよね。マジでイケメン。

「なんかあったってほどじゃないけど、色々と吹ふっ切きれた」

「もう白しろ崎さきのことはいいの？」

「もちろん嫌きらいになったとかじゃないけど、整理はできた。だから大だい丈じよう夫ぶ。心配ありがと」

「それなら良かった。ま、どうしても辛つらくなったら奪うばっちゃえよ」

「もうっ。そんなこと言わないの。それこそ横取りじゃない」

「だね。でも、遠えん慮りよしたっていいことないんだよ。大体そう。言いたいこと言って、やりたいことやった方が絶対いい」そう言ってから、ね、と笑えみを含ふくんで付け加える。

「やっぱ、幸せな人は余よ裕ゆうあるわ。ちょっと分けてっ！」

　そう言って麗れい良らに抱だき着つくと、よしよしと頭を撫なでてくれる。

　マジでイケメン。惚ほれる。スペック高すぎ。

「実は、ちょっと幸せ停てい滞たい中ちゆうなんだよね」

「そうなの？」麗れい良らから離はなれて、わたしは続ける。

「練習がない日は彼かれ氏しと出かけたりしてるんでしょ？　喧けん嘩かでもしたの？」

　すると麗れい良らが、「なんか会う度たびに……その……したがってくるからちょっと喧けん嘩かになったんだよね。そういう雰ふん囲い気きでとかなら良いいけど、なんかそれ目的みたいな感じが露ろ骨こつで──やっぱ男なんてそんなもんなのかな」とゆっくり言葉を選ぶようにして吐はき出だした。

　生々しいっ！　生々しいですよ麗れい良らさんっ！　これが向こう岸の悩なやみなのか。

「う、うん。それはちょっと無いよね。わたしも雰ふん囲い気きは大事だと思う」

　こんな返ししかできない。頼たよりなくてごめん。「それはちゃんと相手に伝えた方がいいよ」

「すべて正直に伝えた結果、絶賛喧けん嘩か中ちゆうなわけ」

「あー」かけるべき言葉が思い付かない。言おうと思った言葉がどれも場当たりで、軽い気がする。でも黙だまっちゃうのは申し訳なくて、何も具体的なアドバイスなんてできないけど、なんか言わなくちゃと思って、「この間、階段で相談した時、言ってくれればよかったのに。人に言うだけでもちょっとは気が紛まぎれるでしょ？」なんて言ってしまった。

「あんだけ弱ってうにゃうにゃ言ってる琉る実みにそんなこと言えるわけないでしょ。もう」

「だよね。自分でもそう思った」

「本当に琉る実みはバカなんだから」

「すみません。返す言葉もございません」

「しっかりしてよね、キャプテン」

「それは元でしょ」

「ま、私にとって、琉る実みはまだキャプテンだよ」

「あ、ありがと……。あと、さっきの話なんだけど……」

「ん？」

「……あのさ、やっぱそういうことしちゃうと、男の子ってそればっかになるの？」

　もし純じゆんと別れなかったら。もしあの時そのまま──そんなことをちょっとだけ頭の片かた隅すみに浮うかべつつ、それはそれとして、わたしは麗れい良らの話の続きが気になっていた。

　だって、気になるじゃん。聞きたいじゃん。そんなん普ふ通つうでしょ？

「うん。なんか身体からだ目当てなのってくらいそうなる。流石さすがにそればっかりはイヤだ」

「やっぱ、今度の大会で勝てなかったら引退だし、そもそも受験勉強のストレスとかそういうのが原因とか？　プレッシャー的な？」

　麗れい良らの彼かれ氏しは、他校のバスケ部で三年生。二人は中学の時から付き合っているから、この手の話というか相談はよく麗れい良らからされていたけど、喧けん嘩かしてるイメージはあんまり無かった。

「受験って言ったって、まだ先じゃん。それに今はバスケのことしか頭にないでしょ。最低でも関東には行きたいだろうし。仮にストレスだとして、それを私で発散しないで欲しいよ」

　ごもっともです。

「それはそうだよね。うん、麗れい良らの言う通りだよ。でも、そっかぁ。年上でもそんな感じなんだね。年上って、もっと落ち着きあって、包容力があって、ちょっとの失敗くらい笑って許してくれる──みたいなイメージだったよ。現にそういう感じだったじゃん」

「外では、ね。あいつ、外そと面づらだけはイイから。二人でいるときは、年上感ゼロ。半はん端ぱなく甘えてくる。うん、まぁ、それは別にいいんだけど、たまにどっちが年上って思う」

　まぁ、誰だれしも少なからずそういうトコはある、か。純じゆんだって似たようなトコあるし。それにわたしだって──わたしってどんな感じだったっけ？　えっと……あー、うん、甘えたい系、かも。いや、それって普ふ通つうでしょ。ぜんぜん普ふ通つうのことだって。恥はずかしがることはない。

　冷静になって思い返すと、ちょっとクる。ううん、かなり来る。けっこー恥はずいこと、平気で言ってたわ。やめやめ。自ら傷をえぐるのはやめよう。麗れい良らの彼かれ氏しの話で気を紛まぎらわそう。

「ねぇ、ちなみになんだけどさぁ、そういう時って、相手はなんて言ってくるの？」

　わたしの言葉に、ちょっと俯うつむいて考え込む麗れい良ら。

　どーでもいいけど、まつ毛長っ。

「うーん、まずは雰ふん囲い気きというか、空気感でしたいのかなぁって思うけど、とりあえず無視する。気付いてない振ふりする。そうすると、露ろ骨こつに身体からだに触さわってきたりして──あ、いきなりエロいのとかじゃないよ、くすぐる的なふざけた感じね。そして、『いい？』みたいな」

　あ───、やばい。めっちゃリアル。リアルってか、体験談なんだから当たり前なんだろうけど、そっかぁ、あの人はそういう感じで来るのかぁ。へぇぇ。相手を知ってるだけに複雑なとこもあるけど……なるほど。シンプルにもっと聞きたいです。教えてくださいっ麗れい良らさん。

　それからまぁ、あれやこれや聞きました。どこまでしてるのか──ほら、口で的な話とかあるじゃん。そういうのも含ふくめて、がっつり聞きました。は？　エロいとか何？　むっつりとかマジで迷めい惑わくなんだけど。ふつー聞くでしょ、この状じよう況きようだったら。

　わたしの周りで既すでに済ませた人は全体からすればまだまだ少ない。その数少ない一人が自分の親友という焦あせりともどかしさが心をざわめかせて囃はやし立たてるけど、ましてや今日聞かされたあれこれなんてそりゃもう大アダ人ルトな話だったけど、相手の居ないわたしには今や無む縁えんの話だ。残念ながら。つまり、遠いいつかの、参考までのお話。あとは単純に興味。

　麗れい良らとの話が終わる頃ころには、人ひと影かげがまばらになっていた。日が暮れる間ま際ぎわ。辺りは薄うす暗ぐらい。

　──逢おう魔まが時ときってヤツだ。だから魔まに気をつけろよ。

　あいつはいつだって、そうやってキザなことばっか言うんだよね。

「そろそろ帰ろうか。いろいろ吐はき出だしたら、お腹なかも空すいてきちゃった」

　麗れい良らが軽く伸のびをしてから、お腹なかをさすりながらおどけて言った。

「そうだね。暗くなってきたしねー。逢おう魔まが時ときってヤツだよ」

「何それ？　おうま……？」

「よくないことが起こりやすい時間ってことだよ。逢あい引びきの逢あうに、悪あく魔まの魔まで逢おう魔ま」

「テストに出るヤツ？」

「出ないでしょ。習ってないし」

「よく知ってるねそんな言葉。でも使う機会無さそう」麗れい良らがふっと笑う。

「確かに。わたしも初めて使ったよ」

　そう言って、わたしも笑えみを貼はり付つけて返した。

　誰たそ彼かれ時どきとか彼かは誰たれ時どきって言った方が良かったかな。流は行やった映画で言ってたもん。




　夕飯を食べ終えた頃ころ、玄げん関かんの開く音がした。遠くで「ただいま」という声が聞こえたかと思うと、続けざまに階段を上のぼる音がした。お母さんが「あ、帰ってきた。そう言えば、今日は一度も那な織おりの顔を見ていないわ」と言い、お父さんが「母はいつでも二度考えなければならない。一度は自分のために、もう一度は子どものために」とどこかで聞いたことある言葉で返す。

「あなたも考えなさいよ」園芸雑誌を読みながらお母さんが注意する。

「そうだな。ごもっともだ。だが父親が妙みよう齢れいの娘むすめに出来ることなんて、門限を言いつけることと交際相手を試ためすことくらいだ……まさか那な織おりにそういう相手が居るのか？」

　お父さんも、本から顔をあげない。二人は互たがいの顔を見ずに会話をする。

　つくづく那な織おりは父親似だ。お父さんの皮肉っぽい言い方を引ひき継ついでいる。救いようがないくらい父親似だ。やいのやいの言っている二人を尻しり目めに、二階に上がり、那な織おりの部屋のドアをノックする。が、返事はない。もう一度ノックしてみても、やっぱり返事はない。

　部屋に居ないのか？　と思いつつ、「入るよー」と言いながらドアを開けると、部屋の電気は消えたままだったけど、ベッドの上にぼんやりと人ひと影かげが見えた。電気もつけないでどうしたのよと言いながら、ルームライトを点つける。床ゆかに散らばった本がその姿を浮うかび上あがらせた。

　何か嫌いやなことでもあったのかなと心配になって、本の間のけもの道を通ってベッドに腰こしを下ろして、うつ伏ぶせになったままの那な織おりの頭に手を置く。

「なんかあったの？」

　珍めずらしく結んでいない髪かみを耳に掛かけてやると、小さい蝶ちようの羽根をあしらったノンホールピアスが揺ゆれた。去年の誕生日にあげたヤツ。今日みたいな日に着けてくれたんだ。

「ううん。心配するようなことは何もない」

　枕まくらに埋うずめた顔から、くぐもった声が聞こえる。聞きき取とり辛づらいけど、おかしな響ひびきは無かった。

「じゃあ、どうして電気消したままで着き替がえもしないで──」

「楽しかった。とても楽しかったんだ」

　なんだ。余よ韻いんに浸ひたっていたのか。皮肉ばかり言う那な織おりがそんなことをしているのがおかしくて、可か愛わいくて、思わずわたしは那な織おりの上に乗っかった。「このひねくれ者っ」

「おーもーいー」

　文句を言う那な織おりを「重くない」と注意して、「そんなに楽しかったの？」と耳の傍そばで言う。

「うん。だから、怖こわくなった」

　那な織おりがこっちを向く。珍めずらしく困ったような目付きが、我が妹ながらちょっといじらしい。

「その気持ちちょっとわかる」

「先せん輩ぱい面づらうざい。安っぽい共感は求めてない」

「かわいくないヤツ」

「私は琉る実みと違ちがって可か愛わいい」

「はいはい。そうですね。那な織おりちゃんはカワイイよねー」

「その言い方ムカつく。ってか重い。どいて」

　那な織おりが足をバタバタして暴れる。

「はいはい。どきますよっ。もう埃ほこりが立つでしょ」

　わたしは身体からだを起こして、この憎にくたらしくて素す直なおじゃない妹のお尻しりを叩たたいた。スカート越ごしに叩たたいたつもりだった。それなのに、むき出しの肌はだを叩たたいたような、パチンッという小こ気き味み好よい音がした。ん？　と思って目を向けると、暴れたせいで乱れたスカートから覗のぞくのは、太ももだけじゃなかった。わたしは思わず防ぼう御ぎよ力りよくの低そうなスカートを上までめくり──

　那な織おりが凄すごい勢いでわたしの手を払はらい、スカートを押さえた。

「ちょっと那な織おりこれ──」

　身体からだを起こした那な織おりが、向き直って「見たね？」と真しん剣けんな顔で迫せまってくる。

「見た。そりゃもうはっきりと」

　腰こし回まわりにレースがあしらわれた薄うすい青の……そのＴバックと呼ばれるタイプの下着。

　初めて見た。高一でこんな下着つけるの？　早くないっ？　ってかエロっ！

「見られたなら致いたし方かたあるまい。下手に隠かくして羞しゆう恥ちを累るい加かさせるくらいなら、私は隠かくさぬ。とくと見よ。これが女の覚かく悟ごだ」

　那な織おりが腕うでを広げて好きにしろとでも言いたげな顔をした。

　そう言われるとなんか途と端たんに興味失うせる……けど、ちらっとスカートをめくる。前は案外普ふ通つうだけど、ゴムの上に細いゴムがもう一本あって、それが腰こし骨ぼねの所に食い込んでいて、いやらしい。エロい。双ふた子ごの妹がこんな下着を穿はいているという衝しよう撃げきにわたしはちょっと気き後おくれする。麗れい良らからあんな話を聞いたあとだから余計に……っていうか、もしかして、そういう目的なんじゃないの？

「もしかして、これ、見せるために……？」

「さすがにそこまでは。部長と話の流れで穿はくことになった。でも、なんか気合いが入って嫌きらいじゃないかも。漲みなぎってくる感じがする。ただミニはヤバい。移動中、気が気じゃない」

　そりゃミニじゃそうでしょうね。

「お気にの服着た時とかアクセ着けた時のパワーアップ版みたいな？」

「そうそう。あれの最上級みたいな感じ。無敵感すらある……そんなことよりさ、これ、洗せん濯たくに出しづらいんだけど、なんか良いい案ない？　絶対、お母さんになんか言われる」

　無敵感を得るための代だい償しようがあまりにも現実的で、子どもっぽくて、そのギャップにお腹なかを抱かかえて笑ってしまった。だって、余りにも困った顔で言うんだもん。那な織おりのこんな表情、滅めつ多たに見られない。超ちよう貴き重ちよう。

「そ、そんな涙なみだ流して笑うことないでしょっ！　私は真しん剣けんなんだよっ！」

「だって……あっははっ……洗せん濯たくに出すのが恥はずかしいってっ……」

「琉る実みのだって言い張ってやるからね」

　不本意だけど、言ってやった。「ブラのサイズですぐバレるって」

「──私は一体どうすればいいの？　中古下着としてネットで売るしかないのかな……」

「やめなさいっ」

「上下セットだし、いい値段になりそう。顔を隠かくした写真を付ければかなりの値段に──」

「バカ」那な織おりが言うと冗じよう談だんに聞こえないから困る。

　そしてわたしは、あることを思い付いた。

「わたしお風ふ呂ろまだなんだけど、久ひさし振ぶりに一いつ緒しよに入らない？」

「いいよ。それより下着は──」

　声を無視して、わたしは那な織おりの背中を押しながら一いつ緒しよに部屋を出る。

　まったく世話のやける妹だ。




　※　※　※


（白しろ崎さき純じゆん）



　葛か西さいでのデートから数日経たったが、那な織おりと乗った観覧車のことがいまだに頭から離はなれない。

　ゴンドラの中で夕焼けに照らされた那な織おりは、僕が好きになった頃ころより、ずっと綺き麗れいで儚はかなげで美しかった。そこに居るのは、僕には勿もつ体たいないくらい素す敵てきな一人の女性だった。

　那な織おりが言った。「子供の頃ころに見た景色より、今の方が心に染しみるね」と。全くだ。本当にその通りだ。そして那な織おりだけじゃない──二人とも本当に子供の頃ころより魅み力りよく的てきになった。

　小さい頃ころ、家の周りではしゃいでいた女の子はもうどこにも居ない。

　外を眺ながめながら「私はね、ずっと純じゆん君のことが好きだった。テストで誰だれよりも早く解いた方がカッコイイっていうのは、それもあるんだけど、ほんとうは私なりの願がん掛かけだったんだ。小学生のとき、たまに──ほんとうにたまにだけど、純じゆん君が私に勝ったことあるじゃん。次は絶対に負けないからなんて言ってたけど、実はそこまで悔くやしくなかったんだ。そりゃ、全く悔くやしくないと言えば噓うそになるけど、そんなことよりも嬉うれしさの方が勝まさってた。私に勝って喜ぶ純じゆん君を見ていると、私のことを意識してくれてるって思えたんだ。子供っぽいよね。そんな子供っぽくて臆おく病びような私は、気持ちを伝えることが怖こわかった。変わることが怖こわかった。だから、願がん掛かけなんて回りくどいやり方を選んだんだ。私は本気にならずに勝ってやるって。それで勝ったら気持ちを伝えようって。バカみたいだよね」そう洩もらした那な織おりの横顔は、どこか投げやりだった。こうして付き合っているのに、まるで叶かなわなかった恋こいを語るみたいに、どうして孤こ独どくを貼はり付つけた顔をするんだろうと思った。もしかして那な織おりは僕の気持ちに気付いているんじゃないかと思おもい做なすくらい、深い憂うれいを漂ただよわせていた。

　そして那な織おりは袋ふくろからラブカのぬいぐるみを取り出し、頭を撫なでるようにして暫しばし弄もてあそぶと、ぬいぐるみに向かって再び「ほんとバカみたい」と言った。

　那な織おりと別れて、一度すべてをリセットする。そして、自分の気持ちと向き合う。

　僕はそう決めていた。

　観覧車での那な織おりの言葉は、その決意を大きく揺ゆるがせた。このままでもいいんじゃないか、と思った。那な織おりとふざけあうのは楽しいし、趣しゆ味みの話をする時、いちいち説明する必要がないくらい、お互たがいのことを分かっている。

　初はつ恋こいだとかそういうことは抜ぬきにして、那な織おりは十分に魅み力りよく的てきだ。

　ただ、那な織おりと居ると、どうしても琉る実みのことを思い出してしまう。ふとした仕草に、横顔に、目の色味に。二人を見み間ま違ちがえるほど付き合いは浅くないのに、琉る実みの影かげが見えてしまう。

　そして、囁ささやく那な織おりの声に──琉る実みの声が混ざり合う。

　那な織おりのことを綺き麗れいだと思う一方で、あれほど考えるなと決めたのに、あの時この観覧車で琉る実みと──と僕は考えてしまった。だから、僕には那な織おりと付き合う資格はない。

　琉る実みのことを思い出さなければ、そのままでも良かったのか？

　そうかも知れないし、そうじゃないかも知れない。仮定の話をしても仕方ない。

　琉る実みの気持ちを知った今、那な織おりと付き合った今、僕はやっぱり二人のことが大切で、どちらかを選ぶことなんて出来なかった。この気持ちに優ゆう劣れつはつけられない。

　そんなことを思い出しながら、1mol＝6.02×1023個と書かれた板書を見る。

　好意にも定数があれば計算が楽なのに。琉る実みをｘ、那な織おりをｙとして、公式に当てはめて計算して、より数値の大きい方はどちらか。そんな風にして数値化──出来ないことはよく分かっている。答えが出ないのなら、答えが出るまでその問題に向き合うべきだ。正解も分からず、その場の勘かんでどちらかを答案用紙に書くなんてことは出来ない。人生はマークシートじゃない。

　教授にそんなことをぽつりと零こぼしたら、「『リケ恋こい』読んでおまえも数値化に挑ちよう戦せんしてみたら」なんて言われた。

　那な織おりとの関係を終わりにしようと考えていることは、さすがに言わなかった。

　それはしばらく胸に留とどめておくべきだと思った。

　そうして決めた覚かく悟ごは、いつもと変わらずに教授と下らない話をする那な織おりを見る度たび、揺よう動どうするような気がして、僕は話に熱中することが出来なかった。那な織おりが普ふ段だん通どおりにすればするほど、散歩が待ち遠しくてはしゃぐ犬みたいに懐なついてくればくるほど、僕の心に溜たまった澱おりはどんどん塊かたまりになって重さを増していった。

　そんな僕の気持ちに気付いたのか、水曜日に帰りしなの電車の中で、那な織おりから「最近、ちょっと変だよ？　何か悩なやみ事ごと？」と勘かん繰ぐられてしまった。

「変か？　別に何もないよ」

「そっか。私の考えすぎだったかな」

　那な織おりは力のない、言うなれば虚うつろな目を窓に向けた。僕は那な織おりから視線を外した。

　もしかしたら何か思うことがあるのかもしれない。そう思った。だとしても、このタイミングで、それも電車の中で、今考えていることを告げるなんて出来ない。

　だから僕は、それを言う為ために、那な織おりに別れを告げる為ために「今週の土曜日、うちで映画観みるか？　今日、教授が言ってたヤツ」と口に出す。

「いいね。二人が絶賛する映画なら、私も観みてみたい」

「じゃあ、土曜日はうちで映画に決まりだな」

　別れを告げる為ために、僕は初はつ恋こいの女の子を自宅デートに誘さそった。




　土曜日──那な織おりに別れを切り出さなければならない日。

　隣となりに座る那な織おりに目をやる。

　ちょうど『パプリカ』を観み終おわったところである。難しい顔をして、同じ姿勢のまま固まったように画面を見続けていた那な織おりが、軽く腕うでを回しながら伸のびをして、ぽつりと言った。

「何これ。『インセプション』じゃん」

「ちなみにインセプションの四年前な」

「マジか。やばい。この映画はやばい。映像も平ひら沢さわ進すすむの音楽も、全てが素す晴ばらしいっ！」

　興奮して破顔した那な織おりは、飛とび跳はねそうな勢いだ。

　もしかしたら、ちょっとくらいソファから浮ういていたかも知れない。

　今日の那な織おりは薄うす着ぎである。正直、あんまり動かないで欲しい。胸むな元もとをボタンで留めるタイプのカットソーを着ている。その、つまるところ、谷間がどうしても視界に入って来る。

　ミニスカなのはいつものこととして──どうしてそんな露ろ出しゆつの多い恰かつ好こうなんだ。

　葛か西さいで見た光景がフラッシュバックする。その記き憶おくと、那な織おりの谷間を意識から押し出して、ポーカーフェイスを作る。平静を装よそおう。考えるな。

「だろ？　今こん敏さとしと平ひら沢さわ進すすむの良さ、分かってくれた？」

　僕は映画の話に没ぼつ頭とうする。これが一番の対処法。

「分かった。十分すぎるほど分かった。こんな凄すごいエネルギーの映画を今まで観みたことなかったのが悔くやまれる。これはアニメとかそういう話じゃないよ！　これはアニメ映画っていうカテゴリーじゃなくて、映画そのものだよ。アニメの自由さを借りただけなんだ！　あの夢と現実が溶とけ合あって、境界が曖あい昧まいになってくの素す晴ばらしいよ。アニメだからこそ、違い和わ感かんを抱いだくことなく描えがける芸当だ」

「その通りだ。今こん監かん督とくは、デビュー作の『パーフェクト・ブルー』にしても『千せん年ねん女じよ優ゆう』にしても、現実と別の世界の境界が融ゆう合ごうしてどっちがどっちか分からなくなることを描えがいているんだ。今こん監かん督とくはインタビューで、夢と現実、幻げん想そうと現実、記き憶おくと現実が揺ゆらぐ様を好んで描えがくのは、筒つつ井い康やす隆たかの『パプリカ』のようなことをしたかったからと言っていた。だから、このパプリカこそが今こん監かん督とくの集大成なんだよ」

「なるほど。そういう揺ゆらぎを描えがきたいって、何となく押おし井い守まもるもそうじゃない？　ネットと現実とか夢の世界とか。映像作家の性さがなのかな。純じゆん君は押おし井い守まもる好きでしょ？」

「大好きだよ。攻こう殻かく機き動どう隊たいやうる星せいやつらは有名だけど、オリジナル作品の『アヴァロン』もゲーム世界と現実がテーマだった。個人的には、押おし井い作品は原作ありの方が好きだけどね。押おし井い作品って、原作モノの方がより深化すると思うんだ」

「原作ありと言えば、森もり博ひろ嗣しの小説も映画化してなかったっけ？　読んでないけど」

「『スカイ・クロラ』だな。あれも良かった。映像もいいけど、ともかく音が良いい。ちゃんと飛行機が飛んでる音がする。もっと早く生まれていれば映画館で観みられたのに、残念だよ」

「そこまで言うならそれも観みたい！　けど……まずは今こん敏さとし作品を全部観みたい。亡なくなったなんて惜おしすぎるよ。日本のアニメ界におけるとんでもない損失だよ、これは」

「こんな凄すごい監かん督とくの新作を観みられないのは悲劇だよなぁ」

　それからもこの調子で僕たちはたっぷりすぎるほどに語った。僕はまだお昼を食べていなかったが、そんなことを忘れるくらい語った。ちなみに、那な織おりは家うちに来る前に軽く食べて来たらしい。薄はく情じようなヤツだ。

　それはそれとして。

　──いつ言うんだ？

　わかってる。

　──引っ張れば引っ張るほど言いづらくなるぞ。

　よくわかってる。

　何度繰くり返かえしたか分からない問答を僕は続ける。

「ね、純じゆん君の部屋行こ」

「ここじゃなくて？」

　今日は親が出で掛かけているので、ずっとリビングにいるつもりだった。だからこうして部屋のパソコンじゃなく、わざわざリビングのデカいテレビで映画を観みていたんだが。

「いいじゃん。部屋行こ。筒つつ井い康やす隆たかも読まなきゃ！　原作あるでしょ？」

　那な織おりに促うながされ、僕は階段を上のぼる。ま、部屋でもいいか。そう思って部屋に入り、椅い子すに座ろうとした時、ベッドに今まさに腰こしを下ろさんとする那な織おりが、僕の腕うでを引っ張った。姿勢を崩くずした僕は、那な織おりに覆おおいかぶさるようにして、ベッドに倒たおれ込こんだ。

「いきなり何すんだよ」

「へへ、押おし倒たおされちゃった」

　いたずらっぽい言葉とは裏腹に、那な織おりは柔にゆう和わな表情を貼はり付つけていた。頰ほおがほんのり上気している。しっとり潤うるんだ目。薄うつすらと開かれたみずみずしい唇くちびるの奥に、白い歯が覗のぞく。

　──そんな顔するなよっ。卑ひ怯きようだぞっ！

「……那な織おりが引っ張ったんだろ」

　努めて冷たく言う。

　那な織おりから発生する引力からどうにか視線を逃にがし、起き上がろうとした。

　考えを見み透すかされてしまいそうだった。理性を保てなくなりそうだった。

　引力と斥せき力りよく。頑がん張ばれ斥せき力りよく。僕の意志。電でん荷かの積に比例し、距きよ離りの二乗に反比例する。クーロンの法則は[image: 数式]だよな。落ち着け。このままじゃまずい。この空気はまずい。

　一いつ旦たん、態勢を立て直さなきゃ。そう思って──

「待って」

　上体を起こした那な織おりが僕の腕うでを摑つかむ。そして、僕を抱だき締しめると、そのまま自分の胸に引き寄せた。那な織おりの胸に顔を埋うずめる形となってしまった。

　万ばん有ゆう引いん力りよくっ！

　那な織おりの手をタップするけど一いつ切さい弱めてくれない。それどころか、那な織おりは僕の頭を自分にぎゅっと押し付けて、そのままぐるんと転がった。

　首痛いって！　抜ぬけそう！

　え…っと……その、つまり僕は仰あお向むけにされて、那な織おりのおっぱいに押おし潰つぶされている。ごわついたブラジャー越ごしでも分かる圧あつ倒とう的てきな肉感。押おし潰つぶされて形が変わるその柔やわらかさ。

　教授、これは盛ってる訳じゃないわ。質量を感じる。僕が保証する。

　僕みたいな優ゆう柔じゆう不ふ断だんな男は、このまま窒ちつ息そく死しした方がいいのかも知れない……。

　死ぬ前に僕は平和の意味を知った。ここに争いは生まれない。でも。

　……ごめん、やっぱ苦しい。死ぬの無理。

　琉る実みと同じ服の匂においに、那な織おりの胸むな元もとから汗あせを伴ともなった芳ほう醇じゆんな匂においが混ざって鼻び腔こうをつく。

　くらくらする。くらくらするのは、酸素が足りないから？　そう信じたい。

「……那な織おり、苦しい」

　光あれ。すると光があった。

　ようやく僕の視界に光が戻もどり、ヘモグロビンを経て身体からだに酸素が供給される。

「これぞマウントポジション！」

　膝ひざ立だちになった那な織おりが、僕を見下ろす。胸に持ち上げられた服の裾すそから、お臍へそが見える。

　慌あわてて視線を外すと、那な織おりのむき出しの太ももが目に入った。打つ手なし。

　僕は横を向き、机に意識を飛ばす。机の木目をこんなにしっかり見たの初めてだ。天板は無む垢く材ざいだけど、サイドチェストはＭＤＦだよな。そう言えば合板ってどうやって作るんだろう。

　そして、那な織おりは僕の腰こしの上に、自分の腰こしを下ろした。人の重みと、人の熱が伝わる。

　頼たのむからそんな際きわどいとこに座らないでくれ……しかもスカートで。

　薄うすい布を隔へだてた──考えるな。考えるな。考えるな。

「……ガチで苦しかったぞ……」

「その割には、そこそこの時間堪たん能のうしていたように思うけど？　違ちがう？」

「ち…違ちがわないけ…ど……ほら、僕は脚あし派はだから……」

　我ながら最低な躱かわし方かたである。教授のにやけた顔が浮うかぶ。

　ちがっ、踏ふまれたくはない！　それは断じて違ちがうからなっ。

「じゃあ、太ももで挟はさんであげようか？」

　それなら──待て待て待て。落ち着け。那な織おりを見るな。木目を見るんだ。

　ＭＤＦ合板の作り方を考えろっ！　中ちゆう質しつ繊せん維い板ばん。木くずや繊せん維いを混ぜて──

「あれ？　もしかして、ちょっと悩なやんだ？」

　那な織おりが不満そうな声で、ねぇと言ったので、僕は視線を那な織おりに戻もどそうと──した。

　だが、僕の視線は瞬しゆん時じ、那な織おりの……その脚あしの付け根の辺りで、停止した。

　那な織おりがスカートの裾すそをつまんで、持ち上げていたからである。

　薄うすいピンクの布がそこにあった。

　右みぎ脚あしの付け根にほくろがあった。

「バッカ、おま、な、なにやってるんだよ！」

「やっぱり一いつ瞬しゆん目が止まったねぇ」

　那な織おりがスカートから手を離はなす。すっと幕が下ろされ、すべてが覆おおわれる。

「そ……そりゃそうだろ」

「脚あしフェチの為ために、太ももの付け根の筋を……薄はつ筋きんを見せてあげようかと思って。ちょうど右みぎ脚あしの付け根に黒子ほくろあったんだけど、気付いた？　もっかい見る？」

　気付いたよっ。気付いたから──、

「そういうのいいから！　……大体、そこは普ふ通つうパンツが主たる目的だろ？　この前はあんなに恥はずかしがっていたのに、今日の那な織おり、変だぞ？　どうしたんだよ……」

　那な織おりが再び僕の上に倒たおれ込こんで来る。

　さらに鼻が触ふれ合あいそうな距きよ離りまで顔を近付け、「言わなきゃ分かんないの？　これじゃダメ？」と気け色しきばんで、熱を孕はらんだ吐と息いき交まじりに言って──僕の口を塞ふさいだ。ただ唇くちびるを重ねるだけではなくて、僕の唇くちびるを貪むさぼるように、那な織おりは何度も離はなれては吸い付いてを繰くり返かえした。那な織おりがそうする度たび、ちゅぱ、くちゅという音が耳じ朶だに触ふれ、僕はおかしくなりそうだった。

　いや、おかしくなっていた。どうにか形を保っていた自制心が、恍こう惚こつという名の火で熱せられ、ねっとりとしたハチミツのようになっていた。

　那な織おりの舌が差し込まれる。

[image: ]

　それだけは……と思い、拒きよ絶ぜつしようとして口を閉じたが、那な織おりは僕の頰ほおを両手で挟はさむと、一度顔を離はなし、僕の目をじっと見み詰つめたあと、潤うるんだ目を細めて再び唇くちびるを重ねてきた。

　那な織おりに深く魅み入いられた僕は、情けないことに、拒きよ絶ぜつする気力をすっかり奪うばわれてしまって、それを受け入れた。受け入れてしまった。

　こういうキスをしたのは、琉る実みと別れる前の日以来だ。




　──ごめんね。身体からだが驚おどろいちゃったみたい……。




　そう言って悲しげな目で僕を見た琉る実みの顔が瞼まぶたの裏に浮うかんだ。

　刹せつ那な。

　僕は那な織おりの肩かたを押して、無理矢理引ひき剝はがした。唾だ液えきがすうっと糸を引き、ぷつっと切れた。

「さっきは男の目をしていたのに、今は後こう悔かいが宿ってる。悔くやしいくらいに真面目だね……ねぇ、純じゆん君が望むなら、私はそのままでもいいよ。気にしないから。この胸も、この腰こしも、お尻しりも、みんな好きにしていいんだよ」

　艶なまめかしくそう言った那な織おりの口元は、ぬらぬらとしていて、それがどちらの唾だ液えきなのか判別出来なかった。垂れた前まえ髪がみで縁ふち取どられた那な織おりが、湿しめった口こう唇しんを携たずさえた大人の顔つきで僕を見下ろしている。

「……ごめん。僕には出来ない……。確かに僕らは付き合っているかも知れないけど──」




「ごめんね。私、純じゆん君と付き合ってるつもりはないんだ」




　那な織おりは、確かにそう言った。はぐらかすような言い方じゃなくて、ふざけたような言い方でもなくて、とてもはっきりとした声で、そう言った。





（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



　これが推理小説であれば、この章立ては解決編になるのだろう。

　そんなつもりは毛頭ないけどね。

　さて。勿もつ体たいぶるべきか否いなか。まどろっこしいから、いっか。

　純じゆん君とお姉ちゃんは、ずっと思い込んでいた。私が純じゆん君と付き合っている、と。二人の落ち度は、私なら純君の申し出を断らないと信じ切っていたことだ。

　勘かん違ちがいや思い込みをそのままにしておくから、こういうことになる。

　尤もつとも、そうとれるように振ふる舞まっていたのは私自身なんだけど。

　ゴールデンウィークの二日目、純じゆん君に付き合ってくれと言われ、一度ふざけてそれを断った私は、結局「そんな理由で断るわけ無いでしょ」としか言ってない。それは、そんな理由で断るわけ無いのであって、別の理由ならその可能性はある。別の理由に触ふれていないだけ。

　よろしくお願いしますみたいな口上だって一いつ切さい申してない。

　それどころか「そういうわけで、改めてこれからよろしく」と言った純じゆん君に、「引き続きお相手を頼たのむよ」と返した。関係の変化を受け入れる返答を敢あえて避さけつつ、如い何かようにでも解かい釈しやく出来るよう、曖あい昧まいな言い回しをした。平へい明めいな返事をせず、咄とつ嗟さに保険をかけることにした。

　あの時思ったんだ。どうして純じゆん君がこのタイミングでそんなことを言うのって。そこに若じやつ干かんの不ふ審しんがあったからそう答えた。純じゆん君の出方を知りたくて、わざとそういう返答をした。

　家に帰って、頭を冷やして、お姉ちゃんの反応を見て、素す直なおに返事しなくて良かったと自分の嗅きゆう覚かくを褒ほめ称たたえたというのが真相。

　結局、蓋ふたを開けてみれば端たん倪げいまで私の想像通りで、疑念が証明されたに過ぎないのだった。

　だから、私は。自ら純じゆん君と付き合ってると言った覚えも無ければ、純じゆん君のことを彼かれ氏しと呼んだことも無い。誘さそいにのったように振ふる舞まっただけなのだ。それを演じただけなのだ。

　別に叙じよ述じゆつトリックとかその類たぐいを気取るつもりはないから、安心してくれたまえ。そんな高こう尚しようなことをしたつもりも覚えもありゃしませんぜ。偉い大だいなる先せん達だつに怒おこられちゃう。私は自分の濁にごした返答をそのまま利用しただけに過ぎないのだ。

「え？　それってどういう……」

「私、純じゆん君の告白に対して、よろしくとかそういう了りよう承しようの返事してないよ？　つまり、私の中では一方的に言われたままなんだよね」

「……はい？」

「さっきまで雄おすの顔して私の唇くちびるを貪むさぼってたとは思えないくらい間ま抜ぬけな顔してるよ」

「いやいやいやいや。え？　……おかしいだろ……ちょっと言ってる意味が理解できない」

「やっぱり、言わなきゃ分かんないの？　さっきは通じ合えたと思ったのになぁ。それとも、女に羞しゆう恥ちを抱いだかせて、恥ち辱じよくに苦しむ姿を見るのがお好みだったのかな？」

　もう、すっかり弱った顔しちゃって。たまんないよ、その顔。ただでさえまだ身体からだの奥底が火ほ照てっているのに、そんな顔見たら我が慢まんできなくなっちゃう。

　抑おさえがたき我が意い馬ば心しん猿えんの情なり。まったく、私の方がよっぽど嗜し虐ぎやく趣しゆ味みかも知れない。

　純じゆん君の胸の上に頭を載のせる。左胸。もう一度リセットしよう。何度だっていい。

　叶かなうまで。手に入れるまで。

　すべてはこれから始まるのだから。

「純じゆん君がお姉ちゃんに未練を抱いだいているのも、お姉ちゃんが私の為ために別れたのも、ぜんぶ知ってる。勝手に人の世話を焼いて、その義務感に押おし潰つぶされそうになって、身動きが取れなくなっていることも全部分かってる。それに、純じゆん君の初はつ恋こいが私だったことも」

「……那な織おり……じゃあさっきのもみんな演技だった……のか？」

　そんな絞しぼりだしたみたいな声で私の名前を呼ばないで。それは違ちがうシチュで聞きたい。

「バカだなぁ。私は純じゆん君のこと好きだってこの前言ったじゃん。だからあのままヤっちゃっても良かったんだよ。ほら、さっきそのままでもいいって言ったでしょ？　気にしないからって言ったでしょ？　あれは本心だよ。お姉ちゃんに未練が残っていても、私のことを見てくれるならそれで良かったんだ。こんなに都合の良いい女居ないよ？　惜おしいことしたね」

　そんなことしないって分かってた。最初から分かってた。

　だから、こういうことをしたんだ。

　だって、あのままだったら別れ話しそうだったんだもん。付き合っても無いのに。

　それだけは避さけたかった。主導権は握にぎっておきたい。私の沽こ券けんに関わるのもそうだけど、効果的に種明かし出来ないのはもっと嫌いやだ。

　それに、自分の可能性を知っておきたかった。

　純じゆん君がお姉ちゃんのことを忘れる瞬しゆん間かんがあるのか、知りたかった。

　お姉ちゃんが恐おそらく初めてのキスをしたであろうデート先を選んだのも、すべて可能性を探さぐる為ため。純じゆん君の初はつ恋こいとやらが、まだ燻くすぶっているのか知りたかった。予想外のハプニングもあったけど、結果的には全て良いい方向に働いてくれた。

　いやぁ、見事なくらい私に有利な賭かけだった。

　しかも、付き合ってないから言いい逃のがれはいくらでも出来る。退路完かん璧ぺき。

　手を出されたら出されたで勝ちだしね。

　そういう意味では、手を出してくれなかったから完全勝利じゃないけれど、所願は果たされたと言える。と言うか、思し索さく以上の成果だった。うん、満足。だから、私の勝ち。

　だって──私の可能性チヤンス、ぜんぜんあるじゃん。

　それにしても、あんなに情熱的に応えてくれるなんて思わなかった。予想以上の収しゆう穫かく。

　へへっ。

　あー、超ちよう気持ちよかった。だめ。もうにやける。

　今でも耳の奥で、唾だ液えきの音がいやらしく響ひびいているようだよ。

　さっきの純じゆん君は私のことしか見えてなかったよね。

「そ…そんなことするわけないだろ……はぁ、ちょっと那な織おりのことが怖こわくなってきた」

「舌は絡からめてくれたのにね」

「いや…あの……あれは……その勢いと言うか」

「夢中になるほど気持ちよかった？」

　顔を真っ赤にした純じゆん君が、目を逸そらしてゆっくりと頷うなずいた。よく観察していないと見み逃のがすくらい、小さなストロークで。ああもう、照れちゃって。かわいいなぁ。

　それに、舌以外のとこもちょっと反応してたよね。私は優やさしいから黙だまっててあげるけど。

「そっかぁ。そうなんだぁ。……はぁーあ、この熱に浮うかされた私の、息苦しいくらいの激情はどうしたらいいんだろうなぁ。ねぇ、どうすればいい？　勉強出来るんでしょ？　なんかいい案無い？　まさか、火を点つけといて自分で慰なぐさめろなんて言わないよね？」

「し……知るかよ……」

「ひどい男だ。とんでもなくひどい男がいるぞ！」

「そんなこと言われたって──」

「火ほ照てってるか触さわって確かめてみる？　今だったら良いいよ？」

　形けい状じよう記き憶おく合ごう金きん。うん、言ってみたかっただけ。

「バっ……バカ言うな！　そういう冗じよう談だんはやめろって」純じゆん君が腕うでを額に載のせて、目を閉じながら「結局、那な織おりだけがすべて分かってたんだな。何もかも」と続けた。

「すべてまるっとお見通しだったね。大体ねぇ、君たちが愚おろかなんだよ。青春こじらせるにしても、もうちょっとマシなやり方は無かったのかね？　整合性に穴がある時は、勢いと演出で誤ご魔ま化かせって習わなかった？」

　私も十分こじらせてる自覚はある。

「どこで習うんだよ、それ」

「君は数々の物語から何を学んで来たんだ……。でも、良かったね。純じゆん君はフリーのままなんだよ。これからどうするかは純じゆん君次し第だい。さっきも言ったように、このまま私と最初からやり直すってのもあり。私はそれでも全然いいよ」

　改めて眼めを捉とらえて、本音を言えば口にしたくないけれども「お姉ちゃんと縒よりを戻もどすという選せん択たく肢しだってある」と別の選せん択たく肢しを──わざわざ提示してあげた。

　その可能性についても理解しているんだと伝えるためだけに。

　いやはやまったく、私ってつくづくお人ひと好よしだよね。

「私としては、私のことを忘れられない様に……私の身体からだ無しでは生きていけないくらいまで堕おとしてからリリースしたかったんだけど……って、今からでも遅おそくないよね。あ、そうしよっか？　どう？　ちょっと雰ふん囲い気きに欠けるけど、このまま勢いでしちゃう？　ほら、こういうのってタイミングと勢いでしょ？　それともこの私を前にしながら、お姉ちゃんがどうのって言い訳して逃にげちゃう？　ね、どうするどうする？」

　もちろん今日の下着は一番高いヤツだし、肌はだだって完かん璧ぺきなコンディション。

「那な織おり、言い方が怖こわい。それに、今さら琉る実みとヨリは戻もどせないよ……」

「なんで？」

　お？　これは脈ありってこと？

　遂ついに私も破は瓜かの痛みを──って、この嘆声トーンはそんな感じじゃないよね。

「本当は、那な織おりと別れるつもりだったんだ。那な織おりと別れて、琉る実みともヨリを戻もどさずに、どうするべきかちゃんと考えようと決めてたんだ。こんな中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで那な織おりと付き合うのは失礼だと思ったんだ」純じゆん君がひとつ息を吐つく。「琉る実みのことが忘れられないのは事実だ。でも、那な織おりは僕にとって初はつ恋こいの人で……正直……別れようと言わなくても良いいんじゃないかって思う瞬しゆん間かんが何度もあるくらい……その……那な織おりは今でも魅み力りよく的てきで、僕の大切な人なんだ」

　私は思わず純じゆん君の顔を覗のぞき込こんだ。そんなこと言って貰もらえると思わなかった。

　って、顔逸そらすな。おい。いいとこだぞ。

　ちなみに、顔逸そらしても真っ赤な耳は隠かくせていないからなっ。

　あー、でも、これ、私もそうかも。

　もう、この気持ちどうしてくれるんだよー……このぉ、だちゅら。

「クズ男。最さい低てい野や郎ろう。ヤリチン童どう貞てい」

　私は純じゆん君の頰ほおを突つつきながら、言ってやった。この右う顧こ左さ眄べん野や郎ろうを罵ば倒とうしなければ。

「おまえっ、自分からやっておいてっ……いや乗った僕も悪いけど──」

「でも嬉うれしい。もっかい言って」

「二度と言わねぇ」

「何でよ。お姉ちゃんにバラすよ？　すっごい情熱的にキスしてくれたって。私のおっぱいを堪たん能のうして、パンツを見て、興奮のあまり──」

「わかった！　わかったから！」

「じゃあ、言って」

「那な織おりは今でも魅み力りよく的てきで僕の大切な人だ」

　そして私は、思い切り抱だき締しめられた。

「だから、こういうのは……やめてくれ。その──」

　純じゆん君の言葉が身体からだに響ひびく。でも、首筋に息がかかって、ちょっとくすぐったい。

「──耐たえるの大変なんだからな」

　えへへぇ。悪くない。悪くないよ白しろ崎さき純じゆん。

　最高の気分だ。今日ほど女に生まれて良かったと思った日はない。




　ちゃんと紅あかく染まってるじゃん。上出来。これ以上ないくらい上出来。

　私たちは、これですべてをリセット出来た。昔より少しだけステージが変わったけれど、それぞれが想おもいを抱かかえたままではあるけれど、特定の関係を持たない、以前の三人に戻もどった。

　よくあるラブコメ染じみた三角関係になった。在るべき所におさまったんだ。

　今までの私たちは、その関係を楽しむ余よ裕ゆうがなかった。牽けん制せいばかりしていた。臆おく病びようになってちゃ、何にも始まらない。怯きよう懦だは悪だ。よくわかった。

　だから、今度は全力で楽しみたいんだ。

　やっとすべてが動き出す。鏑かぶら矢やは放たれた。これが始まりの合図。嚆こう矢し濫らん觴しようだ！

　これこそが私のやり方。私の勝ち方。コンチネンタル・オプ。血の収穫ダシール・ハメツト。

　これで公平に戦えるでしょ？　やり直せるでしょ？　楽しめるでしょ？　お姉ちゃん。

　もう我が慢まんしなくていいからね。頭の悪い歌詞に自分を投とう影えいしながら悔かい悟ごしなくていいんだよ。

　嗚呼ああ、私はなんて素す晴ばらしい妹なんだろう。反へ吐どが出るくらい良いい妹だ。

　ただ、先に謝っておく。お姉ちゃん、ごめんね。

　私の方がちょっと有利かも知んない。それは仕方ないよね。頑がん張ばったもん。身体からだは安くない。




　さて、魯ろ鈍どんな男は片付いた。次は愚ぐ鈍どんな女だ。待ってやがれよ。

　怒おこるかな？　怒おこるだろうなぁ。どんな顔するかな??　へへ。





（神じん宮ぐう寺じ琉る実み）



　意味が分からなかった。

　妹の言葉は、わたしの部屋をぼんやりと漂ただよって、ふっと通り過ぎたあとにようやく何かを言われたことに気付くという感じで、うまく摑つかまえることができなかった。

「ごめん。言っている意味がよくわからない」

「だーかーら、私と純じゆん君は付き合ってないって言ったの」

　那な織おりは壁かべに背を預け、ショートパンツから生足を投げ出した格好でベッドに座っている。爪つま先さきを閉じたり開いたりしているのが、何だかバカにされているような気がして、気に障さわった。

「……それって、わたしと純じゆんを騙だましてたってこと？」

「騙だますっていう言葉は私が抱かかえているニュアンスとちょっと違ちがうけど、客観的に見ればそういう言い方も出来るかな。ま、行きつくところは視点の問題だからね。否定はしないよ」

「何が言いたいの？」

　那な織おりはようやく足をぱたぱたと動かすのをやめた。ずいずいっとお尻しりをずらして、ベッドの縁ふちに座り直す。椅い子すに座るわたしの目を、射るように真まっ直すぐに見つめてくる。

「素す直なおに応じると思われていたことが、気付かずに喜ぶと思われていたことが、私は許せなかったんだよね。それも、こんなバカげた穴だらけのやり方で。こういうのはもっと巧こう緻ちにやるべきだ。ちゃんと事前に種を撒まいて、沢たく山さん水を与あたえて、我が慢まんして我が慢まんして、時機を見み極きわめて刈かり取とるんだ。そうじゃなきゃ成功なんてしない。頭の中にそういうロードマップを描えがけていない時点でダメ。話になんない。私からすれば余計なお世話としか感じられない。分かる？」




　──っ。




　咄とつ嗟さに何も言えなかった。言い返そうと思って口を開いたのに言葉が出て来なかった。

　余計なお世話と言われれば、確かにそうだ。それに関しては言い返せない。

　でも、那な織おりに黙だまって純じゆんに告白したことを償つぐないたかった。

　那な織おりの為ために我が慢まんしなきゃ──でも、初めて我が慢まんできなかった。那な織おりに悪いことをした。

　つもる思いは姉の役目を曇くもらせた。その結果、純じゆんに負担を掛かけた。純じゆんはわたしに嫌いや々いや付き合ってくれていると思っていた。それが勘かん違ちがいだとわかっただけで、わたしは十分だった。

　確かに少し強ごう引いんなやり方だったと思う。自分勝手だって言われればそうかも知れない。

　ただわたしは、純じゆんと那な織おりが幸せになってくれれば良かった。それだけで良かったんだ。

　それなのに──どうして？　那な織おりの考えていることがわからない。

「琉る実みの考えてることなんて大体分かってるから、私も強く言わなかったんだよ。大方、抜ぬけ駆がけして申し訳なかったとか、純じゆん君の初はつ恋こいの相手は那な織おりだとか、純じゆん君に無理させてるんじゃないかとか……どうせそうやってうじうじしてたんでしょ？」

「……だって！　だってそうでしょ？　わたしは那な織おりが純じゆんのこと好きなの知ってたし、純じゆんが那な織おりのこと好きなのも知ってたし、純じゆんはわたしと居るとき趣しゆ味みの話できないし、無理させてるのかなって思ったの！　だから、わたしは身を引こうって──」

「ほんとにバカだよねぇ。それで一年だけ付き合って別れたんでしょ？　『違い和わ感かんがあったって言うか、なんか違ちがったんだよね、わたしたちはやっぱりただの幼おさな馴な染じみだった』なんて白々しいこと言ってさ。言葉に真実味が無いんだよ。用意してた感ありありだよ」

「あの時は本気でそう思った。純じゆんから女おんな扱あつかいされてないと思ってた。わたしだって色々悩なやんだんだよ。ホントは、もっと早く別れようと何度も思った。でも、ちょっと冷たい態度をとったり、沈しずんでたりすると純じゆんが心配してくれて──それが余計に申し訳なくて、『なんか悪いことしたか？』なんて言われて、それで別れようなんて言えなくなって……そーやってズルズルするのも違ちがうなって。こんなんじゃ那な織おりに申し訳ないとか、告白なんてしなきゃ良かったとか。わたしだってそうやって悩なやんでたんだよ。それを真実味がないとか言わないでよっ！」

　何よ。何なのよ。

　どうしてそんなこと言われなきゃいけないの！

　あの時、どんな気持ちで決断したのか知らないでしょ！

「負い目があるから、私には相談出来ずに、ね。自分だけで抱かかえ込こんで、どうにかしようと思って、勝手に納なつ得とくした振ふりをして、自分を騙だましてまで捻ひねり出だした結果がこれだよ。『愛あいの渇かわき』よりはマシだけどね」

「そうやって自分はいつも関係ないみたいな顔して、それでいてわたしのことなんて全く気にしないで──いっつも自分だけ純じゆんと親し気に話して、邪じや魔ましちゃ悪いなって思いながら那な織おりのこと羨うらやましく思って……」

　だからあの時、わたしは我が慢まんできずに純じゆんに告白したんだ。

　こんなことになるなら、やっぱり告白なんてするんじゃなかったよ。

「大体さ、いつ私が別れて欲しいなんて言った？　言ってないよね？　琉る実みが勝手にそう思っただけでしょ？　それに、私は情けを掛かけられるのが一番嫌きらいなの。同情なんて真っ平だ。私はそんなに弱くない。そんなに莫ば迦かじゃない。自分でどうにかする術すべくらい知ってる。てか、何？　こんなんじゃ那な織おりに申し訳ないって。それどういうつもりで言ってんの？　自じ己こ犠ぎ牲せいの精神ってヤツ？　やめてよね。冗じよう談だんじゃない。反へ吐どが出る」

「ああっ、もうっ。なんであんたにそこまで言われなきゃなんないのよっ。いいわよ、わかったわよ。大事な妹の為ためにって考えてたわたしが愚おろかだったってことね。もうたくさん。何よ、わたしの気も知らないで……あんたなんかもう知らない。妹でも何でもない。勝手にしてっ」

　わたしはもう殆ほとんど叫さけんでいた。支し離り滅めつ裂れつなのは自分でもわかった。

　手の平に食い込んだ爪つめが痛くて、握にぎり締しめた拳こぶしを緩ゆるめると、堰せきを切ったように感情が雪な崩だれ込こんでくる。大きなうねりとなって濁だく流りゆうになったそれを、わたしは止めることができずに闇やみ雲くもに吐はき出だしていた。そして、目の前の妹を勢いに任せて拒きよ絶ぜつしてしまった。

「分かった。そうしようよ。私だって、ずっと姉ではない神じん宮ぐう寺じ琉る実みと話がしたかったんだ」

　那な織おりが穏おだやかな表か情おでそう返して、ゆっくりと立ち上がってわたしの足元にしゃがみ込んだ。

「……え？」

　那な織おりの言葉がうまく理解できなかった。

　私の妹は何を言っているの？

「たかだか数分早く外界の空気を吸い込んだくらいの差なんて、そろそろ忘れない？　琉る実みは昔からお姉ちゃんという響ひびきに優ゆう越えつ感かんを感じていたようだし、別に私はそういうことに頓とん着ちやくしないからお姉ちゃんって呼んでたけどさ、それに苦しめられるのってバカらしくない？　同意してくれるなら、私も妹役おりる。どう？　お姉ちゃん」

　那な織おりがそんなことを考えているなんて、夢にも思わなかった。

　わたしが姉という役に酔よっていたのは本当だ。

　お姉ちゃんだもんね。お姉ちゃんは我が慢まんできて偉えらいね。お姉ちゃんは強い子だね。

　大人の言葉が、幼いわたしの自尊心を満たしてくれた。

　那な織おりは昔から賢かしこかった。頭の回転が速かった。そして、自由でわがままだった。

　わたしは勉強で那な織おりに勝てなかった。負けっぱなしだった。唯ゆい一いつ勝てたのは、運動だけ。

　それでも、わたしには那な織おりを諫いさめる資格があった。

　わたしは那な織おりのお姉ちゃんだから。

　言ってしまえば、姉という立場と運動だけがわたしの領域だった。

　だったら、あなたのお姉ちゃんでなくなったわたしは、一体、何？

「わたしの妹は嫌いや……なの？　こんな頼たよりなくて自分勝手なわたしはお姉ちゃん失格……ってことだよね。当然だよね。さっきもひどいこと言っちゃった。ごめんね。那な織おり……ごめん」

　喉のどが苦しい。蓋ふたをされてしまったように苦しい。

「そういうとこ、本当にアホの子だよね。行間を常にマイナスに読む特とく殊しゆ能のう力りよくでも持ってるの？　そんなこと言ってないじゃん。あ、でもちょっと失格なとこはあるかな。それを言ったら、私も人のこと言う資格無いから気にしないで。そんなことよりさ──




　私たちは他人として知り合ったら、絶対に仲良くなれないって前に言ってたよね。でも、こうして同じ両親に育てられて、同じ家に住んで、同じ学校に通って、同じ男の子を好きになったんだ。仲良くなれたんだ。だから、姉し妹まいなんてしがらみに縛しばられるの勿もつ体たいないよ。姉だから。妹だから。そういう社会的な枠わく組ぐみなんて忘れようよ。続つづき柄がらなんてどうでもいいじゃん。戸こ籍せき謄とう本ほんの記き載さい事じ項こうに過ぎないよ。そう、呼こ称しようなんてどうでもいいんだ。都合が良くて、便利なだけ。それを利用するのはいいけど、縛しばられるだけだと不幸だよ。




　お勉強が苦手なお姉ちゃんの為ために要約してあげると、もうお姉ちゃんだからとか妹だからとか下らない役割は捨てようよ、ってこと。私たちはお母さんのお腹なかの中で一緒に育ったんだ。外に出た順番なんて忘れようよ。ね、琉実」




　わたしの妹は昔から賢かしこくて、変わり者で、自由だった。

　こんなこと言われたら、わたしの立たつ瀬せがないじゃん。




「那な織おりと他人で、仮にクラスが一いつ緒しよになったとしても、仲良くなれる自信……ぜんっぜん無いや。理り屈くつっぽくて、思ったことずけずけ言って、自じ信しん過か剰じようで、平気で私は可か愛わいいからなんて言えちゃって、テストなんて普ふ段だんからやってれば大したことないよって澄すました顔で言っちゃうところとか、もうマジで苦手なタイプ。オタクだし。意味不明なことばっか言うし。知り合いにはなれても、親友にはなれない」

「私も琉る実みみたいに、男女問わずすぐ仲良くなって、教室で騒さわいで、大だい脳のう皮ひ質しつが未発達でまともな言げん語ご野やがあるのか疑わしいボキャブラリーで会話する人、凄すごく苦手。スーパーとかに置いてあるポップコーンマシーンの方が語ご彙い力りよくあるんじゃない？　ずっとハンドルぐるぐる回してればいいのに。あと、体育の時だけイキるヤツ。絶ぜつ滅めつして欲しい。ヘイパスとかナイシューとか言って、玄くろ人うと感かんを出して悦えつに入ってる姿が痛々しい。ヘイヘイうるさい。ヘイガニなの？」

「ちょっと、悪口が過ぎない？　わたしそこまで言ってなくない？　っていうか、わたしじゃなくて、特定のグループを敵に回そうとしてない？　そういうことを言うから……ほら、小学校の時──ごめん。今のは無し。ちょっと言い過ぎた」

　つい余計なことを言ってしまった。

「また懐なつかしい話を。別にいいよ。気にしてないから」

「うん、ごめん」

「気にしてないって言ってるでしょ。大体、琉る実みから言い出したんだからね。仲良くなれる自信がないとかなんとか。実の妹に対して。ひどくない？　それについてはどうなの？」

「だからごめんって。でも、なんでうちらってこうなんだろうね。双ふた子ごなのに」

「二に卵らん性せいだからでしょ？　一いち卵らん性せいだって育っていくうちに遺伝情報に差異が発生するんだよ。ほら、よく一いち卵らん性せいはＤＮＡが一いつ緒しよとか言うけどさ、成長と共にシトシンにメチル基が──」

「それ長くなるならやめて。微み塵じんも興味ない」

「せっかく一いち卵らん性せい双そう生せい児じの入いれ替かわりトリックを、遺伝子の観点から科学的に否定する根こん拠きよを説いてあげようかと思ったのに。生物の知識が役立つ話なのに向学心が無いなぁ」

「てか、わたしが言ってるのは、そういうとこだからね」

「それはお互たがい様さまだよ。そこを詳つまびらかにしたところで、何にも先に進まない」

　しゃがんでたら足痛くなったと言いながら伸のびをして、那な織おりがベッドに倒たおれ込こむ。

「お互たがい様さま、か……。確かに、今さらどうしようもないよね」

「そうだよ。だからと言って私たちは離はなれられるわけじゃない。だからさ、純じゆん君のことだって無理に諦あきらめることないんじゃない？」

「それはもういい。気持ちに整理つけたから」

　那な織おりがむくりと身体からだを起こし、伏ふし目めがちに神しん妙みような顔をした。

「私ね、今日、純じゆん君と初体験済ませてきたんだ。正直、まだ違い和わ感かんが残ってる」

　お腹なかの下あたりをさすりながら、那な織おりが言った。

「……え？」

　……そう……なの？　早くない？　まだ付き合って……っていうか付き合ってないし……。

　待って。ほんとに？　純じゆんが……那な織おりと──

「何その顔。気持ちに整理つけたんじゃないの？　信じられな～い。超ちようショック～マジありえな～いって顔してるよ」

「し、してないっ！　そんなバカっぽい喋しやべり方かたもしてないっ！　てか、そんなことはどうでもよくて……え、マジでしてきたの？」

　わたしが越こえられなかった一線。越こえようとしたのに、越こえられなかった壁かべ。

　純じゆんが越こえてくれなくて、わたしがその原因を作った未知の領域。麗れい良らのステージ。

「冗じよう談だんだけどね」
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　こいつっっっ。どこまで人のことをおちょくれば──

　マジで友達になれないっ！

　絶対に友達になんてなってやるかっ！　ふざけんな！

「あんたねぇ……人をバカにするのもいい加減にしなさいよっ！」

「まだ好きなんでしょ？」

「知るかっ！　もうやだっ！　話したくないっ！」

「今日のキスは夢に見そうだなぁ」

　唇くちびるを指でなぞりながら、那な織おりが視線を思わせぶりに落とす。

「その手にはのるかっ！」

「最初は拒きよ絶ぜつ気ぎ味みだったのに、あんな情熱的なのされちゃうとなぁ……しかも舌まで」

「し……舌までっ？」

　バカ。わたしのバカ。何のっちゃってんのよ！

「もう意地張るのやめようね、琉る実み。しっかし、百面相みたいにころころ表情が変わるよねぇ。やっぱ、自じ撮どり慣なれしてる人は表情筋が柔やわらかいのかなぁ。すぐ友達と写真撮とるもんね。キラキラした投とう稿こうばかりだもんね。私なんて自分の胸とか脚あししか撮とらないもんなー」

「ちょちょちょ……ちょっと待って！　最後の聞き捨てならないっ！　最初のも聞き捨てならないけど！　最後のはどー考えてもおかしいっ！　胸とか脚あしの写真って何？　まさか裏アカとかやってんじゃないわよね？」

「やだなぁ、やってないよぉ」間延びした声で那な織おりが言う。

「言い方！　もっと断定的な否定の仕方あるでしょ！　なんでそんな弱々しいのっ？」

「大だい丈じよう夫ぶだって、インスタにはあげてないから。見る専だし。知ってるでしょ？」

「今、にはって言わなかった？　ツイッターとかにあげてるってオチじゃないよね？　ツイッターやってるならアカウント教えなさいよっ！」

「まさかぁ。心配しすぎだよ～」

「軽い！　反応が軽い！　本当にやってないでしょうね？」

　確かにこんな妹のお姉ちゃんなんて、わたしには務まんないかも……。

「それより、私はもう手加減しないからね」

「ん？」

「純じゆん君のこと」

「そ……それはさっきも言ったでしょ」

「がっつり引ひき摺ずっておいてよく言うよ。どうせ、別れる前日だって、思い出作りとか言って最後までしようと意い気き込ごんで、結局出来なくて余計に引ひき摺ずっちゃったパターンでしょ？」

　まさか、純じゆん……言ったの？

　あのことは誰だれにも言ってないのに……那な織おりに言ったの？

　この裏切り者っ──

「黙だまり込こむってことは、やっぱりそうなんだ。思考だた漏もれだよ。にしても、浅はかだねぇ」

「なぁぁぁおぉぉぉりぃぃぃっ！！！　あんたカマかけたわねっ！！！」

　那な織おりの言う通りだ。あの日、わたしはそうしようと思っていた。

　それですべて終わりにするつもりだった。

　そういう雰ふん囲い気きにもなった。お互たがいにそういう空気があった。

　ただ、来週くる予定だったあれが、来てしまった。そういう時に限って──

　気き遣づかってくれたのは嬉うれしいけど……ああ、やめよう。思い出したくもない。

「琉る実みは単純すぎるんだよねぇ。あの日、嗚お咽えつがもれてたもん。別れた日もそうだったけど。そして始まる、あの悪夢のようなテイラー・スウィフトのヘビロテ祭り。気が滅め入いるかと思ったよ。テイラー・スウィフトって、発ほつ端たんはティーンとカントリーの組み合わせであって、歌詞が良いいとかそういう話じゃないでしょ？　国も立場も違うセレブの歌詞に自じ己こ投とう影えいしてたとしたら寒いよ？　もしかして琉る実みって、ありがちな失しつ恋れんソングに自じ己こ投とう影えいして浸ひたっちゃう系だった？　わかるぅ～とか言いながら泣いちゃうタイプ？　あー、私そういうの苦手だわ」

「な、泣いてなんかいないっ。そしてテイラー・スイフトをバカにするなっ！」

「はいはい。私が言い過ぎました。すみませんね。あ、そだ。ついでにひとつ。この前、リビングのソファで寝ねてた時、寝ね言ごとで、純じゆん……そこは……だめって艶つやっぽい声出してたよ。巫ふ山ざんの夢だね。お父さんいなくてよかったね。ちなみにお母さんは、聞こえない振ふりして、無表情のままテレビ観みてた。間ま違ちがいなく聞こえてたと思うけどね。横目で一いち瞥べつくれてたし」

「い……言ってないっ！」

　え？　言ったの？　わたしそんなこと言ったの？

　寝ね言ごとだと……自信ない……。寝ね言ごとの話って否定できないじゃん！

　本当に言ったんだとしたら恥はずかしすぎるんですけどっ！

　那な織おりだけじゃなくて、お母さんにも聞かれてたの？

　それはキツい。マジでキツい。耐たえられない。死ぬ。もう死ぬ。

　っていうか一思いに殺して。

「まぁ、そういうわけだから、遠えん慮りよはいらないよ。ただ、あとで後こう悔かいしても遅おそいよとだけ言っておく。時には自分のやりたいように、素す直なおに生きた方が得だよ」

　何麗れい良らみたいなこと言ってんのよ。「……考えとく」

「そうだっ。さっき琉る実みが言いかけた話だけど、フルフル──あ、古ふる瀬せのことね、あいつ今はカナダに留学してるらしいよ。外国人の彼かれ氏し作るって息巻いてた」

「え、そうなの？　そっか、千ち夏なつって留学してるんだ。知らなかった。てか、なんでそんなこと知ってるの？」

「インスタで。普ふ通つうにいいね押し合う程度には繫つながってる」

　んん？　いつの間に？　那な織おりにそんな社交性あったの？　だって千ち夏なつとは──。

　古ふる瀬せ千ち夏なつ、久しぶりにその名前を口にした。




　小学五年生の時、那な織おりはクラスで孤こ立りつしたことがある。わたしがさっき言いかけてやめた話。

　今でこそ那な織おりは、外で──と言うか仲のイイ人の前以外で──ずけずけとした物言いをしなくなったけど、以前は平気で口にしていた。その結果、周りの女の子たちから距きよ離りを置かれたことがある。古ふる瀬せ千ち夏なつはその中心だった。

　クラスでリーダー格だった千ち夏なつが根回しした結果、クラスの女子の殆ほとんどが那な織おりを無視するようになった。わたしは別のクラスだったけど、さすがにこの手の話はすぐ耳に入った。

　那な織おりは「あいつらマジで子供過ぎてドンびきなんだけど。あんな奴やつらと喋しやべったら、こっちの頭まで幼児退行しそう。こっちから無視してやる」って強がっていたけど、ことあるごとに溜ため息いきをつく姿を見ていると、それなりに堪こたえていたんだと思う。

　気の強い那な織おりが、しばらくすると「余計なこと言ったのは事実だよね……」なんて弱々しく言うようになった。だから「タイミングを見て謝った方がいいよ。きっかけは那な織おりなんだからさ」みたいなことをアドバイスしていた。しかし、その日は来なかった。

　今にして思えば、話しかける隙すきすら与あたえられなかったんだろう。

　そして、わたしが耐たえられなくなった。

　那な織おりの話題を意図的に避さける友人に。なんだか大変みたいだねと那な織おりの様子を窺うかがいに来る、そんなに話したことない女の子たちに。おまえの妹、ヤバくね？　などと囃はやし立たてる男子に。

　──那な織おりが悪いのはわかってるけど、さすがに感じ悪いよ。

　クラス合同の体育の時だった。わたしは千ち夏なつにそう言った。

　改めて考えると、わたしの言い方も結構きつかったと思う。

　その日から、わたしもそのグループのターゲットになった。

　クラスが違ちがうから、通りすがりに陰かげ口ぐちを言われるとかその程度だったけど。

　ありがたいことに、わたしには助けてくれる友達が沢たく山さんいた。その中には男子もいて、千ち夏なつが好意を寄せている子もいた。周りの友達に色々訊きいて回まわった結果、那な織おりの口の悪さももちろんだけど、どうやらその男子が告白したのを那な織おりが断った一件が起因しているようだった。

　それからはもうお決まりの「あの子、ちょっと勘かん違ちがいしてない？」みたいなヤツ。

　そして千ち夏なつからすれば、その男子と仲良くしているわたしのことも当然気に入らないし、挙句に気に障さわることを言われたからとか──蓋ふたを開けてみればそんなありがちな話だけど、小学生にとって結構な問題だったのは確か。

　どうやってこの一件を片付けようかと悩なやんでいたある日、友達に急せかされて那な織おりのクラスに行ってみると、純じゆんに手を引かれた那な織おりが頭をちょこっと下げたところだった。

　──次は古ふる瀬せの番だ。

　どうやら純じゆんが無理やり那な織おりを謝らせたらしい。次は千ち夏なつに謝らせるってことか。なるほど。

　千ち夏なつは最初ごにょごにょ口ごもっていたけど、純じゆんが「聞こえないんだけど」と冷たく言うと、小さな声でようやく「ごめん」と言った。

　顔を上げた純じゆんが、わたしを見付けた。那な織おりの手を離はなしてわたしの方に来ると、今度はわたしの手を取って、千ち夏なつの前に引っ張り出した。

　困こん惑わくしているわたしをよそに、「琉る実みにも言うことがあるだろ？」と千ち夏なつに言い放った。

　千ち夏なつは下を向いたまま、ぽつり「ごめん」と言った。

　突とつ然ぜんのことに戸と惑まどいつつ、「えっ……と、こっちこそキツいこと言ってごめん」と返す。

　純じゆんはそれを見て満足したのか、「あとは任せた」と言い置いて、わたしと那な織おりをその場に残したまま教室を出て行った。

　え？　この場に放置？　ちょっと純じゆん、フォローくらいしなさいよ──と言いたかったけど、声を大にして言いたかったけど……わたしは緩ゆるみそうになる顔を隠かくすのに必死だった。

　あいつ、やるじゃん。ああもう、ずるいなぁ。こんなことされたら、もっと好きになるって。

　那な織おりを盗ぬすみ見みると、わたしと同じ反応をしていた。

　騒さわぎを聞きつけた先生が教室に来る頃ころには、すべてが終わっていた。

　小学生の時の、わたしにとって大切な思い出のひとつ。多分、那な織おりにとっても。

　だって、この一件以来、那な織おりは前以上に純じゆんとべったり喋しやべるようになったから。




「ま、それはそれとして──」

　久しぶりに会った親しん戚せきの子みたいな──何だか不思議な気持ちで、那な織おりをまじまじと見る。

　そっか、那な織おりは那な織おりなりに変わっていたんだ。勝手に不器用だと決めつけてた。千ち夏なつと和解できるような器用さが、わたしの妹にはあるんだ。そんなこと知らなかったよ。

　ね、純じゆんは知ってた？　おそらく、きっかけをくれたのは純じゆんだよ。

「とにかく、何事も気持ちは口に出して、言葉は行動で示さなきゃ伝わらないからねー」と意味深に言い残して、わたしが口を開く前に那な織おりは部屋を出て行った。

　生意気な──けど、見直した。やっぱり、ああやって自分だけはわかってますっていう態度は気に食わないけど、那な織おりになら言われても仕方ないって思える。うん、素す直なおに凄すごいよ。

　マジで尊敬する。那な織おり、あんたは凄すごいよ。

　そして、ありがとう。

　わたしの為ために憎にくまれ役やくになってくれてありがとう。那な織おりがここまでしてくれなかったら、多分、わたしはずっとお姉ちゃんを引ひき摺ずっていたと思う。

　何が妹役をおりる、よ。

　ひねくれてて、理り屈くつ屋やで、口が悪くて、とっても優やさしい姉あね想おもいの妹じゃない。

　わたしは那な織おりの姉で良かった。本当に良かった。

　那な織おり、あんたは一生わたしの大切な妹だからね。おりさせてなんてあげない。
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（白しろ崎さき純じゆん）



　僕は那な織おりとの関係を解消しようとしていた。でも、その必要は無かったし、那な織おりを悲しませるようなことにもならなかった。だからこれで丸く収まったと言える。僕が望んだ状態になった。それなのに、どうしてこんなに──そうか。そういうことか。

　僕の初はつ恋こいには十分な酸素が送り込まれていたのだ。灰かい燼じんになんかなっていなかった。

　琉る実みを好きという気持ち。

　那な織おりを好きという気持ち。

　結果として、そこに差が生まれなくなってしまった。動かせる駒がないステイルメイト。

　我ながら優ゆう柔じゆう不ふ断だんにもほどがある。嫌いや気けがさす。那な織おりと別れて気持ちを整理する、なんて動機を抱いだいて勇んでいたけれど、僕は何をどう整理するつもりだったんだ。都合が良くて、耳みみ心地ごこちのいい言葉をあてがっていただけじゃないか。

　結局のところ、心のどこかで、琉る実みの所へという想おもいがあったのだ。だから、同じ重さになってしまったこの気持ちに、優ゆう劣れつを観測させないこの気持ちに、混乱しているのだ。

　那な織おりから「私、純じゆん君と付き合ってるつもりはないんだ」と告げられた翌日の日曜日、相談したいことがあると教授に言ったら、理由も訊きかず二つ返事でＯＫしてくれた。僕はファストフード店で洗あらい浚ざらい吐はき出だした。そうでもしないと頭が、気持ちが、整理出来なかった。

　僕の話をひとしきり聞いた教授は、「なんでそこでヤらないんだよ！　どうかしてるんじゃないのか？　女に恥はじかかすなんて最低だぞ。不能か？」などと言い放ちやがった。

「恥はじかかすって言ったって、あの状じよう況きよう下かでそんなこと出来るわけないだろ。僕は那な織おりとの関係を解消しようとしていたんだから」

「だからこそ、最後に想おもい出で作づくりに勤いそしむのが健全な思考パターンだろ？」

　全く、この男は。言うと思ったよ。

　最後の想おもい出で作づくり、か。琉る実みとそういう空気になったのも、まさにそれなんだよな。もっともあの時は、翌日別れを告げられるなんて露つゆほども思わなかった。付き合って一年経たつし、そういうことだよな、程度にしか琉る実みの意図を酌くんでいなかった。

　実際、僕だって健全な中学生としてそういうことに興味はあったし、あの日はいつも以上に琉る実みが積極的で──あの日のことを思い出すのはやめだ。今はその話じゃない。

「そんな無責任なこと出来るかよ」

「お前には出来ねぇよな。白しろ崎さきがそういう男だからこそ、神じん宮ぐう寺じも思い切ったんだろうし。で、それはそれとして、おまえはこれからどうすんだ？」

「どうするって言ってもなぁ……どーするも何も、どうもしないよ」

「は？　頭にウジでも湧わいてんのか？　神じん宮ぐう寺じにそこまでさせておいて、何もしないってどういうことだよ？　あいつの行動は水の泡あわってことか？　あいつはおまえに選せん択たく肢しを与あたえてくれたんだぞ？　そんなことくらいわかってるよな？」

　わかってる。よくわかってるよ。だから僕は、どちらも選択しないことにしたんじゃないか。

「ああ。那な織おりのおかげでよくわかった。今の僕は、二人に優ゆう劣れつなんてつけられない」

「は？　優ゆう劣れつ？　おまえは一体何様なんだ？　何にもわかってねぇよ。そーやっていつまでも自分がボールを持っていられると思ったら間ま違ちがいだぞ。いいか白しろ崎さき、おまえは選択しないことを選んだんじゃない。選せん択たくを放ほう棄きしただけだ。それを履はき違ちがえるな。ボールってのは、持ってるだけじゃ試合にならねぇ。神じん宮ぐう寺じにしろ、姉にしろ、ちゃんと行動してるじゃねぇか。何にもしてないのはおまえだけだ。おまえは、参加した気になってるだけなんだよ」

　そう言って教授が、呆あきれた顔でコーヒーを口に運ぶ。

　つられて僕もコーヒーを含ふくむ。口こう腔こうに広がった苦みが喉のどにちくりと刺ささる。

　痛いとこを突つかれた。教授の言う通りだ。体ていのいいことを言って、僕は逃にげただけだ。

　わかってる。わかってるよ、そんなこと。けれど──どう考えても答えなんて出ない。

「教授の言いたいことがわからないわけじゃないんだ。けど……」

「けど、なんだよ？」

「……正直なところ、どうしたらいいかわかんないんだ」

「は？　なんだそれ？　そんなんどっちを好きかって話だろ？」

「だから、それが……どっちも同じくらいと言うか……ああもうっ、わかんねぇんだよっ」

　結局のところ、これが噓うそ偽いつわりのない本心だ。

「なぁ、白しろ崎さき。おまえは物事を難しく考えすぎなんだよ。いいか、もっとシンプルに考えようぜ。つまり──おまえは、どっちとヤりたいんだ？　オカズにした比率はどんくらいだ？」

「てめっ、人が真面目に相談してるのに──」

「こっちだってマジメなんだよっ！！！　おらっ、どっちなんだっ！　白状しろっ！」

「あー、もういいわ。教授に相談した僕が愚おろかだった」

「なんでだよっ。これ以上ないくらいシンプルなジャッジだろ。……あと、ここだけの話、俺は神じん宮ぐう寺じでヌいたことがある。言うなよ？　あと姉様でヌいたことはないからな、念のため」

「知らねぇよ。つーか、そんなのアホみたいなＡＶ観みてる時点で察したわ」

「ま、それは冗じよう談だんとして──今はそれで通るかも知れないが、そうやっていつまでも優ゆう柔じゆう不ふ断だんで居ると、すべてを失うぞ。俺が言いたいのは、少しくらいバカになれってことだ」

　冗じよう談だんかよ、と突つっ込こみたくなる気持ちを抑おさえながら聞いた言葉は、なるほど、教授らしいものだった。と言うか、最初からそう言えばいいものを。わかりづらいんだよ。

「確かに、もう少し気楽に考えた方がいいのかもな」

　二人には今まで通り接しよう。いや、もっと二人に向き合おう。

　そうして、僕は僕の結論を見付けなきゃいけないんだ。

「しかし、傑けつ作さくだな。神じん宮ぐう寺じは凄すげぇよ。感服の至り此こ処こに極きわまれりだ。あんな女なかなか居ねぇぞ。どう考えてもそのまま付き合ってた方が──」

「だから付き合ってなかったんだって」

「そうだけど、白しろ崎さきは別れるつもりだったんだろ？　それがありえねぇって言ってるんだよ。俺だったら、言われるがままヤってるわ。断る自信がない。そもそも断る意味もわからんが」

　それは教授が、と言いい掛かけてやめた。

「……やっぱ勿もつ体たいなかったか？」

　那な織おりがいい女なんて百も承知だよ。だから僕は好きになったんだ。

「ああ。せめてあの胸くらいは堪たん能のうするべきだったな」

「それはちょっとだけ……思わなくはない。あの肉の暴力は死ぬかと思った」

「おまえっ！　その言い方、ちょっと堪たん能のうしただろっ？」

　教授が吠ほえた。店内の視線が一気に集まる。

「バカっ。声デカイって」

「ぜってぇ許さねぇ。俺がどんだけの想おもいで……今度、詳しよう細さいなサイズ訊きいてこいっ！」

「なんで僕が訊きかなきゃいけないんだよっ。そういうのは教授のキャラだろ？」

「うっせぇ。いいから訊きいてこいっ！　……で、どうだった？　どんな感かん触しよくだったんだ？」

　どうだった？　そんなもん柔やわらかかったに決まってるだろ。

　教えてやらなかったけどな。




　定期考査が来週から始まる。

　その為ため、今週から部活動や委員会は一いつ切さいの活動が停止される。それはつまり、三人で登校するということ。どんな顔して二人に会えばと心配していたが、それは杞き憂ゆうだった。

　いざ顔を合わせてしまえばいつも通りで、そこには特別変わった様子など無かった。

　気付かれないように、隣となりを歩く那な織おりをちらっと盗ぬすみ見みる。教授の言葉が思い起こされる。

　訊きけねぇよ。サイズなんて訊きけるかっ。

　ただ、那な織おりのことだから「お？　遂ついに純じゆん君も私の身体からだに対して並々ならぬ劣れつ情じようと興味を抱いだいてくれるようになったのか。しょうがないなぁ。特別に教えてあげよう」なんて言って普ふ通つうに教えてくれそうなのがまた困る。

　実際、どれくらいなんだろうな。琉る実みのカップサイズだって、詳くわしくは知らない──

「今回のテストは本気でいくからね。覚かく悟ごしてて」

　那な織おりがいきなりこっちを向くので、がっつりと目が合ってしまった。

　土曜日のあれこれがフラッシュバックしてくるが、それを片かた隅すみに追いやりながら、「前回のは授業のクラス分け用とかそういうので、僕たちには関係なかったもんな。ただ本気出すのはやめてくれ。那な織おりに本気を出されるといよいよ僕の身も危ない」と返す。

「やだ。純じゆん君は私の前にひれ伏ふすのだ。隷れい属ぞくさせてやる。暗黒面ダーク・サイドのパワーを味わうがいい」

「あんたたちは良いいわよね、吞のん気きで。わたしなんて来週のこと考えただけで憂ゆう鬱うつになるのに」

　琉る実みが小さく溜ため息いきをひとつ加える。

　目の下に薄うつすらとクマが出来ている。恐おそらく深夜まで勉強していたのだろう。

「吞のん気きなんかじゃない。真しん剣けんだよ！　今回は一位を獲とるって決めたんだから。私は一位を獲とってすべてをやり直すんだ。それは良いいとして、大体、琉る実みは普ふ段だんから勉強しないから土ど壇たん場ばになって焦あせるんだよ。自じ業ごう自じ得とくだ。呪のろうなら己おのれの怠たい惰だな性格を呪のろいなよ」

　僕は小さな違い和わ感かんを覚えた。

「は？　何それ」

「だぁーかぁーらぁー、テスト前にあれこれ詰つめ込こもうというのが愚おろかだってこと。私のように勉強する習慣をきっちりつけなよ。そうすればテスト前は、抜ぬけとか漏もれを確かく認にんして、そこを補強するだけでいいんだから。大体、定期考査は教師が作るテストなんだから、授業を聞いてれば、何ど処こが点数を取らせる為ための内容か、差をつける内容なのか、予想はつくでしょ。どうせ、琉る実みは授業中も変なことばっか考えて話聞いてないんでしょ。無理して特進に入るからそういうことになるんだよ。所しよ詮せん、私や純じゆん君と離はなれるのが寂さびしかったってのが理由でしょ？」

「そこじゃなくってっ、一位を獲とってすべてをやり直すってどういうこと？　あと、変なことなんか考えてないし、寂さびしくて特進を希望したわけじゃないからっ」

「僕もそこが気になったんだが……」

「は？　変なことなんて考えてないって言ってるでしょっ！　あんた隣となりの席なんだからわたしが真面目にノート取ってるの知ってるでしょっ！　それに寂さびしくて特進ってのは──」

「ちがっ、琉る実みの話じゃなくて……そのすべてをやり直すって──」

「あ、そっちね」隙すきを突つかれて琉る実みが真顔になったのも一いち弾だん指し、再び険しい顔になって「ほらっ那な織おりっ、答えて。さっきの話はどういうことなの？　まさか純じゆんに──」と詰つめ寄よる。

「うん。交際を申し込もうかと思ってる。もう隠かくすこともないじゃん。私たち三人はすべて曝さらけ出だしたんだよ？　琉る実みの気持ちと、私の気持ち。そして、元カノへの未練と初はつ恋こいで揺ゆれる優ゆう柔じゆう不ふ断だんのサブカルクソ野や郎ろう。単純明快な三角関係でしょ？　バカな姉し妹まいとバカな男のしょうもないよくある話ラブコメに帰結したんだよ。まずはそれを受け入れなきゃ」

「……ねぇ、純じゆん。この女どう思う？　ここまで気持ちよく開き直られるとちょっとムカつく」

「奇き遇ぐうだな。僕もそう思った」これに関しては琉る実みに同意。

「僕は申し込まれても困るぞ。暫しばらくそういう事とは距きよ離りを置くと決めたんだ」

「距きよ離りを置く、ね。しかしながら、純じゆん君はあれこれ理由を述べながらも流される所があるからね。言い訳を欲ほしがる女の子みたいだよ。さぁて、十代の迸ほとばしる情じよう慾よくをいつまで抑おさえられるのか見物だね。この前だって……ねぇ？」

　小首を傾かしげた那な織おりが、上うわ目め遣づかいに僕を見る。目の奥に不ふ穏おんな揺ゆらめきが見みえ隠かくれする。

「そ、そんな目でこっちを見るなっ！」

　やめろ。そこに触ふれるな。ってか、琉る実みはどこまで知ってるんだ？

「……ちょっと那な織おり、またよからぬこと考えてるんじゃないでしょうね？　大体、何が交際を申し込むよ。少しは──」

「うるさいムッツリーニ。気を利きかせて知らない振ふりしてあげてたけど、私の部屋から『フィフティ・シェイズ・オブ・グレイ』を勝手に持って行ったの知ってるんだからねっ」

　知らないタイトルだなと思って、僕は深く考えずに「それ何だ？　小説？」と尋たずねた。

　すると琉る実みが、手をバタバタさせ、見るからに狼ろう狽ばいしながら「えっと……海外の恋れん愛あい小しよう説せつだから……その純じゆんは多分趣しゆ味みじゃないと思うよっ！」と言って、那な織おりの首根っこを押さえこんで何やら小声でゴニョゴニョと話し始めた。那な織おりの脇わき腹ばらに拳こぶしが入ったように見えたのは錯さつ覚かくか？

　あの慌あわてよう、絶対に普ふ通つうの恋れん愛あい小しよう説せつじゃないな。エロいヤツだな。ふーん、琉る実みがねぇ。

　同じ服を着た先を歩くグループに目を移すと、視界の端はしに薄うすい紫むらさき色いろが飛び込んでくる。意識をそちらに向けると、民家の生いけ垣がきにライラックが咲さいていた。小さな花が房ふさになり、幾いくつも並んでいる。毎朝通っている道なのに気付かなかった。

　何だか今年の五月はいつもより濃のう密みつで、長かった気がする。

　そして、僕はさっき抱いだいた違い和わ感かんが何なのかようやく分かった。

「なぁ、那な織おり。どうして琉る実みのことを琉実って呼んでるんだ？」

　琉る実みが僕の声に反応して力を緩ゆるめた瞬しゆん間かん──那な織おりが猫ねこのような身のこなしで抜ぬけ出だして、僕の背後に回る。琉る実みが冷ややかな視線を投げ、短く嘆たん息そくをもらす。

　那な織おりが琉る実みのことを名前で呼ぶのは、喧けん嘩かした時だけだ。だが、今朝の二人を見ている限り、そんな雰ふん囲い気きは感じられない。え？　喧けん嘩かしてるって？　この双ふた子ごは昔からこんな感じなんだ。

　千せん古こ不ふ易えきに常じよう住じゆう普ふ段だん。おっと──不ふ断だんの間ま違ちがい。

「もう妹はやめたの」

「どういうこと？」

「それ、那な織おりが勝手に言ってるだけ。那な織おりはいつまでもわたしの妹だよ」

「うざっ。姉あね面づらうざっ」背せ中なか越ごしに琉る実みを罵ば倒とうしたあと、那な織おりは僕の横に来て「と言うか、気付くの遅おそくない？　家出た時からずっとそう呼んでたんだけど。もしかして、私の声が届いていなかったの？　こんなに愛らしくて子こ猫ねこみたいな声が？」と毒どく吐づいた。

「じゃあ、わたしも愛らしくて子こ猫ねこみたいな声ってことでいいのね？」

　琉る実みが振ふり返かえって後ろ向きに歩きながら、意地悪そうに笑った。

　学校のみんなは、琉る実みと那な織おりの顔が似ていると口々に言う。同じ髪かみ型がたにしたら見分けがつかなそうなんて話を、しょっちゅう耳にする。

　二人の顔つきはもちろん似ているけれど、よく見れば違ちがう。例えば、琉る実みはちょっと奥二重気味で、那な織おりははっきりとした二重。黒子ほくろの位置だって、琉る実みは口元に薄うすい黒子ほくろがあるのに対して、那な織おりは左の目元に黒子ほくろがある。他にも二人の違ちがいはあるが、それは重要じゃない。

　何な故ぜなら僕は、そんな差を逐ちく一いち探さなくても、二人を見分ける自信があるからだ。

　そんな僕でも間ま違ちがえるのは──声だ。

　琉る実みが言っているのはそういうことだ。子供の頃ころ、電話口で二人が入いれ替かわるいたずらをされたことがあった。子供の頃ころからずっと聞いている声なのに、電話口で口調を真ま似ねされると本当に分からない。機き械かい越ごしってのを勘かん案あんしても、聴きき分わけられないくらい二人の声は似ている。

　妻は目でなく耳で選べと言ったのは誰だれだっけ？　そいつに言ってやりたい。声が同じだったらどうするんだ、と。妻を選ぶつもりはないけどさ。




　三限目の英語コミユニケーシヨンの授業を受けていると、琉る実みからノートの切きれ端はしを渡わたされた。

《例の場所でお昼一いつ緒しよに食べない？》

　丸っこい字でそう書いてあった。学校で琉る実みとお昼を食べたことなんてなかった。付き合ってる時だって、そんなことはなかった。それなのに──琉る実みの方を向くと、頰ほお杖づえをついたまま、教師にバレないようにわずかに顔を僕の方に傾かたむけていた。

　琉る実みと視線が交わる。僕を見る琉る実みの目は、心なしか昔の色味が籠こもっていた。

　僕が頷うなずくと、琉る実みは瞬まばたきと同時に視線を黒板に戻もどす。

　一体どういうつもりだ？

　それからお昼休みまでの間、琉る実みと会話はもとより、目が合うことは無かった。授業の終わりを告げるチャイムが鳴り、教師が教室を去るや否いなや、琉る実みはクラスメイトの所に行って片手でごめんのポーズをしながら言葉を交かわし、すぐに出て行った。その姿をぼんやり眺ながめていると、例の如ごとく教授が、コンビニ袋ぶくろを片手に僕の所にやって来た。

「すまん。今日は先約があるんだ。だからお昼は付き合えない」

「マジか。ちなみに男？　女？　女だったら──」

「双ふた子ごの片割れ」

　教授は「なら仕方ねぇな」と言って踵きびすを返し──こっちを振ふり向むいて「死ねっ」と言って中指を立てながら立ち去った。マジで涙なみだが出るほど良いい友達だわ。本当に。

　階段を上のぼると、琉る実みが座っていた。

「遅おそい」

「すまん」琉る実みの左ひだり隣どなりに腰こしを下ろして、膝ひざの上に弁当を広げる。

「二人きりでお昼なんて初めてだな。どうしたんだ？」

「言われてみれば初めてだね」琉る実みが膝ひざの上で弁べん当とう袋ぶくろのチャックを開け、中から弁当箱を取り出す。「那な織おりから聞いた。なんだかわたしたち、あの子の手の平の上で踊おどらされてたんだね」

「最初から全部見み抜ぬかれてたみたいだな。やっぱり那な織おりには敵かなわないよ」

「勉強も？」

　琉る実みが唐から揚あげを口に入れて、僕の方を見る。

「かも知れない。恐おそらく、那な織おりが本気出したら簡単に越こされると思う。見直し無しのタイムアタックをしてあの順位だぞ。僕なんて時間を掛かけて解いても何点か零こぼすんだから」

「取りこぼすって言っても、数点じゃない。百点だって幾いくつか取るし。そこは自信もちなよ。何だかんだ言っても、純じゆんは中等部の頃ころから学年一位をキープし続けてるんだしさ。それに、もし純じゆんが負けたら──」

　僕は朝の話を思い出す。「交際を申し込もうかと思ってる」那な織おりはそう言った。

「それに関しては朝も言った通り、受ける気はないよ。なんか、疲つかれた」

　琉る実みが顔を手で覆おおいながら下を向く。肩かたが震ふるえ、笑い声が漏もれる。

「何だよ。変なこと言ったか？」

「疲つかれたって……ふふっ……純じゆんらしいなって」琉る実みが顔を上げて、「それはそれとして、那な織おりとキスしたんだってね。流される所がある……だっけ？」むくれながら咎とがめる目で僕を見る。

「……すまん。でもあれは──」

　僕は思わず謝ってしまった。琉る実みに謝る必要なんて……ないのに。

「なんで謝るの？　わたしと純じゆんはもう何でもないんだから関係ないでしょ。でも──」

　琉る実みが目を伏ふせて言いい淀よどむ。「そ、その……し……舌までっていうのはどうなのっ？」

　次し第だいに力が込こめられて、語ご尾びなんて殆ほとんど怒おこっている時の言い方だった。

　琉る実みの視線が僕を射い貫ぬく。

「──っ。那な織おり……そんなことまで」

　あいつっ、バラしやがったなっ！

「軽けい蔑べつするなぁ。結局、そうやって押されたら何でも受け入れちゃうんだ。付き合ってると勘かん違ちがいしていたにしても、まだ一ヶ月も経たってないのに、そういうことしちゃうんだ。わたしとするまではあんなに時間掛かかったのに。五ヶ月近くも掛かかったのに。那な織おりだったらすぐしちゃうんだねぇ。へぇー。何だか複雑だなぁー」

　怒おこってますね。相当怒おこってますね。ちらっと見える真顔が凄すごく怖こわいんですけど。

　……琉る実みはこんなこと言う為ために僕を呼び出したのか？

「途と中ちゆうで止やめたからっ！　思おもい留とどまったからっ！」

「ふーん。そうなんだぁ」

　平易なトーンで言うなっ。そういう怒おこってるアピールが一番怖こわいんだよ。

　なんで那な織おりと付き合えって言った張本人に責められてるんだ！

　ああもう、言ってやるよ！　言えば良いいんだろ！

　言わなかったからダメだったんだろっ！

「……る……琉る実みの顔が頭に浮うかんだから……その……止やめたんだよっ！」





（神じん宮ぐう寺じ琉る実み）



　な……なんて言った？

　わたしの顔が浮うかんだから止やめたって言った？

　ほんとに？　リップサービスとかじゃなくて？

　やば。

　いやいやいや。それはだめだって。それは反則だよ。




　待って、めっちゃ嬉うれしい。




　もう！　にやけそうになるからダメだって。

　よくそんなことを恥はずかしげもなく──横を向くと、純じゆんはわたしから顔を逸そらして俯うつむいていたので、表情はよく見えない。だけど、髪かみから覗のぞく耳が真っ赤だった。

　もしやと思って、屈かがんで覗のぞき込こむと、紅潮した頰ほおが見えた。

　はぁぁぁぁぁぁぁぁぁっめっちゃ可か愛わいいぃぃぃぃぃぃぃ！！！

　マジでそれは反則だからっ！　だめだめだめだめ。めっちゃキュンと来た！

　語ご彙い力りよく崩ほう壊かいするっ。

　やればできるじゃん！　そういう感じで来てくれるなら、もう文句ないって。

　付き合ってくれなんて言われたら、もう秒だよ。秒で落ちるよ。

「……わたしのこと思い出して……やめたの？」

　嬉うれしくなって、わたしは確かく認にんする。何度でも聞きたい。

「……そう言っただろ。姉し妹まい揃そろって難なん聴ちようなのか？」

　鼻の辺りに拳こぶしをあて、俯うつむいたまま純じゆんが言う。

　わたしはお弁当を口に運ぶ。今日のお弁当凄すごく美お味いしい。めっちゃ美お味いしい。

「ほらっ、照れてないで早くご飯食えっ！」

　わたしはそう言って純じゆんの背中を叩たたいた──、




　いったぁぁぁぁぁぁっ！！！




　純じゆんは隣となりに座っていて、それはわたしの左側で、つまるところ、少しずつ痛みが引いて来ているとは言え、ねん挫ざしてロキソニンを貼はってる左手で叩たたいてしまった。ださっ。

　てか、超ちよう痛いたい！　ださっとか言ってる余よ裕ゆうないっ！

「痛いってぇなぁ！　いきなり何だよ！　……って、ちょっ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　涙なみだ目めで左手を押さえるわたしを、純じゆんがあたふたしながら心配する。

「ダメ。泣きそう。あ──────────超ちよう痛いたいっ！」

　脚あしをバタバタさせながらしばらく悶もだえる。痛みが引くのを待つしかないのが辛つらい。

「保健室行って冷れい却きやく剤ざいとか薬を──」

　ねぇ、と立たち上あがり掛かけた純じゆんを呼び止める。

「痛みは暫しばらくすれば治まると思うから──その……お弁当食べさせて」

　これくらい甘えてもいいよね？　もう我が慢まんしなくていいんだもんね。

「なんでそこまでっ……大体、右手は使えるだろっ！」

「左手をさすらなきゃいけないから無理。つまり両手が塞ふさがっちゃった。完全に手て詰づまり」

　純じゆんがこれみよがしに大きく溜ため息いきをついて、わたしの膝ひざからお弁当を取ると、「で、何から食べたいんだ？　肉か？　米か？」とぶっきらぼうに言った。

　なんだか夢を見てるみたい。左手をさするのをやめても、純じゆんはそのまま続けてくれた。でも、わたしに食べさせてくれている間、純じゆんは自分のお弁当を食べられないわけで、さすがに申し訳なくなってきた。「……ありがと。もう大だい丈じよう夫ぶ」

「普ふ段だんだったら絶対しないからな、こんなこと。大体、自分で僕のことを叩たたいておいて、手が痛いから食べさせろってどんだけ横暴なんだよ」

「……元はと言えば純じゆんが悪いんだからね」

「は？　何でだよ」

　那な織おりとディープキスするから。それにあんなこと言うから。

「何でもない。叩たたいてごめん！　あと、あ・り・が・と！」

「怒ど気きを込こめて謝罪と感謝を並べるな！」

「うるさいっ！　この節操無しっ」

「だからそれはさっきも言ったように──」

　わたしだって言ってやる！

「めっちゃ嬉うれしかった！　凄すごく嬉うれしかったのっ！　だからっ、だから──つい叩たたいちゃった」

「……なっ！　だったら……だったらそう言えよ！　……どんだけ脳のう筋きんなんだよ」

「脳のう筋きんとか言うなっ！　折角、純じゆんのこと見直したのにっ」

「はぁ。どうしてあの時、こんなめんどくさいヤツの顔が思おもい浮うかんだんだろう」

「わたしのことが好きってことでしょ？」

「よく言うよ。それより──」純じゆんが逃にがさないという風にわたしの目を捉とらえる。

　何か企たくらんでる顔だ。わたしはちょっと身の危険を感じた。嫌いやな予感がする。

「『フィフティ・シェイズ・オブ・グレイ』ってどんな小説なんだ？」

　純じゆんがにやにやしながらこっちを見る。鋭するどい目が意地悪く光る。

　──こいつ、さては調べたなっ！

「知らないっ！　那な織おりに訊きけば？」

「訊きいてもいいんだな？」

「……くっ……そうよっ！　読んだわよっ！　その顔から察するに、どうせ内容知ってるんでしょ？　ホッント、性格悪い。マジないわ。それにあれは元々那な織おりの──」

「たまにはこうして昼飯食べような」

　さっきとは違ちがう真しん剣けんな顔で、わたしとかつて付き合っていた人が、そう言った。

　普ふ段だんだったら、「しょうがないなぁ。純じゆんがそう言うなら」なんて皮肉めいた返しをしちゃうとこなんだけど、まさか純じゆんからそんなこと言ってくれるとは微み塵じんも思ってなくて──

「うん。たまにはいいよね」

　わたしたちは、多分、もう大だい丈じよう夫ぶだ。

　もう一度、夢見てもいいんだよね？　やり直していいんだよね？

　那な織おりがくれたチャンスだもん。大切にする。ありがとう、那な織おり。

　でもね、那な織おり。今度手に入れたら、もう譲ゆずらないから。

「しかし琉る実みがＳＭ小説に興味あるとは思わなかったなー」

　やっぱりこんな男要いらないっ！　にやにやすんなっ！　死ねっ！




　※　※　※


（神じん宮ぐう寺じ那な織おり）



「誰だれが負けヒロインだって？」

　お昼を食べ終わった私と部長は、空き教室で時間を潰つぶしていた。

「だって、話を聞く限り明らかにそうじゃん。確かに白しろ崎さき君の初はつ恋こいの相手っていうとこに賭かけて、最後まで計画通り進めたのは先生らしいとは思うけどさぁ、どう考えても琉る実みちゃんの方が有利じゃない？　塩を送るどころか、満まん漢かん全ぜん席せきを振ふる舞まったんだと思うよ。そこまで行くと、負け犬とか嚙かませ犬いぬ感かんが凄すごいよ」

　相も変わらず、部長はのっけから毒どく舌ぜつの限りを尽つくしてくる。

「犬犬言うなっ」

「犬よりもマナティーだっけ？」

「そこは猫ねこと言いたまえ」

「泥どろ棒ぼう猫ねこ？」

「どう足あ搔がいても私は主役じゃないと言いたいようだね」

「マナティー先生って、引ひっ搔かき回まわすだけ引ひっ搔かき回まわして、最終的に元の二人の結束を強めるだけのポジションでしょ？　その為ための舞ぶ台たい装そう置ちでしょ？　道どう化けでしょ？」

「だとしても！　そうだとしても！　私は純じゆん君にそれなりの衝しよう撃げきを与あたえることが出来た！　道どう化けだっていつかはジョーカーになれるんだっ！」

「とどのつまり驚おどろかせただけだ。それって瞬しゆん間かん的てきなものでしかなくて、持続を望むのは難しくない？　大きな波の後は引くだけだよ。しかもジョーカーって最後はやられるじゃん」

　私の力説もむなしく、部長は平気でこんなことを言いのける。

「言うじゃないか。でも、この私に言い寄られたんだよ？　キスされたんだよ？　穏おだやかでいられるわけないでしょ。穏おだやかに見えても、離り岸がん流りゆうに気をつけろってことだよ。だから、夜な夜な思い出しては悶もだえてるに違ちがいない。私はなんて罪な女なんだろう」

「その溢あふれ出でる自信を、半分ほど分けて欲しいくらいだよ」

「客観的に判断してもそうでしょ？　私は可か愛わいいし、初はつ恋こいの相手だし、琉る実みより胸が大きいし、抱だき心地ごこちだって私の方が上に決まってる。琉る実みなんて骨と筋肉しかなくて硬かたそうじゃん。それに、筋肉って案外重いんだよ？　体重なら琉る実みの方が上の可能性だってあるよ？」

「そだね。体重と見た目って比例しないとこあるよね。数字至上主義からの脱だつ却きやくは、私たちに課せられた使命だよね。意識改革じゃ。宗教改革じゃ。ルター先生はおらんかねっ？　ただ、体たい脂し肪ぼう率りつは間ま違ちがいなくマナ先せんの方が上だよねー」

「……何が言いたい？　それにマナ先せん言うな」

「べつに～」部長が明後日あさつての方を向いて、口笛でも吹ふきだしそうな口をして言う。

　って、小声でたゆんたゆんとか言うんじゃないっ！　しっかり聞こえてるよっ！

「そりゃ私の方が体たい脂し肪ぼう率りつは上だよ。認めるよ。でも、私は胸にニワトリを二羽わ飼ってるということを忘れないで頂きたい。これでもトップは九十二あるんだよ？」

「私の英語の点数の方が僅きん差さで勝ってる！　というのは冗じよう談だんだとして。いつもやたらに誇ほこってくるからなんぼのもんじゃいと思ってたけど、そんなにあるんだねぇ。胸囲なんてちょっと前に下着屋さんで測ったっきりだなぁ。そっか。ということはだよ、私はここ一年ほど成長がないってことだよねぇ。先生の所せ為いで、嫌いやなことを実感しちゃったよ」

　ああ、部長がめんどくさい顔してる。地じ雷らいを踏ふんだ感かんが否いなめない。

「まぁ、まだ成長の余地はあるよ。うん。若いんだし」

「おかげ様で体重やら体たい脂し肪ぼう率りつやらも変わらないけどねー。先生と違ちがって」

「私の体たい脂し肪ぼう率りつの大半はおっぱいの所せ為いだから」これが私の贖しよく宥ゆう状じよう。ルター先生よろしく。

「お姉さんと胸のサイズが同じでも体たい脂し肪ぼう率りつは先生の方が上だろうねー」

「……ああそうだよ！　私は運動しないからな！　あんな回転車をずっと回してるハムスターみたいな真ま似ねしないからね！　……でも、太ってるってわけじゃないでしょ？」

　最近、ちょっとキツい気がしてるけど。ブラのホックを一番外側にしてるけど……そこはほら、まだ成長期だし、なんならバストサイズ上がったって可能性も捨てきれないよね。

　うん、それだ。ちゃんとマッサージして育ててるし、そういうことにしておこうっ！

　ん？　この前三キロ太った？　あー、なんか言った？　ごめ、ちょっと聞こえない。

「そうだね。太ってるとは思わないよ。先生はどっちかって言うと、下半身だよね。脚あしとかお尻しり。でも、むっちりちょい手前くらいで程ほどよい感じだと思う」

「あんまり褒ほめてくれるな。調子に乗っちゃうだろ」

「乗りに乗りまくってるけどね。それに、ちょっとは皮肉も込こめてたんだよ。それなのに、字じ面づら通どおりに受け取っちゃうんだもん。うーんとね、私が言いたいのは、そういう開き直る感じが腹立たしいってことなんだよね。私は身長も胸も、希望的観測込みで平均とかその辺だろうし、だからと言って大きな不満は抱いだいていないけど、やっぱり人並みにああだったらなぁ、こうだったらなぁって思うわけですよ」

　私は、うん、と相あい槌づちを打って、その先の言葉を促うながす。

「つまり、そういうのを全く感じさせないその茫ぼう漠ばくな自尊心とやらが、私は妬ねたましいのだっ」

「その中なか島じま敦あつしみたいな毒の吐はき方かたは見習おう。にしても、部長はそれをどうこう言える立場じゃないでしょ？　作画資料として私の身体からだの写真が欲ほしい、お願いだから自じ撮どり送ってって散々言ったのは部長じゃん。恥はじを忍しのんで撮とってあげたのに」

「それについては感謝してるよー。ほんとにありがとうって思ってる。おかげでいいイラストが描かけた。まぁ、恥はじを忍しのんでなんて枚数じゃなかったけどね。どう見てもノリノリだったけどね。そこに関しては何も言わないであげる。ただ……Ｔバックの写真が無いのが心残りなんだよねぇ。バックショットを描かきたいのー。お尻しりを描かきたいのー。ダメ？」

「……あれは流石さすがに送れない」

　あのデートのあと、ガーターベルトをネットで注文したのはここだけの話。もう失うものなどない。とことん着き飾かざってやるのだ。私は私の理想を求めるのだ。ファッションとは自分の為ためにあるのだっ！　遠えん慮りよなどしちゃいられない。可か愛わいさに上限など無いのだっ。

　忘れてもらっちゃ困るが、私は頭が良いいのだ。母親の目なんぞ恐おそるるに足らない。この世にはコインランドリーなるものがあるのだっ。面めん倒どう臭くさがる琉る実みを連れて訪おとずれた家近のコインランドリーで、Ｔバック洗せん濯たく問もん題だいはあっけなく解決した。ぬいぐるみを洗うとか適当なことを言って、コインランドリーに行けば良いいということを導き出したのだ。

　大型のドラム式洗せん濯たく機きの窓から覗のぞく、ぐるぐる回るクロミとクッキーモンスター。その他た諸もろ々もろ。私のライナスの毛布たち。子供の象しよう徴ちよう。そして、Ｔバック。なんと前衛的アヴアンギヤルドな光景。デュシャンの『泉』に匹ひつ敵てきするかも、なんて。でもでも、その様は少女と大人の境って雰ふん囲い気きで、まさに私の年ねん齢れいって感じがして、これぞもののあはれだと浸ひたっていたのに、冷ややかな目で見守る琉る実みが「下着とぬいぐるみを一いつ緒しよに洗うって何かイヤ」と言ったことだけは絶対に忘れない。下人め。死人の毛でも漁あさってろっ。

　ペットボトルの蓋ふたに手を掛かけて紅茶を飲もうとすると、「うー資料に使いたい！　私は写真を出せと言ってる！　さもなくば裏うら垢あか作ってあの自じ撮どり写しや真しんをバラまいてやる」と部長が言うので、私は口を付けずに紅茶を戻もどす。紅茶には早すぎるよね。

「それは強ゆ請すりだぞっ！　完全に反社勢力のやり口だっ！」

「うるせぇコノヤロー♪　とっとと写真だせバカヤロー♪」

　部長が身体からだを揺ゆらしながら、鼻にかかったロリ声で北アウ野トレ武イジみたいな台詞せりふを吐はく。

「可か愛わいく恫どう喝かつすんなっ！」

「もう強ごう情じようだぞっ。このヘゲモニーめ」

「中なか原はら中ちゆう也やみたいなこと言うな。……よし分かった。交こう換かんならいい。私が今ここで部長の下着を撮とる。それなら差し出してやろう。兌だ換かんと相成ろうじゃないか」

「結構です。要いりません。人様に下着を見せるような破は廉れん恥ちな教育は受けておりません。私の廉れん恥ち心しんを甘く見ないで下さい。冗じよう談だんはさておき、先生は今後の展開をどう考えてるの？　何か策はあったりするの？」

「話の戻もどし方かたっ！　まぁ、いつものことだからいいけど。それに関しちゃ、なるようになるでしょ。最悪、既き成せい事じ実じつさえ作れば、あとはゴリ押しっていうパターンも良いいかなって」

「襲おそい受うけで成功しない典型的な負けヒロインの匂においがぷんぷんする発言だけど、その辺については自覚しているの？」

「風に向かう凧たこが最も高く揚あがる。風と共にある凧たこではないって言うでしょ」

「その言葉に倣ならうなら、向かい風に吹ふき飛とばされる可能性が大きいのでは？　ということを私は言いたいんだけどな。その辺についてはどう？」

「那な織おりは今でも魅み力りよく的てきで、僕の大切な人だって言ってくれたっ！　私はそれだけで──」

「まるで浮うわ気き相あい手てを繫つなぎ留とめておくみたいな言い方だ。そして、指し摘てきについての明言を避さけたね。やっぱり、思うところがあるんだね。頑がん張ばってご自じ慢まんの身体からだを使ったのに、手出してもらえなかったもんね。先生の好きなチャンドラー曰いわく、女にとって、善良な女にとっても、自分の肉体の誘ゆう惑わくに抵てい抗こうできる男がいると悟さとることは、とても辛つらいことだ、だっけ？」

　言うなよ。それを言うなよ。さっきは強がったけど、ちょっと引ひっ掛かかるとこあるんだよ。

「……でも、耐たえるの大変って言ってくれたよ？」

「んーと、心で通じてる感じがしないのは私だけかな？　それって色いろ仕じ掛かけに対する感想じゃない？　先生はセフレ志望なの？　白しろ崎さき君が応じてくれるとは思わないけど」

　もうっ！　もうっ！　そういうこと言うなよっ！

「……ぶちょうぉぉ、どうしよぉぉぉ。やっぱダメかなぁ？？？　やっちゃったかなぁ？」

　正せい鵠こくを寸分の狂くるいなく射る部長の言葉に、本音を吐と露ろせずには居られなかった。あの時は目的を達成したことが嬉うれしくて、見落としていた。舞まい上あがっていた。純じゆん君から大切とか耐たえるの大変とか言われたけど、直接的なことは言われなかった。言ってくれなかった。

　だから今朝だってどうにか気を引こうとして、強がってあんなことを言ってしまった。

「母ぼ音いんの小文字が付くと、一層、巡じゆん査さ部ぶ長ちよう感かんが増しちゃうね。砂すなの器うつわじゃなくて亀かめ有あり公こう園えん前まえだね。私の姓せいは大おお原はらかな？」部長がよしよしと言いながら私の頭を撫なでる。「全く素す直なおじゃないんだから。最初から不安なら不安だって言ってくれればいいのに。すぐ意地張るんだから。でも安心して。ここは私に任せなさい！」

「お？　秘策あるの？　なになに？」

　一応、訊きいてみる。恐おそらくどうしようもない案に決まってる……けど藁わらでもいいっ！

「えっちな自じ撮どりを送り付けよう！　男子なんて下半身で物を考える生き物だっ！」

　それ藁わらにもなんないっ！　ほんとにどうしようもないっ！

「さいてー。控ひかえめに言って最低。下らないこと言えないように猿さる轡ぐつわですね」

「竹でいい？」小首を傾かしげながら、部長が巫ふ山ざ戯けてかわい子ぶる。

　本当に仕草だけはっ！　このっ！　悔くやしいけど似合う。可か愛わいい。

「コスになるからダメ。ボールギャグ」

　眼鏡を外してウィッグ被かぶれば通用しそうだから却きや下つか。

「よだれがダラダラ垂れるいやらしいヤツっ！　頭ん中が淫いん乱らんだっ！」

「人のこと言えるとは思えない数々の発言は忘ぼう却きやくの彼方かなたなの？」

「もう冗じよう談だんだよー。真面目な話、いっそのこと、もうちょっと可か愛わいらしくて、世話焼きな感じを出してみたら？　毎朝、起こしに行くとか。幼おさな馴な染じみと言えば定番イベントじゃない？」

「だるい。どちらかと言えば起こして欲しい。どうせなら、ちゅーで起こして欲しい。お母さんの怒ど声せいで起きるのはいい加減うんざり。それに、そういうのは早起きが趣しゆ味みのババ臭くさい琉る実みの方が──」私は妙みよう案あんを思い付いた。「琉る実みが純じゆん君を起こして、純じゆん君が私を起こしにくればいいんだ！　マジで私天才じゃない？　そして……あっ、よだれが垂れてたら嫌いやだから、キスは顔を洗ったあとがいいなぁ」

「欲ほしがりすぎじゃない？　てか、それもう起きてるし。私は先生のそういう発言にうんざりだよっ！　それこそ、琉る実みちゃんが白しろ崎さき君をキスでってパターンも──」

「ないない。あの女にそんな芸当は出来ないよ。だから、そこを狙ねらう方が効率的──」

「もう諦あきらめよう。変なこと言ってごめん。すべて諦あきらめよう。先生には無理だ」

「冷たいじゃないか。と云いうかだね、私はそんなことしなくてもモテるんだよ？　告白だってされたことあるんだよ？　男子に話はなし掛かけられるのなんて日にち常じよう茶さ飯はん事じだよ。それなのに──」

「でも、大半の男の子は告白する前に離はなれていっちゃうんだよねー」

「だってさぁ、ガチで告白されたら面めん倒どうじゃん。その前に退路は作りたいじゃん。距きよ離り感かんは重要だよ。断るのって面めん倒どうなんだよ。小学生の時なんて、涙なみだ目めで縋すがりつかれたことある……あ、ラブレターなら何通か貰もらったよ？　対面じゃないとハードル下がるんだろうね」

「ラブレターっていうのが風流で良いいよね。和歌があれば完かん璧ぺきだね。クラスのグループは別として、先生は滅めつ多たなことじゃ男子にＩＤ教えないし、見た目と何重にも被かぶったわざとらしいくらいの猫ねこに騙だまされた人はそうするしかないもんね。で、面と向かって告白されたのはどれくらいだっけ？　三回くらい？」

　部長が手元を見ながら、左手の指を折って数える。

「そう三回。今、四年生になりたてだから、年イチペースで関所を突とつ破ぱしてくるんだよね」

「勧かん進じん帳ちようレベルのガバガバな関所ってわけでもないのに、怖こわいもの知らずなのか、怖こわいもの見たさなのか、ともかく勇ゆう猛もう果か敢かんな弁べん慶けいご一行様が少なくともこの学年には三人も居たんだね。最初は文芸部の人だっけ？」

「ううん。最初はただのやっかいなオタク。一年生の時だね。でも、思い返せば、あれが一番まともな告白だったよ。文芸部はその次。文芸部のアニメオタクには、君をヒロインにして小説を書きたいって言われた。あれは冴さえカノに影えい響きようされてたね」

「最後は？」

「写真部だったか漫まん研けんだったか忘れたけど、レイヤー専門のカメコ。そいつにはごと花はなのコスプレをせがまれた。私に誰だれをやれと？」

　琉る実みならショートヘアだし──あ、胸が足りないや。残念。

「りっぱな姫ひめだね。オタサーの姫ひめだ」

「オタサーの姫ひめって今までちやほやされなかった人が、非モテのサークルで神輿みこしになって勘かん違ちがいするパターンなんじゃないの？　……あれ？　もしかして私は一いつ般ぱん受うけしない……の？　こんなに可か愛わいいのに？　私はそういう相手じゃないとこの外見をフル活用出来ないの？」

「だーかーらー、先生が可か愛わいいのは認めるって。学年でも十分トップクラスだよ。でも、陽キャには受けないタイプだよね。集団行動とか嫌きらいだもんね。やっぱり、陰いんキャの姫ひめ君ぎみだ」

　こ、この私を、陰いん……陰いんキャ呼ばわりしやがったっ！

「……っで、でも、性格暗くないよ！　部長以外の女子とも話すよ！　社交的だよ！」

「うん……ただ、ちょっとアレな扱あつかいだよね。それに、琉る実みちゃんの友達……浅あさ野のさんなんかには近付こうともしないよね」

　いとしのレイラか……あれはどっちかって言うと向こうから避さけられてるんだよね。

「……バスケやってる女子なんて、どうせ気が強くて、承しよう認にん欲よつ求きゆうが強くて、ちやほやされたい性格の悪い人ばかりじゃん。文句があるとすぐボールをぶつけてくるに決まってる」

「気が強くて性格が悪いのは先生だよ。それはもう完全な言いがかりだよ？　琉る実みちゃんや浅あさ野のさん以外にもバスケ部の人を何人か知ってるけど、そんな人ひとりも居ないからね。先生は自覚ないみたいだけど、そういう発言が陰いんキャなんだって」

「はいはい。私が悪ぅございやした。どうせ私は日ひ陰かげ者ものですよ。でもこれだけは言わせて。琉る実みは絶対にボールぶつけてくるタイプだから。心の中じゃ投げまくり」

「どうして先生はこんなに歪ゆがんでいるんだろうね。今後の人生が心配になっちゃうよ。いっそのこと、運動部にでも入ってみたら？　今からでも入れるでしょ？」

「そーやってすぐ極論垂れるのやめてよね。どうせ入るなら、オタ系のサークルの方がマシ」

「確かに先生の見た目と知識ならやっていけそうだけど……絶対に行かなくなるよね。中等部の時、家庭科部だって満足に参加しなかったよねー」

「だってやりたいことがあって入ったわけじゃないもん。強制だから入っただけだもん」

「もんもんうるさいよ。もんもん、終ついに死を決するに至ってしまえっ」

「それなんだっけ？」

　聞いたことあるフレーズだけど、ぱっと出てこない。ああ、悔くやしいっ。

「藤ふじ村むら操みさお」

　部長の少し得意げな顔。この小こ娘むすめめ。「華け厳ごんの滝たきから身を投げた人か」

「それ。一高の生徒さんはひとまず良いいとして、どうせなら美術部入ってみる？」

「やだ。どうせ画が伯はくとか言われて部長からバカにされる」

「そこまで下手ってほどじゃないじゃん。ま、いいや。よし、オタサーで帝てい国こくを築こうっ！」

「やっぱ、私はオナタークドを誘ゆう惑わくして生き残る運命なんだ……」

　嗚あ呼あ、私のような女が生き残る道はそれしかないのか。なんと無情な。

「それでこそパルパティーン先生だっ！　行けっパル先っ！　童ジエ貞ダイ狩がりの始まりだ！　スリーピー・ホロウだ！　デュラハンだ！」

「……同じオタクなら、やっぱり純じゆん君がいい。あと首なしは嫌いやだからサキュバスにして」

「ご自じ慢まんの可か愛わいい顔を無きものとして扱あつかおうと思ったのに。残念。それはそうと、もう六月だよ。高等部にあがってから、もう二ヶ月だよ？　やばくない？」

「早いよね。この調子であっという間に夏休み……になってくれないかなー」

　でも、暑いのは嫌。汗かきたくない。クーラーないと死んじゃう。

「その前に定期考査だよ。そして、梅つ雨ゆ！　衣ころも替がえ！　梅つ雨ゆと言えば、ヘアオイル買わなきゃ。そろそろ切れそうだったんだ。帰り薬局ね」

「りょ。ヘアオイルかぁ。大切だよねぇ。湿しつ気けでうねるもんねぇ。そして梅つ雨ゆと言えば、不意のブラ透すけに男子の意識が集中しますなぁ。あれは、ただただ視線が鬱うつ陶とうしい」

「ちゃんと対策してても、濡ぬれちゃうとね。てか、前も言ったけど、先生はそもそも対策しようよ。私はちゃんと下着の色だって考えてるよ？　白とかピンクは透すけやすいとか。先生も暑がってないで、ちゃんとキャミとか着ようよ。雨とか関係なく透すけるじゃん」

「あと、汗あせを吸うから──でしょ？」はいはい、わかってますよ。「いっそのことガードの緩ゆるい私は、傘かさを忘れた振ふりして純じゆん君と相あい合あい傘がさでも狙ねらうべき？　突とつ然ぜんの雨だったらブラ透すけイベントも……って、それはさすがにベタすぎるよね。自分で言っててちょっとひく」

　それに、今さらあの唐とう変へん木ぼくがブラ透すけ程度でどうこうなるとは思えない。

　なんなら、土曜日にお気にのパンツ見せつけたばかりだし。てかＴバックも見られたし。

　窓の外に目を向ける。鈍にび色いろには程ほど遠とおい。

「そうだよ。乙おと女め思し考こうは似合わないよ。そこは、ノーブラ絆ばん創そう膏こうで誘ゆう惑わくするくらいじゃないと負けヒロインとして失格でしょ？」

「ばかたれ」

　やらないよ？


（了りよう）









　あとがき




　小お津づ安やす二じ郎ろうと云いう著名な映えい画が監かん督とくがいます。彼は映画の脚きやく本ほんを書く時、ダイヤ菊ぎくという日本酒と共に長野の旅館に籠こもったと聞きます。そこで私もお酒の力を借りることにしようと、さればダイヤ菊ぎくをと思ったのですが、健康診しん断だんで肝かん臓ぞうがフォアグラ一歩手前だと脅おどされたのでやめました。ゆえに、ダイヤ菊ぎくに限らずお酒は鉄の意志で一滴てきも飲んでおりません。否、ちょっと飲みました。噓うそです。普ふ通つうに飲みました。さらば、肝かん臓ぞう。この小説を書くためにはお酒が必要なのだ。犠ぎ牲せいとなってくれ給たまえ。つまるところ、この小説は死んだ肝かん細さい胞ぼうで錬れん成せいしました。

　学生時代、私は文学部に在ざい籍せきしていました。そこは多種多様なオタクの蠢うごめく、とても居い心ごこ地ちの良いい場所でした。小説や映画、漫まん画が、アニメ、音楽についてひたすら語り合いました。ゼミの終わりに行く馴な染じみの居酒屋では、それこそ閉店まで語り合いました。薄うすいハイボール。衣ころもと脂あぶら身みだらけの串くしカツ。煙草たばこの脂やにが染しみた壁かべ。建付けの悪い入口の引き戸。酔よって声が大きくなる大学生やサラリーマン。無ぶ遠えん慮りよに鳴るコップ。座すわり心ごこ地ちの悪い椅い子す。閉店後に転がり込む友人の狭せまいワンルーム。同じ服で行く大学。当時は太だ宰ざい治おさむも涼すず宮みやハルヒも同じ地平でした。

　大学を卒業し、仕事に追われる日々の暮らしの中で本を読むことは無くなりました。映画もアニメも漫まん画がも音楽も、新しい物に触ふれる回数は目に見えて減りました。語り合う仲間とも疎そ遠えんになりました。それから何年も経たったある日、ふと、あの居酒屋が無む性しように恋こいしくなりました。

　だから、かつて自分が好きだったもの、友人が好きだったもの、それらを散りばめたのです。それがこの小説です。またいつの日か、今はまだ叶かないませんが、今度はこの小説も肴さかなに加えてかつての仲間と語り合いたいです。なんて、良いい話風にまとめましたが、白状します。

　完全に盛りました。

　つまり、そういうことです。物書きの言葉は鵜う吞のみにしないこと。文学部の鉄則です。

　聡そう明めいな読どく者しや諸しよ氏しはお気付きだと思いますが、これはクレタ島民エピメニデスの自己言及と同じです。

　というわけで、割とそれっぽい言葉で締しまった気がするので、この辺にしておきます。

　お手に取って下さった皆みな々みな様さま、ここまでお付き合い頂き誠まことにありがとうございました。

　再びお目にかかれることを祈いのりつつ、どうか皆みなさま〝長ちよう寿じゆと繁はん栄えいを〟




【すぺしゃる・さんくす】

　担当編集者様、ここまで連れて来て下さり誠まことにありがとうございます。本になるなんて夢にも思いませんでした。あるみっく様、素す敵てきな絵をありがとうございます。厄やつ介かいな女の子たちが有り得ないくらい可か愛わいいです！　そして、編集部含ふくめこの本の出版に携たずさわった方に、お手に取って下さった読者の方々に──すべての人に、ありがとう。私の肝かん臓ぞうに、さようなら。

　また、冒頭でオマージュさせて頂いた『人間失格』、『痴ち人じんの愛』、『よだかの星』を始めとした数々の作品に敬意を表しつつ、この場を借りてお詫わび申し上げます。
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■本書４０頁／13行目《エリ・エリ・レマ・サバクタニわが神、わが神、どうしてわたしをお見捨てになつたのですか》

→『英和対訳 新約聖書 マタイによる福音書』（第27章46節）

■本書４４頁／10行目《God's in his heaven──All's right with the world.》

→ブラウニング　富士川義之編『対訳　ブラウニング詩集　─イギリス詩人選６─』岩波文庫（岩波書店、二〇〇五年）４刷、２６頁

■本書６１頁／６行目《撃っていいのは撃たれる覚悟のある奴だけ》

→※著者注：レイモンド・チャンドラー　双葉十三郎訳『大いなる祈り』創元推理文庫（東京創元社、一九五九年）76版、２５６頁では「もっと腕前が上がるまで、人様を射っちゃいけないぜ。いいかい？」となっている。

■本書１４３頁／11行目《I thought what I'd do was, I'd pretend I was one of those deaf─mutes.》

→Ｊ.Ｄ.サリンジャー『The Catcher in the Rye』（講談社、一九九一年）35刷、３０３頁

■本書１７１頁／13行目～14行目《しっかりしていなかったら、生きていられない。やさしくなれなかったら、生きている資格がない。》

→レイモンド・チャンドラー　清水俊二訳『プレイバック』ハヤカワ・ミステリ文庫（早川書房、一九七七年）11刷、２３２頁

■本書２０６頁／13行目～14行目《すべてがわかったようなつもりでいても、双方の思い違いは間々あることで、大形にいうならば、人の世の大半は、人々の［勘ちがい］によって成り立っている》

→池波正太郎『真田太平記　五　秀頼誕生』（朝日新聞社、一九七七年）２刷、３４７頁

■本書２２４頁／17行目《人は女に生まれるのではない、女になるのだ》

→ボーヴォワール　『第二の性』を原文で読み直す会訳　『決定版　第二の性　─Ⅱ　体験　上巻─』新潮文庫（新潮社、二〇〇一年）１２頁

■本書２４３頁／16行目《日西に垂れ、景樹端に在り、之を桑楡と謂う》

→『初学記』（天部上、日）　※広辞苑第六版　「桑楡」の項より

■本書２５２頁／８行目～９行目《母はいつでも二度考えなければならない。一度は自分のために、もう一度は子どものために》

→ソフィア・ローレンの言葉　※参照元（https://meigen-ijin.com/）２０２１年４月７日時点

■本書３０８頁／９行目《妻は目でなく耳で選べ》

→トーマス・フラーの言葉　※参照元（https://meigen-ijin.com/）２０２１年４月７日時点

■本書３２３頁／２行目～３行目《女にとって、善良な女にとっても、自分の肉体の誘惑に抵抗できる男がいると悟ることは、とても辛いことだ》

→レイモンド・チャンドラー　双葉十三郎訳『大いなる眠り』創元推理文庫（東京創元社、一九五九年）76版、１８９頁
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